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ti大会が I催 して

`山城 ,(守 円、11'ニ ノ「1楼で開かれた 1民示..

及 よ|113S2■
' 
そ′)時の【示 よ 久

`替
「

世[ |」■等|■予|`浩つ 日人名ズの所直する

■イ″11や 人 11イ‖社li蔵 の占t■キ県「 の著

名な文化則が一サ11葉●らilて いる.― ■

,1「【覧会 ま■暖県′,育会● `F会が主11

し にヽ山 けとそのイJ近の地理 F史 ■1ヽ Jl

■ 市キを紹介するも′,で 'コ戒 ,t守 ‖、
11市■●■

'`卜

の|十亡1古 を|ヽに土●として口:

,1 川j売 した その他松 市 1各地つキl「
112● lilで も小●示会が同時用11さ れ 十
社●)illが民ホさilて lt計を‖した
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郷土展覧会陳列場見取図

|[|「 i■術」古■■了後√
'5'1カ
日に
~"予

古美 II大製j上 ド2●が;1行 さ十t i要な資
卜が■富な図収とともに|(0さ

'■

ている.

その機、昭千111年 11,3,1 2月 に国
`た

が
'ヽ

喘浜市まで開適したときも西■不1史談会十1ピ

の日鉄

`1'日

記全■ |■ ,こ会が 2会場 1豫1銀

行 上‖
`ヒ
氏別■|で開11さ ′t ttr′ ,t

イしけイ1510'1が ,示 さ′tt.そ の■ホを見た

|¬予史|ヽ会の申我■人 よ 2''8口 にアヽ肝
'Ⅲ

`■

,な  に■ | ■1  ~■等保の今昌｀Jと
電して品寅しているが、その中で刊覧した民

ホ吉:を沼イ)し、そ。
'民
示を 'V■完賢世■■_

と莉ヽしている

戦後になって ,ヽ このような●向があり、

昭r」 21年  191, 3月 21日 ヽi月 20日 の12日

間

「

 市政た|し60局 年11念事業として開う・
,tた ● 大|1覧会の時 1も 、第 2会場に
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館、 文化館等が11す :,れ 県 卜の美lj品 や東
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質F県のに,‖・h

'日
|,11■■●卜を■示してい/.,そ ヵユ|

の ,ヽ山大,覧会■物のiじ _1安 ,「 1ヽヽ ■
■| こ「ll l●洒 伯又は同人||の  本画、1+
Ⅲ 同ルl I:道で、兄るべきものが多い 芸
‖i‐ ヒメのんうに嶋tの気を|「いている と

'上

べて,'る  いギ′t:し て1, ィベントの開
催を機 [■ 1:会 などの十業が,ltさ itたが

そ。)中 しIJ役吉1を■たしたのは、世子史「1会

をはし0七 十る搬F■咆,I究回■であった

2 黎明期の博物館
明十政 ,√,II岸興業政策に則, 」の主催
する|ヽ日両■●竜会li東京や人,な どJ,人 FF

「で円tさ れた力ヽ 地方でもそれ [仕 .,て は
覧会が開11=ilた  本県でも明治11イト18,81
11,に ,I■ ド物岸け覧会がキ■● 1口松
城公
「
|で開催された.そ′,● まもなく+¬

`

|!ヽ山市に県「 ■卜な物●1肯 を■,Iする県物産

陳
'Iり

|夕 )t,の市1臀 ■,中 li ■ll県 十号1“ ,|,I

に
'F■

| 力i明治13年 118SO1 3月 1■設けらil

141,■廃止、人正
`■
li置 ‖召1ド 年以F

■,県ル||■ となる1 昭「」20年ぼ)●聖の際
に,2し されるまで,tし た そしてた■13
4:|]021 1月 に全卜をヽ 二日:IⅢ li上 今市」1■
,1大会が, ljで 開か,tた  たたし こltら
まあくまでも,■共χ■■による県●夕ヽの1"
にせ古を■示するのがiよでも1 文化財や|↑
品を■示する市,たの民′1施 11と まいい,た t,

ものであった,文化嘲′)■11民示イ,i減 イ」は、
た■2■ 111131 2月 1■ 城 ,tttPl● 11,
けらilた●山●lt´ +陳 ,」所 1叶 :和 5■■ 市
搬F土■とL・

“

 し
'11■

廃
"|力

ill初であろう.

ただし こitiまヤi設√)民 ボlL計とは■なしが
たく 県下の諄物

“

施設″),し lF十 となったの

は、
'、

 1111社′)il,tで あり 大「 1「年
111261 1月 21日 に口illと して,J:し た.
可社′,~[L,日 ■ _[よ れ 主 人Flo■
11,211 1月 11断L祭、 可13年に建設嗅地「
工ti式  同]4■ ||:に 起 :式  司lF+2」
に ill,ヽ  可■1月 =i物 を卜●皓へ●す

1月 20「 に■工、

「

Ittl■ 1●人であった

11社のi17jは もとは本峨●1(蔵 さツ!て お

り ,ネ L■)崎 にr「
=・
Tに―■ltに JIさ れるFI

lであ ,́たが、明治初期|=●内●,2■のi4
に移し1ス●られ そF)li束 まt障 とlTせ ら,t
ていた.叫治十年から人■●年に|ヽ すでその

'Iの
要望力:古 ま1 大,「 2年 11,13 11月

回i保イ1会が,1■ さ,し た 同 1年  :年 に
各 キ々it li静 として大 lt■■回i保′ri:
布助
`,511円

が:上
=itて
国t■建設|=「J十

て+綱iが進められtが 翌 |ぇの予■ではな
せ■11眸 されている そ

`)た
め|ヽ同封F)● it

まおく,t 工よつ青ェ ま‖13年 ,月 に■た ,
た.

大山Tr神社国宝館開館記念絵葉書(大正15年 )

同 ll‐ 1昭和41年 1月 |二十円投と合わせて

`ヽ

LtlII物 ||1人 に玉||■年物

“

 となる|に
は」■ 8■、

「
指定重要文化111「 2■  県指

定

“

十夕丈イヒ嘲oF■余を″え、 とく =Ⅲ十′)
P, It■ 11は 質 ■iと もに イ(臣 を1する
成11の I物 t‖当施設としては

'iitil●
J(

●l‐がある.1lf]10■ 111151 1月 1い に喜

多都,tt業 会。)要請
=よ
って 県 卜]F ',水

F"と Lて開計され、■年長浜・Tへ彩■さ,t
た ただし 「111年 から戦後 o年度

``く

,|し 、

司31■ 1月 に

'■
した 「雪||,F年 ■は年 |・12

万人ほとの参観者があ 1 盛況であ.,た が
い160■ 1月 にtた って圧

"さ

れた.ぃ ま つ
成,:の 障llt‖当

“

itと して●山「 ■■■県

t道に動物■がある  Lの ,|卜 ●護河野
氏つイ(城場姜収跡にできた県●道,■国 1町 |
治]1年 11,庭  担μlし て:1● |■―角に町1和



Jヽ年にに記′,勁,国がIH11さ ″t11召¬疇0年 二

十1ル■|「当た設十 ,LI、 観 IL剋道■温■の中

にあるという有利な●地条「 |も あ1 当叶■
間15万 人′,大 H者を■えた. 司62年 ● Fm
l・日
'■

に県上″,コ|"い が力:設
=itて
移
=す
る

まで 県民グ
'児
童打‖IL設 ●,中核

=し
てのF'

吉」を呆たした そ|'■地 ま
'さ

川計1■ザ,■■に

■づき史跡とLて 工,,さ ′tる こtた 1 県
r,,卜●)多 くの人々′,要望もあ

`,て
 ■支ll年

Ⅲ l,11 1道 後公匡全llが ‖lnt史 ,Iに il定

さlt 同時 こ●|■ '元家屋もF● にit'
ら,1で整備された.

3 戦後の博物館
「」千「35■ 11011, 1月 1 に |■ l・ 県ilIカ
■出会_が発tし、 |′,に 翌 |:ヽ 月25 ■
円 Tl地区|,II“

"il会
_が■■された,そ

して同3,■ :11に ギ 1回移■

"物“

が大洲市

で|‖催された.こ の晰かlt● √)に :力
'0の

第一

期ヒt■ よう. こつ移■宵物針の■地′
'た
め

1 1`■ 1カ
'0つ

ttが―Z要 となり その,■桁
4薇 として「■艦県単ll,協 会 が誕■した
生 .ヽう  その子し起人よ ■■■■i●の●

`t籠長Fit■ )ヽで 道後動物い長1普水栄上氏
,,I11立 Iルオ長′ヽイ(索 -lt'●協力を仰い

たとい ,́ilる . このЩ●県 !物ヤ

“

会,1■の

FI I力

“

■び|'物

"‖
当施設 ま、■ |:36年

119611 :月 に発 11● itた  ■■″)性 1カ m_
|■ 11県 |1物館

"会
発イ,並漏性|に lllし Fた

'
十ロイ|さ イビ〔|ヽ る.

そ′,う ち|ヽ前開言t● it設 |■■1を ■い

て県上 l ll 市i1211ま オ|「館とtら 名

“

が

付さ11でお | いずツtも 所■lLの■色を1占 ,
した●■が■ 7・ ら

'1、

民不
=itた
,FIえ ま‖

H浜市●■|:"は  :■相i市■i「浜市の中レ

をなす企業■■債●i十式会社イ(■ば,■ E→¬司

市にユ

"さ
れたつを性にli日浜押|「 1■■つ

7で活用さ
'tる

ltでも,,た が つち郷上の

「
lt資 ‖を合つて自然十■ 人,TIヤ Ⅲi而を
■ね備えたI台 lI:力館として円J設 lltた .ま

■■県の0物釘i史

た II条 市t':「●物館もい 人祐氏の長年
にた,た る自然1学系ブ,屯■資|「が当市に寄噌

されたのをもとこ、西朱滞ll卜の資|1年 を

'「せている●)で  ■ひ陣|"洋 といたる.|コ 城
南 笙■1● ホ主人●イ|■家のリリIF苫キ■
|,(「 ll年 111ltl★ | を■1211[1193● 8

月に県枷[土去

“

I● として11‖ し始つた ●
市IJttr)絵画 H′シI I句器などr)■ II古しや」(

よ」古を■示した

11111111:|::|:|■ ■ |

久松家別邸高翠荘 (のち県郷土芸術館 現
県美術館分館 )

それま 班在で ま県た
“

∫館分店●
'■

F土うt lj

il Lな っているが その建物白ll フラシス
つt^′ ■ンスI式●1の も。)で美■であり

こ )̈● Il本 1110な t央物 lit訂 ′はヽ rし IFI

としては+卜 lt● ′,も ■)と t.わ lt 県1旨 ,L●

|夕文iヒ● |■ t171 =語 iさ れてtiる  人,1
■ の ―角にある大,L式 'に「

“

1嘔千135牛

10H`:足 |も 人11市出身
',高
「正生氏の長年

に ,́た る厖大■1ズ葉■|||=■づくもので な
がでも大
"需
,つ の作ど。,製作した書口| ■

籍など見るべきも.lが多い また :オ|「 :
という■L誌を

``千

,するなど個人のラになが ,,

そのF十日みは■いで

",る

 ●治城つある11に
公日,=辺 にIH言★さイtた■崚文

=館
も i官兼

民の長年収長したFi卜 によ ,て IH ttlさ れ、 H

本、中回 引|キつ占向霊など,品 を多く1又減
Lホ しておリ キ色′,あ る●門||な 性物館で
ある ■ |■

'よ
うに この時川:に■|■に|力難
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■,Fつ
"|"館
咆

【設置主体】
1公 立

12 法人■

1県 ●1 2 1市門11■  21
12"は名動変彙による|

|■ ,1 2 1F`け 1 1 1会

を,μし、とした本Fの |,4″ ti● ,上 tが IP・え:,れ
たといって1,ょ ぃであろう.

政´の高度

“

清|ヽ長期を中心に陣II自, 同
1当 Itilが数の上で飛躍的に11ル]するが そ
れが■ :ll lと い 。てよかろう 昭和うo年
119811 1ヽ1に末京の野刑教市可■●r■調査
に1,と ずく : 本■11■ ,卜■要覧』が発●■
イtた が それ|二 |ま 本県の1テ地設が1,載さilて
いる.11■の11,L■を,く と861し設が誕上し
たことになる.こ のなま■●登録の単物11■
●|1当 lL設致|■ |工 く こo)頃に■,,,L,J!が
■■されたと考え:,れ る.そ ●,設 L‐主体、1ス

歳資|‖  民ホ内容から■て■■つlL設 ま以 |

',よ
う 1,IFさ れる

,た ,そすtに専円口0)矢女|は ,円 |,■ ■′,
三

'さ
に1■■するが こ0)所・・ まこの時‖』片

有 ,́も のではなく■(t=も 続tiて いる

さて この時,鯛 ′,IL設について古十Flを あ
ヤながらその高■ tよ 1計 しく検言Jし たI..

ます県■の施11に ついて11れ てみたい ■
i区 と衛

'付

●111り館 1贅  巾 :番 ■13 現市
役所 地々,と して叶|千]31年 にII■ し、 2年後
の11月 11,11■ |キ ,■として名Iヶ変更して■ |
し 可51■ 1111に 県●IJ■ 11の ある● 市■
.と内′,県■■■rし ,■内に杉はした,(1県 |
●|力

"が
ある 」止■、動物、Ⅲlりに関する多

く●●||を 収蔵し系● 1つ に民示するととも

に 両査■岩 t間 として年 lml,証■IIt+k
rilt ,,11回 ,■●r,由 ネ:● 発行し:た 十

年■の理r教育に果たした
`,告

Jま +御 [値■

る

県t専物11と
=も
に教■ tFし会,内 に移 ,

■県 |■ 史民俗資11■ よ、 itl」

"■
|119651

1同 ■,,● |れた■●■F「 記念■ 1松  市‖
之内官 1地  ]し歩兵第二十 111隊

“

に,,||
あ■1体 とな1 昭イぃ ■ ll,F61 1月 に設置
された.つ ら 同lo■ 2句 に県オ育文化会

“内ヘレ●された

日郷土館 (現県立歴史民俗資料館男1館 )

押
`土

|しを
`||り「
法人| ま 可

“

せ■期成
上IP`ミが認めた建設趣意

=に
あるとおり |そ

後20年 をl■て諏[十●,堕史 rぉ ナろ「不明Jの
Hi■ ヒ空向をiぃ 出「Lの文化財の1ス業、保
●をするた● 池田亀「 氏を 心ヒする

'、

々

'4早によって,21さ れたもので 当初|ま ,F

社121イ 旧`11
3111 人  :
【収出●十1 11「内ど】
ll人 丈系  IF tt ι古 社会 =

才t 民 |● 121 白ヰ系づ
■ri系 , ■ィ、 .,r、 1 3

この分損から,こえてくるもグ)は  このいに
公■のIL投  とくに 1剛 千」|′ )も の それも
「摯|||[′、え系のものが多いとt,う ことであ

る いま少しそit■ の 1年を

"11し

て入ると

そ′,う ち11,,lL設、つまり+4,iく ま独自●,

施11を ■せす 公民証iな との公共ltit● ■lT
,,さ ,tた ,`、 t設であり 0+iと いう名動
の1,の も少なくない.ま た、内容からiで ■
門|1分野のものはきわめて少なく テーマも
定ま,,(t.る も′,はほとんどない.|な わち
地域 [わける自然系をl■ く

`"野
に判する資

本「を収集し 笥llな 16設に属示したもうと17
さ′tる このように ,|″

"11,な

:L11つ 1曽加は、

県下各地●の要望をに嗅したものとヽヽえる

が、財政||な 襄付け
',な
さ 1え蔵資|の 少な

さなどから小規れな |,の になら●るをえなか
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■
'県
の中|力 11史

ブ、 政治家 11卜 人の世+や人+:千 戦■に,
■したr人 にはヽる資|1 民■品を展示して

いたが

「

史1(1′ 1資 11■ になるとと ,ヽに

'1ホの 部改変がイ|わ
't 
現 /・で ま民俗 F史

ι占関■ば)資卜を,示 し ′分J,の 計●を|‖
tヽ ている ●|し く教|,文 化会到1に隣接して県
●■

“

罰|が岬和431● l,F1 1月 に設 11さ ′t

',ち
同名の・1術館が■itコι F館 ま分

"とな ,て■在 1いたった 1後 ,■ |‐

こ|,叶川問|,さ れた

'上

の文化施言tLして

,「  される・|は ,山市Ⅲ子■記念■ツ■と
宇千」島巾上1■■ |■ |″i ,治 lj沖∫ゴ,■ 1l mで
ある.子規記念■物11ま いうまでもなく [
山市′,■んだ●大なt■ イ正同 1■″)■ 卜を

,口 して、 より多く′,た 考々'●  =糾 しtと と
と ,ヽに その

'F土
[ ●■ltや仁lt女イヒi知

十ろ理■を十め 新しt文イヒのnt'1に rする
ために '留 156年 |1811 1111'亡 後

^い

つ

角 1道後公会生:1地 |に |,11■ ソtた た学系

"物
■で 芝不オトリ記念■ 11ビ !■Π川

`●

りi明 |

,クトにこのl■つ文■系の1珈■■は県下に|よ

なt',

スに仕tll物店|よ イ1和 47● 110F21が市
+130H■を■えるF)を 記念して,年  月i千「
島薔¬:浜御投11皆 I卜 の1しに,1設 されたもの

で、十として日円|ム人

`lt文
化保存会の所蔵

する宇千」島卜関係の叱大なr11の  から11■
|1設 ,示 している.゛ i文書類 武其‖曽 人
名詞●+恒 1古が多い. さらに

'1計

■IⅢIは名

T・のとおり、今流市出身の■業家・l野信一人

が長年蒐葉した資十1つ 一大コレクションを寄

贈するとともに 多櫻・・ ●イリを
`|い

 晰:¬は|
年 |]|ISIに 東汗■跡地に設●したも′)で、

当初沖|・ lイ言 ・LO文化館とlTし てt.た・| の
t,1日 F」 63■ 119881に ■■■71称に

'■
する

とともに 館ツ,,卜 を一部lt装 して;,lrttt ll品
を■示できるよう 1し た,その lL人 な鮎Щ●

IIの まとんどは、何菫i信 氏自身の編集す /・
:私の今11■へ市■したるたイし口怜覧J I中

13巻 3冊に|(■さiして1,る . ■年関係の占

今治市河野美術館

'メ
^、

i Ⅲl,な ど41古が少なくな1.

なお この|十川1111■ さltた
`ヽ

立つ施設以

,菫)も のを,すると ますりI「銅山記念

“

力=

ある.1召千1181:11,F31 3月 1280年

`ヽ

の

“

|

tを もつ」り1鋼  が円山|● ろ
=当
た| そ

|)● |し  I)●  1よ表を永く′川:に伝えるた

めに 'D莉 角野 詢tの 人 ■相社境内 I,■
グループ会社の
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ヨーロッパで博物館を見る

Iヽuscums ln EurOpe

|よ じめ|ニ

1 1イ,者のよ試

2  1ウ |力 11と li`'く  |

l lL11 1★ |らつ●lH

`ま

じめに

ス世に示すlt会 に初めて,が恵まれたカ

ま 今から11年 前の「:イ和61年 |]9861の こと
である.こ の■にオランダ′,口 ,テ ル ,1、 に

ある国土民●学陣1″ ■ |ヽluseunハ oor

●ヽHモ●■klnd● Roli● ider'以下 ll,テ ルケ
ムの1■物

"Ltヽ
う|で '甦えるデ リープデ

号-1`00年 二ll.ま るH蘭交流●)跡 を,Jっ て

,in the 、ake● 1 lhe Liefde ctlllural relation、

bc:、 (● il ilC ｀●therla 10s aild ]apan Sincc

1100, という姜覧会が円t lit、 出品さオl

た 本イ:卜 のIム態を■理するために招聘
=イ
t

たのであった |ヽ Ll、rnm v00,ヽ o kcnkundc

Ro[terdal11 19861

今日で ま日本人が,'夕 へヽ旅イ|することは十

1よ  F茶飯事とな ,て きているが こ|,,当 時
ままた0し いことであり、ヨー ll′ バイ,と な

るとアンカレィジをi出 しておよそlF時間′,

空の旅であ‐,た  しかも十で11高度咬長切 [
入 ,́て tt イ(と 言えとも まだかな 1高讀
なⅢ吐 運tiで は 一,,に まほどtい ものであ
つた

しかしこの lヶ 月余
=わ
たるオランタ滞 |

ま、私にし,,て は1l llの

“

ウト旅行であって

そitま で書物などでし力■]ら なかったヨー日

下 川 達 輸
Tatsuya SIIMOKA 「ヽA

4 民ホ■え
5 ヨーロ ,ハ つ日本育‖
おわ 111

,パの■物11の サ■状を、直に体験するFt会 と

なった,それから,国 までに資オ1訓 ●や喪覧

会企画 ら/.い は余「Fを 利用してなど、時物
館111tの■■地であるコーロ ,パの地を訪it

る社会は多くなったが、えたして陣1″館
=」

する考え方はとのよう
=変
イ,.,たのであろう

か,こ の点に関しては必ずしもや,Iがいく引

■ ま得ら,tな いようである.

このようなことを考えてみた ,, また新軒

な気‖でヨーロ■パを見つめていた頃のメモ

があることをおとヽい||し た,そ′,当時から

すでに]0年の年月が経過しているが 内容||
[は まだ色l.tせていない吉「

`か

もあ.,て  Πt
史の一端にもなilけ とよい、ここ|=書 き卍●

ておくもつである

1 旅行者の意識
日本人の前タト,たイ,ま その日,つ に応して i

つのタイブ I分 することができるようであ

る.一つは■■のために もう つはな!はを
利‖して見問をltめ るためのも′,である.

日本では戦後のあるF:期 から 1商 tマ ン_

=||は
れる職業の人tが世界を,Fヽ■|、 日

本を戦後の混舌L lllから14く うちに

'興
させる

一つのぼ勁力となった にかに匹卜の人々に

― lう 一
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本である||こ と
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日′,芸 1,文 化との11イ lイ)

い ま11く  そのた01■ ■ノミ′ク アニマ
ルニ|,まれる′,では■t■・と 11手■月1● し

ていたしたいである

こ′,よ うなЦ十′)な

"ヽ

こ ■■′)合 l.|を 点
.て■物館も

'tし
てtiる
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人がいる
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るとき′|:「なぜ,物百に'|く つか_と り同

を1☆ 十たことがある その回符は
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多 17''日

本人●)■ |ltがそうでヽるように ハードなな
かでの■い力場という

'ヽ

えを期待した。)で |

ろが t',=こ とに■●,答え よ その地を
'」

るたわの最■′)'● .ヒ 言うことで t・ った .

II Iヽにそう言わ●ろヒ,tr'地 で。)`ヽ市 会合
で ま ナitに 地域内の世lj節 や資‖館を,ころ
ことを融めてお , そ

',IL●
ば
'気
候瓜■や■

活卜IHな とを,Pll■ ることで その●■,■ L
riぃがスムースにtん だi"があ/7 こ′lな
どま●1カ

“

が+た |′たt‐ lを珊|つ に示す言■で

tlる と言えよう

FI■iヨ ーロッパ■
',た
行地で見かける光Iで

あるli 何かのトラブルで「私 よ|に行
==こ

の地つことを,10ま せた_と ,句+す る日本
'、

りう言
'を
耳に→ることがある.そ

'tに
対す/.

答えまりtま って「ちなたが

'た'者
であるうヽは

に題で ま● 0ま せた. こぼ)∫也t11'1る からに

まこの地につt｀ ての 1柿力;'ヽ を得て ,tて「 さ

いJ と| うことである ||"||がそ′)ltを ,「

るた■■最高の手■であることを と嘔りい
知 :,さ llる 。

'て
ある

2 博物館と行つくり
‖F161■ 11,SII[初めて:″ tた 口 ,テ ル

,ユ、の|,ま、を回の勘たが
'L出

したオラン
'●, 人古茉制:市 として
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気を11し ていた 日
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IF● を始0と して411企業り),ご

"=
ち■たが ながでも珍■|ヽった

',は
 |(1

本のあるlL',公 ∫ヽ河イトず,L張■ち言+キ ′,れ

ていたことでヽった し→ |´仕■づくり,,1,ま

まだ性ltt上 であ ,́て  ヨー[,バ  ′,設備
を■るJン ■―ト ホー|レザ〕ド●―レンや建
千中口,マ リー十ミューシア!、 を隋ttヽて、甲‖i

●場や中じ背′,`所に よまた■き,直が見
'十らllて  'コ ll口 ,テ ル●」、′,者Fll景
""らはL製することはできない景色であった と

ころで一セ||に ヨーロ 'パの行つく|よ :画 叫

=‖
|れたも・・ が多 .ヽが オランダの場合 ま特
に言J光 市■ 公■L社 、 1■‖教■なとを,こ
■えた ■徴ちる有●く,に■Tlし ている11
と言えよう |ド 119,11

tj■

'く
り
')t「
コ ,.た 口 ,テ ル●ムつ街

=言
」はに■るのが '、 きな中 しヽti4と 大きな

街「各口であった ご存力のように口 ,テ ルケ

=、

の市省池 よ今次大lk中 にドイツ・・ rつ I撃

=■
,で 全 |が

'「
ヒ化したところである

, 町並みを■成する●14■|は、そ力大きさ
か :,戦後に11′ たツキ本が■■したもので まな

いことが分かる そこでそザ,こ ヒについて■
1=てユると、F戦直■に●.lfブ,=を iよする

復Ⅲl作業
`,体
i時に 本

`を
It任 できるだ す

',大
きな本を必,と したことから そ,tに応

えるた
'′

)成 Jヽ を■ ,て きて,えたというこ

とである. こ
'ti,は

~面

1た Iんで を賞■■
る日本の■潮とよ大きく,,:な る Lこ ろであ

る.

l● ,1と tヽ えば日本の●

"館
で よよく記念口|

というものがある.その 1と んどま小さな市

JヽがHtら
'1る

ようであるが これ ますル■
ニイ1成Ⅲl十の■ではないが、哄木 こなるまで

の:は■を■11す ることによ■,て そのし式も
より深まる

=い
う 本人の考えをよく

^し
て

tヽ るもの 1言えよう ところ力`この1直‖ltレ
モニーの■ :は  やがて成■になった時にま
しいうことは全ス考えていなtのである ●
角1各調高tヽ●国を確してお |ながら こltら
の記念‖ナ量両を壊しているのに|く わすこ

とがある.こ ′,よ うに|1物館■
'諄
物Fli`手

'に直長によ結0つ |ヽない こll l,の モニュメ
ントが多い0ま 日本つ■itであろう. た■・L
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コーロ ,バではII店をはる

合もせめて+名■への言ごLが ,ラ ワー ス
タントで上めておいてもらいたt,

コ ,テ |レ ,1、 の■物rよ甲い・ら,いて21-

30'ほ と マイン,●)沖 j叶にl■つ‖命あるボ
ート ′、■スのellを「t姜 したもので、|ド製
では11を iⅢ■■るような形とキャビン,のな

などがある ■|"は もちろた出入り日は]りで
あるが ■物館として独 |し たもので よなく
て  "1ま ■|:企業つオフイス

=ビ
も11■

している.1== 本で ,ヽ11えつつあるFF「 11
ザ,ミ ュージ

'ユ
、かこれであイ,う .

H卜で よI物館を建it■ る場合に大きな門
Lと なる1庄 :Ⅲ場のスペースであるが このlti
に よ専用の駐●場は,い ,こ itよ 1山′,|,II t

でもよく見ら
'tる

ことであるか もともヒコ
ーロ′バで まマイカーを「 1用 してよりも 最
,り ,,交延社問を「1用 して。)人■を■●して

tiる とこ/・ うitt tヽ   イ(¨ )あ る,tlj館のよう
によソ、な1庄 Ⅲ場を計保するために市伴ilLか ら

離iした場所にr・Iて ら■ ,,笙アクセスが悪い

たち [停 ;し てt.る ところは見テ キ′,れ な

ti

ドイツ′,7ラ ンク,ル トの中心伴iに よ マ

イン| =i■ ,て I物■が,ち上●る●物館i芭
0と 呼|まれる道がある コーロッ′ヽで■まil
た伝五|,■を,F■ して■年さ

'tた
Fi十 類が並

ヽ■芸瑣

`の

■
',■
I″ [ 未開社会の上1占馬■

を,示 したIがあるとt.っ た●イ、である.こ
●)よ うに●■つ鮨でミュージアム エリアを
情支■ることは,批者 |^」 用者 |に も世itて

あるう| 千大きなことま ,,つ 住宅や商業
エリアと興な ,て  それにマィチした,観を
1乍 .,て 保|十できるということである.

3 施設 設備の利用
庁物11の なつ・によフラシス

',ル
ーブル■

“館′)よ うに
「
史をiIる 建1カがオ1喘 さ,tている

も■,がある.それらまもともヒ

"物
‖IL設 と

ま:1の 口1,で建てられたも
',で
あるために

そ′)● Hにらたって ま建物|'i,■の
=」
気を

●さな1ヽ ような酉とこえ`なさitて 1ヽ る. またロ

,テ ,レ タム[■のデルフトハーンで見た小さ

なス,― ンの■物Iよ  +Hま でそここスフ
ーンの■11がイ|イ,れて .ヽた ので まなt● とヽ忌

われるJt,足 を示してtヽ た.事実  l tj地 とな

,たために■,]lLが■したことと、に
'tまでの家力工業||な ■亡工11が変化して時F:●

こしきれなくな,た こと [ある .

ョーロ■ムの
「
|″ ||で 吉くこと。)一つは

■多くの■ホ■とした

'■
ホ資|ltl‐ してtヽ

るということである. イギリス●,大 に,物,
Pritishヽ lJ scじ n■  ま]||■ をセえる屁ホ|ヽ
があり 国 |1美 術‖もまたオラン

' 
ア1.ス

テルダム
`)回
■F ttil物■ IRi k卜 nl■、

=ヒ
ll

(ヽdc,and、  Sthttり [ヽ● li I`口 ●ヽum
Anlste rd anl:以 卜「 !、 ステルタム

`,円
物11

とtう |も 多く●,■示■
=ル
夫iFitt i● 示

して:ヽ る そili夕 1ヽも 十而い‐,■  1lJ■
にも■な■,(■子された‖,と をサせるこ

=が
でき
=
そつため1こ こitら を詳■llに 1い で

'し

て回る

ことは斯しい そこでインフォメーション
カウンターやミ●―ジ

「
′、 ガイド

=よ
●,

■ ヽい|で
“

十:■ く編1賞→うこと力`できる手

■を考える0,である ネ本11に まH当 て,)●
111の■示場所をバンフレ,卜 なと [よ ,て

確認し ,1示■ば,■ 1ヽ 1日 1よ って景●:コ ー

スで ,してよくのである.

1,1えば私 7‐ mの■ホ■でしばしま見受 すら

れるIL景であるう: ll,こ イげ)方が入

"FIに
■

1ヽさ itた 屁示リストのナン′`―にitっ て 11
11=よ く1■ も,情 ら■ないよう 11,る とt'う jl[

賞態 F・がある. この■■ ま,覧会の
「
ホ■■

力' つ′,',式 を■っていて、そ′tit■ て‖Ⅲ

,i芭 りすンバーli「 されて1:ホ き
't(|る

の

であit i'FIF rき るヵ= こltうな ■11あ るt

はギ■ラリー||な ,示 となるL こつような
■●′,イ「方はかな 1無 IIな こと,)よ うな気が

してならない
')で
ある.

■■態 |・ L言えは ■lj名品●旅Jと でも

― F―



ヨーロッパで日|力

"を
見る

r名 11っ たッ,一であろうか 海タト
',ilル
館で

よくそのようなけltit′ ,の  FI L遭過するこ

とがある. 行ま 本。)美術教十■1=よ 登場
しないような十1イ乍者′,イ乍品のう|で も,イ ド′,

“

■を聞き  つが11む ヒ次でまた同しよう
な車が操り返されるとい ,́た ことである そ
′,う ちにl● itと 退屈さを感した参ttl者の中に

よ やがて,ス ト ルー」カベンチです後不
■つ高い0き Lい った光量となるのである

このデi[ついてヨーロッパの知人 [尋 ,ュた

ところ
~日
本人は,t理堅くて団ll行動をとる

民■だからJ=言わ′tて しま ,́た  にかに
本人よマニュアルをよく順■する■年十で t・

ることな′,オ るヽ|=  そ
',こ
とが 1卜 )のイ||"と

t'う 面で まtl_と なっていることが多い. ,t

■ヽ,,い な:,ゴ参川することもないであろう
し ~ち ょっと■

'り

して のIZ要 もliし なt
のである また11ホ |:の イヽてを見ることが陣
物‖でも■子マ十一ヒ考えている人かいるな

ら ,イ くヽの■'1違いである.

ヨーロ ,バつ陣|力館の食Ⅲとトイレは E
本で ま

`:(中
しIな い■● 71●慎で存●する

も′,つ 多`いな力ヽで 下111者の 11場を考えた●
さやit備 の配tがなさitて いる.■■はt↓

フ■―ビス′,●iが多いが メニューは■言で
ヨ眸 Hに は数会

',イ
し丼を1■ませた家 l・迪れで

唄わう想い。,場所でもある.

そこでは観覧に

'ilる

と手人
'つ
イiき 届い

たに日でも印tう ながら体害し またそれから
スの資||を 副るといったことができ′lば気■

よいことであるが しかしだII内 で
',食
●の

l~「や窓

'卜

の■観に よ、必すしも十分にJぎ意

がイテきヽいていないところが見

'け
らitる 中

ま ヨーロッパも日本 1,よ く,1て いるところ
である.

日本では■や美 I11言 つ■り!イ ヘントのコ「

に 女 rト イレ″)育 |に ,1ができて:ち の こ||
くわすことがある.こ のような:R‖しまヨーロ

,パの地では まとんど■か すないことである

が こツtら の原口 まもちろん女子 トイレに|,

置さ
'tた
容P十数の不tにある.そ こでトイレ

の■

"は

をlllめてみると 床而薇が iめ るワ
女の11合 力ヽ

=ま
同じであるという `ヽ く中イ屯

なことに起国していることに気づくのであ

る. もらろん女 1ト イレが 有ヽする面積が多

くなけilば な:,な いことは 自明′,十■であ
る.

変わつたlL11 1★備の和IHで |ま 、平成 1年

11,971に ロンドシ′,ビ クトリア&ア ルバー

ト美llテ年を訪ねたい|[通常・ l門・
‐
■問より 1

時 F日早く調tし て エントランス ホールを
不1■ して||かの■11パ ーテイが‖‖かオtたのに

出くわしたことがあ.,た し、平成11■ 11990

に
'1、

ステルダブ、の回上に史‖物館では ■
物が民示さ″tている●ラスケースの1'で 争i
●イング)試●会|■7わ れていた. 日本ではい

すイtの場所へも,酉気‖● よFf迫 されるが ,1

覧会のべ lレ スlt― シ■■でリインで,と

':と

せヽう

こを考えると、あま |■不|よは,い ことかも

知itな tヽ

4 展示替え
「■えるデ リー ,デ■1111年 にl.ま る日
蘭交流つ町をコ」ってJ″),1ホ薔えの時である

が こ・・l展 覧会の民示品には日本から漆器
地図 仙物頌の日|..があり そ

',た
めに湿嘆

65%を ■け保つ必要があ‐,た  ところが湿■
65%ヒ ■えばオランダ人にとって|よ不快よを

,ヽよ おす燎値であり そつ中で,覧会を艦贅
するとt'う ことはかなりの思両手を必要

=す
る

のである

■に日本0卜 をヨーロ ,パで■示する場

イトには ■い段■で 本から」■ち出コ tた資
料について ま、長い |・Iにわた って′,,と供の●

合 tヽ が強いために F者がJ者 に 1ヽし てのカ
ルテヒ同じように、資十についてのコンディ

ション ンホー トがより重要な■書」とな って

くる FI千「13■ 1か ′,参加したシーボルト

カウンシル財団 1当時 ま斉藍茂太、■■ よ茶

I11代 ■,の「ヨーロッパに存在するシーボ

-lS―



ヨー呵 ,′ iで |● 1り
'吉

を,しろ

|レ ト コレクション自´資|1詞 下_で√)社●
■ ||ま  t燥 Lた環■に世itた 11■ ,■ rrさ
れている地lrゃ絵図■を ,「 り■まれた|1嘔

をlHI tえ なt・ よう|=収 ,1■ うこして,,,た ,

そ
'tは

こ■)‖ⅢIを 円とえると、■ 1日 か:,■

′:ろ tF「 をはらんでぃることに llっ た.こ
のような,tlしのなうて ヨーロ ,′ にヽ■■ t́,
いた巨イtillと 、■覧会つため

=回
不,:,・ l

ってきた資+|を 1,ll・ って
',晏
示■,は :I II

な注意を必要とする′)である

この日 ,テ lシ ,1、 中■
'力

JOで は

'て

よ吉F「 1

1lt砒●|う '■で20ヽ 31分のⅢlにあるた,,|=

民ホ
=え
′,つ:11ま呻|,="iど ,であり、その

ために よ車
'か
ら大きさまでを1旨ホした申

と 作業員の
「
‖じが必要であ.,た .1(歳車

IFボ ||ま■彙|,■ かフロアやエリアを分||

て「 :用 しているとい ,た ,大態で |ス よヤ:十 ●l

「
バートとt`,た よしである そこ11ま そll
til,・
‐
■十芸員 111よ ●付

“

■芸■|が .‐

FIし てヽヽる力ヽ lLlt杓 ゆ警備並び|==温 ,コ|

忙は延l10¬:を 合

“

た●it■・ ● :な .て :る

| l  it,雨 21111.

長ホ
=え
作業はます室内Ⅲ,H●を晨ボケー

ス内′,li●65%ま で 1ギで員示した資′|と 同

じ4■ とし そ●力ヽ■ケースを円 すて資|IJ,
【ホ替えをイiう .ま たI(がrr■ /.と ●示
ケースを開して そ′)● |=員示|●,出 入 1日
をII故 するとケースのⅢには湿度651´か城

| ケース
'日

まr見覧きに迪したf■が出+上
がるのである

こ0)よ うにイ1理化さltた
',法

は当■にあ ,́

ては

'1常

i珍 しいことであったが 1(蔵
=の

理

'力

を
'tiす
ることL l,党者とイ,十 にす十

るF‐■||の素叶らしさま 日本で ま,コ な
わ開■■■や11,時間を過きたは浩で′トロJを

切った01る 11があることえらすると 略●
つ闘きがあると言わたばな●ないであろう.

5 ヨーロッパの日本資料
社が肛
=す
る●11県 Ⅲ

'tイ

li腰 1つ■で よ+贅

2■ 119ⅢⅢ l、 長11 1lk_μ ,,全 IⅢ lt!卜 ■

Lし て ヨーロ ,ハ に1民る日本′
'iJを
言

画 ilLし た |シ ートルト カウンシ↓11エ
侃■ 長|1県■■術

=|,t監
1′ 11111.

こ
`,晨
覧会つ●ぃ [あ たって四覧会,"H

側う●,の ,■ は
~「

|も ,´∫■て,こ るも,)で

しかも長11だ ヤで見せるもぼ)こあってにし

いJと ヽう引■に ll,1であった.し →ヽも ■
,、きな‖lLは  ||■ まであ

=1年
11も ,t,,て

いないという切J」 +ま った1人ルしにtlっ た

こitら 0,要」4である力` , こ■だけ叶■
,せただLの Ⅲで

~初
うて見るJと が

~¬
る_

ヒうヽにはえ,,′ tる つは 2000年の1`「′,中 に

'ま
`,て
いてただ今‖ 1出 されましたなと

つ 考古十をテーマとした■覧会,1,Hま全 く

`え

らitな いことておった しかしこちらも
学コ

"な
mF●ⅢI「ゃ イ」■,11し てこ,,系

TLず ,■覧会によ丁11= 11して111,出 来るよ
うなものでは,く  資キ|の世■,葉 |¬  ある
● よ柿ll■ |に,製作などで 多くの■||を ,
;る ことはもえろんである.それで ま比|ヽ 11

限に

'虫

れるヽ会が少ない:|クトから二なる
=

世賛の しヽしやIt,こ 会Fi卜 について力 i書 (イ 足`

て●った.

そこで何と,口|イli賀′)捻
「 =イ
it itll

との
'か
111采 tシ ーホルトに焦,1を ■■,た

■覧会のイヽ画を考えたば,である これまでシ
ーホ,レ トに躙わる●覧会 ,日 本てもtく つか

開lFさ れてtたので この,卜1,JllI究 でよく
力|,れているヽli:氏 に協力をよつて 平成
元年 11,801 F月 にコーロ ,'｀へとすた● った

のである |ド  tlnl,s, ,01.
ヨーロッパに所在するシーボルト コンク
シコンと占えだオラング ライテント●民族
学,物館 |ヽ■iい o,|ヽ u、 cl m●f EHJ■loぃ

](de■ 1■ 1、 く十日られてtる が、当FIこ れ

ら,,コ ンクションは最上をの■恨彙IF■ を改

Iし た1ズ と■■とに分散して1又 TFさ ltて い

た もちろん 最近夫け ●ヽ)三 |¨からなる|ズ蔵
1業の日本関係資||の tク ションヘ行.,て  '|

-11-



ョーロ,パ で博lllmを 見る

11に 見られるようなきちんヒ性理ι頓が行き

情いている:は ,電 とまたきく異なるものであ っ

た .そ こに よヽ不′「  ●■器 `" 地図■●
ど,,レツ、な資‖があり、それらのなか 1ま江

戸ネ■でtめ ら′tていた,エ タヽ■ち出し
‐
こ禁

「
|:ブ,「 占山■之¬Jや

~武
イト 武サtL・llfJ

なじrt山 の資||が入っていた,ま た自ス光を

よく,1り 入れて,,iさ iしたライテン人■ N/1÷

瑣|で よ '|■域本
't′

,図面に大名名とオ書の

■タカ十文
「
が入つた 'I●■及杓lll■‖之

図_を 見ることができ 数多くのご禁11品が
,去の円を1杵ってi十オlil寺ち出さilて t'た こと

を知 ,たスキであり 民覧会のテーマとして
コ■常に新・・Iな もば,で はなt'か と感じらlt

た.

ドイツで まミュンヘン詞●民イ●|●物館と

'ラ
ンテンショタイン城 tiな どこもシーボ

ルト関係の子i十 があ |こ れらの旭を訪●た.
前者は,,1副覧には訓

「
に■力1'で  きちん

と性理
=itた
地」 F図■ ま、 日本の

「
普■

と同● I響覧カードをめくるた すで訓●する

ことができた.

ブランデンシュタイン城 t● とは ヨーロ
,′ でヽはシーボルトのlF のJl‐ となったコ

シスタンティン グラ7 71ン  プランテ
ンシュタイン ツ●′・｀リン氏力`■ )‖いだ
シーボ|レ ト日li t11を 合しコンタションであ

る.フ ランクフルトから
'|=で
■ 2け出 ヘ

ッセン|‖ ブランデンシュタイン城はこじたま

いとした城であるが それでも城「]ル小F_

″t外を備え■■,ており  本資
=|ま
そ′,一宝

の古めかし,ヽ本製キャヒネットの中に ,に
人 ,た ままで4ネ ヒ|ヽめらイtていた.ス ケ

'ュー,レ ′,叶 |.|||な 1ヽ約で′,すか 2■を開‖す

るだけであったが 私をヽかせたのは祇に着
彩して‖か

'tた

シーボルト′,娘「おt.た _の

絵f=で あった.

この発見11つ いて ,長 1計
~旅
_'覧会へⅢ

Ⅲて ヨーロ ,パ iL行 121:では以下のよう
[Fし してt'る || |,土 :1,198,1.

「 そこ こ1市がilて いるの よ長崎「 立 |,■
に

'F蔵

さイしている国指定重要文化財
~シ
ーボ

ルト芸 ′像誤釦イトT のキ真に肯員を用いて
■かイしている あつ rl■のおぃね像なのであ
る こltま でコ、が読んだ文副tの中ではこのri
了にオ占が

'tた
芸 r llの 巧,Ⅲ について言■した

ものを知らなt.が、恐らくこの伯澪家の資‖

が訓■の手がイ」かすに ユとんど茉公■lの資ド

であることから考えると、新チけとの 1,ブ ,であ

ることま1/」 二十測された _

これらの■果を踏まえてマ年 1'1に■調査

を実たした.こ の折I11,|1人円を71う として

よ々の末,人資||が発見されたが 最人の成
果は後口検討| 十認された「 本地卜Jで

'■,たろう.

文政11■ 1182SIに オランダ||コ ルネリウ

ス ハウトマン■で婦 ‖しようとしたシーボ
ルトの■人市から ご禁市Iの F,が発■ l itた
こと [端を発したシーボルト+■は 十年に
II不御lt l同

'ヽ

:二放| の中し渋しを受けて

日本をよったことでツt着 したわ すである.シ

ーホルトはその間にオ|●や

'崎 `行
から

'二●四にわた ,́て ロト地口を■出することを■

●らイ■るが、最●まで上|ん を中し立てて偏同

する′)である. こつ 本地14が
'1が '行
日後 I

当作した 日本 1朝載されていることす |,
本の日t販いて|十ち帰った 本lL瞑 の原図
については 多くの W心 を■めていたのであ
る.

■|ま域い1の  山にあるロイに几人のための
建17こ 保管さitた  1子ハインリッヒの関係
資料が計まった長■の底に |ヽま っていた ト
レーシング ベーバー

'の
社に■かilた 燎

|ま、いかにもヽてて|‖が
'tた
様相を■してお

0そ こ 1=ぎシーボルトの■に迫ってくる、
:え索の子考=見 えはれするのである.

こ′■,の調査成果を■にして ご禁粘1品 を
中心 とした展覧会 ヨーロ ,バ に眠る日本の
1上―シーボ,レ ト Jレ クションー:ti ■成
2年 11,,0' 8月 3日 ―ll■ 1 の会期で、
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良11県 ●■11● 1カ‖だけで開催された
',で
あ

る. もちろたこの実覧会が二 ,の コーロッパ

での■地調査だ すで,1ん だわ|十ではなく そ
こにはヽい|・|にわた /● ■■,氏′,TT,tit果 |[

よるところがたさい●)である 1泰‖ 119,21,

おわりに

ある回■人に オランダ女エロヘ|1張 を命
するJと いう計令で 初めて日■をちF'tて右
いたところがオランタであった ,ュ ーリ′
ブヒ
'it■

 アンネ フランク ハレス少年
シーボルトなど、■,すかの知識しか||ち 合わ

せがないままで始まったオランダで′,イ「十で

一
=因
.,た ことは言葉であった オランタに

オラン,iどがあること|よ杉IH玄白たちが ¬ギ

体ヨi■ 1が出来るまでのIJI「 などで■ ,́て い

た力
'、
 もちろんオラング1普をマスターして出

か すようなとという■面 Hさ は,く   どう
せ政府の■11だ

"・

ら迪.「 もつくだろう|二 .

う無貨lrな 発言を信したのである

ところ力=オ ランダに■,.て から,tilが  ,ミ

||に ,わ′■ていることを知ったが ,I学

“

=吉

千なf.111ま  それがオラン
'語
であろうう`人

語であろうかどちらでもよか ったのである.

滞i中 にデン ハーグの日●公文書|‐ ,任
II■官ヒ ロ本陶薇器11つ

=ヽ
て,舌すこととな

った.■の語子力を知って,1る オランダ|イ主

の知ソψ 迪訳をかってでてくれたので 数時
円に■ ■́■1カ談裏も 私は口本語で,事 1斉ま
せることができた.と ころで にlT研究官と別

れてから「今の人 まドイツ言| オラン/~i「の
しちらで,舌をしてましたが , とにうたとこ
ろ 「彼が話した言葉は英,告ですJと 言われ
たけにはヽいた |1川 t詢llll.その

“

Ⅲ∫

度もヨーロッパのよ也を往復して オランタ人
の英語が訂とりが強いことを知って少しま安心

したのであるが ,′,■会話は「のと ,ヽと 過
ぎれまォヽきを忘れるJのこと,つ

`■
| ―両

に向 にする,t ltは ないのである.

本稿は私′,良い間にわたる●1カ

"勤
■で

ヨーロッパで,物rを 見る

多くのご指導 ●助言を1場 りまLた加■有ス
光上の 占Ir記念■か ,1行 さ

'tる

と・ lき

“

び

まして、 ここ|[ 文を■させていただいたも
のです.

■■に すヽする!よ■の気■ヒさせていただき

ます
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大正期建築界の一動向
―美術館に関して一

A NIovenlent of Architectural Coninlunity in Taisho Period
ヽC,Illlletiti● n`,fthe Bu‖ ding Pl■■を[b●ut 1ヽ1ヽ lusctinl ollを l Snlali Scal=―

山 本 哲 也
Tctsuya YAMAMOT0

|  にしめ |こ

2 競1支設計の不明な,|「
1 当選

`↑

及びイ■,FI

' 
はじめに

大■13年 11,211 615Hイし行の :小■||
の美術計_1洪 I■ |な るものがある これ
ま う0■の本であるとます紹介するが、■■
ま

"易
中:に 人‐,た 50,′,カ ードつFtt Iよ る

も●,であ.,て  こ,■ を本七吾.,て いt,のかも

'イ
には不明と言た,ざ るをイ]な い.し かし

'Fで
は
~本
書_ Li己す場

`)が

あることを」
´

示して,|い た上で 話を進●)ていきたい |=
● 1 21‐

本書 よ ~せ■常長●賢Jの
~第
「口期 第

十,ヽ口_ としてTl●されている 帷のよ工事
に

'二
期までの日録があり、第 期 第 Ⅲ

の 玄t'11 にtま るように■集各七「11こ
関■るものや その1山に

~11場
■■_  il

社

"闊
Jな どの性■物全体には|わる|,7,も あ

るようだ 第凸,9つ 内容が不可Iで あるため
陣|力■に関するも′)え ど`,1だ |す 含ま,tる つか

もわか ,,な いが そ′,中に■
“

i前の話包が市

|,ヽいとして登場しているわけである.

ところでこ
'■

ら ■ 71も の ま「延業|,員 _
となっている 1,′,●,本書は瞑案彙であって、
ゲ真|ま―切無い そのあたいの十情もなかな
が■ttし がたいも,,がある

=て
、■者がこれを占』占にて人

「
後 ■

物‖学関

^′

,数多くつ■江□iな ど■見つ瞑

人上川●キツヽの動向での位置付 す

お|,|に

いて

'こ

直しても、 えまそ●)タ イトルを見出す
ことができな,,た ,つ まり し外と知らl・
ていない存在で|よ ,い つヽ と考えた|,で ある.

そこで ,物■1■ ■■)さ さやかなl●に,え
るべく ここ I夫正期|[お する つの動向ヒ
してイΠイ|し て,たい.なお こil iは |わるI
¬1の訓●力ヽ まとたとできていなt'た 0 あく
までも当F,資 +1の出介にほぼ十

`始
すること

を ますはこ了解賜りたい

2 競技設計の不明な経緯
不書力」1人 ● :っ た●

=を
キ]る ための、キ

者にとって■■1トーの手がかりが

`"の
カー

ドに

'己

されている そつ冒頭 ■
~嘔
ネ条の多

くは と記されているのであって、即ち何 :,
かの形で幕葉をか||た訳だが その募葉π夕態
を知る llも ,つ ところなヽのである いず,t
にして 1,「小規模′))t,F館 _と いう理の建

栞設計
「
案を公募していることだ すは ,■

として記:1,さ ,■ る それ力' とここ■てるこ
とを想定したものでもなく 具体|,な ■術館
計,1から って募集したものでないことは、

=
らに読しとll11ギ される.

ここで も両オートの企■を十Fイ|したい.
■募朱■多くま「小都「 に114・ る美 lj

■_L云お、心持から■,'つ て|十る.そ
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人上期t+Tつ 一動向

■

蟄̀ 11

1~T:′

写真 1 小規模の美術館_

れは■1:つ赳旨に「!キ●ク,tに  '、 日  もつたが、本こで■イトlitて いるも,,と けで
。)■ 力]と 共に各∫し方

=勁
1:す る小剖

`市

_  Ji選 よ・ :等 まであ
' 
その

'I作
か六市まで

の事を:|,1し た■ 4にルることとJふ   :た き |'し 1,い i■ |ら itて .ヽる .と いうこと

が ■
',募
葉ば,[|,ヽ は文字

'■

|~小規●  は そltな りの応′件よ力鋼 午さソtた と考え
の ,t■ F‐Jで、i■ l'に市liし た|ギでは  るのがそ当であろう,
ない.

このことはとうでもよいのであるli

t,,|さ と几て,」ヽ

`F「

|=出 iる た●11

の心llであるJ]に  一■Ji=よ 条´ ら
「或る兵it●,■●11,と しての■●■ _

とよつき,囁つて日る|ヽ

'tr l[吉
:

■つてけるものであることを ,Itlイ ()な

い■にはFつて青く,

小■1テ,の■■は:「 を1'こ も個ブu向 こ

も切々

't必

要をまするところつもので、

小形で まある|lirt●向を絆へる不■

巻 ま オツヽ●)■めオ,信 するところ
'り

な

くないであ :,う .

以上 r・通り,ち | ―,しヽ技111と t.う こ
とに
=る
たろうが ■いに■■する予,Lつ =■

い中での米集であ1 11ちで■
'ltな
もので

あるような気がする.社会を,してその■ll',

`を
採.て ,た t.が  ′,ま 11り ,え すFtt Eヒ
しておきたt.

り | わすかに読ilyitる ■業の内容11'1
し、 lJ件の,3‐■tiら ったば)|ヽ さえわ

"■

,な t.

3 当選作及び佳作例
を頭カートに,き ●き 当選作及び411111
が11イ ,さ れていく,それそオ!■

~期
朱証HHJ

のカートが付||ら
't 
そイlそ il i円 条う■1=

れている .

~ ittt lよ
刊十1′ ,「 i重吉Jと t・る

ベンネー」、であろうか '1全なからtl者かも

不明ヒ「キわざろを得ない.t■カート[あ る
ように こつ 11当 ,■ 4は 「

"る
日:tの ■■

■■として
''■
術■Jであ‐,( 他′

'~小
嗜「

¬1に 1'tる
't‖

iヤJと やや意が異なる ,ヽので

あるようた,il,■に引1■ 1  文ま自分t
の■日●,一 吉Fに でも _と あり さらに「こ
んなプライベート|― な気lTt i_と いうiし

■にヽ■l●ている 't‖テII■■を設 すた||
るところま美術■7,性青しを■

`し
ている11't

であ| 
“'I出

に包まれた :角 鉦J′ まよ|は

イtヒ ライテ′ンクを十ね るなと■白沐光

子
=用
′,■

'(も

1疑 らさ′せている. また   '`t
地]室 とLて物置力をitす るとtう か まま

2(,――



人■■■染界の 動向

2F―

FlJ筋コ正通

図 1 -等 当選作 |) '「 面一言「つ遺「

'二



人J「期■■性の 動向

Ⅲ口 ,FI:|の 趣きである.1'tiヽ コンクリー

トtであるところ よ 以 下ば
'当
選作 +作企

て 1,t通 している 1国 l し
'

「 i■常選 |は東京つ :IL之である.正

面|こ 「ビーナスのステ′ント′ラスをlΠ い

採tと Prt副の■●)■に充てたJと あリ ー等
との共[にうJよ しられる こ層帯造で  il・・
1省 ||に

~晏
覧會場_を 置き  1省 II.・下 ,

に■■■ 食生などをAじ している.1図 21
~|+■
JJは 東京の長汗人,F.1● 2・Tで

イど,作 昴′
'説
明企でに両liが記されているネ,

けではないが ilイ|=ltて いる件 FI中 で よ11

ヽ小さい.場所を ¬:外の上同地
'IJと

想

定しているところが興ltttt' さら il:嘔 :

|ま

,tの口:■ の家人は

判に出て 雪ヽt'て

,に家でlllし てⅢ

■きユ命ままたなど力ヽ…

7~0し ,1を ■■
`との計を1,し  lili lつ な訂[明 とな・ ,て

いるつ

か1+ifで ある. 二嗜ti彗 で   i‖ ともに
~陳
ル1会場 を「こ置し  ■に よ+■■ 会
iltが、 1粘 |=|ま

`「

布土という吉1屋が|」 えら

れている |コ ||
l■作―

" 
ま東京の」く野松三郎,11iし い

小さな者:市に立つ小規散 ,美″imと して借
`となスタイルを,0ま した _と の訂ι明がある

1略に請■ 地下に物けを百]す多口lT造で t・
る.|メ 11

イ「1,11: ま東京の■情敏太IF エリIの
~■
,生の要旨 に て t ljllら しき

'IIt t泊する,`案せり _ヒ ある.‐■郷7":,し き
というヒころに 大工川1の ■li館せ・tの流行

さらにはに1'』 の■行館運動というものをよし

させる.ギ 層 |■ F_I Il造で 中央天■のド
ー」、す特徴と言えよう,1図 51

■11三 市  ま東京の中鳥要鶴.説明の冒

"、

「1+世■)工屁と国民 |:i千 ●改善 濤 lr
充賃を課 ,,ん とする気延は

'る
■iitちてF

る.|と あり ここにも大正即|の■li奸運動
というものを

`し

きせる内容を見て取れる.

地 卜に物置を設置する二富性,=であるうヽ 迎

きとして よ||1平 屋
' 
といった■である .

中央 トーム状術せ よ=11に
近い,円気たが

11面は二市よりも板やかである.1図 ||
~性

“

四 FJ Iま 彙

'(′

,原 Htt i郎  二官持
遣で  昨を「ll,1■ J 'L晰 |十地 |卜 tl
′)十分を事務■と物とにし さ:,に 十分を
1集 合場 |と する. 央高層部 ま吹き枚 すヒ
している 1呵 FI

l■ ttTL市 ||よ東京の松卍誠―,その形態

は11も 壮微|,L言 えよう,一ヽして■II=it

ることく「 両力¬11′にな ,て t'る のである.

その工分つ つみ″,Itと し i[■●
`■を配する.中央を■■■とし、噴水 1,i女え

ているところがlf徴 ||で あ1 円形ならで よ
つ感もある.1図 71
~住
イ年ム語_ ま東京の力]引,泰  ti●五市の

オ微|う な|″■と対111,1 最もシンデルな0
111′ ヒⅢる 説明 1~余は東iF t明 をl・ しく
日 ,、  人でちる.■■十11いてももつと正道
の一として記め :,′ tて

'1な
りと思お_と |,

り 日ヽ¬:11~東 1子の
'1■

Jをたしている.1也

下うヽ ら二泄までの :]lt'Lと な
`,て
おり、

「同吉■●さし 」ヽというのが,七 十′,,tて いる

のが特徴的と言えるか ,ヽしれない.1図 8'

以 ||こ覧すると =まいずれも百1T強 |二

|,漿 l nilで  ヒても i百
'1:1は
[し ない規

1呉 lttヽ ビい五百ni強 | となっており まさ
に小規性である また、イヽてが可:肖 モグニス
プ、■染としてイ案しており 当■の美lji嗜界
|[I.|キ る叶与を,tす もので

')ろ

う ■■の[
●こそわからないも●,の その国くを,↓ る狼
11おいて 当時の実行117LI築界をにお:こ と
ができると言って ま言い過ぎであろうか

そつ●条ち 中
'1に

最高古●・ をllつ やや H

14っ た情,童物をといて tl iが開くような1形態

●L遣 :F llイ|―市|か  ■面口角ながら

-2S―



人上期建業界の一■向
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詈
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漫
コ
及
断
面
口
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,、■副社■ツドの一■ ||

こ祝口■平面口

一．

ｌ

廿

口
Ｈ
ＩＩ

Ｈ
□

∃

甘

F百― :[.11面口

図 5 佳作二席

えが‐
~出 して1を高高●を■つような|′態

|■年二,II さ:,に そ
'ti,|=‖
「する「′態tt

うよう11 ,1常 に

'つ
ったも|,,多 い と:l

いつつも ■年■
'「

,,よ うな当■としてま

`|ルとも,iえ る
',で
よない

"・

とりわltる 1′而円

レツ,回朱が,ま 11ろ ヒころに ,1:1味がt,た
るブ,である.

なお  キ|:‐ イ1奈 IJで ある以
'ト

 イ|て
「lt=Jの応ヽ者てあって ヽ者]に :葉  し
でt.る ことも 筆IIイ ■|ヽ示唆1,と ビえて

しまうことをll Iし しておきたい.

4 大正期建築界の動向での位置付け
大正!嘔の副Ⅲlを をし■術

“

史よIT.た ,上べ ,,

れている.lTに 兵|:1(■ ,1代 た1111● ;し■||

こ押:示 し新たには賄した■・ ●県上ウ1ljP‐ こl・

いて同1■さツせた 2002年 11,か ら1月 まで′,円

■1己念■ 1松
', 
人L'  |'コ レクションな

どでたどろ 美市∫‖′,サ |力■千しく 図録ヒ
して記録が,=,て いる.そ

'tに

よ ,て  本己

正面及
.則
面i口 碇 世断面

=
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一

基
'1コ
汲地下室=面

た「月1■キ界●)―■11

亘

EFJ国乃T面□

II―
=`■
謳口側面i国及断EE

図 6 佳作二席

が当|,1の■11の 中でヒういう■■イt十 をつ

えらitる か ■ :'「認してみたい,
,て I Illの

'IIIt lllま

、大■ 2年 119131

つ卜民美

`「 “

会の延勁li llま る|さ れる. こ

れ ま「 !|li青Ⅲを会・11に結成さ
れた0が掲け

た、■■作求′)作品を,,1す る■li飢 ●理 ■

を■,■業●)― つとしたものであり、それ→`

大 しヽ年の■●■にわ |る ‖よ聡川ら 1よ る

|■術
=建
11に ¬する

7111■ 41に 出とな |

ili t■ を十ながら大■15■ ‖11■)i■ ″美

■,た なる0である.ま た 物ilをかもLた

■

`|●

設として聖仕Fしを絵山11が同しく人「

13●に,7■ している こ
`l■

1 た■
'■
lj

J口 として誕上したの●ら1 本稿で収
'| 
す

た
~小
‖‖′
'■
術だ とまヽ めて

'口
「 ||であ

る.

そ11に :L′  `本Jヒ 1「 t'での11」胴ti ■
し、モリ|る P,容 i■することは '“て■

-3=
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四
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J
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大IIIt栞昇の 動向

「 一
、

「

す

|

L

i夕
=‐|■

重
=:1

―

三 直―
=「

.TI冊□

図 8 佳作六席

|¨深いも′,があ/.  ■は人 に]2年 11923
にヨーロ●バⅢら掃日に ■年に¨

“

九ルを

建11し た =● ニズムLtの シンブルなデザイ
ンは中嘔白,の■■

'ラ
ンをよに '■ 丈彗

京「が設計したも■であった 建ルの■面イ|よ
290 niヒ  まさ|= ~小■●●,■ 1,■ _ となっ
ている. 卜普■紹介角品ようも■ヽは」ヽさい

のであり 'ヽ日1こ そシン
'ル
であるが そつ

i杉態は多く′,図案と!工世するところである.

また 
「
■■liつ「 F円形の図くは 中原

正F側面i二
"Jこ

■つ「ヽ卜(・ d← N(1■ |ミ =● = ト 
ツワール |

十想と■)●似■の|ll・ を地|ナてモれな:ヽ だろ

う ILII I  とこにこ′)よ うⅢ
`Stl名

あ` り、

共通するIF分 とを ,た げ)● ま不月であ1 中
なる円スの ■で|,る とイえるのう:■ 11で は
ないか
=り
うもイ)の、こ

'tも

またFl味■t■

itろ ところで,,る .平面円形■)建 1つ というと

,」 ,まひろしま■●■などを思t.出 すうl ti

十
'tに
してもそうい‐,た 1,我 な■■II■充t

が ,1■ ,ヽ 0年 ,iく 前に既 こあつた享■を

T面□

-
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図 9 ミュゼ ト ノワール構想図

大 F用17t,ツ のヽ一■ ||

ll

:|ここ Jとることができるのである

しかし 町イ和初期に|ま 東京十三●物館の競
オ女11:に おいて帝冠様式がll Hさ ″ιるなど

決して人T,1と は動向が一とはならないルサが

見:,れ るのは日力のiり である.そ う見ると、

人 に川の方が自由なЦ蘭を持っていたような

■囲気がよしらitる .いずソι11し ても 今後
,ヽ各叶

'国

の■11に
'「

意していく必要を|"忠す

る″(■である.

5 おわりに
普物

"史
や 01カ ,■■を計畔く時、そilぞ

れ,,時代における

“

々な関係文÷や書物をま

す参

`と
するのは,道であり、不可欠のなエ

である.そのたら、知らitて いない新F,粘 と

いうものに
「
に注意し その予

`Wを
目11すべ

きだろう.延染の t界での動向を探ると さ
らに新た,資 11に巡 1会えるlT能 1■があると

Jわ″tる .「小規模の美術館: よその 11=
言.,■ ■いつで まなかろうか

また、 ■物資iに ま不可欠と言える
~■
示 |

という言葉の

“

パ
「
1~ロコ」|か らの蠍n'に

つtヽ て ま 惇ll,界のみな,,す さまざまな
'ア

面の模索が必要であ7・・
"|え

は広キ業卜など

であい、そ′状 索が日本展ホ 1会
=お
tて ,

口,ニ クトとして始動してtヽ る このような
各方面の試みが 日物館史 ●物館宇更を充
実化させるの よF:違いない.

またまだ|イ明すべき諄物館 0物‖デの歴
史があるたろう.それを常にしに留う 新た
な

"卜

■を進めてみたいと思う次第である.

註

1]テせ口 Xl:「 tュ1の →―卜で .・ |+ lJヽ |●,X

l`J●●| =it'‐  iお  !―
=● =あ

たる
"

― ●′,入りi工で倍の十 ′●しな ,て ,,た . ズ|

|― ヽ1全て十民1」で● してtろ

■1111●  ■常 よ
=た
t●
=行
■■
',|11ヽ
三

嗚であ| 」●説月の■―卜まl●
=ま
´■

ら|.て tiる

J41J"の ■― 卜
=は
 ユる口it')■ 市1lⅢ

として●,it ni ttう ●■ ま出てこないた

● さら
=彗
言時 =●11さ

れた刊の■調)●

●たの■ ,ヽし れなヽ

FI:叫
'■
IIIiヽ  JIIJ it方  大 |「 ‖

コンクシJシ ■ J=た とる ■Ⅲ■1● サ:り
=

●県■■1,■  |=● ■‖,■

票 ■ 1,25「■綻
`¨
_:■
'ti術
 "

Ｌ

志

,,,"  MuSEEo● NOR
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人 |■1■染昇′
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動Ⅲl

(|'る  ~■ 11:よる●
「
のL史
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11「■ ■■■li■
||「「 |●刹の動向 [´,1ヽ て よ

'1●
1lltl=こ と
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●
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'・

クト

ttt E il'E′・ クト. 申語データワ■ サオ,る  ●11さ れたい.
・ ケ| ~に 示■ ンヽ・

|','■ t'・ クト_′ヽ iL :|18'●りFi■ ti■ ,命 t''―

りi●―]'千 す|¨
',■
向を
',く

,t―  11111t     ●|,ろ

'(|●
物鮎|lt要 ■22'

|li潟県上■■■物館]“コ1究員|7 11■■1生■■会
''卜
'F■

■としf●
'デ
コ
'・

クト1' 211]●から ■ヽ門I)予 定で追■られ
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博物館づくり、そして運営と課題

The F()undatio]l ofそ lヽ e、vヽIuseuill lヽanagement and Problems

はじ

“

に

1 「 立博物mltiっホ|■
2 仲ll“ I.業 の民間

|ま じめ
`こ■者 ま恩師,礁る■■■の励まし,,ヽ と

|■年11■ ふ11■ [よ り相慎原市 t●物鮨

,以 下 市●陣物節JIつ |,上 に立ち会うこと
ができた.

本1,は  lj立陣lrl館づく0と 初川|,,ユ 11=

傷わった者として、市■専l■飢の|』 ,`が :,E

●●誤赳を探 1 地域陣物‖■■の一試論と
するも,,で ある.

1 市立博物館設立の経緯
平成テ 11,951年 11月 20日 、 ■+1記念日に
1,■性物■は開

"し
た まlL“

`■

,90118ゴ

延べ床面積051● 21hと  1ヒ崚|,■● ま大き

な■ll館である.

,要設術 ま 1階 1面橿|を 「市民の生円
として■■■示■l rl● 特り1●示■18Ffi
l背根キービスコー十一]27 niを 配し よ也■と
2/・ は

~市
民と学芸員●,+]1 として大会議

■23,Di そして市民II究■232 nl ■習 ■
,災■91●  l・ 茶■ 31■ を百]した, 1階つ真

伸1と も計 ま
~l・

ドの+問 |と し各社―・十1の摯

■■ 1スは市を1」 し 摯∫里■ l.|と しては135
面、1え蔵空間1312h12層 味の活‖|[よ っ
て

'Iイ'2 500nilを
l‐保した.

人kl車げ)1■ 1は  ,tt■示■12F●  人

大 貫 英 りl
Hidcaki C)NUKI

3 市民の
'勒“

ほと,,ギ |,ブ
1 性物鮎迪Iの評IE
おネ,|に

'■
■|162o1 23ロ ドーム25011● プラネ

'リウム そしてもけにス体1見「 1■ F4rを 酉ビし
た.

■置の日1,ま条11で定め
~■
,「の白ホll●

文化並びにス文に刊ししととも = こlt i,に
関する理ll lを 深める場を市民に■ l■すること

により ,上を受する●をまくくス 上i「■
■のれt興 を図| もってヽき .ヽき とした市民
支イとの言い圭に●与するため 性物

"法
1昭拘

26年■律■285号 1■ 2条 第 1項 に■定する

陣物館として 相棋原Ij■■物館を相‖原 |
L根
=丁
目 1番 ]ら 写に言1置づる _ とした.

II.・ 体十1よ、11長をrT,ビ■ ,「常nル :り nl
とし 市上員ま高1■■ 1名  1,■係係■

'110名  ■芸JF担当1l i幹以 下10名 とした,
■r,案 ●ま市都市忙Fi公ネ|に ■託し、,物

tス タップとして新■採用した女性嘱i砒員

0名 を当てた ブラネタリ■ムの道片は 市
FI員 ′,ほか委託会

'「

l・ 員1名 を,」 えた.市民

II■■には十背指■の嘱112名 1教員退壮

者 |、 図1:整理に|ま■常l」 II員 1図書館i“

者|を配こした またL輩設■つ
`キ

■と告‖

1青掃 |よ  委言
`会

社II員 15名 がJ「当した.

1,i● 1カ
"ま
 ■成 , 1971■の第38い だ

築業子会●をはじめ ,41回伸李1県建キヨ

ンクール最優秀よ、 さらにま日本建築学会の
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性,Lづ く0 そして,二 Jと 言‖[

OF ITlk,,11年」古t,を 受●した.薇 々′)

占言Tつなか■奈 ll染 コンター,レでは ,TT
I入氏から次の過

`'t計
を得た .

*]甲 t ● ‐ 1 ま =音′)=で  'ユ |ザ )「 ■
=

●|'で も¬ltiち る.

その■知 ,■理の巧iさ と
'ヽ

|=|ヽ く:「 1正

されるの ま市11に・lす る●勢であ■て、

「 民ll究 =J 
贅習 ■L・■_1人 tlI究

■_「人体

",11■

_4よ  こザ,rtt.物 を1,民
r)~■動||な艦宙の場Jで はなく '能勁11

■山己IIi綺′,場Jへ と
=,さ
せている.

円け ま このlL設 ま「113う年つ
~十

H● L'

「 trヽ F画 _',中 で。,「こ置伺 ヤ以,t― Hし
て喘よい市民参いのもヒに幕本||な 企中

惜想 ;画 が進められて来たとのこと,

1中 Ll l~せ■ とよ理物という1自だ|キで ま
なく そツtを イ年る過オ呈やその内古Fでの上1占
をも包含するもので まなかろうが ~延染

|よ  かくあるべしJと イえ■せてくitる 作

『
,である.

しかし tl●
"t′

)ll="・
‐づく0■■者らが円

負するデ|は |1物■|ム●)1■貝1、 教育委員会′,
「百■と,|1公 IHを ヽ

`■

したことにある ● ll
II織 としては麟長■tを研イヒ載とし、十■員を

ライン■ではなくスタッ711コ |と |」 |た こ

と 1あ る.

市 [|IIIJ■ ●,I備中 `剋 に豪†な|1物瑣|
がヽ々とオープンした しかし多くまその東
キさとはil・ に ,十 ′し、さらによ民せ化が

進めら
'tて

いた こうしたながで相,L'が,
Ц[セ ●くことができたの|ま、市民ヒ理十七、

市l― と載員の緊張ば,う えに■まiした 相上の
信頼質 l■ にあ■,た と筆者は信している.

相■,の ,I力館づくりも、他の白治 llkに よ

く吋らツtる ように■年十■として●ち Lが ,,

た 火の手 ま市議会の ■質,1■ 1,始 ま ,た
喘クtを世召和い2 1FF l¬ 2月 議会のイ1会■議員

の質問とL ■昭和53 1FS'111月 議会、12

月議会と■月i議員、II政 会11員 の支イした千
をもと■る●円べ と1売 き つt,こ「 長は
「せひそういうふうな考えを■ っていきた,|

ヒ符えるに十:,た

こうした市議会′,動 きヒ■良つ決意にII応

し IΠ‖
「
「 コ
「土懇i舌公

'「
民の■土史II■

クルー
'|な
どヽ

`ヒ

」llは  贅同にltと して
■■小中学●使長会やPTAの 代

=イ
を■●

「

`千

]531Fヽ 1年 121]1陣 II前延言t,■己 セ
1,Fに■  した.こ うした■過 よ|でにイど′|
してtる 力ヽ 相ヽ原

"lt illよ
 その■、五|:

キ tの思惑,文化 教育団体′,要聟だ すにi`
た,i,す、十,「者 Jl,↓点で学習■る婦人′,デ :習

′|レ ープをキめ |「 tt市民の時物ll十 i‖ と
lT 11迪 動へと言められたことこある

●物■●く|を 日標にJη lい4 FI I:に T.

■された
~相
ヽL:に文化財●・ .ち議会 をイt

去し「‖物■をつくるJ「

^会

」 11召 |」 56年 ■

|り

=|■
柿係ととも 1市長の|||:桜 |う として設

計|●,■ Hに 就任した●11●―jヽ ま このと
きの経,を  文化|り

'1■

協市会会IFIこ次のよ

うに記している.

長文で まあるが  「 民の十マ″)● として,
■ |せてtヽただく.

「文化財 4_1文 化財 IIイt轟議会|で ま
~懇
許会 ‖専物館をつくる懇議会,', ■
1合わせて理事会をIH催 し lj民が望し,
物

“

像をまと●ろ作業をしたが 時 |・11'「
も充分でなく 全市|,な 市民運動として||
物

“

づくりを実行して 0く ことを由t語

し、 0物
'|[Ч
して力|"を 広めるデ:習 会を

■ったりしたオ1逗動の ll■ となるl tt枯 ,づ
くりに|ま まだ

「
がつ|十 らltな tヽ 〔いた

1中」41 ■化財

“

の1古動か手●まり]'t態 に

あるとき IΠ供
「
1,■ 会教育をよく,る 市

民の会と 1ヽ人 グループ連キ′議会が十,物瑣|

学習会を企画した.  '略 |

56年 |]バ ス 台を借 l tllっ て 11芍
で ■1つて証山1伊藤■脚1氏の普工を開き
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■物‖づく, そ

工●市● ,1り ilを 実地 ,ti、 litは  見
=のよJと とんなill"軒 を■むか意り岐 換と

ヽらi行 スケジェール′■ ■会が,施 され
た  1暗 1参力「キの多くま =II■ ま―
日

'こ

に|"けばi足れ |と する認it,であった

ようだす ll凛証miの llL● I初館は 地
域に生活する人々のさまさまな課TEに は物

“

r,仕 |ヒをとl・ してヽえて10こ うとするも

■)Jと tヽ う崚示に日を調が■ 1,れ  IL・l■

新しいl.|1値 を発見したり,す工な問題を,■
して|つ く場として,IIよ を|十てるようこ

=
■,た ようだ.|■ 喘 |

このI習 会の直 l‐  :1記二つの会 ま世名
で
~十

日ヽ 京市陣11"建設 1ついての要土書

ヽたちのヤむ‖物‖ほ1を 市長に■11し

た.1中略1要望書をた出して 1週門
`|の10月  ~市民の会_ではF●  1申物1,デ 習

を行い 要望書をあまえてのi括をし ]|
月20回 |= 市長 すk市長との話し合い0カ
を設,と した.会の1ヽフt12名

`‖

‖市 :私も同

■|し て直■ |1物

“

への期待や,水 を開

口:し た, IIIヽ 1市の0■ l.が学べて 市の
将来を見通せる場になること、自スを保全

する|夕の場であること ,Iで 気軽に
'ける |う 人場■|で )́る こと共育 文化のlt

設のプーンlll■が・・ ましい などが上な発
言であった

こうした市民の十百と延■によ ,て +われ

た陣1カ ilへのオヽいじい ま、市長 教育長へと

'i,り

、理■とをして刷年i己 ,事■として,,

■急な77● 1″ |"IIII作 りを思t・止まらせ
しっく|イ|を担えた 1,1(と の■語を三11
したI物t■備がll.動 したのである

2 博物館事業の展開
千成テ 105111嘔 ま 実質1,Hに もかか
わ,,|.人館者■は,83,5人 ll‐の‖性■ljの

人口3Fソ

'人

,を ■えた ,

平成 8 116 年支が 通年開ヤを果たした

して,■告と■ロ

■初の年度である.決
"額
のlr移 まま 1の と

おりである.'ヽ フル■のけ‖不足は■に
'出

1,

I=′ t Tlkl l,F 年の 3■ 3600● 円を最
出iと し 以後 年々減少する.

■it民 示のLI Iケ計い ま li民 に新軒な隋T・

をと、マーケ ットリす―■にようき5年● 1

t llするとした.■Ⅲ121200011:嘔 は、ケ
ース内を中心に、最す情IFや IH"後 に話ut
t.,た 0「lιえを予定した, しかしll、 ]2年

■つ11示 ,'t庁気に示さllる とおり 十去■つ
■力にもかかわらす ほとんと,ILさ れずに
|`わ ,て しま

`,た
.

常崚民,メ ま テーマ■示 をめぐり,:芸
■と「|l17■ をつくる懇談会_委員しのイ、意
まなかなかイ「 :,れ

' T.同
十共佃1の時出111

心の11示■■を強行した■菫がある. 11(委

員 itし ては、開|‐′の o年■修で よ 市民
参Jの IJ●や

"|■

lt+を取り入れ ■′ 1,■
物館の市民F● ホの■urを 日標とした民示昔え

でrLえ たいとした. ところ力'その10年 :tl″ も

日tが
'た
ない状況と聞く また市民ととも

に新たな■示テーマづく|の ■1l r↑ 共に入っ

たとの■IFも

`,て

いない .

=II■
のロトFl,原 ま ■成13年■■)決算で

まブラネタリウムと壮:り民の観覧| 141‐な

と●売リタ、い|ズ 入などで16テ 1万「1あ る.]3

年にのユ
=費
●121t円のうちイ11億円 よ―

it会 計でまかな ,て ,ヽ る.延J賀の二■近い

lL計十1'11理 葦●,111,,か課Lと なってtヽ る

が ミュー,Fユ、グ ,ズのIH充や 図告‖1崚

=業
 あるいは訓0,I=よ る向■オ■のt

伴も-2要●ようだ.

陣物rliま行Itの 下請けで まない しか L片
境やコミュニティーなどの行政認Lま  ,1カ

"が
1丈 りl ttま たはならない凛赳でもある.こ

うした課題に■す /・

`,崚

のコン,ル タント企

業への丸■ ,',■ :t調不相は 政百,,円 から
■には数十万「 :|■ ■ぶ. こうした調査晋

`),|
場や、PR事業′,受言:ち 検|」 十べきであろう

+■ 13年●の入,者総trま i3● 2FF6人 とそ
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●1″,づ く|、 そして工
=と
■題

の数を増力「させた |ま 21 しかしその実態
は ,“ ll¬:の イベント ロホフ,ス タ「ニ
ネルギーll隙

" 1 
週 l・・あまいて 2万 人|

●漱が||わ ってtiる  こオtを除く七人場者敗
に■,の変化は|ま とんど無く、特別■やブラ

ネタリウム入場者に支えられて,,る ようだ .

1ヒ敲約まとまった事 t,員‖‖された 平成
12年 嘆
',教
育,■をまと

“

ると ■ 3の よう
になる 地域やす十を自分の日でft→ めヽ 訊
胆をすじ掃する■続ナ習・l`分野でヽ力lt i民

IHさ れている. しかし育:後の年度の投市事業

と比咬して llT続 1■やヽ入 LIIを 使証すると、

民 |イドや動|力 '物 の分野をにき、一,Jじある
いはス養|1事 業が目に1'く :

,大資‖は くんネ l‐  Ⅲ」里さil性質,1=

`1央

ヨ●に収蔵さitる .● 11管
"「“

まま4の

とおりである.考との緊急;1掘両●■+|の増

"」

と 』 世ツのコレクシ=ン の寄増による
資|,曽が目●つが 111の 見られなヽ分野も

Hにイ:く ,所 i★■r)市●け物11では Jレ ク
ションの形|ヽが共 L代へ■)遺 ,|の

'71と

して

人きな評踵であり、市●●物11協議会もその

■を指1苛[言 している

3 市民の博物館像とのギャップ
十者|ま ,■、「 ■■で事

"を
T11っ て,ヽ るこ

とから、かつて■

'キ
十習をす旦った丈イヒ用は

li者 や十Jグ ループ0人た11■するlt合が●

る.市 [ヽつ活Ⅲの場としての性物JIを 求め、

共に舌ヽ動した友と√)昌
.がた 01=、

「
物館に対

する期待が●イtた と感じることがある lllか

ィ1商な・・lか 通■のプロセスに■っていただ
けなのが、できてしまえまそのエネルギーも

F化 してしまう′)であろうか
こうした疑円を契くとして 性勒■づく|
に,せた人々。)じいを ■設要望書を読み延
すことにより に■1申物館に■■ろ延■課L
を,+る こととした,

要望こま、1吉和531F81年 ]2月 の文イヒ団体

=よ
るも″,と  ヤ習クルーテ|=よ る「日:「 51

1811年 ,月 の i迪あるが どうやら¬,■‖
物館にi両たさ1■ ない点、不満な 11と して 次
の二点か抑 できるようである.

T「Π■,IF81■ 121■■書
~1,民
の■物 ●1直  i"4■ のできる

`占
 自然 1学  芸イ: rt 民|●

=各
ntの ill共育1'01業替施設として性1カ ll

の1+i支が■ま,■ ま¬
~ |

町イf「36181'■ ,'|,望書
・ものを見、 も′)に 11れ  そこに「先人
の||||や仁イt_を■畔すること こよって

私たちが生きる班代を、 さらにま これか
らを担う子二もたし″)ヽ来を兒通す力が表

われるのたと考えます J

,望者よ、自
`,で
実τ炎観察ができる場 自

分や子供たちが

'ど

Lヽ末来を,↓延十力を贅う

場を |1物■に
'1イ

十していた.

したがって要望を受||た 行政は 1イ |138

831■ 1月 の ま報さがみなら  にiで
「■かな明 を目|,生する場を□指して_と し、
物,価想によ ブ́く1,● II力館の

~二
つの

'Jを市民 =示 した
のである.そ してそブ

' 
が

,民のみな
=た
ととヽ 1調査 '十究を行う

0「究センター_であ った.

ところが市●■物■には 実腋や哉年に自
にFTぇ るltitや 器具はなく ,代や末 I― を
見通す力を■う場にはな・ ,て 1'な か ,́た .

このにま 日● 24:● 10F年
'′'文
化口雨

究訪議会社は1誌「|ウ物館1+年 Jで  ■1●館長
FI暉 ,卓′不11ヽ ま■●ており、市 111Ⅲ II館のittL

として IPR_に
'1え

~il物
館資11 11tt t

果の■民ヒ
''共
有Jそ Lで「陣|"炸 と住民の

りt同学習 』● II究つilL.を あ十て■る
そして,'題 とすべきは 未た ここの課題が■
II決′,ま ま

=い
う点である.

また司|十集で 姉1入学習タルー,デの広l 千
lk氏 |よ 「‖IIlllを 言|る のはこれからJと して

「燎地つ変化の展ボ まありますが 古止●|を
■ するのか胃

`じ

を続 |十 るの,I・Lし てはし
い.町づく|げ)ヽ来をlRこ うとすれ よ米■■

■2 -



lLば
'■
'を
技き [は考えらitま せん― ‐ヽ 地

を,=し て.「 しいのは,中組だ|す じ■ない と市
」ヽは思‐,ているのに、L示では II●原に■地
なんかないみたいでへんです _と  現代を
■通す力が姜わitる 民示とはなっていないと

批判している

|●■物Iの事業で1, ゴミと泄文文イしを

あつか
`,た
`古
の晨示や 自分たt,で環■を

調査し課Lを 1巴
「

し 保全のための1占動を市
」ヽに■案する 動物や11物つ企画瞑やシレボ

'ウ
ムなど●オlた活動もみられる

しかし全体として ま、教養■,tl,な 事業 1

■わっていると感じる人も多いようた,

■■原の性物11デ 習つ指●イであった ,
Iキ川氏 |ま我々によつ言葉をヽしている.

最[ 白111tの ながで‖物館を教育■|,
で まなくkイしlLFlと して考える視中が広が

,ている.「利用者にtら いろな機会を上

■■れは そ,tぞイlが向上||に 進
'、

楽し

t.行政がlj民 をひとつのI■ に
",か

■,て

育て/.yt育するというのはおこがましいJ

=t.,た
考え方である.

こ●は一,1、 市民の口主性を重んじる考

えのようだ

しかしそこにま 」「rを■った教市,■
ま少ない.吉 t古 載●ま開く力ヽ それが

`た,っ て占て言が計めるよう1=な っても、 ど
う活用するかを考える機会は用意されてい

ない.

■物

“

●くりをIL進 した理事者1, iウ物始

をよめる人々とつ語 :,い で ■物11ま Ⅲなる
■1,や ,ホ titで はなく 市民が■芸員と共
にオΠII「つ山

^や
社会 文化

',課
題を 資十1

1+実 | =そ って十び 白ら調査ll究 し ム
く市民 こその■題ヤ

『

れのための行動を担宋

■る1■ となりうると信したんヽら '「備に多く

の時 |・|と 予算をllUけ  1,議会への説明にあた
ったつである.

性物11づ く, そして運tiヒ 十地

4 博物館運営の課題
員1政破Ⅲつ |ッ ケJと して なりお・り前わ
ぬ貨用☆」̈ +論力J川 ばイtる 11今、つい [東京

都で ま 教育,直■の■物館施設のi llャ学
業員の身分切 1替えも■施するという. 東京

`F■

iらす多くの地域‖ll“ よ、人

"κ
数が

減少するなか 効十1,延■と沐1枝のI漏など
に迪られている.

しかし西野宇章氏が
~こ
うしたで出■:ll lな

評価上平を■っ,しに持ちだされたら 文化十
業はiち ■かない.陣物館 また化的■みのは
胎であり、そのlttl,■11に も ,́と も日1栞み

よに ,のが
~■
用■効果流_な ′,で ある _と 述

べるよう t化 ||●■に対する[J請 |||↓点
の引難には、我 |々ま き,,ま ,ヒ 良論しなくて

|よ ならない. と同11に、 11」∫氏が「だ・ lら と

いって■物,|が社会1,iilLか ら,ほであ ,
て良いわ|ナ まない とりわけ公命によって賄
イつ
'tる

事業 1休′,場合 活動「¬容についてli
町i貨
'を
果たすべきことは当然である.Jと

指摘するように 陣物瑣1伸|は市民に■物■の
役割と.TlrЛ ,1を ,レ

^し

なくてはならない

」く帷真 ltは
~従
来から■多の 専I17F■

を名栞 った本カヨ1版 され ● 0々)取 りヽ 1みが
llわ れてきた うでに諸「]Lの 多くまでつく
している.問 題は、 ■ll●は|」のためにあ
るのが ?  ●物館はlIIniで きる′,"ヽ |_ が
必ずしも叫らかでなか,,た ことである _と
指itし ている.

十者|まかって、日1カ館を|し。,相 会議台施「1

と比べ、 llj"の lt性にち った役言」|IT■ lI
の存在と地域′)自 然とtイヒi曇産の保41111t,

を頭在化草●ることが 地域諄物■にままう
られているとしたが 市民の

~lllが
できる場

な′)がJにヽえたも・lではなか
`,た

.

本稿|ま 相,原の専ll館建設違動の

“

,け と

‖物館運■の検|「か ,, 1陣物館が■1舌 に
'(かせなt'|と した人々がけ|り首によめてヽた

ことがらを町1ら か [し てきた 人々が望んで
いたのは資判にふilて 観察することや、 日ら
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陣|"館●〈0 そ

HIヽ し1え集した資rlを 自,,辻で

“

理し ある
い よ■■も文化日口1■協蔵会を中心に十11ら

れている日■11ホ 会
~文
化口■Jを 丼まオる

なら自分t′,II究成果を発表民示することさ

え■叱ていたと思われる●である.

■イt社 会は′ローバルリスムヘの■|と を担

らitる  方で 多様Iや自Jせ性がJt・7ら れる
F:Itへ●1し している.■ 1くの』下活動は、■

潤T‐域に門ざ |′ tがちな■よ員がようる論理

の追よ
=1し
 ヽ■i市I:題の中から個イ」性や地

●ILを 追求するというオ[点から より本質に
■ |う るもつと筆者 ま

`え

る

おわりに

5'T tlittttiは 'llttilI■ 流Jでス

の指摘をしている.

It未 つ●物館のな|ヽ 11は 、地域社会の人

イに■して「
'な
働きか 十もせ |・ 人衆に

しって まⅢに受勁
''な

共
=の
場|=す ぎない

という

“

度の世物館活動に終始するものが

少なくなか ,た ,そ のた0 '物 館を利用
する者も  部のイ1会層につ・ぎらイtていた
′)である しかし ‖物館の性|しには 大
末の側からll物鱚への|ヒ動||な働きかけが

なされる いわ¨る人人の不lHの 仕■かな
|,,tiな らず、 そのような:喧念が積極||に
ネ
',`ま
iti十
'tま
ならない.

本稿で1に
=し
たことをもとに 思前にした

がい夫衆の利11を ヽⅢ,||にいる理念とイ[γ比ネ

を地域 中物館 I求めるなら、次の賀書|を 1山域

0物 ||がイ11ヽ 1●言することちこ そ,)ル ー
ル

“

りをイ1民とともに,t、 言1:価 を受けるこ

とが必要と十者は考える.

1 は1カ |‐で ま いつでも証もか 0+を
手にしII・察することができる.

2 11物館では いつでもF,も が 資|「セ
■■するためiF■■や概

“

を不I用する

してE11と 評肛

ことができる.

=「 物館は 十もが
lL■の評捏を訓■し

成果を,ι表し 観覧者と議論すること

"■

〔きる

地域性物館 ま たんなる安らぎや教育の場
としてだ すでなく l■ 1ヽ生活 こ具体」,なイ

'割をもちその機古しを発

"す
ることにより、 さら

に

`OLす
るので|ま なかろうか.

注

=1 
■●
^年
度 ヽ今J中 卜●it■物

=|'■
■

委員会 :● 11回

`1■

1辻栞コンクー■F『 .■

11 2 Til=年 [Ⅲ ltFま  一
`tイ

テ政職
=11置
口
'

られてしま ,た

■ :   '■ ■にII「  1,V~■ ●摯■1:予 tし ての

■■ 1物館の現lt L ttR電―あるた●

`・

ll結●

(|')■ 1,と
'1カ

■をと,ま く■ :J Iltil[|

に ,完大中博

"1■
|こ貫:■ F■

2 ■■ |:嘲  !||11~1lt京市r)||り 鮨●

〈| =し て延111東 こ1 月モ社会教■ 脱
ハロモ ′itの ハコ■ブ

=よ
Ⅲj, ||■ 11

'`,す

,を うヽろit上‖■入||

i主 1 1[|[51■ l]5 伸,IⅢ■ 1と口Ⅲ■|1議 会会

i ,i■  r十■  =し
')●
い

'ま

ち●

IIク
=´
しく

'―

‖Ⅲ 京市民ら■
`力

11■ ■[Ⅲ

I卜 F I資 11● ,収■ L● 171あ |サ_ =う 1'て ||[■ |

111:1市 ● 11,結

“

議会 ■哄131,つ01■

,¬ 2ヽ   ]● |のり1■ ■つ。.=|オ 1微ちろ

■■
'¬
丈■ コレ′,■ )力ヽ■な

'
111 ●●,■ルは ■ビ■■)■ | 千■を学ぶ二七′,

(=41L崚 十■
"11「

r'ヽ  ア、t吉I Flを 11■

した,合 i''館 _rあ る.

注「 `ョ r■ || ]|11:「 ひ■ す 0"li ■ 1■
'

′ ク レ , 卜ヽ |]ド  ヽ ,2  '3F

I主 S ■■4育 JI lt■ⅢⅢ■
`= 2102年

ヽ

“

 石F

¬

“

卜J,■

`:表

●_■t■■ホロ|「 !t■ _ヒ 地■

↑||“●:=民の■響と・
‐
11ヽo::

11J 」晨野 ● Jl)2■ 11 ~地 ●ヽ詢
“

iル (
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け1カ館づくり そして●●と評返

注 lo

注 ll

,■ !

i¬
=

るFI今 F)話 垣_:叫 |″ ni研 究 1● |テ ヽ●
=

E本,Ⅲ ll疇会

西■■■ 200011 二十一昨杞 ■
"1性
Ⅲ■

■■|1嘔 台 51■

」(11 1, 1,,811:1物 館を考える  」11

版|| ]51貞

人員人lll ],8131■ Jヽ都市 [お 14■物館

Ft_iコ ■院た ,■ l ltti■,要:算 llⅢ l

」i , ■本 当 21o F:タ レホ■とカ

'ラ
ノ■ケ:=正 |11 ■1部 ::市  ■ltF)

■ ,を たコ こ = lt●三
"■
つ′ |■
=“

〈|,長プ)IT tt t■ lt,J「 キ●●け|',重

要‖i指 ]|し て:る .

111 ●叢綺次 ]|||::IⅢ ■ |■請j li 階
:Fl貢

l tli原市教育委員会|

表 1 市立博物館決算額の推移
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博物館の運営

Iヽanaging aヽ Iuseunl

|ま し r・ |=

l  `Ⅲ l呆口:

2 ■1合 ●11● マンシ
3 デイズニーリブー
ちのコ

畑   尚 子
HisakO HATA

l i元できる学円:
5 1ti瑞分,F),レ ンマ

ちとすき

て一
に凧̈

一ヽ「
シ

一
，
一

ン

＝

はしめに

に物11の運
=な
どとtう 人それた延を選ん

でしまったが ,●年をすただわ すで まない
ので ■崚|,な理論を,IIIで きるものでまな
い.そ もそも、Fウ物館などの文化施+に |ズ支

論を■ち込むブ,ま すンセンスであると、 l■ 々

学芸

`tは

ずっと 1張 してきた.文化はお金つ

かかるものであ | =字 r●なとイ¬ たでぁ
ると,

Lか し ■,く 不況により、そのようなこ
Lを い‐,て ら,tな くなってきた,コ′)行政Jt

革では|+■●人の毎止や統合が■●1巾 こ進め

ら
'tて
いる そ″)ながで すさん

=iJや
ィ(

「
,あ ばかit ,「 [の■yt法 人や夕1亨「凸llに

'」

|る 瓜当たりが張くなってtヽ る.■ も一日

民としてニュースを用いて11慨 している

IT■ 東京十ウ物111以 下、江戸
「
|を [Fし

ているのは東京イ
`の '卜

享「団体である.'ドコ
'F

体の名称は ,`回■
'、

東京都文化L,t会 が ,,

]`Π法人江戸東京
「
史財出ヘヒ||わ り ,ま

財国法人東京制
`「

史文化「

`Π

とな って|る

'`Π

力ヽ tlrするi物 ||や ,tlj館の数も叶川:
Iよ り異なる.

■力|「■専の仕事に就い● 186年 F月 か ,,

既 |■ 15年 ,(■ オヽ 子:Lし  J02年 3111■ は1■
"

“

」||]OF年 を迎える. しうヽし、それた|キの

II IJを i千てもlrす な|ヽ「「Ll'あ る そlt i
l物 11つ ,1害|し  ■■■の,LIで t・る この
お.たつは、|1物 ||の ,■■を考えるにで,要な
キー7-卜 Lな る.

IT■ ||,公 この1す 17館 で行政うit●するこ

とつ■, FIイ tの流れに調Fさ ltて きた 言tヽ
Iを
=え
,ti 叶イtと の● r、卜を単 :求■

',

イしてきたとt,え る 

“

1111■ i,1■ )●イヒや |[「

",ニース
=●
■十るたう 'j=の変更i奈俵i

くさitる .

1 神保田T
2110● 211F)え

'「

■■●,イ ),門 ,■
=よ
|

IT■■の
`ち
る ïl‖ も便利

=な
り 訳‖辺′,il

ll化 Iも 即lt,が ■ま.,て tる  ●田川‖|lit
設+術のサ

“

可が千″Ⅲヽ Lた 1988年頃 ま、 ¨け
収

“

武■|を「,「する人ままま:,(ら ,た

眸|る 人が少ないため う。かり|る と■ |
越してしま ,́た .11lL日 が況しの1ま¬社ば,|十

くらヽで、

'た

0「ブ,■ゃ,,も 少なく 卜に
●さから,,7●であ‐,たたア)者F■ tの よか

ち‐,た ,

17-



1物

“

の這●

■+ま そ■)|■
=1ヒ
ベると、油|口なシテイホ

テ1',お、た‐フ■■ i ll ■・‐ビルやマンショ

ンも増え 両国に事務■iを椅
"る
企■も多く

な ,た  江●|17,■ ■ 1,「●発展 =tり して
t.る と|ヽ える.陣

'館
がある [剋のイ|ltは

■Jを 考える卜で■要な要因となる

人,「戸薇●同訳の ‖人|「 が■ヽ■のすく

嘔:にできたこと iよ |,、 ま,●」F■を■え

者F古■l計●山で
'卜

で■ ll・ えることにし

た., ■■山を通るようになった.神 保J:
のよヽ出 よ大■■叶イヽに・Iる が、なんとtヽ |,

てもここにヽつ■よ員としてのF点がある

1,81■ FH 'Ⅲ i■ 1止 rに言えば口団ユ
人東京・l・ 文化,長Щ会

'に
オ
=Π
された● ま捐楽

山にお●,た 日措「十の I‐7:1合 に」力務してい

た 1■で、窓からよちょうな,キ社が見え
た.名十II書か

'tた

F書 きは
~東
京
`卜

■■束

京|1物館煙言キ■備
= 
専「,両
'員
J

千 ま若 T‖

“

道にそれるが、このFIの 名市1つ

和t質 |よ上等で ■ っ で厚く 角が■か ,́た .

女μ:の名11は りIし 区:1さ ″tる ため、■が
'しくさl・ていた 5女 庁‖:ヽ会均等ユが lLイ |さ

れる,111であ1 女Iの■||と して■
'な
く

,しいことす■まれたつiんであろう,■ ‖■ |
■rイ スが  F■lり 小さtと いうところもあ ,た

し 女性に名オ1は
'え
ないという企業も多か

,,た .

|｀ フレ喘凛● 名11',l●質は′忘 |こ な ,
う十
`,べ
ら 1な‐,た .も っとも男女●■11は

,t面 |か らはF`え てい ,た  そのたは 'I
れ●,lJ工 ま折工よリコスト|,1まかかるが

■■1l L′,'か ら ,公けでは十先して■う
ようにな■,た 1 不1用 →`表

“

ブ́|ナ ら
'tた
0と

名オ1 つを収 ってみてもHイ(社会の■ルがヽ

える.

■円調査Hと は非常勤つ■:当 員とt'う 意味

であるが ここでも■よ員しよ何オヽカギ昇L=
な‐,て しまうのだが 1ヽ時 ,姜 員と]手べる ま
どのイ「+を していたが ま疑「「■か||く ― □■
から1ズ年十るに

=さ
わしいと91つれる 資半|

やネを選び11入する.]i入 した本の幣:哩が,
′,卜な仕事だ oた

IF■口「つと箭力吉本●  証■にllt全「r狡
|万円を卜 |し

“

て′|■,た こ
=→
=思いたさ′t

る.:り室●:口 さitる こ
=1,な
く  ,t4と 同

じレジカ|'ン ターのIF昂 で1占員力=おオしを4え

るのを中を

'ん
で

'と

つイ)で tた   まい、 II
,1こ |と 言われて ほ ,と して帰った記憶力:

ある

しかし

'卜

.・ l回体の決,|■よ よ者Fと 同じで

,算 ヒ契||に

'ら
,ておリ イ」彙私がそのよ

うな大イヽを卜 |しめていたのかは 今
`え

る

=不
思iた
'あ
る.

Iう し頃 十日tの大工出票 [高価なは本を
“tヽ ,ば tく るんで やっと

''思
いで

'■
・ Fま

で,|ち |→ ,た こLも あ‐,た  ●本['の 人たち
の lIも 知らなt所人さんがJと いう冷やや

"・

な日をよしなか :,も 、登F′ ,,こ方を教えて

くイtる
'、

もお , 多くの資オ11,する社会に
なまれたこと力・ら 白IIと

'に
1,t'て くるも

■)があ ,た  収iと 開 T‐ ない:Fイ に
'1動

して

からも 参力「すること力i許 さ
'tる

|■ |ま なik

√,占其■人|し会た ナま,く よう|こ した .勧 を

■らせないた0であり liし t'資 rlを 76■で

きるltO力 そ`こにはあった.

匹

“

171′ アヽル景気で,き 1ヽっ ていた噴 i[

口 |に も澗沢な予

'|が

付 すられた.資 |11文集

I拍■がかかり、古本F_業 ッドに,■■‖価|´と

呼|まれる■象が起こ ,た .江戸けが武工を葉

011め ると武艦′, 江戸図を集めていると力1

″tる ヒ江戸日のll殷が さ―ヒ |がるのであ
る.特 に

'著
だったのが瓦崚である.1■ 2

3+日 あるい ま―I:東■文で売′,れていた
1,の が 1■ 1万円り |す るようになり な
にか人事そうに包まれてしまった.「合の日

立it民俗●物臨の建設せ■でも同じような
,tilしかここ・ ,た .

2000年つ人IL会
=、
江戸中に最適と思わit

るFiキ |が出品さilた  自,卜のil■ 分野が ,,も
T延 .・ もので lT万 円は ドらなt,だ ろうと

- 1さ



‖II館のE●

IF察 したが  ,テ 71yな い●でキ|し されたと同

き暇然とした.バ ブル催●前,´ 折規 I+
られる人班棋諄lj"も なく ■ti●′,,算 も
11ら れ この上ンIIも デフレが,申 し計せてい
る.

以|1現
`t美

■11か晴人したイ年古Iを■く|

析間紙上で物まを薩したことがあった 作品
の価値に1しべあまり 1喘 入

`,額

がらすぎるの

ではないか、ということが,11・・ にな ,た  ●
,|の jr F・である■には仕方ないとしても 一
環企業で考えれ ゴ IT■●

‐
も●亡佃値が下が

りl■ ,卜と■をしたといえるであろう.

ここで重要なのは 1点ある.ひ とつは 学
よ員が41格を含めて資卜を,こ る口を 1分に■

い キi斉
"念
を身につ ナ 判断を誤らず■を

しないようにし、:iHナ ることである.

=た
つ日は 7,1の 自由裁■権を,物前を

通●する

'ヽ

ヨ
`」「 =[与

えることである.ll

,1こ itま と言うも●が出ても、 1'仲「1日 など

にイ|ら れて 臨に応変 Itサ |で きなくて ま1」
にもならない. また、 1算 まⅢ■|・市」である
が、けにが独自にお■を,― ル |オ今|す る

ことを認● 白助アカで |十た1え人は|:た な
事業■につぎ込めるように■る.し要がある.

2 供給過剰のマンション
さて 神
=明
とはその後 号1の形で長する

こととなoた .江戸東京たてもの卜の仕事に
おわ ,て いたとき、■に子どのため取り,た さ,t

る吉いli舗の調査 ここの口「を訪ilた  llJ8年

I III和 3年 |に 延てられた看ヽ建■のlT l古 と

であった.すすらんi亘 りまの神保的 T■ あ
た01ま 昭和il川 から30■ 仕瞑にかけての
tt物が多く成されていた.人■,切 に71て ら
れた古いものもあ‐,た  その叶 以前利■し
た喫茶占や ■回迪りに面した占本屋も趣の
あるti昔物であること11改・

77て気■
'い
た.

こついまもよや予算がなかったのでJH杏の

みで終わ ,た .現竹: 両円
`し

′,す象となった

神保町 丁H南¬
`'也

区 帯によ 三+′ルー

ブ11よ って29にi建ての,■●マンションL′

フイスピルの建設が進●られている.0● ri詞

iし た,r古 :ri、 もうない.イ1保的 1■■たい

しいう,「」もあり こつマンシコン■)モデル
ルームを見に行 ,́た が 11:iの マンションロ|

tの 1格にもか力,つ らす あまり1■害J高であ
,たた0「i念 した.地惜者も多く 買1又 lお
金がかか |す またことが容易に■■できた .

2001■ 1月  三●
=昨
入したマンションを

騒t,1とが,1」 で売コ」した・lは ,ず喘入 |
るた020■以上

',モ
デルルーユ、ゃマンション

型設

“

[場を見てよいた. しかし 一度■1ヽ し
たこと考ヽら、 なかなか|た lFlで き;.1い た 多
くのI″ llを 見てナt,た |、 訂[月 を受 すた |

イtを読んで勉強する●11 ■地やi昔条‖.力・ら
~こ
′tは■,ないなJ l・1題力i多 く■ってはい

|す ないものが おおま|ヽにオ,か るようにな‐,
できた

「 地価格
●)1落 とマンションの■計ラツシ

ュで買い手「「 場となり 省F心のマンションに
,あ 1高 くようになってきた  十前 す峰判に
「ll.l以上もかかるヽ,卜にマンションを肛人

した,、たちが 交,この使の■い■域●イ「 しヽヘ
と形副し喘うた それにもかかわらず、41L
ですント型大規模マンションの建|七日rが上し
上|十 らツιでt'る .中吉マンションを扱う業者
に
~t'tる
んでしょうか0 と聞いたところ

~売

'tな

いてしょう_と いう阿件が返,で き

た.売れるH論見がなtヽのにFtt t作 る0,た ろ

う力■

家の近くのカラ■ケボ●クスが,,tソ t そ●

町地
=マ
ンションがl■て ,,イ■た この場●iま

バスで京工 17・ |」市駅まで 1な くてはならず、

しかも交通量の多い二又路の

`=写

社前に当た

0 中央高速の言架のすぐそまで 摯十■,
ll気 ガスで■■も良くなt.そ の「  記‖i駅
従,国い|=安価なマンションがいくつも■ ,1

さ′tている.こ の周辺 ま 軒家の■宅が多く
Fが少なくショ′ビン′環■が,めて■ tヽ と
ころである スーバーがあれま

「
人である私

11'



世物年の

'E■

も助かるL 'ン ピングなどをしなくてもお
41｀人ることま読サイ、える.私がこの t'直 の

買t riら 1日■いなくスーバーをしてるで

あろう

ここで 1可が門Lか とt.え 1需要とl■檜
',

口係と 変更不可1とな●lL円:こにある.
言■はIt'か ｀デ

'レ

川1に舌[立 さ,■てしま

った美術店のi千■が最t,刻 になっていると
問く ,1ホ スベースを満た,イ||け共ま,,す
円吉■オIⅢⅢているところもあるようだ.|し

と
',X llイ
ヒ、■白色を 十のも‖しぃ l■ il

iL千IIな o(Lま ,た場合、■き戌れる条日.

を,,え ているかが踪11●)分かれ日といえる

いくら

`■
, Ljj,ル をしても、■■ること

ができない欠陥が●ソtまお千■ |である ″
論 マンションとに1"||で は当A計条伯 1■
なるえ' ■F=1初 に■■の■■か′, 柿密な

計算力=な さ●たところは少な .ヽた ろう.

ち/.■ ,デ●イ■―,,証●を用きこイ,っ た

とき ~マ ンシ=ン の言★言は■崚さ・・ て十
`わ|で まなく l■

^じ
lLも をめて
'=ッ
クしな

くて まならitヽ |1直 11な
=は
■11し たとき。,

1大態を考えな ナ
'tlよ

Ⅲらit.Jと
'■

べてt.

た.■ よ■●白,が +「 したマンションに1+

たで■,ヽ しているのだが こ力意
'と

=は 可感

で |・ |、 F'11の
'2詞

にも必要な,せ■といえ

る

,1● ■ま両に与ヽr)ilに ■てられたたマ)=
地は自し,いない, デ■・インを二IJし たt物
■情,と 1,lLがあ・,た .■1■ よ便t'卜 千がJ
い _ 1●吉者からまltか らJl■■ヒ針●●,各

Liケ のヽイ,き
',か

分か |´
'ら
t'と tヽ う占消

は ヽ杓||くをとう |,tし ても他えることまな
い.千
''が

あ
'tま

延て直すず)が TIであるが
そうも1ヽ 力・
==  
建11けにも ,ヒ |」用者′,11

場に■った11■■ほし力ヽったといえる

0 ディズニーリツート構想と江戸東京たて
もの園

江■|'′ ,ti,・ 1´]に
'イ
スニーラントを参

`に
しまうという意性があ=た ことは り||

IP■
~江
■東京■lI館推考J :二 回言「論:第

,52弓 1 11じ した この話を洲tヽ たときは
'|い|を ,ミ ュースノントパーク化する

',か
と

,旺 したものだが ディスニー●理念を■び
Jkり 入りしるとtヽ うことなら、 意|ボ カ`あった L
tえ る.

2001+1月  デイズニーシーがオープンし
た.デ ィズニーランド イクスしアリと合わ
せて 人■

`ズ
ニーロゾー トつ誕生で●ろ,

デ ィズニーシーは給二背3380億 円
'す
でつく

られ 年間25(0',ブ、′,入場者を見込んている.

ディスニーシーのオープンで|'に ご恵を,キ

(tヽ るのが 周辺のホテルである.テ イズニ
ーランドとイ、わ!(11:白 してⅢ っくり榮しも

うとt■ 人が増え、■1白千ホ|が借11し ている

バイナレ●I後  絆lLの アミューズメントパ
ークカ`り■に追い:ム まltる .で  '′ ズニー

ランドた すが '、 11ち した1人態にな
`,た
の こ

は いくつうヽr)要国がとえらツtろ  景人の要
,1は ,`ズニーというブランド、 ミ′キーマ
ウスなどのキヤラクターが|十つ力とtヽ える

|｀、 そ●,よ うな ,ヽブ ,に興■t"｀なtヽ 人も取り,▲
た 0い る0ま ,,減 だろうか,オ|■ 1,な デイズ

ニータ
'7●
ンを除t,て ヽ 'ビ ーターが多い

というこ
=す
 lLの 施設と′

'決
定|,tiユいと

いえる 他のiL:11よ ―●イ〒すil`,と t.う と
ころが多t.

ではどのような万ユで ,こ ―ターを■伴し

ている
',だ
ろう0 こ

'1が

tiわ |つ る,イ ズニ

ー進化論と言わ′tろ も
',で
ある アトラクシ

ョン′,■をlH・やしたり●

`を
変える.ハ ロウ

`―
ンやクリスマス、■■■始などにスペシ

ャ,レ イヘントを行う,ま た ショーやバレー
トを含め′tはとでも 日ですよきれるiではな
い。,て  ,こ員な ,́た もの|=ボ秋力'戌る,`JI者

は もう え来ようと思う.少 し,肖
`ヒ

不■の

',が

よいようた.■度 方れるとメ「しい■
'↓'

ある.す ると 少し叶‖」をおいてまた,tて ■
ようという気 こなる

=|―



陣,嗜 F),■■

この進イヒがは ,き

'と

大きく表現

`●
た。,

が、今回のデイズニーシーつォープンである.

さて '「 ●東京たても■日 よ刊政
‐
Eでfti

lヽ蔵tt"の ,,こがス},ブ ヽるまでは、テ
イズニー●iti近 いも●

"｀

あ ,■‐ ■ヽで
ある,1■ ,に ,ヽし 、 リヒーターJl害 1合は■11
‖,ていた.●■ lか ,,211●沖i■ 1(歳建t
物が
'|え
る●)を ,し ■に ,||二 L■ itる ,t

に者がいる J並 iがだんだんと性え,,11て
tヽ くのを,1る ●,は  ■わ ,て t.る 111に も張り

`ヽ

t'があ| そ′,11●が日 |へ も伝|,.,て ,.
,́t 絵Ⅲや■

`1つ
趣「||)あ る

'、

は =||ご
とにスケ ,■や句会に:Iれ る ,■ブ,■好家
まわさわぎ」の をだんで,:た 0す る.1ヽ イ,

'「

公日′)に あること力■,イし見など [・Iたつ
tヽ で 1■ ら寄れる気軽さ1,あ る

●元スト,,を |ヽ念に思うとtう ■
'lが

あ

,た  ●キが遭植たI lt,少なくな ,́て ,1前
r)よ うな11気 |｀なt.=Lを 1旨 1苛 してヽる.“

し物をこまマ,Iや るなとつ■力はしてtiる

う` キ まりHi見 えるたきい変イヒカ`必要とt,
える.`,元●)時

「
|●,話があ

`,た
とき ヽ

つてti体 してしま■,た も′,た すでもと8,|し

たちi lま うヽなく肯t,た . 1711:し たIF‖ を入it

ている倉革の保管|「 →`工1性であると li円
=

たたかitた ときは しても階 Itし た.ti=
れた■デだ

'を
見て ■
=の
r,!や lltl,も せ

す|[記 ■をさいてtる こと力'よ くわが った

,●で  ヽ'「●東京たて :,● )」 で|よ l●
「
1と

タイア ,'¬ るなヒして、来
「
|と数を■■し

てtiる .I「●東京たても。)日ず,場合 ,(ズ
ニーのように計算

=ilて
まいなうヽ‐,たたろう

が、,^で もつくらitて いた良い環境をTtオキ
してtヽ くこLが  ビ′で まないたろう力`

4 運元てきる学問
ソ、|・|まあき

`.す

tヽ動物であるが ●イヒ■■T
しいも,,だ けがボわらilる わ ヤで まなt.

行I・ |よ結も,)|ハ ード ようヽ |をつくって
| ,  ソフト| liお ろそうIIな

`,て
tヽ ると1旨

||■ 九てtた頃 ■|も 1(i■ ■のよ|一 嗜
F,■■と ,■ い/1曰 |■十ろ棧■を持ら

"IIを||■ るよう要求した そ■,■、「書たt,r,
I門や lll究 させるこLが lllつ役11●ち 来
■キ|こ と,,よ う|=,曇 iモ きるの|ヽ  LI青摘さ

れた ■■■の■■に■け,や コストを|ヽ する
illがあるr)かを,「われた|,す

=あ
る.

||ツ
=で ',■
「1=F咆■や

`占
■ ■lj`.

■Fiな どう`中tヽ | キ
`■ '″
■などもあるか

で 工■や
',■
,と
'口

千系,,宇円ず,よ うに

出長人■に,′をなりえた| ■i舌′
'●
化をも

たらすも|,で よない.

資1111つ :て も `ヽ■つ用,|■ |`民や市民

な七―■||「 :「
=供
するも,)であ ,て  十よ

員つ■究 1■■する●は 1■次である とt'
う考え●11;i■■かt,ろ館も|,る ようだ.

ヽで 私が十■員t illし て:た嗅 15年
ほど前 こなる

"ヽ

夫■で よ■芸員 Iな る(,は

人■に

'る
よ1下 L■ :,11て tた  E■ li人

■●よ大学生にti女性はごくわ,かで ■
■t'す た東京人■●イt「が ある■■人,
→ヽらす|,を十日′|してく

'と
¨まれた0,て 、女

■をII● したところ ■,ユ tヽ えども女11:を
■十′,で 1´ たら他人iにすると,'1'tた .

Li舌 してく|した.It,II Itiの ならは
lt職 も‖
`も
できないとしった力がいいと■

■さ′した.つ まり 人11■ る。
'ま
り■で、

女11ま ,■ ■くらtヽが,Lと ■なき,tて tヽ た
のである.

当時 ま、 1物 ||に IIイ)てヽた人た|,も  |
芸員でよなく

'に

よHた と白叩し、●タトにお 十

るCurat●
`ヒ
引■
=は
`え
ら
'tな

いLiで ヤ.

た.江戸iの 計
'長
ホ●■本|十想やシ十 1ヨ

は大学■●らで,1成
`イ

した●F,■ 11`キでまと

わらil iイ乍業 1人‐,こからも■||■員ヒ
=ヽ

われた先■たらヒIt示 業者生の日 |し を■る

,)が■■員のイ「■= 先■■ξえ,ユ現化
す

る|「 (1■ ,し てt'た ,1ス ,こ●
=′
,:=務■も

■芸員をll,ビイとは■ておらl t者 1,り |ら
,ヽ

「
態支
"'tっ
た ●
=員
の中
=も
人■を希
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|1物 llの・IIJ

望したつ`「 わず、と,あ え,こ の藪111屯いた

者もtヽた

最,iは 、学■■の相対1,.T価 も高くなり

11● が ,,ヤ去員になることを希望する人もヽ

えた.江■十1●,学芸員も,数を重ね |十究を

深め、外IFか らlll■ 者として言「抑「される者も

でてきた また、事
'■
もある■●の口|■の

Zえ 1■は認|||る ようになった.

学芸員と大学などにお する研

':者

との違い

|ま どこにあるのだろう力■ 学去■は資
=「

つ扱

=ヽ

1す くれていて より0+に 上脚したIll究
を行ヽヽ それを■示に,占かす.も し それが
学去員だとしたら、■ ま今の自分を否,じする

こと
=な
る.江■■で よイ[手が細分イしさ

'■

で

おり ■ まここ●年も屁ホからtざか,,て お
り、■|の整理に ,ヽIわ |,て いない .ボラン

ティアや女の会の設立にあt'ま ,́て  普k活
動か盛んになり、占演の仕事が増えた.証●

つためのi卜‖をし話をする′,ま、大学で長 t
をする作業と少わらない.学芸員も大学技Ⅲ

もnI究 とぃぅ意 ]ィ、おいて ま述t.ま ないだろ

う

そろそろ ,J元できる 1間 という訊延に立

ち房ろう F市 町‖なと,戌に密着した●物
館で よ 館資子:オ1であると,言を使tヽ、学

't■す占文書輩 Iを覇くケースが多々ある.参

珈者は「 i文書が読めるようになったという満

足よを抱く,参力]者の'|か ′,、 ■に 1達 した

者やしれのある人に占丈普●III持 わって
もらう.I物

"の
■学に参り」している充実よ

が味わえる ■の古文書整理にも
`セ

立ち 占
たよの|た 0イ も進し  石 i■である.つ ま|
■史学などの■「11ま 人々の知1,好,し をヽ 前ヽ
たすとt'う ことで社会 =■就し

ている これ
ま
=物
11に お する米

“

者■―ビスという■「ト

においてであり、本

`10な

II究 ●II会 に対す

る■告峰 :`1ザ ,と ころ|こあること|ま 1.う までも

なt■

さて [年 ま●十連携ヒt'う ことが叫 ゴれ
るようになった.■否Il論 あるだろう

"｀

 こ

のことは:ちに置き その影響 ,ヽあ リセミナー
などの請演やミ,■ ―ジアムトークで話をする

機会が極端に増えた,宇芸員にも従肯1のイ「十

に1「え 識世をする|し力が求
“

られるように

なった.学芸員によめら′lる ものが社会の変

イとと共 こ変わ ってきたとt.え る.二 い換え11

ま 十よ員とt■の性格が似迪ってきたとも
いえる. もっとも 普物第にま以うすから

`L性
教育をluぅ とぃぅ性格 まあったが ,:技教育

′,面 もようられるようになった .

さて、この場イ)学 芸員の知識や専門1ヒカ
が11ヽいと十一ビスのlFド になってしまう.牛

芸員も来館者に提 l■するソフトの ¬:と 考え
たとき ソフトよよりIの高いものであるこ
と考i■ ましい 子芸員の市ヒ

'J向

1に コストを

力ヽけることま館の延■上有Hな ことである.

5 最先端分野のジレンマ
先F 私は屁ボやOFIヱ」Pの仕事をしてい
ないと述べたが で ま何の■■をしているの
かといえば ミュージアユ、tミ ■―などのコ

ーディネートをしている.そ れ以肯1ま  3年
鷹の

'|■

質京たてもの同勤務の後 2000年 1

月から2■洵Aヽ システム [川する業 Tt‐ に従

+し た.

A 「ヽシステ
`、

と|よ、視1し覚教市の 環とし
て人十:の |1物館.l程 で学ふ ●読芸能なとの
映像吉晋 1ヽ作ではなく、ハード面

',こ
とであ

る.

この業界つもっとも口介な問題 ま、映像十

響等の性′卜が 進 11歩であることにつきる
段場か′,2年う1に 支論 されたパソコンですら

既に古く、デジタル化に対応した業務をこな

すの1=既 に不便をきたしている .

江戸け′,間 [は 開館時に1ゆ
'II豊

..な予算

があ ,́たため、独自のシステ′、を開発してし

まったことにある.現在は各家庭にもパソコ

ンやインターネットカ'普及し、:几Π性力`あり

,面で,いやすいものが要求されるようにな

った 江戸
'′

,独 自システムは■■性がない
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=物
■の延
=

ため 変■の作業 [り1,=費 用がかつ・ることに
なった ,

'1■

時の哄 l・ lL:'11ま 映像ライブラリーと

映像ホールカ:あ る.ラ イブラリーは■成 ,年

11ヽ OI)サ ーバーを■人テンタlレ 化 L 'ニ
ューアルした. ホールはIH“時のままで 蝶
体として よLDが■われてい 7・・ LDま現在す

でに製サとが| |さ れており 「 場ではDヽ D
が十流となっている.IDを 動かすシステム

も||● 博」t日 のもので交手に:「品力`なtヽ |コ ス

ト11,夫のため 占いも
',を
1,1里 して,お うと

思 ,て もそれができないのである.家tで も

電気製1古 は修理するより買い十分るなが■t.

とtヽ う時イヽ力itい たが そitの
'ボ

亥」なものと

いえる.進 歩がむしろ足社|に なるのである

こ
'1か

らまltい
jて と,,う わ

'に
はい力な

tヽ つで 木+の「場を読んで導入する撲イトを
決うなけ′lばならない.ll馬 |,で安価 ||が
つ,い こと使わ′せるであろうものを選Ч只しな

けlι ゴならない.

さらに ′ヽ― ドにはどのようなソフトが,
サさするか 千り用者の要求にとこまでヽしられ
/.か 新し,ヽ ものを迪珈で後4」 けできるかか
問Lと なる 中t像と情IFの■が暖味に

'|,〔いることや、映像のデンタル化 こより発■す

るイ■権問題も大きな:嘔題となる.

つまり陣物,に とって従来1'の 映像施i上で

いいのかとt'う ll本的なことを議論する必要

が■てくる コンピューターL代 に対応した
■設ヤシステユ、が要求される.

時1カ JOつ 地営やコストを考えた場合 企t
人′,lH党 を■ち、ヒ′,商品が伸びていくのが、

日本■1斉はどう●・ふ′)が、未来を,こ極めるこ

とが大切になる .

あとがき

2001年の陣物節実習では 業みに円するこ
とが,当であったため、 5章で述べたような
ことを1舌 した,■■●)若者で,,り 、コンピュ
ーター 1も 躙しヽがあろうだろうと 反応を,こ

てt'る と人部分の者が興1イ なヽヨ十であった .

■もそうで.|・ .,た が 学■■Itはお今もな
いし、■新のもの11■イtる 機会も少ないのが

もし,tな い 陣物館実Hに・lて いる0)だから

■|`,■ 1扱いや晨ホ
「
業が楽しみだという

のはとめないうヽ ■際に■lI■に

'砒
したら

このような「「Lに th面するというI証は欠女|

しているようた .

もはや 'I姜 員といえとも従+11の感覚で

は言まさltな い.コ スト意「■を持ち[せ感覚
を■|,な ければならない

このような結論を言うとするで′Fttl・ に対

する●範‖卜のようだが 今まで■べてきた
ようなことま人司,分わが

'き
,て いるだろ

う.lTし なヽの|ま どう実行するかにかか
`,て
t'

る.実 行「l能 なシステムやイF世 こ変える必要
が t.る .つ まり、ll達改■,不

"kで
あると

いえる.

■後に 力「憔市次■■との思t出 ま 江戸
東京たてもの回でヽ

'ド

収出委員として,して
いただいた

'|の

ことが ■に記■に■ってい
る litiも 述べたように イ東元力=ス ト,ブ し
た|十川で巖しい1入況にあった ■■にまこII
力,,も ,「■陛に対し 色々と十言を11し てい
ただきたいと思っている.

*本稿は2001年秋に嘘稿したため 訂正を行
ったが 一日;情報の古いものも|,る .

1東京詢11■東京螂力慣口十去員
'

― う3-
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Kyoto CityヽIuseun]Liaison Council iヽ ctivities

′ヾ  本す
Sachilliko

京博連活動

幹事

■事

Ⅲ吉

十比古
KIM[RA

1'■ 1年 ||IF口 、京イ「「キ京区 ll東大会

館で京昔「市 ¬にわる
「
ル|| ■lmlのに■

|■●、市● 嘲日 企 ( ム■ 1モ「1●,■
100■ におよヽ各館がキ‖載した 京IF I内‖
|力

“

施設L桁 ,1会 |■ 11 京||■  を発
すとさせた,

同■ 設 二十
=会
を開l■ 11● I17せ書 `=口 1

イt■選F「  ,■ i嗜調を■証した

|★ |`迅意 ||

上:■
=習
]十代力
=」
I(し たと,ヽ わ,1る よう

に、人 が々化1:で Jがな■活を築くとし ,ヽ

1 よりよいネ1会をつくりあげて1,く うえ
て ■
「
学i智 ま欠|ヽすことのできないi舌勁

|=な ってきてたヽま十1

=物
‖ILElま

~資
||を |ス共し ■管 1育

,を どJ.| し 民示して教育|,ヽしtの 下
i t●ネつ千,用 に,tし  そ,,教 i F用上
研究 レクリ =― ションi=資 |る _1単
|″館
=,24●

1■ル| ,ヽの として、公民

‖ 図11館 ヒ並んで、■L十習
=大
きな

`た害

`を

果た 1社会4● ti,と されてぃます .

■キi市内には、い●●眸1つ i嗜や I功■
法に■づ■て全LIス よIn,と を受 十た ,"・

‐

あるt'ま

"物
||‖ 当|こ設ととも|■  ●●や

指定はなくても■物館性青しを+た している

地■が共多くあります そ,tt,■●●+は

その,とを■かけ 「 11■■,F■習だけで
なく、京十1セ :tれ る」内外からの多く

',
,、 々′,■ F■ ■にも人い [役 t,て おり

このことま すOj 文化を「

“

 京者F●,1+■
として、誇り件るところです.

この■重な学習Fil原である京都市 ¬′,i
llFi設が ‖互交Fiと 協力によって イ,
体の,さ晏を図ることま、■Ll'習 をより

嗜:占 L化 し ,t詢
`つ

教育 丈イヒの向上に大
きく貢献■るも

`,と `え

ます .

そ●,ために、スの,■● ,,針 のもヒ 京
都市い1草 lj艶 た11■結■議会会貝り|こ より、
~京
都市力●|り lit言+迪

“

,|ユ 会_t iti
lる ことを日指し、■都市¬の時物1施 :1

`||に
参り,を 呼びか する 1,の で |.

筆者は呼びか す人つ ブ、Lし て参0し た
が ,■ ■方

'と
して 会員 1衛 il力■,の会女

十の徴lJは  切せ■ `1載負f「 はないよう こ
し 市イ」今

=に
よってlt安 をまかなう また

日,「が上つ事たについては、■け:L′)i業 と

して取り社Lこ とができる
=山
をⅢて ,■

局を

“

湘
`市
“

育委員会■汁■H■ ,L■内 1■

t'た
,

■員,I出 を,な ,た ,

代表拌十  力ヽ道資11館 扇1■■筒 1', ,ヽ
高1代ソt,1事 1■ 1敲 ll文 化

“

 資
「
■■木,

I氏

畠Jイ tir, 帝 :■ tt i,■ よ員ホ|す●
比古 |十者|

想t.|‖

"|″

麟 自i長 Jし  千]夫氏
京イ|1美 11艦  "、 長,イ ■ヽ た氏

ill市よt市委い0 ■,T■マIJF

~~ |,ヽ , ~



京け連活動

監寄

|ヽ■

112

113

t課長大森■人氏

島,+官 1■ 1己念

`十

瑣l t長林I
司八

京相
`中

彙信ヽ■Ⅲ Ⅲ■理事信
賛助会長によ 学校法人上命t 同よ社大
■ |■ |:工敲故,■、 日本政送子会,ヽ制

`■
t

Π 京¬
`押

i問社 り1 新聞京都支H 託売新
聞京都支月、句ロギi円

`「

京都 t昴  |1茉 1'(

■京者「市 高島斥京者F古 グランドホーし、
|■ 1京 詢

':R飾
文化II究 ,“ 回 京 1`山 ‖L合

会なと●=■な会員となった.

京陣迪の事 (111す るアンケート調●を平

成 1年 F月 にた施、.・ 杏方法は,面 1よ る国

本方,ヽをとり ll盟 館111,言 を対象にし回各

11は 89館あ‐,た

一 ■物店lL設の発展を|まかるための■業
として 職員 lH当 者い|けの口1修会 請

“

について

●やった
'ア

がよい      FS  88%
●やらなくてもよt'     ,  10%
0し見なし      …… 2  2%
「やらなくてもよい_と いうΠ卜に よ、職

員のlfl,の
`,1'「
を合定しているものでな

く 専任砒員が少人kのたう職場夕ヽ
"「

|らの参

‖や職場内研1,の実施が国範なた0と いうt
■が多かった.

次に |や‐,た方がよい_と 11容 した,8■に

'し
、 とのようなTTl'P,容 を望んでいるかセ

,1っ た

●,●外のI六 ,電の描イト …… … 30  21%
●ユニークな節のイHイ1    38  3)%
●t営色理●業薔  …   52  11%

'そ
の他          ア  5%

「運●管理 |の TT修 を望●■が最も多く4

割をこえている 11示場の保存 保|■ 述I
■l機器の紹介 1切」民の企画、運営も含また

ている .

「そ′,他 |に ついても、「に1カ館の今,の員

望 |~京都の11■都市の
「
物瑣1観介_~入‖者

1対する対ιしの仕方_~同 じ■,と うしの‖

平成12年
｀
F成 ]3年

17      159

18 111

谷■1ヽ

■■は僕■名の変■があり、会長 ■|ヽ■
占llll長 |こ口降京氏 幹事長 1■1者が■任し
でtる .

会11の主な詢 7ヽは次 IIと お いである .

1口 |||

,(,迪 ま 京都市内の ,物 |1施 i受相工の
交書|七 協力によ

`,て
 ,物 II舌動の発展を

¬り、十[十習を振興して 文化つい1上 |こ
寄りすることをロロ,と する.

I事業 |

会員相■の連絡 及び青報の交換 .
二、ll物 lli`勤 全■|[用する日li lI究

時業の11集■
'提
■ ,

i、 博1カ絆活動を充たするための11,修会

講座年の開催.

四 公1,社間 関係機関との連拮調整 .

五 11■に掲 デるもののほか こ・・ 脇議会
のH IIを達成するため [必要なキ■

1会負|

京専,1●会長は 次の イ重とする.
、止会員 京け迪つ目|, 事業に■司し
て入会した、京都市●のに物館施設

i 贅助会員 京I連の日」うに■同し +
業に協力、■,す る

「
ll■ 又は機関.

1lW館数ll■

■嘆    上会長 it助会員  会員 1/

1'lk 4イ「       l(,1         2       103

平成 :年    10F    ll   121
平成 11.   l11    14   12s

「 成 F年    11    15   129
平成 8年    125    ]F   1lo
平成 1年    131    16   117
平lk]1午    131    17   118
平成11li   lJ    ]8   15ぶ

-56-



京 ,ヒ活動

ll・館相J●川青‖交I tJに 関する口1,を 求める

声がでていた ,

さらにそ′,~II修会_の
'ア

よ 請i■、シン
ボ
'ウ
エ、年 について

=計
●

`ヽ

     …    35  3]%
●シンボジウ」、    …  ],  11%

=■
●11ま たは分野:1  … 55  1,%

=そ
の他          ア  |%

規模リリ ■■系 F彙系の分野り」のlll‐を
望し声がほ ま十数1=達 し このことは でき
るか

`1少
人まで きつ刊がい かつl・ サに

直接

'J係

のあるコ「修を,1待 していることが分

かる.

“

I修け川1につt.でのHiい には、

千      …    … F  7%
夏         …  J,  21%
訳   …         1,  ]8″
冬          ……  3F  3F%

"1修

の「1期 11つ いて|よ、冬期を希望する館

が最も多く|ユ ,1笥 に,圭 してぃる.
京都は日ι光

`「

1,であ , 冬川|よ観光客が1ヒ
慎|1少 なくまた■り1工ば)よ うな催しもあまり

,いのが原」で まなかろうか.こ ′,ア ンケー

ト■果 I′ づヽ き 「 成 ,■ 2月 ]2日  京都卜
■|ウ 物館の協力を得て最初の■物館職■の研

修会を実1し、第 2同は平成 6年 3月 11回  上
山■■京都市 1芸

“

i人■学長を111て
~|ウ
●」

麟の■ 1方 1ついて |の議●会を十し 以後
,年
=施
している .

|1物館IL設や‖:し を市民 観t客 にPRま
たは情IItl■するための事業

●やっt方がよtヽ      …    88

=や
らなくてもよい     …   1

各館がいかにPRま たは時幸Hitttを 重視し

ているかは アンケート :回答をよせたS,■
のうち8811ま で, そ′,必要|■ を訴えている
■か :,も 明らかである 1分の 3以上の

"|"■ lti,が バンフレット類を■成しているうiま

だまだその充実と幅よいTl月 を考えていかな

け″tまならないとヽ感しているたマ)であろ

‐
,‐

市民、都J光客にPRま たは情+1■ l・するた

めにどんな+業がまましヽか
■
~京
|lt_の ガイドブック    2o

●4P‐ t77ボスタ_の交ュ|●ホ    …13
●駅での■lF■ ,tコ ー十一 ……   11
●マスコミヘの.lに      …… 、
●市民しんふんへの掲載 ―     s

=共
す峰入場

`お

1につ導入    …  3
●そ′,ll   …     …     6
●具ll l,な意兜なし …     … 19
itも 多いのは「京,迫 Jの共同PR詰 |ガ
イトブック|の発イ,であった. このアンケー

トの結暴 [ネづき、十成
=■

|・ 発行をう●し

て京イFI内 ll物たガイドブック′,企画 漏共
[Iえ リネ‖0こ ととなった.

次に多tの よ 省
`0独

自のPR誌や,ラ シ、
ボスターの作成とそのコ

`市

1つ いての提案で

あった 4瑣1独 自のPR:よ を他■にも1]`,し
お rt'に PRし あうとが 学 l‐、女日会 ι
大会等にも気嘔1lPRilを 配布できるように

してほしtヽ とtっ たし兄もうヽなり見,け ら,t
た.

第 31~1ま、京湘
"tな
と,,タ ーミナルに

1情報提供コーナー |を 設置し 'tttPR誌や

41専 :″館のボスター バンフレ′卜を常術し
ておき、市民 観光客がいつでも手軽に11■
でき/.よ うにという提案が見受けらitた .

このほうヽ ,い 。)調 .‐にあた●,て
~市
ヽし

た ■́んJ ●T・ だより_に
`11の
事業枯介の

‖哉を望
=声
が多かった.こ れについて|ま

この報告■にようき 京都市との共l● なとは
できるだ|十掲載する また、■祁アスニー
1京都 1,■ 上十習結合tン ター1 1防 |′,情 ‖
コーナーを設け 市民 亡卜●のイ1会教 P~施 i,
′)PRビ ラなとの問覧 十ち帰 |力 ]‖ 来るよ
うになっているほか 上,F学習■十R誌・京苫F
VIい JヽI■ IΠ  春、秋、冬 =]3ooo部 |

を発4,"物館施設の||し
=の
情ilを掲載し

■涯学習情報の日■をはか
`,た
 また 京者|

DI ~



|ltイヒユltLj力 ら●||●イiし て,ヽ る 「■l'Ll■
IF■者F_に も 中物館lLlt■伴しもつを

'童し咸・ L関係性関 `行崚 κの地域社興■など
こ置き■ t`や市1くに1こ布した

■市 ti:F丈イL11カ 1で も 1を 1文
`し

晴

|「コー十一を言★け 京判
'で

11さ れる様々なt

lし行:事 |'専 :力 nll青 +|● とを夕 ,デバネルによ

う 簡■
=枝
素 キるこ!)ビ ●―ターシステ

1.を 姉えている

市民 すヽ後に学習1■会をlt't十 る●キ

=や・
た

'」 'よ
Ⅲ     ……  65

,や らなく jも よ|  ……     ll

=t見
なし  …           13

~ヤ
.,た 方がよい_と t'う い71がイ:llの 1

`,■

)3"|を iめてtる  また、 1悧 11く の

“

か,た ら,F,→ たヽちです●会 譜 Iti期
||え は臨■10こ |1世 してヽるあら かな 0多

くの鮨,lj■つ■7ヽ会提
'tに

ヽコillで

',ることが1司 わ
'1る

.

もっともい,iを よせた

“

の|11分の |が

「や■なくてもよいJ ~意見なしJ となって

:ヽ る.市民■■江十]を ,Lめ るうえで 41i

',■
■に大きな川!イ

=が
■■ |,11て いる●

1分の 1の
''「
民の十習社会tl■ il肖

'ltなの よ気
=な
るところである これらの■も

1民へつ■7■会の■ l■ ま人事な評にとして

,十上つているが ■iま lt ll iti,1請 |●会

i苗■を,たするによ人員 ■■ lL設 ■力・■
■て因|になJ六 1冗にあるた0こ ′,.li回 をにな

●,た と嘔られる.

市民kl,|)事業としてビんな内■が考えら

'る
●

[i='● 会、シンボブ|,ム    16  25'ら

11;古 11                     13    20'′

して,た ,iL合 ってはとtヽ う提案も見■ )ら

,o このようなlt■ をスムーズ [た 1七十/.た

めに 京
"L lllし

調■||●古」を川待してい

るとの意,と も
'と

られた

人に多かった
')は
証rの手■であるか il

l●会 シン十
'■
ムと興なる● よ ■■ ■

習を合めた少人数でお 11い |'コ ミュニケーシ

ョンち重l.し た学‖会を目指しているデ1であ

る なら ,示 :I畔記にあたって 1彙 馘イビ十

`ti「

tⅢ して
'Jデ
すの活馬が強調されてい

た .

こitら |,「 ンケートに■●き ‖1つ nlH■
,,ネ ■卜

‐l― 夕を充iさせ 京制
'市

教育■H
会とのこ|:に よる 民 体とな・ ,て =lLす

る

ことが 京け:=,占勁を■
'活 `と
し 11(4,

II■習l■進んいえかt itヽ たイし■
'1体

とし

て,,す ることを日,旨 した
ます +成 i■ 1]月 に よ ~■ 1初■

't壮
公

開 占11_11■■1を 1,民 向|十 に問t t■
50名 、エトということもあって どの議座も
盛況で 絆||つ針長、■芸員 =よ る証1責 と■
●のに■でt=し た勺●とな

`,た
 市民の強

ヽ要・・ちあ って T■ 8年からさらに 2持 ||
を珈|た 1証

“

とした

次 こ共増ば)● イド
'ッ
ク′)¬ |イ●さあ・ ,た .

平■5年にJ,事業計画
=し
 '|■ 1月 に

'い この1:よ 平安定詢
'1201■

′
'11を
|べ き11

でもあり こltにあ|,せ ることにした
カイド,,夕 ′,編集 よ 各

"の
'1lt''1者

がユ■することを原以1=し  ■稲集を京イ「‖
師出‖:局企画出

`=仏
ll、 文車′,Tt と

't文

‖

訳をつ 十資11,● はカラー |=部 を用|る こ
とをi定 した.各■で ,千 .・  京ιF「教育委
員会千キ「を,配することとなった こ′,1吉 F
ま■■|, 京都市で→世の

'11l 
Ⅲ■L咆

名F ll会 iたつ各に参加を つヽ11■ li ltわ ′せた,

カイド
'ザ
ク●)工人Z莉 こついては 各館

に応
=し
てもら ,た■7~京のかるちゃ―■

ほ.と  京詢
'市

11,|力

"●
イト
'ツ
クJと い

38-―

=●
物t''見 I会       1

[|■ホ FI′ )lr iに「今.:          1

り:Iil'菫 1占勁

う′

`
う%

●■体|lti見なし   … 2S  13%
朽|,会  シンホシ■1、 ぼ)lt年かltも 多か,,

たが その中に|ま 分■11に致館
't同

してイベ

ントをオ十つとつヽ ●物
`1相

11で砒員を計lTと



京膊■活』

京のかるちゃ―すぼっと 京都市内博物館
ガイドランク

うことが決ま ,た ,

このガイドブ ,ク を重上したのは lt行業

者 視・ L業者 ,ク シートライア`一であ った
,イ ドブ ■クは4れのiFイ|力 iな ら |
|]― ス● イ ト&地 ||_を つ す た とえ |ま
・
京相
`嗅

H,コにあるけⅢ■ltit'「交通 )̈● Fl

■洛中の言|″ 10tit_~■者
`引

■h辺にある
陣:ち■,もlt「 11に 北野から金H十′,枚■
コース [あ る●I・ ‖lL設 Jな ど■ ,こ んだ,
ユニークi¬ さも手|:っ てか、 1■ 月t● まり
で,Li 増

“

1し■|ヽ ,■ [改 |」 版 その行の
二IFkし てぃる ■成 ,4i 地■温暖|げ力「京
都会iた 1各国からの参コ1者

=も
噌呈し,■た

った.

平成 F年 ,月  会¬it「 ,r,陣物瑣|―■に
迫だより_1lTl■ t′ |し た

■1,会 i■ け迪■キの隋17● 11■  各麟枯■
r)II交 |に  `ヽ回ブ,|1物 I‐の動向に関する1吉
コイ
=|=な
と
=つ
いて /1ま で,「 1活

`1化

を

図ることを日1,こ 1´ た 年 1い  0(|,キ B
F十」 8ベー

' 
ワープロ|「掃|

|(■ ,舌・ Jの実態をよJl■ |る ために
'ン
ケー

トロi● を■tし た

:,バ ン,7レ ット すラシ■を ■11′,窓口
以
'卜

にとこ [配 iし ておらitま すか ,

一 月係■物ヤサL設         18
二 関係団体 社閂     …   l,
1 ■の会             ll

11、 京イアスニー 1生 ,●学イtン ター1 ls

ri 青鳥E 生■学習■[プ ラ■   2s
六、日i・L案内所     …      11
ヒ   ←
',1直
           …               21

′ヽ、配41し ていない    -    11
合「  13F

*該当事●に よ工,し てに
`が
ら ,た の

こ 回各「
‐
数の63を 1回 ,た

;司 ut i果では 自動,の窓日以
'日

こ バンフ
レツト ■ラシ■を1」 4jし ている11は 5111
81%1 1も ,上 している そ√)う ち ち鳥F
F■ ■江学習情■

'ラ
■ [は  2s鰤が「 :

用している |■ [i習 情報,ラ ■_を ■●
してヽる■■

'ス
ニーで ま 11,ラ ■が京

●
'L llバ

ンフレ■卜、テラシlHを

'大
ltる 余

1也はまた 1分 こある _と のことで ^不 I‖」
■
',で
きる狼り,)11用 を今後|・ める.

―■の関係 11カ i口  関■けll は:係 者ヘ
の円己41は lF件 |イサじ

`卜

の 11 1■ ,,1まる. やは

' i費
つ効十

"な

―
りt●をとえるとき ま十

身近なところへのビ

`市

に力を11ぐ こと11な る

コ rlヽ |ltる .
~そ
のIし_が21件 とがな |の 数 こなる●

そ●,多 く|ま 市||ホ テルに,Iイ ,してtヽ る,一―ス

であ/7.そのほ
"ヽ

1ま  ,TB■ の旅イ「案r寸 ]i

なと,1■ すられる.

■μI力■ボランテ′ア 1ついて

●II“ IL:上がホランティ■の■人につい

てビ.・ よう1l ιえている
"ヽすでに導入している     …  F

二 近く]1人 を■定している     o
■ 1,来  |1人 を考えて■た●    l]
!」 Iス ま

`え

ていiい       …38
● 1111の ´

「

■■をも‐,ている   |
六 円卜をL            l

イ).・  11
詢●桔+で は ボランティアを■人 Lてい
るi11カ館ti,またいへん少な1ヽ という結果が

でている しか L、  11テ  ,入 をとえてみ

;1'――

朦(

″



京

"連
1占動

たいと思っている_がll針 あり 今後もボラ
ンティアHHセ につtヽて研究したり 導入を真
貪1に |た討するJOも i曽 えてくると思われるの

で、京‖迪としても ■[学習にかかるホラ
ンテイア情11を 積址口

'に

提供していくべきた

と考えている l・ の会を■樅を有する

“

ま
`

11を ■えるが
~■
の会_ヒ ■ランティアは不

米1'「

“

を異にするものである|ヽ ら ''ネは●

者が,,す るようなE■ も中吉ヒと思われる .

I成 7年 1'1■ 211捏 日、
~ミ
ュージアプ、

ロートJを
'lL 
■

'■
加盟i‐の所蔵品つ民

示やlt腋  実●コー+― を設LHするlLし を開
いた.京 都市で ま■年11月 の第 2「 曜 を
~京
揃:市■注学コ目_と し この■しは市民
の■性学習の機述を高めるシンボ

'ウ
1、 など

の事業を■IHし てきたが 平■1年からま京
■,生 ヒ京者F「教育委員会が共|=′

'か
たちで取

り相しことこなった.

平成 2年度 ま京¬
`市

美術■を会場 ■して

ljい ]10あ まりの■II tlt設 を一つの会場で

“

Rイトし こ・・ 世し11参力!した人が「も■,と 兄

てみたい ,ヽ,と
'「

りたいJと いう気持ちを

膨らませて 各館に足を工ふきつ力■■ゴくり
となる事業にヽ民してきた

‖TIl館施設をとのように,舌 Fし てい ナまよい

つか試行備誤をしているとt.う 状i兄が見受け

ら″tろ .

そこで 京都市で ま 小学技のほ業の一環
として本事業を活IΠ してし`ただき、学時旭揚

.・ lも とで 事業を■地していこうという動き
が、平成]l■から始まり、学■ 1■|で参川を

豪ることしな った.=集定員に
'|す

る応オ ま、

t員 をまるかに超えるも′)であり ■t側 の
0物 11に対する期待の大きさを,l・1見 るもの

となった.

「 lkll年 ● まヽ●360名 しか受け大Iら 十t

なかったが、12年 ,は ■1七川間を延長したこ

ともあって 18枚 1210名 を,Iナ 入イせることう`

できた

とく
=12年
■は■月

'日

-11H I京湘
`市
美

術館|でハンス オン 1参加llり型|を・ L'
させた,

■京市′
'l‐

■●業を知る

機IIlを i哉る |1島繊物文化館 |、 く■
ひ ,ヽをイ‖む

''■
くみひもFII、 ロクロ

をまわ■ lJト ブキ洵キ |

●京イ

`の

自然を知る

|し 山杉の丸k書 き 'ロヒ |夕資 |「館 .

■の 1作 1竹′,資 +1節 |、 大文牛 のイi
を見る 1益■地学会館 肯少年十■セン
ター |

●京‖;つ●:続 文化を知る

茶道人1与 1茶●資|1館  雲千家
' tヽ

|す まな入「]|い け よな資rl競 池坊 |

お呑11■ し● |■ を前松栄● |

●■li、 工芸

名画編1■ 1京割:■■li館 常11民■場 |

ビ′像に1虫 itる 1京割i市美術iF' 拓本●

くり ,京

“

:市考吉●キ1館 |

=1■
りl■瞭

お告■
'く
り '京都お夕の tイヒ資|1館 |

■兜の■用 1高■占文化会||| 五百景

のti責 とll l・ l lll 流五百景家元 |

■民示コーナー

京宵延全体ア,イど介、110“ つ名刊、所

在を記蔵した人型■|け
'ネ
ル
~京
七1市

コミューンアプ、マ ップJを 配置すると

ともに、ハンデイサイズのマッ
'を
■

1配布 力廿霊館のホスター■示、千ラ
ン|,彗 ]計 .

ll物

"施
設の所成古「,の民示・

博物‖lLllの■色を■かした体

"コ

ー

ナー
''11置

四 ■lll館施設の所成15に よる●ホ、実
"コーナーの設置.

この中で学世‐l合をま
"¬
千ラジを京:「 市

立F■にうし市し、4■  f暴護者などへの日
'1

をこころみた. しかし、社合|,な十習|'||」 |・|

が|千 り入れら十t 児童、■徒つけ|力館地itの

オリ用の促進が大きな焦,ヽ となる中 学技佃1も 、

一二
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京陣ユ1舌動

町■と学|た  祇日祭では 喬TII小学校
で使われていた教■言 1京¬

`市
学tL史

IIJ■ ,,,国 ス(で は 32■
',山
丼の写

真バネ|レ と画谷丼の模■ |さ くら■●■

`Ft化
|“ ■示■ |

C●読ヒ創生

京東子で ま美しい L■よ束子ヒ江戸■It

の来子本型 1京■子資十■| フ,イ ン

セラミックでは解昴[し たCD ROヽ 111て
セラフ●インセラミック歴史館 |

■性の河1合を図るにま会場での17主 1旨■

にま子よ員だけで ままうヽないき
'tず

 ボラン
テイアの関わいが―

`'と
な
`,た

.

■|ヽ ]1年 1月 の■Li習 ,議会答中「十J
ブ,成 果を幅よく■■¬_つ ● 3■  牛習成 lt
を
~ホ
ランテ′ア活動_に

`Lか
すJに よ

~国
書館 惇IIlm■ のオ1会ま■市言t等

=お
い

ては、l■民のボランテイア受入itを イ1会 ||な

責務とLて■え 積|11,に 二 十人,tる ことが
望まれる Jヒ Fご載さilて いる 京ヽ,■にお
いては そitに■

'「

けホランテ r'の ■入ソt

を行ってきた.今 l・Jつ ミュージアムロートで

,占勁きitた ホランテ′ア ま延べ105名 にIIん

だ

1'lk11年度、京‖tと 京者F市れ育委員会の

リキ催で
~京
嗜Fl絆物館ら、れらいボランティア

ヽ成■■Jを 卜」tし た

|い募力,ムやカリキュラム 表成1市 ,1,,´ ●
つ活■のイ「方キ i式 行,I誤を重ねる中で検.J

会をも,,た ,「‖物鮨と1,1(や *館者とのか

け橋_と して,舌■するボランティアを養成す

るとtヽ う目||で オ集を行ったところ、40名 の

定,1に対し388名 の応事があった なか [ま

"物
t勤
=欄
え者 学芸員資|`者  業員なと

さまさまであったが、こ′lほ ど多くのフアう`●

T7」館や美|:館でつ■ランティア「1動 を希望し

ているのにまおどろきであ った.

カリキェラムは全ヽ口1で■者も議lTを すめ

たが 「‖ F7」針 こついて  ボランティ
「
につ

いて という基本||な載座から、社会研修で
取 り入れン tて いる■■ ri● ′,実習を行
い さらに来年者がけ,館を楽しめるような
~お
すすめの
'ロ
グラム_を グループでイ年成

するというワークショソ,も 行.,た .

11r生 ま、 12年 1'|力●, 自■|,な トラン
ティFグ ループ

~虹
の会Jをつくり 京||■

力「盟鯛からの

“

頭による1舌摯,|■● 1イ 説
ワークシヨンブ補リカなどl l・ よび京●tが,
地する事業 |ミ ュージアムロード t会  ■
ll館壇t公開証工など|でのテイ寸、写真搬|夕、
二 十花 テープ起こし 体|・学習補助などの
多11に わたるI動を,‖ llし た 12年 生′,■ラ
ンティア定成証座カスタ ,7と して

'「

広く,
動した.

平成 ,■●イ:回高■学校イtFヽ l■育大会■季

大会が京措「でヽ月 1日 から24日 で門十 1,(1,

万人が入i缶 |る こととなり 京′「「高Iv i体
IF'L土からの″(Mで 各炸の出lt'J引 きつ申し

たI・があった.

文イヒ ■i:十習¬
`市
総体ということで =

物

“

 美仕t t■ スボ ット、映確lLltな と
,イし首都の中,を Jう JヽIヽの京倒

'の

■かな文

化環境を紹介することにした.

各

"=も
遣千 1り 12,"lt tr22●オ支

監督 コー■、 大会社員 1捕 |け 員含し1 延
千年護者のすべてかlil,き の,照 とし 京||
迫は大会知係者を枚迎した.

この年10'1 京IEF,■ 5討年記念事業を
用|ビ
~,1け
連会貝薇員の■|[山抗者表彰 1以

t t会 け =年■年 lt, |こ念市●会を国際
交流会||で 円|き 、 ■Ⅲ家 本容「 氏が

~■
と

の出イヽい lrt画′,扉を開いて ヒ題して証●
した.

11月 1ロ カヽら12月 21日 まで地下鉄東西燎円

T‐記念GOCOス タンプラリーを■■した .沿

nにある10■ 1物

“

サL設の晰
'Jを

得て■lt、 口,

"の
うち 5館以上をい, スタンプを押した

台祇を提出した方の から100名 1記念品を
贈呈するとt'う イベントで行った

―
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京十,■11」

]111 111市 11「学■「 l・ フ |― ラム ,(

欄
`市

 京
`]1業
育
=員
会の,tl出て■念市●会

を|‖ IL ■工+― キヤスター, 上元氏が
~21は
十己√,'1」■ヽ 、 |:象 力■●,メ ,し 一,_

|■■■暖イしII「 1京 ::会
'1を

it念 して, と担

して証,■ した.

この年 ■専亡設■Fど■記念誌 上肝1'
H二 ,1'F: をイ0行 した.

1=■ 10年 京用
'市

¬語|口 ■を迎え 京■
|■ もイベントにヽ力することとなり ll■ 20

"1,21口
まで■吉:「勧■■

^や
こめ ,■
'

,(■ )自治を支えた吐ボ!t_t‖ 1岸 した.

コーナー,1''民●では、「‖1衆
=1'国
,_

■ネ Ll●こ 「■たと Fi汚副_ ~1也歳盆 |

「‖]ネ
=●
tt■ 、「呵治′

'`要 'ロ
ジェク

ト|と  し
',コ
ー|― も・L■ した●41青 ,た

つた

Hち 221=は  |+ヽ気■J'||ち | 十二お・Jt

らt'|:場  '1■ :工 itる よ―Jを 企画 明|■
0年に鳥|工

'!件

所11た者の出汁11蔵かい

`tで初イ,て 人を手せた

'(=気
■を■した。,■  ■

ll.し 出11■日で,し着‖|● イ,っ た●1子「|だ っ

た

I業 +11よ  十1参 切1イ■● 2311名  長ホ
会lll覧 ´■|,0001′  ■■■オサち iナ リt■
F■|12500名  回

't,0回

、′|■者■|,220名

た ,た .

各

“

ず,資 +「 )活 Hiは ,ン タルイし|■し■ら
1しることが0そま 1´ く 平成10■  京

“

:市 :

会|■Ⅲl内 に「京 :「 ='タ ルアーカイ,III:L熊

持 が発 |こ  この会員に京||■ も,「わること
とな ,た

■事は ,:`■ 1171な L■  文化 仁′t資
亡セデツクルイヒするこ上で■脚:代に■

`しまた ,′ タル4し した京倒:|,|■ ||を ■,こ i舌

'日

すること
=よ
るli● Iの 11出 を目十し、名

|「権などの力||'i41ri ll昔 =t,w〔 きる環

■を目1青すとヽうもので ■十li●品化する
ことで●■

=力
共 引ブピ

',ク
トを起こすこ

関西ミュージアム メッセ2000

=に
よる京都 [お キらFlテ ■夕,,1 1つ なヤ

ようとするも|,ておる このところによ、名
11ヤ |,に地などllittLは あるも′,の ‖物■
つ‖i来 上を考えるうえて='=こ

とでちろ

う
｀
F■ 12+=|1 円,1● 11'土イ,会

"｀

1:し と
=

,た ヽェー,Fl、 の■口t~関西 ミユー
'■

1、  メ,セ 2000_力 I`Itさ
'1 
■||■ 1,す―

スを「 F 点●■
',I」
■11に も卜■ミ

=せ
―ジ

アムが多くあ 1好 |千 t,た
1 ■■人場イ数はlコ ,11名 、 京者F市 内ミ
ュー,F」、マ ■,11000古「を|し市 インター
ネ ,ト コー|― Jl:★『 1 カル■●,lr Fi■  ミ
ューンア1、 ′,ズ→Jiた

=lli=会
を11・,た

,tl.者 の,■ ■ま京‖
'lj● 'コ
=れ
″,t'ネ ,

ンテイアがあた‐,た

また Jnll:を
~‐

T千 年十ご出発つ年 とF
置|す ヤ インタース ,卜 旺

=`、
11重 lrイ ンバ

ク|に参ti i“
`ljで

は 世界■HII■81
国|の
「

々な情十(を■ l■「11,t中:性イI市け‖カ

OLず,バ Llオ ンを LItし てtる  几F[よ 平
■12年 が,,3年の 年間
■■11■

'|ヽ

ら始まる学,すLi回 1l J',L全

実施や |=合 1つ な■習の■111の た■に,1+

て 物ヽ‖
=■
t',■
"の
必要「L■―指高ま

る で 京■■として ま えJ,1■ ●■)世
しむけ1111づ く|十 ■ に

'ヽ
すべく 'ど

もか「,I」‖を■し■■から,吉 できる
'|と
し

て1lH十 ろ
=ま
と
',よ
うな
',法

力
'考
えら
'tろ

濃あず

―
`,2-



,(専 iL活司

■t,計 した その■え 体
=ブ
ースを製||

し■■,地成工体でも,こ用できるも,,と し
た 平成卜■支、2`は こ

'ti,の

上■十習の

1ズ li■■|:認●ら,t 京
`F「

:t● ■■会,ら

京市市
=育
リカ労■

=′

をiすた 京|し ま市 1
1'司 きに,舌勁を【再 平■■年10副■を担´
る|[い た ,た .

|:● ■■11■共計長|
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資料館から博物館へ
―しんいち歴史民俗博物館の場合―

lヽaterials Establishnlent of Snlallヽ Iuscunl

尾多賀
Scigo

|ま し

“

に

l ll市 日T■F史民|●・・ rl館のあ|シ A
2 1i市 山●L■民

“

:資十Fに■力「さitた 代

|し

はじめに

筆者が本
=||に
け|″ ||●十姜員という職■

を目指したき,,か Iは |¬學Ft人事の 2年十1[

おいて,議 したり熊る次,t■ ■)「
=物
■■記

であった.常に
~■
卜十想J「け|り首のTI念 J

学芸員は■■1,J これ→・らよ体「1型 だ |

「も′)が一番大切 「洲:「■_の i皇発で 最初
はイ.チを調表さ,しているのう・■くわからず 計
上の内容は

'回
異なる全卜の,物年

`)車
,1沼

介なとJ(を 11し ような不
'ユ

議な よなしまか

0 そしていうのまにか lurワ ー,レ ド に
,き ずいこまれて、 |キ物・

‐
や十芸員 ,́て Ⅲl

向いんだ_と いう気分になり ,0分の証■は
ア ,と いうまに

`わ
ってしま.,て いた.,こ

うして 家■つ神itを うょっと言t tt'て
公 11の 日物館で公

=員
|1体質に■される事を

く学il‐ という砒業を18■ F信念をもって行

えたのも国學院での
~●

・
71口概|IJで

「

物

皓●,意義と学■■●
=,べ
き十を■しく ち

ょ●,と 人より長く学べたことだヒ信してい

る J「 張先■ありがとうございました.

=て
 筆者が」務している

~し
たt'ち に■

民俗諄物,1以 下  したいち十1物瑣|| は、
],99年 F月 に中1カ衛′,録 さ″t 2001年 1ち に

現在の名■に

'■
した.そイtま では |‖ |,山

口青 ´膳
OTAGA

じ rll‖からに物11ヘ
1  ,i ll ttlT Iよ る●I・■|)|"く ,

上

“

史民俗

`|■
1以下 「li市資■「■」 J

として 10851111月 に古,品刊:"ill: 1以 下

||:lj明 」|お よ0劇 ,コ地■の文化 文化
'1の保存と 占ヽΠセ

`「

う時物ml■ |ヒをも ,た資||"
として開■した,今回 よ、開館以

'tき

まさま

な地域密着11つ !物 ,1占動を1彙禁 L It成の

ミコー,Fブ、として,ん できた活■をlil L
I、 力13■ 21111隋 |■■るオ日山「へつヽ人合

lTを 迎えるにあたい、今後「したいち ,1カ lli_

がどう変イとしていくかを

`宗

してみたtヽ .

1 新市町立歴史民俗資料館のあゆみ

11'fll市町の:i「

ヨi市口1ま  ■●山市の .‐ |ま中たのよ島県東

IFに 世置し Tl山 県と′,県境に近いところに

ある.イ r■||に は|(島県 1日■ろが 1,と も

と文化||に よ同 を中心とする
~■
lH_に 属

L とイtからま 11市後J と
'乎

よれてt'る .

現t,,オ市Flま 、1135■ に
'手
iす  月i市

n JJ,村 市全丸,が合lT さらに1959年
■rt,1の 一吉Fと イヽ rlし て 束1162キ ロ
南Jヒ 1■ 5キ ロの細ヽい

`=を

形成している.交

通の要Ⅲlと して古くからヽ (ヒが栄■ ■町 I
富む美しい自然に■ま′lた 人口● 2万 3100人

―-65-―



資引面
'が

らけ

"11ヽ

の町でちる.ま た「
^:'、 "|′

,ひ とつ「|「

`■_t■■にそ長した繊推■■が需′tで 全
しヽい
~力
Jと と1,に

'¬
111も ,名である

(図 1)

121 新「 明の文化lt行政

■「|口 ■
'え
化
'`餞

t:|,I・ の |||り は そこに
+き た

'、

々′,オ らしと生命を想t lLたが■

したti杉  ●十′全て,,文化tiを 民■の■ |
1ヽ ら評価十るために 多角11な両

`¬
■を

`,い |し 1'保● ■「

“
= 
●■11な 民」 =上

.,た ●」活用を行うこと|=よ ■て 1+民 J:体

の+か な tt■ iの 111■ ■さ■~も ′)で あ
る.

し|も  ":市 FT,1● ‖:型 ILit iま  ‖イiIト
FI「tlヽ ら■

′
ヽ1■ふまで●)十11,」 +i・|■)人 ,1

′,i=|'証である文化日が致多く
'・

,て お

l llイ t●生活に文化けを身:i=よ しること

,,き る|こ 1:の フアー
'卜
1■ まれて|ろ .

II、 ■ II,11ま 卜」1定 文:し■ 1日. 県指

,L文化1い ■ lj指
'こ
文化別21■の指定文化

け力■らる. tlヒ
'イ

:宗F,共 1よ ると J児

'¨

)丈

化IIの保イ「と

'こ

用●)よ ||‖ 置 |+堕 I力 ●

+!11ロカ
' 
よ え本|11に また ま地■白治千ト

',十
tル ||に 1■ ら

'し

ている.・ l「明 iおいて

文化財を:「市と舌ヽH十 る場合 
「
 県 ■ti

l・ ilか に十tさ れ/1ビ ズがある.全て0)丈 |ヒ

ilを 1旨定¬るブ,が■■′,I`ttヽ 丈
`し

け
''

Fイ|と ,計 F=ま 111・ |つ な彙|」 す●必要で th
l  ■に全て′,t化刊を上定■るという|,
十二は,,,■ 1 ,伝  コi市口Iれ育委rl会で
よ ネlu定文化喝′,う t,“以 何

'つ
渋しい

ちの■び民衆′,■ 1lⅢ ら言価する t化「
`と

し

て●十1111社 の● .ヽも
',を
「

tし てlu tし

l‐ ■||に よイ|ての t`し 11を りltす るとtう こ

生をH標 |=し て ■ 11日Tの ■イヒロ
`,■

を′|・ ,

てきた.(写真 1,

||li市日∫F史 ,(俗 F,十 館の機能

rlヤ ま 1985■
=li市
口「およびそ。

'1司

辺

=存
在十ろ文化 丈イヒ|イ の保イ|と 占ヽ「 ]を よく

普及することを目11と して ■11収
' II■十● 諷■iI■  ■市普■つ中|力店ヽitを
`する社会教■lL設 として開だした

開|111●
'■
■‖想 [「

"i市

FTお よ0そつコ

;」地|に としたのは ■■●)`1攻
`=と
して

ま 広島+吉」げ :所 ,明 を■■■脩iし国とう
lt iい til,た が ,111苫 ■に よ目■早,■成

|■泊●イ1山市Jヒ IFと 嗜 liそ して斬「 ¨ |

こ片‖砒 Itの所在する・
‐||| ■I″mがなか

,た ことう'ら ■Fl■ |」 L● ■|′
'`え
方か′,

í市●十■ ま目■IR Iブ )祀円を,,定 Lた  も
とヽL í■■|■のF'上のよ¬は 19ヽ 5年
11i市 T=11301司 年を|し 0し てtlJを モニュ

メントとした資‖

“

であ, tイし,の‖,ル イヽ

,あ る
~F性
lCI女 ll l■建設攣日■¬,」力_t

,すで建設 litた |,の であ った .

■十 よ 責:1館 の■

"か
,L■ 1,85年 3 HI

l・  ■芸員ヒして新
“

ヽイi彙 l・ 員にll嗣

l,83■ 1月 |シ t l,83年 ]]H3 Jl~t
イし′)_11111す るようこ■■命令を

'|た
.

押「市資|;■ に■任してムると、+11に Fi11■

|コ レクラJン なと|かtiし ていた|,|で
はなく 片千′,It内 から収 fFさ れた民共資||
と ‖」内・Ft文化けのFコ査ロニがあ・ た. 七
[■ く「本11]1月 二

=館
 |,7ヽ はlTせ る_ =

のニヒた●,た ,ま た 'ず,た
'1に

よ |■ 1リロi

■■lⅢ Iイ意111う 'そのまま,十1さ れた●容

力
~設
けおよび11■く

'|七
●・てお | こ

のときいつかは「■物

'JL■
)ワ t・す■■え

たようにFこにしてt'る  よって共
「

|'な ||「

Fギ 10つ 活動に開 |る
':本
世想や珂■に向け

ての民■■本片Jは  すべて■
「
 十芸員

●■|:■ 1]委 員によって11■ から曰」1出すこ

とができた.で きうることなら、せ

“

てもう

午前 1事業にl‐31,ら ■でさらいil置場所
=

■

"74●

■にも日■できたならより1,■ ■Jlお

る面白t'資 |li l●
"r.を

,1る ことができ

たと思う (図 2)

111岡■から■■まで′,あ :0ユ 11985年 ～

― ―
||



Frrか ら■物館ヘ

2()02年 ,

■ |■ 11■ F)1111+ら 本年までのi舌」を

卜 |[■ てみることこよ0 ■ I Fi判 ‖が歩
たできた18年 1ヽを IF liし たい

1■   1,ヽ 3年 1支 1 1ま 、 川■計」111長 1名 、
■1lII員 2名で、 とこ

"・

く11月 ■■をマ)さ し

てが

`し
+ら にスケ

'ユ
ー,レ をこなし なん

と,I‖・
‐
|[二 ぎつくこと‐lで きただけであ.,

た.問■してllも なt.■ ま民■ 長共を中心
とした民俗■|′

'1葉
力ヽ 1勁′, し亡であ ,た

が 年■末になるころ 1は  11に■不
'こ

。
'「

]

L■ 1え歳●|カ テーマイヒを
`え
るよう :な ,

た.ま た |‖館|卜 1‖で ましめた中●ヽ イヒ,確

:ま F¬上をIJ計画て行うことにな■た .

2年 HI,86年 度| ま ■Hり百人なら●た
0ま えのイti●■ば,イと形である,t示 を1占動′,

'●
いにおき まL・的に F口ず,員示 .=り 1工 l

ロ イ)Ⅲit i回 杉』【 lい |。 )'車十聞11を
行ってムた しかし ●ホは地道な陣1カ |li舌
・ lつ Jt の ■でし力ヽなく FIホのL薇 よ|
も■■
', ,■

,'ヽ切さを,■ 1,,て
'115け

た.1´ かし 地元から,,,trキ ょt、っ,tて も
新 Lい F,十 :ヤ 1文化1吉 |「センターl t期待し

ていることを 来r者 を1∫ 象に行■たニーズ
アン|― 卜|」 卜から,る こ二

"■

ξき た■者
ニーズと,ば,テ ーマ

「
動との両●つ‖しさを

,1■ |=し た また
^■
当初には 間店したと

tiう

'1由
で ,事■の市勤収員が l名 ス員と

な |、 十よ員■

`:て

。,“の■■を行う1名壮

1,と なった

1年 H I]'S「■●. ま、当1吉 |,I¨性を,1

tす る11」 として ri lIIっ 」止場■■プ,■礎
である‖後Iの「スイ|ヒ |■ |¬ t H11七 十る体FI

学者 1li H lL=ム る凸イt ilイ )●■1を |111し

た.l■ t'手習ザ,Iま ,はテレビ11 ■開社によ

って|ヽ く■■さイt マスメデ′アを
=ltill,

■,手■ヒする長所と

'■
を

`す
した,そ ltと

ともに・1■のイメープが 1薇物●|卜 1責学肯の

イ:十 メロ_=強 く
「

tヽ たた● = ‖[■ ,と ,,´

のイt載 _t当 面iの メインテーマと■,と した .

1図 3)

1年 目 lllヽ 8年 ■| ま 体■十五を11●す
るとと ,ヽに ■内 1'tII11■ |ゴルフオ |

′,.I山 かもt,″● |` そlt二 |い
'1と
文イヒ|`

の■|十 をIrt l11す る||●を当11が担当すること

1=l l■代支イし財の発
「

調籠セリ|■た新た

な1岳 it計 ,li,,11け L力■iわれた, また 地元
に倶さLた

'L道
な吉Ii舌■として、li市口Tri

+1=■ コtイヒ「
`′

,17:嗜や●十■●,1占」おイドつ

訂」IHな どの■1ヽをましわた また 11 ■杓
にお|で F■l催 さitた 「デ

'イ
ンマンスSS ●

くやま_で  1占 イヽつ市を繊る●:■び
~倫

●l■ |"t● ■● などtイ r・ た 0 ●島県■
地場■■センターにおいて

~■
ホ+● イ)rti

■ピ |を イ11'、 「́市●1瑣lr,ど■11■ を11'ト

1も ,11景イリJl年 と
=っ
た

F■ ∫]111SI■■| よ イト●1■I参 |「 者●
11t=,力  さ:,1日 ,1場 Ilコil者′

'ご
“

',に

よ●で ‖家でまある0~し たいう||:11
■iイr をitt■ るこしができた この■■
,,■ ■ [高 FI=自 分たち,,:う た■をか すて

報る+|■●きるまう|こ な,  さら ,tイし,■

`し

■保;生 |ヤ〕lヽ|■ ,tl口
`'F業

II勁 |litカ

■FT■委託■■として '1■体うす● 習1占■に

'」

して,助全をiするととも = IA二 |‖ tllを

i「 oた  また '(■慎|‖ :|こ |+う llitlし 1`

`|‖

両●i折

“

明イえ市委員会,■ キろ
==な

|、 当キ′,調 ,「T■ ,舌」|と して ,■ H',大 L
II■ :LHJ本を■施Lた この工Itと も|え る
人■・
‐
7ι掘詞■Lに よ■て、本■嗜当初予定さ

れていた当JOつ活Ⅲlた ●■■は

'卜

●した. し

かし 発Л調イトを行 ,た ことこよ| 口|イド現
場におヽて野

'卜

|・コ
'■

示,',it■,  「|■
,「内■活つ|トサ■習や道1ホ Ftデ 会,)|‖十なと

`十

■を訃れたところで,,Iけ tヽ資l ml舌■

を,11す ることができた (写真 2)

6■ □ 11,,01:● | よ =,■

“

■)||:1責■習

を したい●■
"十
1`ヽ _と t,^参加者,●

11の民
「
文化
「
イ
=Lし
て発見した 1薔勁は

|「



資rFか ら■物||ヘ

|=■ 生して
~1「

●,′,復 元Jのほかに 活用
として「備に,「のバ ,''7-ク |と

~備
後の

染社のHHitl■_を 加|え た さら 1 比高法
人はq文化振興

'IIイ

)の えイし,占勁助■事業の

WI上ヽイヒ● 7‐ ■業_と 「■7発表事業Jの
1け■全交句を受け、念贋であ.,た |ち 権ヒ糸

=
力新入と設デi告のT」行を行った,ま た 11年

t=施 した人川|に発n,H●の■」里活動を,う
ととも = 調査の成+を もとにした1サ ,1晨 を
開催した.さ :,に 、 したいちrlま 'I習 全
と
~新
市Hr t化川協会J Iよ ,́( ヽ内ロピ

ー [ミ ュージアムショゥプが,1千 コ 1、 来館

者
=よ
|― 晴
',文
イビ円情報のに,kができるよ

う11な った.(図 4)

F■ □ 11111年 度| は ~し たいち休m学

習会Jも 2年  を迎え、●性も 人 台持つ
ことができるなど ■■ ■lj 体市Iと もt
●し 月i市町を代表する文化刊ll● 成長した

また、 F`|■イ,か ら11産にIIす るキ■ 1備
後,の復元とli 4 活用事業|つ 1吻成金交f」

をうけ備品の充実や石Tl'■ にあてることがで

きた .さ らに 由び夫IIを 開
`1住
宅日

地 工業川地|が言1画 され、当■が 開たす
定地|ヽのtL成文イし財の有■を確認する試Л調

査をイ|っ た.た た ユIЛ調査を当館が■1とす
るにあたり 迫,小刊杏システ」、

~て
うかやまJ

を導入できたことは今後のli「 明の文イヒ財●

政及び資r「鰤資‖のデジタル化をすす・
Iる に

あた1名 しい進歩であ ,た .(写真 3)

8年 H11912■●| ま tlオ地区大規,間

`|1住
宅回地|に伴う埋此文イロ

`の

発犯訓キ

を 3ヶ 年 111ヽ,31■ 月1計画で行うこととな

り、資1館 I勁は継itl,な 体驚学習支1■  ●
山■■
'リ
フレッシユ市社員の実たに■定さ

′t スタ′フ●)上力は■ 4文化嘲 本になっ
てしま
`,た
.本年三|ま  ,夕首C ■池 71

■  卜迪遺け遺町発掘訓●をイ1っ た. また
したいちl‐航■■会は、

=く
やま美 lj館 にお

いて第 3回 の■■■を間世することができ

2010人 の人サイを迎え/.こ と力'で きた. さら

こ 1財 1安口■命クオリテイオブライ,文

化財日より地域のl‐

"文
化保存推持に関する

1け成金交(1を うけることができた この年、
広島県F史民イド資十1鮎等

'|.・

協蔵会の●21回

IIl,ビ 会がli市資‖館
=お
いてコ始さ″l ●十1

“

1占動と皿此文化1`1ついてのテーマで研究

会を,っ た.

|■ H ]103年度| ま、昨年嘔からのイにi
事業である湘方地区た‖1彙 |ヽ発 |■宅司地 |

にl■ う理蔵文化財の:`掘調● 2年 日IIあ た

り 資|1館はIHiホ業のり医態で 発抗調査に
捻力を費やした.■,調査 よ 当館が,夕 山A
B遺町 |||1広 島県埋此文化|1調 査センタ

ーが 城  、ヽ B、 C D道助:を行い さら
に当館が相方城跡,■精イ認llび江1■調査を行

った また、本年から市Itの デ+員が 1名剰i
■lTHさ れ ,芸 ■2名 F市 |で資1l mお よび
理蔵文化財発掘調査に,1し することにな ,́

た, 8年 |・|[■ぶ 1名職場からや っと摯■さ

'tた

 さ′,1、 資|1節 ilビ により第 1回 1'夕 :
文化「
`,1■

会として,日
'山
 は引 tイヒ|1見

十会 1参‖者50名 | をおこなった .

101:日 11991■ 嘔|は 一昨1[● オヽらの■
続事業であるIH方 地区大規椰 ‖発 1,宅 F地 |

に伴う
"蔵
tイし財′,発掘調査三年日にあた

り ,11末 を日標に■地での実‖1訓本をイi・
た ,■ は ,地●務■ |ブレハ,二陪建て

'

において、企詢調査′荘 理1薔勁 ■外にお|十
る|・ ■づくり ,資■「館と

"蔵
文化tの 分化の

ための
「
備|を行‐た,

また 当口Tにおtて福 地Ftイロ
`臨

地りI

l,会が行わツt tF「‖Tにおける文化財イil●の

■1'ヽとi果道を 余■ところなく公表した.こ
のtl修会において新市口Tの ような小さな円で

あってもこのような人■,IH発 に伴う7tlF調

●か独自にできることを河辺白治llに 公Jt

し そつにつ‖後地l・/の文化財保i雙イ,政に形
響を,え た.ま た ■●人にコ:市商工会青年
音Fと +同 で 新 |‖」史跡案内 お・るさと を
明1110周 年ブレ事業として刊行し 明杓4■

―-6S――



資+1館 から眸1カ i官ヘ

16000■ |に配■した.

1]11日  119951「

'1 'ま

   1111101詞 年と||

■10司年を迎え 資
'■
として ま記念行+を

行いたが
`,た
つ|や 急11埋 11文イヒ晰発仙調査

つiF告書作成があるたうに準備ができなかっ

た そのか″,り に■よ文化国写真清習会のIH
Iヒ と 文化期訓●1=お するコンピューター′,

「
`円

と■1大 II究会を■l催した.ま た 漿年 |・|
■備してtヽ た相方域跡が広島県史

“

11旨定を

う十 本年よりlllttll助 i保存整備指導委員会
をれ織し 県史跡IHソ,城跡の保存とす備を詞
Ⅲl,1すすめることになった,さ ら [ 相方
地区での大ヽ世開発も人話を迎え、保存され

ること|こ な った■池第 1サ吉Ц■,■ 1,写 占
ilの 保存整備を行うことができた.ま た 本
年よう理蔵文

`し

財を中ことする1舌動のlt1 11と

して 人[ :ス養センター 2 1nt ilア ||千方
メートル|を‖用することができ ここ 1資
なIFI力 整理■■ひ民FI 考占資

「
′,Iス蔵庫を

設置した. また t・
‐
十ll■ |夕のための写場ヤ班

器|スイ処理室もlt置 した,本年は 資+‖ 館の
,占勁やII11文化財の7t掘調査よりも 文化則
行政や研究会i占勁 1重 ■を置きなが ,,、 11年

|・|げ)資 +1■活動を集夫成した開館10副 11日 で

あった さらに昨年につづき資半I"主 ltの 第
2回海タト文化,`見学会として性同ツウル 公
川 tイヒ|け 見

=会
1参力:者50名

'を
おこな,た ,

12年 円 1199`年度|は 新た 1資料ilにお
いてし史編,支援が主要な,舌動にな

`,た
,ま

た ]189■度から¬i● 1,に 行ってきた、大規

模開発1l ltう 発楓調査はなくなりTb道新11や

マンション建設と,ヽ った 現性IH発 |[伴 う7t

掘詞査が多くな‐ラた とまいうも,,′)●十1
館活動とともにえ化則保誤i占』としての∫旨定

文イヒ円の1参復およびll.状 変延業務が二くのし

かつヽるとと ,ヽに  オ旨定丈イヒ1` |:百 が多くなっ
た .成 果として ま、 占備津‖■刊楽段が県重
要文化財に指,しさltた  また ●

「
的なII究

会なして 'l方域川が0し 11に
'Hを
集め、

す
=性
|に認のための試掘調査をil・ した.=ら

I 資十
"の
」向1■ を,tす ために ●|||て の

■2がす |について′,専 Fl J;「 1輛 後,:を干」
行した,ま た 本年より福 ●中ム成lt"交
流事業に●|■が主l■ とな ,́て ,かわり 亡
域事業として‖l‐ l■の保存ヒ,占用を11ドづけ

た さらに研究会1舌動として 広島県 勺の文
化口関係71大学生を含し

'を
11象 にしたに

として贅器の保イ「 処理研修会を開11し た .

(写真 4)

3年 H110,F■ ■| ま、昨年から予/~さ it

ていた II戯文化けの発1111■ を年度当れに

,1■ Π
`|っ

た.資十:難独自の普■活動とし

て、F汁 してtヽ た県夕ヽ文化1`見 1ヽ会 を年 1回

イ,っ た.人沖,ド ラマのん●とも二な |、 いず

れのイヽ画も t員 を大,=に上いり琳況で ,
イヒ11に利→る瑚し、の十さヒ流行のタイミング

を再確1認 した 11年 からえ授ヒt'う 形で1は り

■んできた町史lFI纂 +業にも口にみえる成果

"1必

要ということになり 年,末 までに一t
のまと●をもとめられるに至った.こ のころ

から、lL II中 学校 高年学校の世訳I業 とし
て

`■
,での々茉がイ′わ′l始めた.以後 こ

の形が新市●相■か関わるt合 1,な学習のえ

本形として 燿んにイ|われるようになった ,
(写真 5)

11+日 11"S年■| ま 資‖‖活動 ま体験
学習を 卜心とする活動にしは

'、

■蔵文化ll

の発lF調査だけ|よ 2,月 のみつ訓●とし ほ
とんど的ltの 編集

=業 =賀
やすことこな ,

た,「 史のTl行 ま 明当局の
'要
なイ1政証踵

であるために甲急に同行準備を行わなくては

ならず 町史稿事が完全 [資 |:館の活手tと し
て位置づ |ら″tた . た際に口T史を「1行するま

での期間を計算するために 資1柿 Jと 全く
同じ仕,■ 50ベーンの資|キ ||II究 案打第一

集「信岡宏■普 I_の i本 とC)ROヽ 11■を

イ年成した.こ
'ti,|ま

、セットで全国の文÷■

または関係機関に配布し、 よ■等のアンケー
ト両■Lを実施し明恒福事の方|||卜 を出した .

また 11■編■■の「 1● 1″
として、中i市資|

―

`9-
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館つ|ズ蔵する資17,日 iが■■し、

“

(■嗅に

,1け て■|力

"●“

つ:11市が■ ,́■

lil:日 111911:● |は、キ■からヽ■1,に

'|‖
iし ていた I″ |‐ ■|■ |■ ,ができた.

名称1,■■
=予
算:il置が■うた■ 11(■●以

!′,i,1世 として,,さ イtた ,19,「
=1/・

から判わ

,て きた山 t編 ■事業も 文た_が ,,~■ i
i「 |と な, '十 積Π′,漏■ ●十1,Iと
,史■■)口1,と 17,を Ⅲ,“  ,JIの ■:カヤ■
■と文イし■件:|● Iえ よ it,1限力業■ ことと

ま|,ぎるイ「 なうヽった.そんな中、■
IF川 であ

るが 広島「 において円:=さ
'し

た
~■
F■il

7,ス テ ′バ■Jに おいて 日,■,体験 r習
′

":1支

ギ1介を行うこと力`で| ■物■の111,
を,ヽ¬
`1411で

きた.(写真 6)

16■
「
 2000■ 嗜|は、lH¬ |と のイト||も

■l■ ||:な 1 日1咆 もJⅢ 21:lビ 月までにま3
巻「1■ T」行力|ルじした.1(■■■にじt`,,,

芍●をヨ■しなくてまな :,な ,こ とう:, I
物11ま ,■■●,Fll■

=′
)みで新●・・業サは‖=

ILし た し力ヽし  11川 it少 していた
'咀

出t

化■の市認証上 ``桐調査は■び:営える,t,し

1■

' 
的史侃卑 :ギ 11文 化日と更なる薇

=
:,し L´,itた ,そんな■、′t年 より口學完人

甲

`占
,資 |1館 |=よ る+1喘 ‖il■ |=今¬」●

li肯■ll ま li市口「li t● ってはFt市 1写

吉1,,し抗J■、相I城跡■掘調査 こつづく|:

lj`‖JJi下で '■姉要とと:,に■「 向|■ ら
,て よ■11‖‖市,と して11■に行う■術謳

●がIH始 した.

lFll□  12111■
‐
・|は、■嗅当初に■i市町

文化嘲

`,■

の長年
=わ
たる懸キ事■であ ,た

~「
j■要 tイヒけ_′,Iltt2]l■ ′|っ た ●島
県内で |ヽ||」 十,1の 文イヒ員|がない,,1よ  三‖T
I」 た Iであ.,た ′)で  イ、Hを 1,こ なたと力ヽ面
を保てた また "It t`口 |は 11年忙|ま し
たせ■■)本訓●を行うなと、11年 同,[常 ′,
III‐業

"■
みで‖i■■の

「
1噴ヤ習の■,1`勁

していた. もちろん11長以下ll量 全員ま 明
ヽヽ■事■にイ:き っ切|で、柿長 F]11業 者

′,II● ス■ジュールに沿って、 き・ ,ち |■ 11
さ
't i 71ら

 々,,ノ ∫レマをこi十■とな|,
た

IS年 日 12112年 嗜|は 合lTの年であるこ
とから ■●当初から打¬市ザ,ヨ当言|(と ,,■
■ 1,開・ .さ れ 専物■お 1'trし口,政つ′た
●J,あ |■が 1議 さ

'tた

 もちろん口T史つ相
■■す よ■月 :日 ,,柿 う呵|か ら ,」 の■
■切 |へ と,Tlが JI化 さイし、■よいよlJ馬 二

巻同‖I Fl● に向けて11■■■に入 ,́ている

そたなお 1 町イ1政コ,午来′,懸年十項で|,る
行政丈汁●,十存管理■liが ,t^緊急行政il迎

として嘔出し I Ⅲ141つて言の■リリと保イri
埋 ま した1■ ,け |力 11か′11 とのII t命 令
1 したtち 専物皓判係イに二|,て  そんな
‖サ円もl■管場 liも 存■しなt'今 日この頃であ

る

15' まとめ

l101■ ,月 に■行した¬i市資||■ ■‖■ 5

11■ ま |1館 以+11年 ll i工 |すユ,てユ〔

「 li市‐資||“ ま気のltitを 分餞することな

く●|111内 日:で分イし ■11し  千 1山 の文イヒ
同tン ターとしてヽ1と している と評価し
さらに 1イ |に も 1主 1( 1(11イ  r,J女 なと

`,
4■ニーズに敏感に 」ヽ応しなが ,, 21け杞に

ち 十た|1物 11i「 ■を行っていきたい. と今

後の方111「を予想してtiろ

しかし 行政ニーズ
='tよ
に,tし 十●て

1111年 ■か,, は|わ |は し
',た

山|●編■+■

は、3■ 口|:し て,L全に

'111′

,11:■ となり

,本 1'1資 11年のi舌■を長ltF I,1見 直さなく

てはならなくな■,た .こ itま  ■よ員が本,t
,,■ ■●,1'時を起辿 Lて  本 |■),`去 員 [=

・ ,て しまった‖R=ち い、たItも こ′)|lt上を
■■ることができな,,た
市かに 0111 訂|力■′,な かから =|十
を■′|と するさまざま■■1し を11■  十手 ま
吉●であるが そ

'1を

どう資||, =リカ生
分化し 他■)●門として市■させるうヽがた切

「 |



資1訃から申1カ |・ ヘ

なつである.他に押| できなくては 十べて
を1包え■■本+のキ

“

つた11を きたす まか |

, ■●文イし。,;,● ●きまた||に ,ヽ■ |■ね
itit●日:を ,し つま1 1台■た坦コ よと
うお′[ やりはしイ)た ら11● ま〔やりと|十な

tと J(集 したFiオ |が長■ 1亡 なること|=な る.

よ=て  |‖
'台

する肯:に ま きちんとおし
=こ

ろを■■して始めるすし力が ■|力,I去 員
=

ま求められる

2 新市町立歴史民俗資料館に付加された機
育ヒ

|■ ■文イヒttン ター ロ]史補■i t普 ■ |

はじめに

に|り

“

F,模間と定表されてtヽ /.1吉 ||
文書飾 IJilitン ター ●lt店  高.少L教
t施設 文化会キ l■●■化川センター 自
治11'咆続,■■と■

'「
1しの一」:よ■Tlit11■

1おいても何らなの形で偏えている しらし
地方●,小さな 治|卜で資11「  ,物 ‖が

'■し ,I力

“

11i及卜間が制辺に■●しない場合

Fil il ,1カ ||がそ′
'業
務を行うこと こな

る そしてそ0)■ 務●内イドが 資′1館  ,,
■ 1,il“

")範
」をlJえ た場イ,で あ‐ても一 l・

はじめたら体止する■ができない|六況 :lli

る つまり、た
'tか

がしなくてはな|,な いの

で F・ る.

Ii十町′)場 イ, 1989年 嗜か :,19,5年 にまで

の「■には ■今に理蔵 t化
'Itン
ターであ

った また 19,6年 ■→・らIU■ 12012■ 11
までのテ午円|ま  ,L全に「J史稿●室にな―,て

tヽ ろ そして 町■ F」行後 よ合11つ た0のイ,
■ t■「,ill l=作 をするな1ヽて 文書

“

に

なろうとしている.

地方の小さな自i合体で ま 業ちがす0■■ろ
11に■境をある世「・■1‖十ろつで まなく ま
す業務が■■したら、その業務 二関係しそう

な吉:=に
'し

i」 ,、 1可 しか L● するようなら

そ0)剖 :ギ′,他の■■をl■ 11し てでも業7●ち

たらせその場を71り 切ろうとする.そ して

そ′)業 Tiが11+tllに

''し
 ^+F)末すが著

しく:日
=わ
イ1で 1ヽ る1●:が‖Itl_て tる よう

0あ | そげ)こ とがイ1政 |+|こ として
'■ '|キらil、 lj→ のヽ■ キンス |■ルイ, 奇l・ 企 |し

念刊■●
=| 
二1日 ま ,て  イリめて,こ :1 人■

などば,最低■′拌 ■●■備をおこiう .手前

|:長期■イヽ1,に

`え

て三|に さイt FI:tiえ
らitる ことはなt iLが 多t■

こ′)よ う■1'ヽ況。,' ■「 ■11“ で ま ■
本‖■つ中 [~li市町■,1判

'J地

政″)tイヒ

ktttf,保 i t11■_と しているF,で  F'当

しなtヽ市 lTは ますないことから ,tる 物 よ

」は ずJと いうことで ■
'し

てきる手はでき

うる■|ヽ●さしてきた ここでは コi市合ト
■が ,■以 ,( 関■業■として関|,1 気が
|●すま‖市資|10口 )業務として

'(●

に11カ]さ

itた Itil,i揆青し1ついて¬i告→る

1111'IFI ⅢⅢ蔵, 文イし財tン ターヘば,収 l■

み

|、 ,年 ,か ら109311■ まで●,「 1[に は ま
さに千 1山 III I,■ イヒ川センター 1当 !キ まi
際|=作 iし ない|う  `イ」属titと して11 lj資
|,|の
「
‖業務をイ:,て .ヽる という:lt洸であ

‐,た  し
=ヽ

し ]10「■支末 it'両●■)現地

●

“

Ⅲi l,レ ′ヽ

'1を
llよするにあたり し

大な |十遺IIlと そのF」里■業の場■iを とうす

るかでヨi市 T行 l・ |1喘 よШ惑した li市資||

"で
は小■●であり、 とでも‖|IL"′,幣■
をイ「うスンヽ―スう'ttヽ ことく'¬ il'占 |II′)1(

出●は|‖・
‐
1年 Hで すでに満卜とt'う |六 ,電

「
|・ |、 し,も ,政所●|,'|い た千i■ を|[Ⅲ i

「]十 1し ているJ大 ,1にあったた0 こitも 卒
●されたイ|■計口二な■,て tた ,そ こでおiた

■
'1■

および性理場Ⅲ;と して littFTl■tt
ンター |● 島県史エ ネ「●1遣 1ホグ,所在1口 ,

)̈li,自 |「 Pi l:止 iヒ もない 211・つスペース

|● F10「
',メ

ートル| ヒlIの一:FIイ1100

「 サメートル| を十 二 ,「新 lrl十1,`,

Fl



資料館からに物‖ヘ

宝Jと して 明内 1分散収此 していた民具を
箇けiに

'つ
、 さら :7tn調 査によって出「

した膨大な

`古
資||の 1ス ●l● とした. また

空き司:屋は 図面整IP室や世物整理± ■イト
処理室として使用することとな った.こ

'tl[
よ| li市資‖■11歳 F● を用

“

以来占領して

いた民具 `吉 ●|を 移動することができ
tt市イ■ ■1ズ此車には11後 l■ 暑逃資Jと 文書

資|||=製定し 少しの空きスベースがイ‖さ
れた 女十●|の内書|か ,, "歳文化嘲センタ
ーを含け|し たl.lF・|であ

`,た
,

(2,,i市 田史R~纂宝としての取llみ

斬lj資十1館の地言tの中から 埋成文イヒ財の
7t掘調査に関する■411調■L員は年よ員が十

ねる|を
`,●

Iし、本来のは1カ PI業

“

が送イ,で

きると性‐,たつかの l●1 所 卜Jl l数年におよ
ふき案事●である

~力

i市山■_編集事業が、
いつのまにか斬市●|“の■ちになってい

た. し力・もイ,lr l,に ま あくまでも‖1長部局
のキ
=と
しての事業で 新市奇F111ま そr,t

lテ IJズ 武

`十

1の■ l■ とアドバイス| =tヽ うこ

で始めた ますたった. しかし1:々  本 |ての町
史|1当卍 ま人事

「
動でlH当 者が変わるたひ

に 新市資十1館へなんとなく業務が移行し
ついに共年後には 1呵 ttよ 新 1資 |■が貴 l■

をも
`,て
刊F,す る事業_と |し していたのであ

る.そ して 大規模開発にl■う欺年におよふ

`1担

謝●が

`rし
 分■の確,と りき,えに

力i市円虹編纂業
=は
新市資|'館の業,と なっ

たわ|十である.

どうせするなら本気で取リイ‖もうというこ

とな |、 「u咆編_ltだ 十で よ ィ(1分 と
いうことで 当初発刊 1定になか‐,た資●侃
を 2も 1文書

`+I J版
資|||「 えた,新 |

●■館では ■史編
`業
務を資1館の次なる

活動の突破口とするため = 未完成であ った
1て蔵資卜の日i作成にましま |、 1ズ蔵品の資

十1化およひテジタ,レ 化を館内でおこなった .

企資+1を 1年 まとが 十て資十1化 したのち そ

の成果の 部をもって か
'1で

,:,つ資ヽ知|

り,懸条十項であ■,た●物館登録の中請をおこ

ない 0,8● 5''こ 広島県では24■ 日、県●
の日Ttt lt'た ではll● ての ■ 物■_に ri録す

る■かできた.名莉:14に は、 予算■■がす〈
にまと
'tな

いた012001年 1'は で■市資||

"と
して活動していた 陣物■●録 ま まさ

|こ 「ひょうたんから二ま のごとく ‖]史柿

=作
tの 中の [共 ||な成果た‐,たのである.

そして、館 |で資卜|イし
=itデ
ジタルイヒされ

た資11は  的■の分類に,|っ て節●で
'柿
長

をおこなt 難内校「 セ1狡 した。)ち  2001
年 51,か ら‖貰次 続集 日

'‖
`業

者 1提出ヨ l

た 0て を■出するまで 11年十を要し 狡
Tに |ま し■●)歳月を要した.―●に 3巻  l■

15ooベ ーン ロ「史内容の全文|●■とけ物館●
:|を ,'タ ルイヒしたCl)ROヽ 1を 3ユ1利」し
た
~li市
口r史 |は、こ′)ょ うにして‖ ll」鮎の

事業の から ■まれたのである. また、口「
史編集で幣」里さ

'tた
資||ま 今後すべてした

t'ち illl館で保存
=イ
ti占用される.た とえ■

1古‖|″11i口 ,と いう1治体がなくなったとして

も資十1イしさツtた ■lι F`よ永遭に,占用されつ■
'

けら
'tる

であろう

13,t普館への取組み

押
「
市資||||は  |‖館以来「歴史|1文 こ の

保存と,許用と口1,と して 機会あることにイ「
政の

'|■

H文書の■
'を
おこな,,て きた ま

た 1955年の前
"げ

)合

「
時にお する、市今

'しヽの行崚文書 1常全 ,し 1'役場 t■ |力 i奇町1,

に当け|,行政職■有志により公民年に性l■

分無して(14さ ltて いた 公民・ lで まl■ i省
l■の「]題で、1,95年 にTF市す:十 ヤで にして
保存することができ 向 71口手1也 κの近世
|=代 の■ 1ヽ丈普 1信岡家丈告|の寄託資■「許

L合わせて、新市山I・ylこお|す る近世 近代′,
資rlITを 一指して保存するに■●,ている.つ

まI I1 1,資 十■が文書,F・ 能の保存ll itを

1,,て t.た . しかし それ以 |の機|ヒを持つ

__■,_



イ■館からけ物‖ヘ

ことま 資|1館 として″)11■ を進I嗜 し 「 市
な資十瑣|1占動が田害さ,1る t隣性があ―,た。)

で、■二にわたり 文書■_の 2要 Lと
~墜

ltll t言の保存と,占用J =つ いてイ:政全体で

■詰するよう要望してtヽ たうヽ なかなか■T・

:県題として取イ‖みが行|,′■なが‐,た しオヽし
2002年 111に いきなリイ)|「 に開する法定 1証

会うヽ ましまると ,ま で山IF本 にさltて いた
,|■
',行
政 t普
`,整
理が緊急行政た■とし

て 宅案を111■に性T■ された その■ t'き
な |「 [■ lt文書の,ど ,1,,■ lf lを したいち

|ll11吉の業T・ とl‐ 置づ キ その1月にかからな
いものは,べて|`■する方向性が出さ

'tt.したいち,I力

“

では ,年 |・IIも わたる●

1カ 11活動を■+上 にしての、]2月「1●に向 ヤて

‖」咆稿■の●1,中 でのことである とりあえ
ず、咤茉予定文書の II,■ として ,物

“

|

分i=計 め込まilた ,人せでその業務は休 卜し
てt.る  まさ1= 懸0し ていた11,どの1人態で、
F■●||が 無理やり搬人さイした]′ となった .

今後の 幣理●,方
' 「
れ ままったくた ,て

t'な tヽ 1_ イト
「
‖手の向治体では ,当 :,:が

ま ,た くtう た0 ●・理 保存業吉が職Iヒ
なりえない呵i:11:が ある そ″tでは いった
いたれが行うのであろううヽ 5o年 前の■企丸

|デ

''場

文書と可,11イ 1政職員市とこたよ:,ざ

るえないのか なんとしてでも イ〒政課題ヒ
して 「文書館Jをつく,だ さなくてはなら
な ■ヽ

11)ま とめ

F"以来18年 間のホ /・ の中で、lLnの ●物

|́と して活■じ ‖Ⅲしていくためにま地域
||に も行政1,に も■物

“

資‖の収■を さま
ざまな1■ liに 対応していく事を求められる.

そして、1ズ成庁や砒員の燎と .ヽっ た物理|,な

ことし|ヤ物11資 ||を 保4し ,Iり」の責任をす旦わ

なければならなt● さらに 0■■|[■門職
量が,てイ,政事

“

■に|1当服員がいない場

イト、文イし財の■1ま 「資11■ J I」 の観光案内

は =:‖ 館_ ちょ.と 言|.・ 事はイi部「資十
館 とt.う ように '繁 に人十異動のあるイ,
政におtヽ ては ~● |1後|_ は、 わからなヽヽこ
とを,決してくれる 1魔法の■Jと なってい

る. まさ|[=芸 員が1によ員と呼ばイlる●i以で

あり、開鮨当初の目的である「新 |‖]の +が
,べてわかる・  ということを満たしてはい

るものつ 資|1館■)本 ,そのたヽから■人17釈
された業務と貨lTが資|■|におしかかること

・l多 くなった このことは 地方力●|,`|
,物 itt ξまどこでも,t[す ることで このこ
とがlLソ,では資11館 性物tの存在意ムとし
て理|イ さツせてヽる.

そこで |,「 ■|■では自衛手霰として
大に

'開
7δにl■う発

“

HI●が1995年度に終了

したこと1■, 上■i●十瑣111動を,う ため
11、 lL人化したす刊

“

性1しの,イし■キの第1

● I・ として 育‖11L埋 よ|ズイヒ員
`セ

ンターの

■■の分イヒを

`テ

った. しかし、スなる試,と

して「 数年末の1,行政の懸条十項であった

「■ ド

「

史相● |の業

“

が いつ )̈ま [か資
1隙0が収成資11を■■するだ すの支援活動

"ヽら資+1■が秋筆 編■|る 業
“

へとかわって

おり 福山市への合|1問 題ともあいまって

`ヽ

日までには資|「 |‐が責任を1,`,て Fl行する

こととなった,そ こで、山■つ資料柿 1 1
の 2● 12500ペ ージ1分 ま資卜い|′)● i蔵する

0+の「1行千■としてF置づ ヤ ‖:史補■の
過17で■じる収代資11日 llの完■ ,デジタル

化|を ヽ ,́(1,9S■ にII物館に
'iし
た そ

して、今年が本1各 |つ に,ヽ まりだした2002年 2

'Iか

ら 所 JJ HT力■150年 間山l■ iに してきた
~′

,政女言_つ 111史 |1文 1,の 選別ヒ|「″_
の■lTを しんいちに1カ館のキ■と位置づけら

,1、 Jサ 史の輸,景

“

,■ と並行してL til文
書の選Flと 保存 さらには理蔵文化財の確認
詞■およびに 県の前助+業に川■常■lの 11長
1名 と 2名 ′)学芸員そして :名●臨|け■■
1学芸員有Fi格 者|の 計 1名 で|べて,応 し
ている.

― F3



`||百
が,,1申 |"'吉 ′ヽ

3 資料館から博物館ヘ
今まで ‖i「資な「■ザ)i占動の11吉 と その
力■,分化さ

'し

た1ヽ ′tl'な 性たを■べた こ
こで ま 文化,′,‖ヨ1+■である Lt民 俗
資|11■ 11■

「
●1111_1よ ってtitさ れた

口 |`′)F史民イイ1資 ||'ltlIIt l引力11に えヽ■

しようとしたうヽ、そしてそF)■ 1去はと
',よ
う

なlt●でイFi・ たかを述べてiた t',

11■ ●)1市資|「 11。
'社
|しにおtて、11の □

||=「す市山およ
'そ
′)F・ 辿に■

'す
る文

イし 文化け′
'十
F=i舌‖を広く■二十るた0

つ|ウ |"tlヽ ltを

`す
る71会

'■
七十_と ti

してt,る ように ||十

"Hm当
初うヽら■物■

の円つの l・・ |ヒ 1資 |11ス■ ■理保■' |1下 II
t 教育普

't'を

,ヽつ  スモーしヽ■―
'Fユ、と,1置づけていた.

出拍口0■ ころ
'1, Jサ

′,1オ■担・ 1者力■上方

交|:● ●,ホ イントをi轡 やす丁りとけて
~コ

i市

=,相
艶は■抒 |||″■で まない

',か
 「|||,■

1ま■iで きな■のがJな どと
'■ ''tま

った

「1川 1に

'な
るように,| その● ま年々た

`くな■てt ,た .そ こでlil,イ |11■ では

1,,5年 ごろから本格11に  ,1カ■■i につ
tて ,Tt lる こととなった .

||ル 1口 1去 |=よ ると
~|||″

J官 _と ま、「Ft
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NPO博物館とその現代的課題

ヽPOヽItlseums and their Cttrrent lssucs

はじめに

Pヽ● と市民i舌詢

PヽOと 専|力ヽ

|ま じめに

Щ■のわかには 「民●化 を■■してき
,11:も

"'つ

|ヽ,,,|・   :ヽ  つ|_"ヽ 1ヽ  イヒ|ま   ,生 Ft

化 にす |=わ り、t it化そ
`,も
′,を ■■十

るこ
=に
な ,て しま ,t そ″)象智tが  'に

■111t良政■で■ |、 直 官 L■  体のシス
テブ、によ

`,て
 ひたすら[言 r11年 円を■■L

できた しかし こうした●1■■に 本や |
プ,I+果  
「

■なil会 11包 ,,デ「 した そこ■
は しばしは民意がltⅢ さilな い 晨:●や

`:政
`,■
■がある.さ らに ■●社11′,ゝ吉ヒ不

企や ′業,た Il■■t●元させて少薇者ず,ニ
ーズに応え

',ltit民
主■11の 制 11Jな 矢謳

もl.|口 |し している そこで 従■,,バ ラダイ
ムをⅢ換して '|1者 ヒして,,■吉七貨

「
を

白覚 Lたイ百人が共ま1 政,台 ■11 社会の
,11で有 ll llに参力!し て、 ,画ビ11な 役1サをま

たす  11(社会を,lIU十 るこしが早急●■迪

となっている そザ,【市11な るJ,が Fヽ'()で
ある.ヽ P(,●,I占動

`,野

ま 社会福十 教育
スボー /、 ■■lR全、lRt ●

=「
際交流

人権■ltな J日 1■■●1,「 ●が 0 そ′)1占
■はよ遍||に ,L七 化しつつある .

,■  市民社会の ll■■イヒをイ)=■ うえて

陣‖
"llも

そ′, ■の性|ヒを1旦 うこと力` ltlき

'る
 これまでつ||"li′,■

=も
■は PヽO

金 |II 喜 昭
YOshLki KANミヽヽ IA

PヽO ll・

'と
イ1会 |つ l.命

NP()・|ル t● ,■ itllF電

十11:

I」|[よ る●1,■ liち .t. し|ヽ し そ● 1
市民イ1会

',11・
l・ 化 J.う 文liの 中 il~世 |リ キ

たものでなく ■
'、

|,■ 口|■による||イ「■ =
口し■■,ち と,.て きた,そ こで ■■●,
丈帳の中 = こ1し までつ●1,11で  [ヽ'()●
ルコ|と えな二■るも′,を 1自

「
する テーマ0)

it,じ 上して ま 1ヽ'()|IIIFI二 liヽ |ヽ  また
そのイ1会

'|な
,,Iや  ■告Jを ,イト化す /・ うえ

て■)果ヨはlll,1つ いて,「1す る

NPOと市民活動

Pヽ()|ヽ●n PI● 11()rganization‐ JI■ 千1回

ll lは、民■′り111イ 1活 Tl iす る 11卜 である

lTt引●
=Fll占
勁+■ ,|しよ 11018■ 十1tlイ )

法人格 |ヽ P(,法 ブ、|を もつ市民i舌■|´■

口1人格を■●
=く
て ,ヽそれ 亡■ 1/.+1(11カ

¬体F)ま かに 'オ ¬法人 社寸●人、社
`:,|m法 ,、 ■●1ム

'、

 宗教,■ 人などげ,■ 11つ JI
■和活動をするに|卜 も Pヽ(,′,範崎 [入る

法律 :●,F`日 IJヽ ブ、 |1日 ,Jヽ 人 社会,呂 |11ム

'、

 ■ti■ 人などこは ltれ |■ ,過‖|■な

=|こ
より十■計

'|ヽ

十■)■ ,t化力iよかれるti t

'tそ
ilの ■年,,IIヽ ,に よるところが

'、

きく

団体|,=,こ に■■
'tヽ

た自由
=11動
ができる′,

けで まない あるt'ま  そltら の口体 Iま■
人や企業が ,,つ 出|IF■ ■■|る こともヽ

8,



PヽO■物■とそ′,II・代|1評距

り lt十 な意味での1くに性が柿わっていると

は,ら なt むしろ これまでの様々な分野
●,~草
',lFI占
勁Jや それらを

`)同

化した市

民 H体 11動の中にこそ PヽOの ,亡¬■を,ため

ることう●こきる. こltら を,ムの Pヽ(た ヽ,

うこ
=オ

■●きる

アメリ■のジヨンズ ホ
'キ
ンズ人十●サ

ラモン I Salail■■lLヽ II Iこ よれ , ■■の
Pヽ● [相 当するリト常利tク ターの定義は次

のコリである.

1,式 のも′,1つ まりある「
'■
公共■織化

されたものである.1ム 人イししていなくと

も、一度llり の,ま りでないフ |― マル

なもので インフォーマルな集まりま合
めなt‐

1'1政府障 :民けによるも,,,+1●的
=政

存から独●している.政■から資金のIrt

助を,|十 てもtヽ tヽ力|,.:本
`,こ

は政府I‐

門の ヨすで まなく イ,人のrt脚 ;下にある
ものでもなく 1(1:の ■ |し た社門であ

る .

1不い 配分をしな  ヽ1ヽ占動か ら利益を薔i
してもよ .ヽが その利益は,薇本来のlt
命つために

'性 `さ
れな|十 ればならな

い.民間企業が子17卜を得ることを日|,と
する性格とまFワ tさ ,tる .

:白 ■●,|:自 分たちのi占勁を管理する1:

力を

"え
ている.●

=F11団
体T・t,台げ)性 :し

を備えており ,卜吉

`団

体によって管理さ

れない

:白 イい,な意思 l ill社のi舌勁やマネ,メ ン

トにおt'て  '志 らによる向発|,な 参‖
を含t.

'`ヽ

共の不1益のた I・のもの :公益
「
:公共

の不1■に春イtし寄りする.

また 官庁の|1可 市1度によらない、■閂円:
や 発■を二資した「1,民公益1舌勁 |と する、
市民i■動に体による PヽOの幕■ 1,参

`1なる.その基準はス●)lgり で t・る
「活動 キt内容 : 独Ⅲ性 進liL旺  ,|

I111■  11■ 11:があること‐

'F'■

+llが行政機関や業界団体の主導で

まないこと.

1活動ヽ■が行政機関や共■日l■にお
"・

オし

ていないこと‐

1,こ勁■費のうち ,分●)一以上が自前で
忙:呆 されている |イ i17か ら″)nl的

'力

｀
i

分の一を超えないこと,

このネ■は 11ラ モンの定義よりさら|■■■

:ムんで、行■やヽ業とのit関 係を防「 して、
そのi体1■を■■するため 亡

`要
な■日であ

る.

山‖表典 ま 1,民活動日イトによる PヽOに 1ま

スの四つの1生 |卜がともなうことを1旨描する

そitは  ,し IL卜 J ~多 7E性 | ~批 II性 、
~人
「:旺  である.  

“

|ま次のよう こヽ 1明す

る
~ttl卜
 とよ、「 」え 121年 肯1に |ま しめた

高鈴者の給食■―ビスがある.■1叶 主婦た
ちが笥齢者の劣Iな 食生活を改善するために

|.1始 したことが契機とない、その慣に高歯:者

力ヽらの需要が増したことこ対応して イllllと
けても 定の■

「
を定めて十一ビスを始める

ようにな ,た  イ1政で ま考えつかない口「しい
発想である.

多元性_と は ,1え は文
`ヒ

手■は ,政
十―ビスとしては人多数 1人気のあるものが

選択され 少業者のヽみのも′,ま取り上げづ
らい.それならま、自分の家をIIttし て私●

つ美

“

テ

"を

つく1白 ||な It 11で ¬..を 雄賞〔

きるようにする.あ る0.は  自然保i業でも、
法律上の適用をうけていないが よ卜を千ボ↑
する運動があ っても良t,と いうように 多 lT
な価lL観 を記めることである.

~批
コサ性_は、イi政でも企業でも内||で監

視する社1と はも ,て いるが 1ltの不:+事 を

見ても理■できるよう11、 その監

`Jttl■

|ま万

企な機青とを備えていない.そ こで、夕ヽ日1か ら

チェックすることが必要となる.1,1(,舌動の

契l■ lま、多くの場合11(可がおかしい_と い
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ヽ'()‖ I」■とその現t古,課題

う

`ι

想うヽら,台 まる′,で、 りし人から ~■ι+1性 _
を11え てtヽ る.
~人
冊畦 ま 人「[の しヽに問わることであ

る. :ヽ のちの電話_の ようこ と11で ||ム
ごニブ,IH談 このることよ 行政や企業にはで
き,t',行政では■』

'卜

の対応はできないし

lL当 者が人事異動で■′,る ので キ |[イ i政は
貨lTを とることはできなt'、 イヽ業でも下1益に

はならないこ
=は
や :,な い そ,tに 1ヒベて1'

尺i舌勁はじ′)交流に11適 といえる.

このよう = 市民i舌勁は、行政や企業 こは
でき,い 社会■―ビスを行うことができる .

そ′tは行崚や企業に見ら′lる  少数者の,こ 見
の押|■ 

“

嗅の請示 ・LIの
'μ
さ、411よザ,

頂直さなとをと定すること力ヽら始まる また

社会つi苦 liuを ,手 き円わ にし そのI.l題 |「洪
のため力I動をすることで、社会を変■する

ことに

'与
するのである.

NPOと博物館

こ′tま でのは物llま  ,1は 1カ ii法の■

tに あるようにイt会教育機関として、rl会教

育活動を■■してきた.ネ [会教育は 教育イ′
政 |の 11置イ」すであることからも理■できる

ように 公立陣物,まイ,政■|― ビスつ FFと
いえる.民間のけll店 にしても やはり

「
ll

llユ′,斑tのⅢに位置(1けがなさオt 教育ヽ

円と見なされている

しかし ■■のように Pヽ(,Iよ る市民!舌
動つtl点 が,,み ると、陣II FF‐ ま必すしも教育

棲関だ ヤ111鼓イとできるものではないことが

■11で きる 市民|「会をli業するため|[せ 要
な市民‖動の拠点であり、その■■,こ とし

て
',役
割ちある.

NPOに よる■物館 よ 行政ヤ企業なとに
ない1■ l.を 捕うことのできる 1先 日ヽ■_1多

元・l_「 ,七十」1.L~人階‖_の優延‖ほかに、

情報公11_も 不可欠である. 1肯 |「公|.IJ こ

ついてt.え |よ、行政や企業のは物館で ま「負_

のイメージや政治1,な思惑がイ

`む

問題につい

では■|‖ しないことがあ
' 
市民のチ||たい

片キ貫う`閉ぎ
=itて
いる.情報の■|‖ホ ま下山

や不工11つ ながるからである また ま 政治
||な思惑なとが

“

用して ■+|を 引開示する
ことに,し て、 PヽOな らば市民か知りたい

■報を公開し 11(がそ
'tを
受けて 

“

1(と

共に考え +1lFし て 行動することがしやす
いからで ,́る .

そこで 市民活動としての PヽOは 1勿
"の十例をイ7イ,する.

11ヽPO‖物■力+●」

PヽO博物館
=は
 1,民活動

=し
て 市民

が自■■に設●した 01カ ||で  その■理運11
を
=の
すべての■■をこ,す ものである.す

ると個人′,■、■●物節のすべてが Pヽllけ物

館になるが、ここでは■述したよう 1 市民
社会の特■をめさ,1,尺 占ヽ勁に関連するもの

で t述 したような市民i舌動回
「

[と もなう

「tルF性 、「多i性 、
~批
判生J、

~人
,lLI

や 情1に 問ヽJの円:Fを もつI物鮎をさすこ
とにする.

ます た術l‐ 1ついてtヽ えは '人 げ)・ l上
美行館のなかに|よ Pヽ(うけ物|||■ ljll l と

して 1多 元‖Jを 備えたも
',が
口上つ.そ

れには,家 自:,が、1年品などを,壺 して白:,つ

美字をど■するものがある.

,1え ま 千業 '嗚衆日は ,1画家の櫻‖精
―人のイ

'1古

や櫻H氏力刊(集 したコンクション

を民示する.それ ま自宅つ 出に延てら
'tたもの 0 こItま でに接出氏が子力■|た風景画

や卜杓外で収集した焼き1カなどを,示する .

■物は 似田ff自 らの設計によるもので、部
● ,ヽTT H市内 )̈`,山此をrlllし たものを,H
する.作 ::と ,tに 建物を含つた全llか人のt
配,と いえる ■11に ,Ш氏から開いたところ、

千葉県■美 II館 よ、ll人■家の展覧会は、ル

後であることが条件であり ■前 [は■ltで
きないことになっているそうである.霰旺氏

の年1古 |よ  高い評枷に ,すているが T'県

~δ ,~



Pヽ01■ :",と そば,■代1,,+迪

では′II・ の■+1に よ

'「
桜円よ II を-1,

[+,(す /.こ と
"'で

きなtヽ

「
11,tで■■の

み民示しても そのよ行性を』l‐することは
妻Fし い |:■い ま 由,,つ 姜11を ■の

'、

た

t,に

'開
することを回||にすると=う  件イ

のりtを 民班した ,ヽF,である

京襴
' 
共た|:11も そJ,「:である I家 ま

■■」の家1,Lし て 
“

|ヽ長|(川 i以 ,(100■

′,Ftti l,つ ■‖i年 |ま ]OF8年 11111し て

「
イtr)■ ■ ',■ 1古 を■賛す7.こ と

"=こ

き

る このように個人|,家′
'■
‖は多くず,■

":オ

'あ
る. 以 |:よ  =た′,一

"|で

ある● こ
のよう

=イ
↑求●″う

',、
財il'し て設 |した

'術始 まま→ヽにも共多い .

あるいは れ人コレクター白,が たイ:・‐や
||ル

“

を,2■■る |,′)がある. コンクラョン

ま コレクター′,● F,観や艦晟限なとが て叫
さitる も,,こ ある '11ヽ 1,1:″ )コ レクショ
ンとは■なるIr●初i¬ ることができる こ
′tも
~多
元■|を 合t.

Ⅲlえ は 千+ ´占■lj十 ロンは 元十業
呼 11美 ll店 長の市,1:'Jtが Fた 11し た卍、こ美

lill=ち る 民示するF IRま 、 TI早在口者
や県内で仁晏なとを|■lいたことのある■家,,

“

肯ヽからなる.■な
「

1古は 地元ri家のもの
をFホ公円する また ヨ[ヽ r,長 ボばか 0で
なく 市原1ヽ 自■■イ:画 二よる●■美術■を
円内のTI`,や郵fモ「・ などで|l ltし た0 ■■i
図1:な とヽ ,-11開 |ヽ している.

北:1道  1ホ永Jヒ証道曹:力

“

は I‐ ■■11よ

芳子1ヽ力:■、財をオ支して1183● ■,1● した. こ

こま "i永氏の■|ピ ,ユ■で収■したコレク,
ョンを公開している.こ ′1ま でに1'幣 [青史

'ラ
■ストン 自砂企と白企 り

=rし
な
=,,“

|

■をしてきたが そ′せら こ関■するコレクシ
ョンま|,H,■ ■ 1の まる 工|力標本■ 5万点
を いに Lて  回■

'卜

の貨情 北,IL内′,■
■■1ヽ資

“

「やアイア■1舌資|「などである.11

永氏 ま ~こ の■|り
'||ま

ま ,た く独liと 1ヽに

でつく●たJと 1■ か 姜
=|よ
:ヽ r)「T究成,

え`|て映さ′tた も,,と な●て1る . |夕 |え よ Jヒ

||■ |グ,砂金の
`1市

IJま  ,11(■のフイール

トワークによ|,て ■■した労イ|で ある ま
た 民,|ま さ■1日 か く観やすさ

=も
|」 tし

ている.

また に,1 PヽO法 人キ十ラリーT()M
11181年 設 |:| よ、

~′
7EI■ ′,=,I t見

¬_や
―

'、

|・||「 Jと |,日 |,4■ ,Iである ■
●のフ性は IJ Ⅲ

'「

 :■

「 't'●

,手が 1ヽ1

■,t力●
=と
な1共 llHけた そのアの

~■
く

たt,盲 人にも口,ン を,ころイ「 |力 'あ る_ ヒtヽ

う言葉をl・ 111■ t i liFl t 11● したヒt

う 行政 まバリアー フリー■■として lt
ル対策を,視す /.・ しかし ■■ F■ しの,1
Liま人 1込 まないのが

'こ

市でヽろ 卜1'tで
は ■■を ,ヽつソ、たら

"iま

11に

'し
じ11会 が

日本より多1,.こ こで よ
「
“

以,`  貫して
11/.J■■法を■成してtる  Fル :を せる

た キでなく、11ltる 。,である.庁■をもつ
'、だけでなく t'Iイ も||イ tる ことができる

また せヽt障 ,与者のイ1会参11を lrす iI勁 o)一
環として ■■ラリーT()ヽ 資をitiし た
こ′tは ヽ害者 /D作配|は共■∫1■が:=||● ら,ti
■ 卜|,■ 1'ヽ を変えてⅢくことを日|,に し
て |1年 でき'||た 71生徒たちがイ1上 したせ‖レ

"t=査
して,テな1年」古に資を与えるもので

ある.|た ●サエ来の11■ によ0 そば
'後
絆lLの

`ヽ

● ,t‖ i●でも 触
'tる

JΠル1民ホを■|し■

るようにな ,た  ここで,■ さ t́る ことは、
市民′,lI勁 ,l■ 覧会ヒtiう 形でイテ政を■かし

たことである

L史系のは物館ヒして ま、東京 |ど」げ)く

らし十1物■ 119,0■ ウ上| まヽ PO専 1カコ
'Lして■111う な

'1つ
 つてある 当初 |,11+

ず,」 1ヽ●」手1ヽ よ 招千126■ |[■ 七企11公市の
融資を受 すてし,し た木t「

=]17tLて
■ tょ

■■する11が少なくな―,(t./● ことから ヽ
■7,■ 人口

`に
1スキのえ望をしたが、文lL財

行政の中サJは保存に埴しないヒt'う 」答〔あ

■,た ,そ こで小■,ヽ ま 行lrが保■夕|■をと

― ま;―



Pヽl)●

"■
とその■ftll評[

らな■,tlま  ||ブ、こ1普
「
|ろ し力ヽ力1共 名`なtヽ

ということで 私員」を●して保iす ることに
し ■|★つ●ll“ として 舌ヽHす ることこした
という.|1物計て ま ´口を合●て |け

`,ネ
:,し ■ |ま でも

「

全し 町イ¬の
'ら

しを,と

'る

場 |=し ている.そ′)● 江戸東京|I II■
で開|=し た壮

'1●

 東京たてものIt_12001
1:111120 -2012年 1]JIコ |では 小泉家
の,宅かFlt● 11公すの第11ツ ,扁1す!を ,け
た ,ヽI)と してl●午 tに 1●こ|り けら

't t il′

|=

′t 2112年 1ま回つ1,i trし 11に も,ヒ定さit

るなど その活前は言「mtiす るこヒにな・ ,

このように小祟氏
"話
Tllは  自らが共16■

ることで コ
`,●
`■

文|ヒ F`′ )指定を契社にし

て ■|オ「3)■ ltつ木i七住宅を文化けLし て言ま
たしていく,|■,す を,え た こ′lも il■ の
■見降■ ●イi政 を動→ヽした―Flで ■,る .ま

た ■栞 tイロけの多,「|を 普17す ること 1も
ぼltし たと|ヽ える

束■ Pヽ(,法 人高■lll物‖ 12001■ it■ |

ま 文イヒの´,し ■を■1+す る ●である こ
●■ ,■は , 性■人 .ヽI本人の 1民 li到
として 在ロコリ

=ン
の名者に自匡■ tイしや

「
・hの理rilよ か| かっ 本人″)オiイに ,ヽ

■回の■化キ11咆を,」 ,́て もらうことで F
見を||なすることをに||に :11さ ′tた  日本
■まれ′,i:|コ リ「 ンや 本人 )̈irた |
ま 日本I・ ||の ●場から.・ l● 史やえイしの共■
を,サ てtiろ . ここでは ■方F)●りか,,両
」つ文化やitを理IIす ることを日,|し て,ヽ
る.|,11● 1輌 の 環とLで 日hし た j li民
がつくる 不 」リア交流のitの Fし■は
これまで

',日
本′,教育で ま

'「

ること,,で きな

t' ■富な市IFが■載さiしているが こうし
た+ル」|よ 時lt` 「ヽうにもなる

また 「
`セ

判性 や
~情
+1公 F.l という親

中からいえ よ「+|「陣物皓_ まその ,1で

ある |:え ば 長崎  「 111「 を,ス■ t
l188年 | ま ,t中 デ:ttti`,の

“

京1,11氏が

退■全を投じて設●した ・‐,1は  ■:1戦中
●,■育′,訂 :|について、そツtよ

「
lt■■■は

J:主や聖ヨとい‐(■
`ヒ

したこと 天皇llt下
ヤお国■,ために死●こ

=は
名誉だと●われて

た■′,■ ..が 1`i=itた こと 高
'日

●,1(よに

ヽする人間
'|,1を

強,き れたが けヽ ま it
ヒ場ilさ
'1で

は■|,な いとt,う  長崎 岡ま
`まる記念長崎7¬ ●F館 1101i■ 1 1 1「 占

F=し ての 1′(●■嗜イ|■式'そ の長[にな・ ,

た
'ヽ

国人●‐ ●を扱うことで 日 71カ]=者 と
してつIイ「 を1に ||十 ろ li力  ■¬rl
ll ⅢI,抹 11981■ | よ TI争 体

"●

)世

`11よる■■「 |「活動 ま,|=な く ■ルや向″ヽ
lk要 なとをど■てT¬ ||な ■イ推を■,市 r寸

〔■lt lる  ここは
'止

● )̈|:民によ|■■さ

●ている.=′ ,ほ
"ヽ

に 同  lt‖ 1平 r」
「
念

||111101■ 、 4口「 |)き
''し
た1'1文 化●

●■ |■ ■II :1同 +和 イ:十 七 ンター
‐|12+|な どや ■111iと しては Щルし
た画■■たち

',Ill古
を公二十る

「
野 ,占 ■

119,7年 Ⅲ Ⅲ家つ丸′ヾ仁‖: ●■
'が
‖いた

~■
七■,図  ■どの戦争Ⅲを公‖する埼「

tL′ ■ヽ術ll 11)IF年
'な
どもある

昭|の くらし||ル 11て も開1■1,t ,1「 ■

1=「小It家 [残 る|'つ ●Jを III Lて いる

JI12■ r,■ 別■ 1示 さ
'tた

■旨まス′,よ うな

ものである.~戦 争 まt'1な い  こ
't liだ

,tて ,が
=,て
いることでし

=う
 戦争は

'1が
|」 うヽ,tiう ● I■肺され し1■■|ないうち
に進わ′,ilま す.iに  Щ

'よ
い :な t と

“

語し 占tヽ● 十なくてはならなtヽ のです
「

“

和のく,,し 時物IIで ま政

“

を忘′tないた0
に、■¬憲法を■るために 開

“

以た,年
~小
,tイ に■ろ戦 I It_を |‖ 性しています

もん′ヽ 防,マ スク 千人i 女■■ザ,綸
i己  IHttk l`戦 をキ ヤる■i‖  わすかです
が家電に■.,て いるЩ争の記 :きです. しうか

ご,こ こな ,́■  ■なさん 「ヽ市へつし志を
「

確認してくださt・ .と いう.ま た 門
'菫 `1事として ~ちらない |ユ |―Щ

'を
考えるHI

Fヽ



PヽO,物・
‐
とその■

`tl'課

題

とLし て 住民たちによる朗読
~Tl,中
のネ

らしの記■_や
't」
「市享法伸サに

',J、

戦

争直後のバン■き器で■かれたバンの試rt

古●会「戦争 Iの女1■_な どがイ|われた.

以 卜のように Pヽ()|1物 館は |■ 円ヽ性J
~多
t性 ~批 |1円二 人間円■ 情「「公fl と
いう|■格を |・ つ すべてをもたなくて ,ヽ Iヽ
すれかによし■を世t'た ものであ′しば  応は
Pヽ(),物

“

といえる

また もう一つ′,壮徴としては 多くの
PヽOttlrlitは 11人が中 しヽになって■備から

■■までのすべてを担.|し たものであること

から 陣物館 1は  そ′,人 |"′ ,′ |:き 方が反映
されているともいえる.■■日つ櫻H侑 氏、
弥711ヒ :1道 陣1勿 iFつ Jホ永方 ′氏 十■ラリー
TOヽ 1の |」 山■「  知

'T夫

芸などのよう [

普II節のあり方はその人たち。)人生のTnい で

あり年」|と もいえる.

21公●陣物館との比腋
他方 公立博物

"ま
どうだろう7・  公■1中

1カmのなかでも11も 多いll17鮎 |ま  r史  民
イ

`ヽ

系√,地域●物館である.な お、
~「
史1ヽイト

資||||_1ま  文化十の前助事業によ ,(建設

`れ

た ,ヽので 0」 で152飢 にの|まるが、 こ
れはヽイL財保護が日|,と なっている.それ I

該当しない、い|″炸|ム :の登録‖物館ヤl「当

オL「tな どについていえば そ′,多 くが行■の
・L念事業などに治む事業の 環として設●さ
れるものが多t,,「冠事業Jと llよれるもの

である

こ県上性物館では 北,工適用拓言し念ll 11ヒ
海道III1 1 11年 記念十業, 市

'TL●
・II館

1呵 治100■記念事業1 東北圧lt資 相館 |■

城県ル|口 )|:記念■■1 山形県上性物館 ,IIH

●100年 ,こ念事業
'、

埼千県●けツ‖ Ⅲ奇「 県

100年 記念事業,な どは、11,事業の ■と
してit上き

'ι

た博物館である 市●でも そ
うしたll■ ¬はある.名古屋市●■物館 1人口

20,万 人突破記念■■|、 大坂「 ■●ll,1人

●「 制施
`,70日

午記念事業 |、 ■ 11■■

'吉●
~物
館 1市市120高年記念事 t'な どである.
このように、設●のモ

“

が Pヽ()ヽ物,と ま

,な り 行政つ事業の 環に
'こ
イ1け らl●て

ヤ.る のである.

その多くは ,川 間の工期で,L成させるた
め 1 日,館準姉にか するけllも 限られたも
のとなる.学芸■のlTHも

'|■
,略から配置

さ′tit,こ ともあり、 さitて も,し員名ヽ員
^｀

そ

ろうことまますないlk態で■術|~る もが迪
「

とt'え る.

よ.,て  民示は 晏ホ T‐者による規|.K型の
1,F)が多く ,1始  古代 中世 ナエ肛 '丘
代 現ltや民俗分Fl′)コ ーナーなど =× 分さ
れてい/. しましば,ホ業者が主導して民示

計画やデザインをするために 宵ll前 ‖で11
11し た展示になることがある.

また 民示コーナーの中でも「近rt 現代_
つ¬
`分

ま、来館者にとって一番身近な
',`ヽ

で

あるにも間わらず ■示スベースがい ,ヽlit
ることが多い.■に 戦争

=日
する1く り投い

は、■害者として,,■場に■定き
'tる

ことが

多いF)も
`ヽ

●に1″ |‐の特徴とな
`,て
いる そ

の理由は、戦争円uを 合めた 1近現代Jの■

1扱いは 由長の政治的な思惑や|力 ロイトに
よるl tir活 動や政治F.l題にイ1展する危隕があ

るたうであい、行政として|ま  そのような事
態を予め押iiし ようとするであろう. したが

って 晨示 よイ:|'1,に  ■しさわ |の なtヽ _
ものとなっている.

また、F史系世物館の中には 個人をu'
こしたiし ,■ もある.地裁につかりの人物を

LI`にする. しかし そ″)多 くは 「■11の
,人やヽ■_と して正彰するし彩が強いもの

となって,'る .

■lj絆 でも、設立のモヤは類似 |る もつが

あるが、地元の美術団体などの要望を受 すて

祓上さitる ことが多い 美ん■lltの要求|こ よ
り設立をすると その後も美●団体からの要
求を制

“

社||に 聞き入イtる ことになる ややも

-88



PヽO● 1カ絆Lそ の■枷 1課題

すると F■ のためのものでなく 美″団体
′)ための美 lj前 に陥るt● H:も 4:じ る.
たイli"は  

“

1古のコレクションカ`,1われる

が 公上美術館ではヨレクションの形成にと
って||●がともなう. ―つ ま、予算1つ な門担
である.こ れは作家が,■■する Pヽ()な らば

間題にはならないが、それ以夕|`,ヽ P()こ よ

さ:,|=不千りな状況である.

もう一つ ま作品班人の,=定の1与延で I● る.

■●たOil~で ま ネ2■ /)学 芸員や、肛人1キに
は躊人のた″)の委員会などを設置して ,・・lイ

の意見を問くが、全体1,な まとま|を もった

コレクレョンの形成をまかること|ま むすかし

いことになる PヽOの ように1国 人であオしま
その人の■ンスや価

“

r見によ|コ レクション

がI夕成されるが 公●の場合には それら|ま
分散11に なりがらになる.すると、■イli首 と

しては、「味も素 ,気 もないJも のになりが

l・ なtヽ  ただし 壮
`し

作家のコレクションの

年賠をそ|ナで設立するものはと,あ えずそつ

よう●心百]まない. しかし その後 ,ヽ継制 ,
に収集することができるとし'う 保証 ま必ずし

もないのである.

●ttの よう 1 千葉県●美ら鮨のように
作家の■

'中
|ま、学よ員はそのイ年家のよ l・性

を言T価 しても■覧会を実施することができな

いという 1ヽ約があるように、各館に応した制

●もちる.

また、l■に近年1ま  :|タトの有名美

“

節や石

名r年 %ての民覧会を■lLす る,向が以前にちま

して多くな ,́ている 新聞社が,′|に まい0

11タト●■・111と ■■ |を つけてから  本●,

'tli館

を会場にして■ltす る.■キ |こ な′,な
t'よ うに1て ,を .t算 して1画するために 当
然入場者数を見i基める企画を■てる. 日本人

に人気つある印象 lrの ルフアール、セ■ドンア

iネ などであ′■ば 当たリタヽれ よないた

“

に、

日
'■
派関

^の
画家ブ,■ 覧会が顎軍●行イ,it

る. しかし PヽOの場イトには 市民の主体
||な 7t想による芸 ljl「 を普■することであ

り、人

'1を

当て,基んでイ、画を |てることはし

ない.芸術とま、本来多元1,な も,,で あり、
相■に比べて■詢イをはかる |,の である し,
し 公ti“F朗の民覧会は、人米,サ十する 1,
のを芸 IIと みなす、姜‖jの 元|しに階る危険
「上をも‐,ている.

以「 、公●諄物館は Pヽ()0物瑣|に 1ヒベ
て 保+1,な 傾向がある l tI区 日J~多元1牛 _
「批判1■ JI人 l.11■ J「情+1公 F.ll こついては、
PヽO■ ll tよ りも後退||であるといえる .

もっとも、公立中|″館のなかにも、平塚市ll

物■や滋賀県 tttE ll● 1カ節などのよう 1

市民参‖が顕著なけ物館の場イ、[ま その■
|ではない.

311“ 回ユ人■物

`|と

の1と咬

次に、財日法人 t1711と 1と餃をしてみる.

財日法人I物館 |よ NPllけ 1″ ||ヒ lLべて二の
ような性ttを もつのだろうか,則 団ユ人0物

館とは 1(法 34条 1公イ:法人つ渋上|の規定
にあるものが主な対象になる.11法つ班定は

次の通りである

「余|」 宗.・ 慈普、学
“

、技姜共 |し公

益二開スルイ1制 えハロ回ニンテ
=i不

1ヲ ロロ,

卜七十,レモノハ 1吉官庁ノ|,可 ライ,テ之ラ

法人卜んスコトラ得

口田二人′,中請は 主務■十が11,し て許
,Iす る 言,立の要■としては 数千万円のネ
金が Z要 となる.ま た、その判‖iの ■体‖,な

基準や勺さなど|ま不i二明とな
`,て
tiる .なお、

この規定は 明治■代以irつ もつで ,,後の
民十化語計の中でも改革さソtる ことはなく、

明治■代の中りti辛トイ体11卜 の法律が現在
でも,|■する 11と なってtヽ る .

現実の財高|ム人:II力■の多くは 企業経営

`■

,コ レクションを,体
=し
て設 |:し た美術

館 企t',コ レクションを●I体にした|1物 11、

4界の有名人の偉■を販彰するため 1関係回

体が運動して設立した記念

“

、資菫家が資■

保企して往■′,■活,イヒを公開するなとのよ
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Pヽ()I物 |ILそ のコlt l:栞 [

うに lT定 の 1公 Iil舌ⅢJに 限られる.ま た

,1■ で まlL方 公

't団

日ヽ1■ よる `ヽ十民■ ',

式,,■物

"の
ように lL',公

':Π「
が/1物 を

建設 1_た ●に す止方
`ヽ

共日llが■●したF`贖 l

ムた 1■■遭11を ,it■ ろ|1物ヽもある 多
く(,Iけ 法人IⅢ II■ は 企業10「者 ●三
末 政治家

'●
:.な どとつコ■タションをも

たなければ言tiす ることはじすかしtヽ  1:団

法
'、

J'■益卜よ うくまでも官庁がP,日 1カ 11
●1で■可したもつであ| |■出ll清■ず

'●
場に,1し た ,ヽつ とまいたないのである.

|■■にそr)■ ,1を あ||る 企業キ
=`は
、

自ら。)美 ljヨ レクシヨンを峙けユ人 二寄付し

て Jコ1法人の管
'T卜

におき 1111 ●:|す

る.東京だ 十でも共うようなも′,かちる.大

會喜′ヽ日:に よる大イi業占■ .LIた興二●JJ設

者 L)LL iF'た

“

|コ レクション所止する出光

,tlil・、彙京を行ti共
',I島
●入つli■ llコ

レクションを可iにする 11■美術i「  西武11道
)̈■

'ス
IFの ■ IIコ レクションを■11す る●

崎■●11 束武■道の収t「古山r)●実行コレ

クレョンt● i歳する1■ 1ユ■1,■ ■■製■げi
′)01■ FFll 清● |「 ■■コレクションを所
とする畠¬記念11、 プリシストンブ,御li者市

情
「
二山iが 1ズ業した内

'卜

のi丘 |ヽ給山なビつ美

llコ レクションを●1蔵するフリンスト,■ lF

皓 安 火,tに よる■円火災■ljll回 束|1肯
児■●11 山

'証
券が可成する日本11コ レク

シJン を■■ ■開する山lT,lj薦などであ
る. こ
',う
1人倉fF ttmま 人 にヽ年、恨|+え

1111は 町lf「 15■ こμ口法人になってtヽ るよう

に 政11か らつす1回法人専l●競て
',る

.ま た

五島
='tや

|●十● ■ビ|よ  コレクシ=ン ま
かうで■〈 に国などの不動

=ま
でもl‐けよ

人1亡 ハ千Jし て、美 IIt`,咬地に生活■t化 |'

■景■を,め て,全 した

,「●■ltつ 1許 主なと′,1,「 を|10す るも

′,も ちる1 日|1本書

'i‖

 家J)コ ンクション
をi峙 とする責■ 永iえ●、 日会|工■主|:+
■の」1,上で,日であ・ ,た福ら 御|:コ  ロ

'百

格■本門家′Ⅲli蔵する占美術1吉 を
`ヽ

デ」する

|′  ^間 ■術■ |「 11路 前 イの■頭家ι
本´求のL代

"¬

li蔵 した武
「
 口J曖品 |「支

+な どをIF I,す る石  滸老本多■.nヽ など
である.

また ,1性 |つ 人ルを頭車′十ることを日|,

11る も
',も
ある.東京 多●11■ lt'面 iよ、

II¬ 21:に 調冶
'ヽ

■をはしわとする皇|:が ,(

市した土Jを聖躊として保存 L '(■の1「業

を万世に
'場
■るため|[記を11の■ 11と あわ

せてFこ念■を■設したものである 111]21:

:則 団,ム 人多■■蹟i己念会が発足して記念館

の詢け,■ 11を イ|う .ti古 [=嘔治,t■ を■ |′
する品々や 三条■■ 岩,■ 1,1ボ●イ允
大久■利,由  11工:[盛 なと

「
市政

“

「ザ,■ 人ば,

関■●11,■ 示されている 布■ ■1,ti
「し

'■
は il:●

'「
■やそイ,■ Iを ,こ念して

!「彰十るため [ F‖ Fコ 13年にけ」■人Tl口 ■

|1陣士 F」念会を「★11し て '11年 =`昔 占lt11
の

“

]叫
=」
|.■■ろ上家の「14と 記念館を開ri

Lた  山梨 武田Fよ iル■ よ、1言玄
`)苦

tt

t′)恵林十の所とする武 ´LI係資‖つ保存

`|'里

を|る ことを目|111彙 |:さ ′tた  ・ l1111
ま 信■¬係

`,■
1「  ■品 式具 古文ぜ|な

とである よЦ 小■記合1嗜は HI:製千1晰
創:■ 11■ 1ヽ TIITの ■■と口|■の志を■知:に

「

えるため I Iど 千131年 +1 ● :場 ●にせて

られた

文化人としては L本Ⅲイの価 た
'を
11

,する東京 世山夫●|]を■ 11山 まつ棟 l.
ι

"の
高
.■ |1方志坊「し念

`| |′

ラ」家 計人
の
=,光
々

“

つ岩i ■||:こ念n l「家の JI
l lt流つ東京 キl英治iし ,■  l・ l人の小I
―■■■,1  ムヽFし念11、 1ヽ 3ι家Ⅲl↓崎■F
の長野 μ‖三

`念
■ 計

'、

の石 |ム木r,■

千 五 |夕 ヽ記念11な ともある. :ヽ ■itも
そr)F■ を,■することが三,な H IIと な■,

ている

このように■ると、日日,ユ
'、

十IIIヽ ま ■
イliコ レクション■

=′
,■ ■を■0す るもの

('1,



Pヽ()|11カ |ILその■代||:kE

や、F史 'の 名高い人1カ を記念するものが洒

Iである. 卜業tiをか|イ 団口:人性獅 |を 設
|:1_て コレクジョンを

`「ヽ
することにつt.て

ま し|ま し,ゴ
`ヽ

共●,Fl益 に

'tlる

ことカキにカ

iせ る,そ のことを否定する |,′,で まないが

ししろ本,tの理由はコレクレコンを11進
==

す(=は今 |る イ:十●理|,メ リ ,卜 の方をに,L

しているとLIわ
'tる

 イ:■ i子●をは個人のコ
レクションを,11に

'I」

→■しま すΠFがイ0■
してもヽ十1卜 ,■‖|こ |[よ 0■ ,■,免際され
て、ヨレクションブ,枚ユを■11す ることがで

きる.「地なとの不可■につt'て ヽ日,日 |ム 人
′,■¬lTI=お す1 1.は ,‖抗Iな どの■キ」
上′,「辿1青趾の地‖」を,十 /.こ と力iで きるうヽ
らである. また 11念

“

についても it上●,

夕■として人II力頭
=と
いう色彩が■●こと

から ,舌■は,■ ||な も■,と ,,が ちである .

また  ,冽 til',式の1`回 口:人■物11ま
il ilや E=つ J llが地力公,t¬ ll=あ るが
そ′,∫り山は口に法人に,■ユニを,|:す るこ

と|=よ り見か 十上の行ll崚改 |を まかるため

である.よ ■て、設●√,本 1て
',迅
旨からいっ

て、 PヽO l物■ ■iら itる ような ■,ビHJ
I多元性 |、

~批
キ|‖■ :ブ、|・|卜 J ~け¬t公開_

と .ヽ^‖ 1卜をもつI勁 ま全体|つ |=消莉,11と い

→る.

しかし ■司法人1物鮨の中にも、Ⅲは I
が自1設 した イ(1(共■や 市,1円 吉が,|"
したれの11"`嗜 、 亀″ヽ r,PI Fた した日■市
■11■ ビつように そイしに:レ当しなヽヽ PヽO
‖ルt● )性[を 市えたもげ)1,あ る.「公設民

|:_■人の1,F)で 1, 東京 第
“

iti● 示
11 人限人権諄物う01リ バテ′―お|:さ

=|
人●国際千1」 モンター |ピースおおさか|な

●も同,と t,え る

NPO博物館と社会的使命
:■ 在 Pヽ()ま

「
々■「 :会 |1分 i●〔活

`Lている力ヽ ●すltの場合もllF者 ●,ただ自己

満,こ |こ よるも′,ではなく 何ら
"●

)■

't il=

賀悧 ヽなわち社会|,■命 |ミ ッシ=ン ,を
もつことが1必要である そltよ 七′)よ うなも

',で
あろうか

'1永

:こ 11L● 17●′,設 ●者!“工,手 1ヽは、
1'F究するた● 11民 彙したコレクションや そ
のII■成果を公開することにより 学問FT究
|ま 人学やli■■などのFT究者|=独 |さ ,tろ 1,

ので,く  個人でも「|卜 |つ に認■らイtる II′ヒ
■7を だすことができるという 711"|■●)

,を ■■することをイ「会1,10t命にしてtる .

中でも砂t"ヨ レクションま世界 つものと
いわイし 国内

'1311■
●iダ,Iイ (力¬iい  Jヒ l●

■¬で7t見 した白lt企や 全′),本は十■■
注目を集めている.

キヤラリーTて ,ヽ P'り  ‖1上 知,|た ,ま、
そ,しまで日¬′,公●■1,■ iと で まitコ t
ることつなが ,た I,11に ■■者カバリ= フリ
ー Lし て ,′ 11を ,■ し また■党肯吉十の
社会¬ 」を促|こ とを社会||● 命|=す る 'こ
・・ の公立ヽ術1吉で ま世Tイに■■る姜■をし
ていたが ギヤラ

'―
T()ヽに よう 1青

'、

こ

ル亥」を11イ tさせるここで Ft,t工 机してきた

盲人1こ■′:iを 十ヽ枚したところ その■にイIt
●
`ヽ

til物

“

でも迫tし て,地 |る よう|こ な
った ,泊 :の ように御1値

`め
'′ 1■イヒ|る よう

になると、従■の

`,崚

′,イ:想だ 十で ま,1)し し

きイtit.こ とになる キャラリーT()ヽ『とい
う PヽO lllllイ,行動か公■,t′|:||`)活動に

影■を与えた。)で ,́る

1召‖r,く らし |・ IIj嗜 ■)」 ■ヽ11子氏は、「1飾

の案内書のも頭上にスのよう|■■ ヽヽている.

~私
たちが■きモ「4千」という時rヽ ま 町イ和[
卜によ■,て ,1を ,1+   成争 太平1■ユ争
と あいつく戦争→ヽら、■● ままた 上十,、
11か らに合 にイし 生活の十べてにおぃて,、
少・ |がここ ,た腋Ш′)|■代でした そしてこ
うした弓尖の扱流

=も
っと|,お おきな十夕Jを

iすたの,く らしです. く,,し は人|.|が■き
て,つ く |′,幕にとなるも′,で すが く1,し と
いうものを正IJす る●1=の

“

い日本
=ま
 ま

lj ―



PヽO四 |"||と その■l11'■●

■`最初に

'1社

にさイtる のがくらし そitち 庶
民のく:,し てす.そのため Ⅲにl■ tと家財
をi黒存しておくだ すでなく ここを■習の場
とし 〔、 く らしの 1'か らFtl千「とtヽ う

'|イ

tを も

ういち二考え沖|し てみたい、そして L来イ,る

ならは くらしの11学 といったものをlr,●
てたいと思い 「F召千Πのくらしに|″ il lと し

ました |と ある こ′lがまヽしく11■●社会
|1代 命だヒt'え る

■■‖物飾 ま 案
'ヽ

バンフレットに次のよ

うなあいさつてが丹載コ■ている.  4■ 1
島
=pi軒
半島はかつて■続きでした りl在で

も 衣市水、最もi丘いお
'ど
うしです.,敗

あるといわ
'tる

柿■′,l‐希ルー トの つ|ま朝
lT十 鳥からと

`え

られています.■ 1ヽ 代回

′″)建設に よ
~性
た人_力=深 くか

"ヽ

わるなど

二つグ,ll域の 関係は密接でした.交流は政

治 ホ
`脩
 文 fし全Jtlこ わたり ■寇や型

「
う

古のF略 0)時 胴をのそtで 長く十きました .

こ●ような,lT関 係を断ちり ,たつが明十′)

I代
「
家です.ア ンアを犠■にして白回■祟

栄を図った日本 ま、朝鮮を,直 l・ j也 にしました

しかし、中!軒げ)人 びとは11炸のなかで ,ヽ 誇

りや■■への希■を■いませんでした ⅢIド
の 派く上がな交流の

「
史 ま、 月:1以

=J自
:

さ′lて きました,こ 11を ■き放ち '1つ

“

な

おす作業を通して、■たちよ中1年 との アン
アとの共在の道を祭りたいと思います.こ の

ような目||で占■■物11を |■lき ました .そ

の■会
''■
命まこの 文に

'■

べられてtヽ る

また ●「千「日物館 |についても 公●け
物lFの場イ)に は ■■者としての 14場 に力1:1
をごいた■■活動をする0)に lLべ て 戦¨|ま
,=者 で t.る ことま・ll十 こりよ者でもあると
いう両論
「
「この■1場

"・

ら戦争つ問題をと,あ

つかい その判 Iを市民に委なることを社会
|l10t命 |=す る

それに上Lべて 公●陣ツ針で ま、これまで
|1会 ||● 命

=tヽ

‐,て も、li昧 なものととして

取り]々われている.F咆  1(11ド 系の地域●物

‖つ場 r)に そitに

'｀

1■る文言ヒしてよく
'とら′tる 1,の は 「よし城文化の倉」tや振興_

~■
ti■
',場
_ ~叡「土文化の発展に

'与
.

というものである.|,る い ま 白ス系陣物FI
では,|え ば  県民の白スと[史に・ lす る

'|||+要 にこたた その■工学習 1貢 IIす ると
ともに、1■′)進歩に寄与することを回1'と

し 白ネ誌を |し とヽしL史も加えたは1″館と
して設置されたも

',で
ある.そのi占■′

'こ
■

を■t√)由 ス■に世くとともに 地.l11な 祝
ヨiで 1占動を■開し 県が進める国円● 流の
■をlHう _と tう も●)である.

こ′lら ま、「|1物瑣市
'置

″,目 的Jと して■

べらitる が ここでいう社会|,■命に相当す
るものといってよtだろう. しかし その文
言の意llは枷1■||で其ll Lに か するため [■

9し にくt・  役|,1公立●物■の社会|,1に
命まこのように1血象的なものが日にI」 くが、

そ″tを■体イ七十るため,こ は
‐
E■を投/tし て

地策ごとこ事業を屁|‖ して 事業評価するこ
とで 社会||■命の達哄度をキ●することに
なる.と ころが '、 ¬

`分

の公■■物■では

施■を設,Lせずに いきな1個り」事業 |●十
′,1え業 上」ヤ保存 訓●■・ .、 教育

=(な
ど
'

を,11‖することから、社会1,■命と

'業
との

出におおきなFた |や油|に :を上しることにな

る.つ まり 社会|1使命の力さを,態イヒする
事業として なぜ必要なのかを説明すること
ができないのである.ま た 事業言T価 も行わ
′lないために 社会

',lt命

の遣よ度を,証す

ることて,や |,'1(t.な い.すると こ
'■

まで

の公立け物館の iた置つ日||_と いう文吉は

まとんヒ姜

`||,な

ものでしかなく 本来の:「
会1,■命とまいえないことこなる.公 |||l ll

■の年,,や ,覧0つ中には ~■物館つ設置

H ltJを 掲載していない「 |も あ
るが、そit i

ll物‖としてつ社会|,■命を意識していない

1正た こもなるだろう.

、Po n物 館,,社 会1,■命は 公●■物■
よりよ■体|,な ,ヽのが多い.し かし そitま

,2-



PヽO■物鮨とその現代1,ユ題

ただ耳ぎわりの■1.=高 な社会1,■命をあげ

,tま よいオ,けで まなく 明1こ したことを実行
することが必要なことであり またそイtを |+
tlし てヽ証することである.ヽ I'0,1カ 11ば

か 0でなく 今´の陣物館は ます171“な社
会的lt命 を設定することを前担|[し ていかな

|テ′tまならない.

NPO博物館の現代的課題
111イ 政幕絆の安定化

lti工  PヽO法 人を対象 =し た日本 Pヽ()学
会の ●ヽP,何 市場lt究会が実 j・

‐
したアンケ

ー ト』● Iよ ると  本の Pヽ()法 人は大企
業にみ :,れ る●i班'|■者|●しつInlj場 とま

別 |〔  バート●イ」、スタ ,7の多
=、

ボラン

ティアと

“

給スタ,7の況在 中進li旬 のス
タ ,フ の多さなどのにで ■利企業●'大 企業
の,チ働市場とま単なることが指l● さ′■てい

る.ま た その で,拾スタッフだ|十 で迪J
している PヽO法人の理けとして 5oバ ーt
ント以 :が ,`政虹をあ |ている.ま た スタ
ッフに不足している0し力としても 資企葉う_

や「■■_な どの,1政 I1lF‐ゴくりに関liす る

詞
`分

が手ヽにな っている●襲 ■,き 周′いとな

`,て
いる.ヽ POは  ,占勁面とマネージメン

トは申の両靖のような襲係にある. とちらか

方が不
「
Lし ていては成立しないわ|す であ

る.ア ン■― 卜の結果は ■●の Pヽ()ヽ去人
は マネージメントの部分が手再になってい
る実態を示している .

そのこと まヽ PO,11■ についても い様
のことと思わl・る.ヽ P()|IIIItは  理念と
は,111 その活動 ま弱体ですり政■絆もlt弱 な

ところが多t■ 1占勁は 十体者と それを,
Itする人たちとの関係によって成 |●つが

両 F″,l.l係 を世栞することや ■■青しカカ‖:
わ
'tる

ことになる.■物■の活動を下文えす

るの力JI政■Fである力ヽ その■,L化をよか

るためにはマネーンメント育ヒカが問われる.

時1カ■では 入後|卜 やグッズr)売 |げや会貨

なと,｀十な1■人源と|こ な っている し,し
そツtだけでよなかなか・■■つ安/t化は|まか,■

ず、 しばしば設●者が,裁を切って

“

1常を十

■していることも珍しくなtヽ lk,兄である .

[■力■t化のためには、より多くの贅同

者や支援者から資金げ)提 ltl.■ ランティア [

よる労力の提供なとを,するこLが
`ズ
にな

る.ま す iり
'は
一t′〕地域が■象になる.

`い
エリアでは効果 まl■ くなる

"ヽ

|, ■t.エ

リアの方が普■●米 ま高t.

次に、資金集めをイ肯t底 11に 行うことで t・る .

社会■■活動において

`,集

● よ●ず力・しいこ

とではな .ヽ崇 |■ な理念を掲t十て|1出 しても

資イ1飩で11サ■する方か惨めである.良●こと

をすれば贅同者が由*に■まるとはかぎらな
い 要は  本 Iま寄 |」 の tイしかなt'と する
なら, こちらから贅「1と を見つ することで
ある 社会1'■命や活動■71つれ調は■」者
を伴るために.Z要 な要件である 交渉におい
ては ■
「
にもメ1,ッ トうゞ,け

'tば
,1同イ よ

イ+ら れないだろう そ,tで はllj力 'ス リフト =
な/.● ,か ,I目手にもよるうヽ 1日千の性■に,J

してそのメ lッ トを‖発|る ことであ/.[
の問

`し

には

'■
や知恵力ヽ る. アメリ■●)||

1カ ||で は、 ●物館■tば,バ ーテ′,交 iすのカ
になる.■ 1,tlま 地域の各司体のリーダー
たらをバーティに‖什して ‖物■,舌勁′)lT
fを は,| さらに合全提供や資11の ri I曽 な
どの協力を11り 付ける 性ツ■のスタ′フは

そこで よ●Iマ ン
=な
るのである.

21バートナーシ′ブの十・・
PヽOま  政府 行政 企たなどと

`●
し

も対●するも′)で まない その■会|'な
「
こ

付けは これまでの政 げ I′ ベースだ 十●)
~国
づくり|に変わ

`,て
、市民の●場を■人

することであるが そこでパート+― シップ
′,十・ltは イ` 1」 矢となる そイtは Pヽ()● 1カ

"の場イ)で も同しことが tヽ える.  1,に Pヽrl

陣Irl館 |ま地j・t社会で11勁する.よ ■,て  地域

93-―



PヽO‖物■とそのll`ヽ 1,■迎

で孤i¬ るよう■ことがあ,tは u■ に
'"が■しかIJな い

ところ, ■1ヽ ,,NI'0● |力■ よ■
'ヽ

|こ ■

●t全 と′,つなが |が不足してt'る ようであ
る 01た は 昭|」 つくらし,|ル館で よ 地■
i=は あるようであるうヽ それ,「の付き合
tヽ は,tiよ うである むしろ ‖勁TL■ を1ロ
■

'卜

によ

“

て ■l‐ 1「 .・|を している.ホー1.
ベー
'、

+F言:や出■|" 瑣|■のFす●やマスJ

ミ出i●など
=よ
| くら1_の け1カ ||イ )■ ,,

1舌副 |ま イヽコ|,に ●く知:,,t(1,る . し|・ し

多くf)人たちに

'|ら 'せ

ることし '、 ひと|ヽ ら

え

「

t,十 て不1用者 tイ「 ることしよ:り′,こ L
である キは, ■1■tや 下中‖4を

`|イ

1■ る

ためには 地l・v社会●人たちと,,(1き
`卜

を

'(か
すこヒ
=で
きない また ltlv■ 会の

~ま
t,づ く|」 な L[■ はすること こ

=|
ll● ■,■ ,t社 ,1と して不中矢な■1l tlLう こ

とも,1■ 1■ lt/.こ とである

-1,に  PヽO■ 1'■ よ 地1●,(■ 会
鴨内会 と,、会、古工会た・l ■t中 li●
青|[会議,F 企業 1`F法 人 イ1政 公民JI
口書ヤ 専|力■ ボーイスカウト 学●iヒ
●
'よ
うに 1し■つあらゆる日l■やl■ i誠 とバー

トす―シ ,7を と|II■することができる

1申‖力liと しては  〔きらだ|す [り1をよく |る
ことて,,る

|]「がそ′,|,物

“

′,社会|,■

`)に

,同十イt

=「 力11と し
て ま施●

=ち
と
'い
て 多千′

■●■を,1¬十ることができる そ■場合に
||■ |,ニ ーズやtl待 なとにヽさえられるよう

|=す る ヽ方向||に メリ ,卜 をもち 1・つ地
■に公,t11■ 111カ として社会[|`す ることが

,ま しt, そ。,ためにま 回■「,な交
“

tをす

るこ
=で
,ら るが ます ま‖|'■ ,,■・lら「 I ⅢI

いて i物 10の ■|ギをまかるために、 |,■ に
,■をまこんでもらうことである.―叫、■:I
すると、 1嘆 H■ らはイ、卜1′,,t催なニカ

'｀
一

卜■―シ′
'に
よる亨たなとを‖1社 |11実施

Lて t'(こ とで″,ろ う.長●は十lll`|と ヽ

■は■ 17」■とB ■1カ■としヒ|う ように個
1り ||な バートナーシ′,1よ る手■であ■,て
も いを●なれるに従 ,て  ■物‖と ヽ
B Cと いうように同 ||に

'崚
のイユ証や団体

とバー トナージ ,,が とれるようになる.こ
うしてlL● ●F'■■,,愉●

=が
,を もつよう

にiる ことつ:■待
=き
る.

なお イ:政■′1■ ]イ )業 とJ,パート+― シ ,

'に
つtiて は ,ら ,しイ),意する■がある

そltま  ,政 つ、1'():ヽりするキふ上ま `t■
の■,01-ビ スをF`ヽ わりきせる組iよや貰日
として「思ilし ている●向があるか :,で あ/7.

イi政 は Pヽ()[‖けイ)や事■力■■などを
オ,こ なう力| そ。)よ うなil試 ドでイ,,,itる も

`,な
らよ 市民社会●‖,1し にはつなが ,,■

い.こ ●は ,1ら ,こ′1政の記1敲不
'■

である

が '1■ ■は行政文書の1ビ ,上などによ そ●
よう■ t脈で Pヽ()●‖11級 わilて t,る  ま
た 民 .1企 業については 民 |・1企 業 li千 1を
匡1,こ していることから PヽO力 :そ ,ti不 1
■されるtt=が tえ ず■う.
そこで イ:政■lt,1●業ヒ√)バ ート+― シ
,'こお:では ま,,等 な門l.|■「 ■

=れ
ているのかt iil,マ )る ことである また ●
政と■)バートナーシッケ|ま  十,物

`|と

イ1政ザ,

両者の '■ る11■を,■崚するため
=i藝
L十

ることではなt バートナーシッフを世染す
る |り は 両者が一去してお iFつたイ)II占
」することである この場合よ収に地域ザ)||
民ということにする,そ′,た●

=ま
FII:|=

hiFを ,ヽt llご 円|=,(張 菊■を推■しな 十

,1ま な,,な い 両 rの コ1益 を目ltと した緊張
よブ,ない聞■ ま中なるtiと いえる ■■,1
●●ま そのt●1+を 認1崚 しておかな +2tよ
安らに●しること 1な る●)で ,1意 を要する

,|ヽ P(,II物 11向 |卜の IJl■開
PヽO法 ′、ま ,■ その活動内容キ「

`務

|た

洸なとを所1各ⅢI=k liし て公‖‖するこ
=“
,t

■伺||ら ittt.る .,ム 」,な 義務がなくて 1,

1'1-



Pヽ(lllル■とその現代|,,I迪

さ,,11社会||■
`|や

日標をヒiltlナ ,■ |ヽでき

たかについても汗価をして
`ヽ

開することがよ

■,ら れる その理由は、第二者からr,■視ゃ
チェァクカi同 くことで Pヽ●活動としてIH応

しくな .ヽlI動を■1,十ることができる.ちろ

いは ,,t■ を■4ι した独羊1,な 活動を■ L

すること 11,な る 市民の●場が′,い え主
情十「をたイ手することにより質くない イえ
11111る こ

=´

iで きること 1も なる.こ :tら

ま もt,ろ ん Pヽ()iか りでなく行政や民 |・|
企業の111「 公‖‖

=つ
いても同Lこ とがヽえ

る.

1引 しことは Pヽllけ物FIで もtヽ える J■ |た

で ま この 青+1公開 ままた 1分 とはtiえ itヽ
ようである.■●■

'に
おいては、イi崚は二

十誌や片†1公開工 [ネづく,政女言つ|.Iホ [

よ■,て、■民に +ヽ公開をしている.■ lt lよ
いつても自らの判円「で隋itを 入千→ることが

できるようになっている 自分がi内 0た■●
かと′,よ う

'1イ
に,11[■,かイ,ソ t〔 tヽ る )̈が  ま

たそ√,行政言T価 についても向治■ごとにIlり

イ‖み力`行わl・ 公開が進んでいる 1ヽ'(,I"

'0こ

しても、1也域′,公共仕開ヒして

'動
をす

るうえでは ',1イからのr企
'労
力にせし

て i占勁●',`■■吉 また言千価を■たして公
11す ることである.晴相t公門|ま ■―「 11な 1舌
IIを l」 ‖する

'=′
ク桟itも +た す. また

今後行政や企末ヒつバートナーシソ
'か
L●

ようになると 自らの情:R公開 ま それ,,L
・1着 しないは1係 1■ を乱月するため :も 不中k
なも,,七 なる.

系吉言結

今後●)「民社会の■業イヒにおいて こilま
で′,|1物 ,法による社会4市代間としてつ■
物首ばかりでなく PヽOに よる市民11"と
しての‖II館が●り |る ようにな‐,た それ
ま ,会 |つ 0命をもち、

~■
,F性 |、

~多
tLI、

illt+1性
J、

~人
円性 、

~晴
ilK公開 |と いう■

格をもつも●である 公●I物鰤や明口|ム 人

つ|"“ ま、そもそもつ設●■性が′1政や鴫け

11■ 者の内1,要 四に基づくちのであることカ

ら |1会 1,11命 なと
',自
党 ま Pヽ()|,物 館

よりも,肖極||な もつが多ヽ.

そこで 1ヽ'()|1物 ■しよ何
"・

とtiう こと

であるが    1ヽ T'()●物■とt‐,て も J
■■ 1,ュi十ることができる. 一つは こイt
まで1]人が,★上した 信人1専物■_ といわれ
るものである.lT,t そltら まコレクション

などを 己iヽ t■人 1兄 I「たい
"ホ
微によ|

設 |:十 るような個人口,な勁I―によって祓●さ

itた 単ll iEと 見なさ,tて きたも
`「`あ
るが

そブ,中 には、 イト会|,■ 命,も ち ~■ lF旺 、
「多元円‐」 ‖し十げ「_「人|.|‖ _ 瑞 報

`ヽ

開_

という1上 I.を もつも
',71●
る 個人が設 |し

ご  1円 ブ、 し亡〔
'■

■111を ¬ ることから1 え

■ ・ トラモンらの訓ヽ F:モ クター●,Itや
PヽO,■ 人r,条 件11は シ

'1し

ないことになる

うヽ ここでは形人にとら ,́れず 今後■)“ 1(
■
`キ

の情■ 111+で  ,[ltの社会資|,F,活用

tユ|ろ うたうヽらも PヽOill"1吉′)範 IIに |フ t

ること
=■
る ■●:k4ヒなど1■ついて ま ,後

の課題で″,る .本稿て1「(11す たも′,と して

は ヽ衆日 楽,t'「■ ′占
't‖

itロ ン 」
“ス北:Ⅲ ,EI物力などである.

もう一つ ま 設 11つ f★ |十からi11(円イトi「』
としで 1子さして  「 民田llが,■■■¬るも
のである.■ ,そのF中 1'館 こまほ七んど,こ られ

ない11し いスタイルの ,ル瑣|である

|る ヽは ,t上時 Iま個
'、

を しとした活

動でも十●以 Fつ ,E● 1おいて スタ,,を
酉Eと して■ランテ r'の支,を 件でi計勁する

|“ |,こ の

“

峙 1命む こ
'tは
 最初が ,,イ |

会11,命を強く意Fitし たもr,で 、
~先
lF■

'多
元Ht llt芋 旧1_ 1人出IHJ :|IF`ヽ 11_

という|1薔について ま 市者よりも着

“

||な

●:向がある ネ稿で|・ ||ヤた●lj節 として
は、 Pヽ()法 人ギ■ラリーT(,ヽ『 昭¬′,く ら
しヤ,I」館、 1ヽ'()● 人■■‖物‖なとでヽる.

PヽO II″ 館げ)社 会
'サ

イk害1は  地■社会つ

― 15-



NP(,11物 11と そつ班代11訊距

公共 l・ ヽとして、
~ま
ちづくり_に,■ して

いくことである.こ ′,場 イヽプ,~ま ち●くIJ

Lま  ■なるイン7ラ ■術のことで まなく、
地域社会の人たらの「 上

`ヒ

をlt進することを

■´
=し
て 市民か■tヽ こなり、そオtを支I

する行政があり 両イ′,■■ [■ ,て  ■,
F=ヤすい■,占環■をいかにつくるうヽという
ことである.そ の前■ 1ま  こitま で行政に
よFし てきた人ひとの体■を捨てよリ イ1政
サービスも市民にできる■,iよ■1(で,当す

ることである 不要なものがあ111、 班←格
をするた
'の
lll●■力に■しても 11ヽす刊

‖|千 して+I性する その■0ま  市民が自ら
'IFを ,めてとえ11旺 し行動しそ′)貨 lT Iよ 1lt

il■ テろような1,民 l ltの十1会´

'く
りを→
‐
る

ことで●る.

Tヽ'Oけ 1カ‖として ま i物■,用 IIと す
るテーマ :関することで 独自′,情幸1,討●
口「tiス をもち そイlが

~ま
ちづくり|に |

′1な も■,で あ
`1は

 行政に
'し
て

'1ヽ

Ⅲ上場

として政策■言などをしていくことができ

る ただ、そつた0こ ま、市民′,参力「や地域
の11日 llヒ つ●段が

',の

,L"に よるi■動がほ

押しとなることで 行政に
'す
るイ

`言

力が備

|,っ てtヽ ることが必要である また 市民
=

1ヽし て ま「まち ブく|_ こら■な1青報提■
をヽることもできる.公 |■1物■で よ 画長
●)政治1,な刊H「などの●111[よ り,卜公‖‖

=ヽ

るような

'十
で 1, Pヽ()● 1,■ は ,民の上

場|ヽ :,活■するわ すでヽるから `し罪やブラ

イバシー「・l踵 などに

'IIrし

な すれ 1■■■ろ

こヒliで きる そうすltま市民 ま無
'な
労ソ,

を省き より遭「で効十11な
~ま
ち●く|.

の作 tl●こきるこLになる 以 |ま  卜すであ
る.

PヽO,ル節の
'1勁

領政は、このように地

ムが■本である.地 1'の 人たちや|`出イトやi■

泄などと
'■

●したi`莉 tイ iう ことで 人びと
つ日●化を促[することに寄りし 市民1占勁
つ拠点,,―‐にもな |う る.ま た 行政

=バ

―トナーシ ,プを形成して地l・lのIti立
=|=

か力・オ,る こともできる. こ′,中 こ́りいて 上
雲i共政7ま ll■ )年 lt以 卜の市民活動が■■コiし

た■ の つとして,政策 1は|われなかったJ
ことをあ |て tiる . 1野 よ Iヽ'()が lI策づ
くりに即,で きなt,こ とになれ ま市民i高勁|ま

■び共贖するとtう ように、NP()こ お する

lt責形lkつ 重要‖を指lFし ているが PヽO
,物 11で もイ1崚に 1ヽする■■1'■ をしてtヽ く

こと力■●きる●Iである

Pヽ()"物瑣|の社会||■ |」 を■ |十 た その
卍t=し ては ます 1地域■会でイ.にするの
名| という,F]を 設定して、地域を■上にし
た■1(団 体i占』

=も
っていくことである ■

会||● 命を■■化させていくためには ます
lL■ をエリアに11定 して

'也

域中世で,tを あ
|キなから イヽ国に■ 十ていくことである 民
主主義つ活動つ 1ヽに まます地域かllま りであ

る.それは地域の人たちやFlt llli晟 とのパ

ー トナーシ ,プば,性栞が不可
'(の

もr,で ぁ

り r「政からも支I・ をうすたり、政十t=を
することである.

また、■物IF′ )i「動を下 t,す る7,か日●・
りヽキャである|ヽ そ■)安定イヒつた01=マ ネージ

メント|ヒカう■1われる モ■の安t化′,た め
に、より多く●仕同をや支|″者から″)イ :イ:提

lkを ■

“`,11ま

かるととも11 ,|ラ ンティア

"参
″廿も受 十人ltる ことである.t'イ から

√崚 ■ 1対 して ま 活動やけサIR II また許
価を実 ltし て□標■)■■●・ を言T価 して公 Hす

る このような省「「公|」 は け|"館 ′,独■的
な:占勁をけ 11し た O F政ヽ民 |・1企キをビヒ
のi■を,二 ●ク|る I・能を氣たしたりもす
る

最後に本l.の よ表を述べる 以 |の ような
NP(,I物 ■●,論

`は
 こイtま でつ 11つ

"論11ま ないものである その■ の つは 陣
|″鰤r)■類の中に Pヽ()■物店というも

',が
,iL● すったが そItを 独自のジャンルと
して仁置付すたことである  ●つま 市民

`[
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PヽO■
""し
その■■|,i黒 |と

会の情キ

`し

のながで Pヽ(,の 一半として   ヽ1同 ,ヽ:!||||千●'1■ くしさ 社■|,2
Pヽ()● |"“ の●||を |に明したことである.   車|ヽPO‐ ■■1=iう ■|'p;|`J
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佐賀県立名護屋城博物館の常設展
―日本列島と朝鮮

｀
「 島と
の交流史―

Pcrmanellt Exhibition Of Saga l)refectural Nago、 a Castleヽ Iuseum
―IIist● r, ofに cヽha〕 lge b● [、 ten tlle Japallesc iヽ cl,ip● lag,and tht t ho、 cn l'ci、 11、ula―

ましめ
=

■it●ホ 1日 本11烏 と1lFt ll島 との交流

t_′,■要

森   醇 ‐朗
」uniCllirOヽ10RI

, 市 :'長 ボ ヒ企画【
'ス1 今●●,F,tu

1  はじめに

■賀りltズ 1■捕冊」●面Lに
'キ

■ |る  111i名

i業 |ヽ■: ま 亭li=■が朝■十■への■時を

`ヽ

てた 文● ■長のrt l・ )際の L工世■施
11であり、当‖ケを0「11りいしこさせること
,,で きる17万 nlの 本■と]30■ 所

=■
ふ

`ヽ

日

i`ソ 名ヽの■J●
'、
 100■ 4,it彗 に両|え  今日

に■さ
'tて

いる 名請F_■本
"人

と
'+刊

:よ

'し 'の最|1瑞  保高201由 のなt,,か な■地か玄
卜■にキ■込む岬にせ■さイしてお| ||■ +
島つ釜 まで■

'Iし
てlSII nlと 最■ザ,Hl11

に,,l t岐  '」 ルをオ,[]に ときな力:ら のli

“

力iロ セ
=||‐

l・・でも
=,る
. また り「 ス,ヽ ,

11がおりな十 ,t然■)■港 ま 名itt F_′,清 |や
「|!rの 1,_の ような

'`FIし

場を,成 し ,■

1,1必要な11の係留が■十できたⅢiて ヽあ

る.

さらに、中●|ヽ ら活■を活発にした●II先

つ中心地でもあ
' 
■■十鳥やⅢL■l大 ■を交

易範11と した

“

鳴葉日 けとして ま
~lFt

でもあった●:甫 lL I■ 人々よ 季11■ tを よ■
黒i社 ′,市 [れ を採る●うな■1来 1集 ¬でもあ ,

た 「|を 選ばす常に中」軒■島へのi庄
',を

11■

た■
「
チ占■ =L,f こつ■1甫 tr,iti,技

術は兵員前
'圭

こ矢オヽすこと
',で
きない●■つ

■,こち ったことよ||う まで :,な い

=。
)よ うな●■11 1也 理||な .墨境の ■7

慣E"は ¬■ittTく '」 ■ヽ●長らブ
'札
tt i

よ|+■■開11=it k」●城によく長
'Fと

そ

。,ル ト■が形成さitた のである.

I!:県′1■委員会て よ ■
'1史" 

名泄E
工ll■●にFIF“ _力

'F`:す
る[tiり |:東●‖J:

J場十■也の晏■■■性市+業●
'開

ll.と

'1ヽ

11

,i■ してli設の高■■|たが建11さ ′tる こと■

Ⅲら ,イし,11'′置F llll● ●にFI“ 11■

摯‖委員会の十:| ■畠をイFて  町イ¬3]■ ●
から本城を |し にヽ'F●

=knlに
||■するイ1130

カ訂il二 |,よ ´ヽlli10)`,4j口 ,'と  「1133■ 1■
1ヽ らは一古FFlm● )``」1洲■を‖‖攻0し た .

11● ■り:史仙 =|ltlitて いる叶1ホの発
掘詞●と■″■|‖が,■′

'中
心であ
`,た
が

名
「

E城本城のイ|■口1苺の|111ヒ ■11J)本 ||

11=伴■■侑を実施するたわ こ そ●中|′ ||
なL設 として・■

'■
,・t■_■ 11が .lⅢ を

さit、 昭

`」

60年 11名証屋及肛 F「全「T究所J

の■■力`i■さ′tた . 」召■1,1■ ||■ は |[
|:県 ●名讃岸域

"資
1館 1ltfl l ′

'生
泄オ

県|■会に,コ■さ
't 
平|'t■

`IJこ
は

'示
■

イtit言 が ■¨ :年 1 11はし,■イti,「 うi

発注さlt 調全 保,7航 ■■
',オ

L進 と,■

て民ホ権|しを■つ中|′ :Lit●
rII「
11‖‖111さ

't
tr)で あだ,‐

|)|―



tri県上名1労■戒|1物編の市議員

こ●,,日、 とくに
`護
F域が t緑  営長の

■_の ■げ)剌 |●半島への出兵圭地であ ,た こ

と年を考|る と け|""建 11■ )'ヽ本
'Pを
の理

解ヒ民■lIItグ)ためイ)資 1提供′,ll lЦの副■
力・ら 十日側の市力が不可

'(で
あったた0

1旦当者■,関係十の言I性を二′ま、li「 文化卿

青■月 性いに立中央‖II I ■日匡史m集
委員会をはじめ日l.|(μ :や多くの

"1究

者■協

力をお,い した,

その|すに■賀県教育委員会が叶
「
1明 に提案

した民ボの基本任Jま  ¬ 本,1島 と朝,十
島との交流史の中●,名 it屋城 ,1子つFt進の

たつに一:を テーマとし その長示の■●理
念を
~日
本11島 Lり |■ +島 とは地理||に 最も近

く そして11史的に,べい交,tは 孫にあ |
不 t化′,1′成と,6民 におよほした影把 よ決定

1つ とい‐,て よい,ど大きい.

肥1'名 護E城は■ [■ 吉の人 |●―を熊
に 剌|キ半島 よて ま中F人陸へつ■■を ↑
ド●:者,を 指||し て行なうために実かれた口

本11咆上■,■′,城■である.

そ′,i量柿は対11海 |たを■む束[柿 It呵―市
を 1顕泊:し  当時の,政技術■■染|¬」を今
日に伝えるit〔 な文化I`で もある.

ti E■ の社 |千 t` 丁酉lF tttlは  そ
れまでF)本列島と朝●■島との長いr史 1,
交流門r― を断・Lさせる不十な口1米■であった

が その●■徳1政権は直ち1=卜 交回復を行
いl‐ ||セ 交換し、両卜とも薔隣■■にアめた.

この資11● の民示では、肥1'名 植E城跡を

そうした日本,I島 ヒ朝tT+島 との長い交

“

t史

の でとらえ そのF史的,こづ|す を明らか
にするととも11 この戦

`し

の反省●うえに,
って ,l・ の 本,1島 と朝ll十島とつ文化交
流 友●促:上の拠点となるような●ホとす
る _

と 明市なFIとづけを示したのである .

2 常設展示「日本列島と朝鮮半島との交流
史Jの概要

名証屋城専物■では ■間をとおして,施
している
~||,展
ホJと  ■川にヽtす /.

~ル
リリ企Ⅲl民ホ_ ■it■ホ

=柿
,ヒする

~テ
ー

マ晨ill,■ ■類の民ホを行なっている.い

うまでもなく  |1本 ,1鳥 と朝■十鳥とr)交

流tiの 常設員示がその しこに,るが ●十
√,1ズ業活動や』4研′ヒ 発

「

調査によってイ]

られた新資■をtけ L,「 して,示,え を
`〒い 

「
せて市11■示

=新
鮮味をもたせるよう

|二 亡が すでtヽ る.

1 ■設展示の構成
■it●示は ~日 本ケリ島 Lコ ]「―I島 ヒの交
rt咆 :の流れr)中 で大きく,~名 護■成以■ 、

J 墜■の中の名謹■ll_ :「名誤F城以
後J I「彎 :」 史:1名 i礎屋城並び 1■跡Jの

=司
'円

よ ,て世成されている.

:「 名設[城以育|」 で ま |,始  ri代 の
交流| =I L日 本の■

'I交
流|に三分し

西Jヒ
't 
ヒ朝ll半 島とば)地

'Pl,I照
境から育ま

'tた

[■ と文|ヒの壮色を、出「品ヒ残さ
'tた0+か らその流ilを 員示している.

1原始 lilt。 )交 Mこ ′)晨

^の
●● ま

1交流の(吉 まり

t'1と 朝ll i:島 の交Hi

日石器■代

樗文けイt

2'「作と全H文化の波+
i活作文イしの1支来

■

'1器

文

`ヒ

の

"●
と弥■文化のイ

`展3南句■ liギ  「「者 伽川
'文
化ば,影響

占
=叶
lt

i支来人

日本,1島 と判キ半島の主要な吉■

1律今回家′,■ ●と発展

由,11の T・い

朝■式山城

,世憫 |“の :ヽ夕 判ヽ係

― |||―



ll賀 県上名護■域専1カ ilつ 常言

'民

,μ 杞lt● の東アジア           2'■ の■―丁百・ I舌[

から、民示持成されてtヽ ろ―             戦争のモ迪

|「上日本の11'崚流|● )民ポ勺容 よ、        日長のイ1■大路
1日 本 宋 高に              ,文 緑 ■■|,賀
貿易陶|'7卜 を出 :し た,■ mi          戦争の1参禍
ll世紀tlの ■アジア             ■鶯F
2蒙 占彙*                   '毎 の戦い

,永  rl,の■             1名 護屋城にみる押t山 文化

三,1秒 と 本                名設ヽ成における|ヒ

ニ別抄の中[ll                名護11城ノ,の茶会

3●■をめくる世界              人々のくらし

倭定                にIL分イヒされており たi 嘔長の■ヒZ護
高t 朝,の倭t'1■         ■域の日わりがビデォのうギ市ιも,||イ:し て よ
ヽ口T時 ltの 交流            01イ |やすく民,パ さilて いる.
L″)● I由              1文 化の移入|では

,村1観i摯               1均 薇PI

力■,■ホl■●され 中世末期の●■党′,I占婦      |1正 叶ltの■1カ
と、朝■十島を中国大■からの多くの文化の      ●ユ■
,スの1't況の11ホ で スの名誤屋 ltF)時 代へ      製作比■
と″ ってイ「く―                       迪行さitて きた「コ|:た ●

2~F史 つ の名証屋城_は言うまでもな      ,L● ●圧√,tt
く,設屁示の中心にFI置 41け られており     2ホ r十
IIL前名謹屋城| 1文禄 菫長′,役一千長       'II:木 rヤ ヒ去抗
丁百1を舌t l、 1文化′)移入|に よ ,́て性iき      よ浩ムと

「
賀

れている.                       じliti¬姉|

1lL高 1名護屋城|で ま、               印弔け支11の導入

II'政 ||の ■ t            iの
"iし

い文化を十ロイ|し、とくにlL前 を中心

夫航|工 け代のL界           こた」でヽ■を遂ける陶億器脚 it・ DI嶼 |レを朝
,11の 国勺h―           ●陶上のit行 にその視デ|を置き 今回 1■ さ
2名言颯屋城と

'中

勁            れている道具ヒ技li 古記録からせ求をして

肥11名 護■城図|十Ц         いる.
名護■域の石垣             11名 言屋城以後_は、文I 曳長の役

“単「 秀1711跡の

'7E         
了後の江l・ Iイ jに よる■障友好 lI■ と朝●通

について                   信■の年末によるt化交流の状,,」を民示して

1支i ●長の役一千長 
「
百●Tl― |で  いる力ヽ t ■ltに ついて ま 資十下

'■

等も

は                    あ | まだ十分な晨示 |ま 行なわれてtな ti‐
ltiの 賀―■■●舌t―         その前lkは  1江戸時代の交洲● と 1li 班
戦争のi(過              代の 本▼1島 と中:“ +島|に ,が

'tて

t'る .

証泊交渉               ●I口■代の交流|では、

倭城の■城               1朝 正通信■

101



ll賀

'|■

名■■域 専1カ iFつ 常議員

|+交Ⅲ11

引」■,中信使と人々とば)● :売

1人信クト

`|占11■■と■場|‖ 1

朝,通信イ咆以夕|′ ,'1交 |1市
2,[■の
「
刊:貿易

,1止 の貿易

で世成さ
't 
朝

“

延信イⅢに関係する民示Lそ

の

'訂

ι
=よ
多くのスベースを確保し ,i

ヽ長の,こ いしようこ事
'に
示●,中 亡の つ

にな ,ている

|■ ■ltの 日本,1島 七中」●ll― 島|で ま
,丘  ,ど 関ヽ係■

日本′,F史共卜 ll

●■
'也

叶
`ヽ

の■具と

`は
がき

が屁示されているが そ0,■示内容につtて
|ま 今薇の資‖J)t'の 夕

'り

と
'1に

 杓寄ザ,iⅢ
.lが必要 :な ■,て くる|1野 とな/.力ヽ 鸞えを

|1茫 にItえ て● ll llに TI月
`ttめ
ていくべき

「,代と考えら,tる .そ の中でt, 大T叶イt●

自「い
'tた
■LF)Ц l力√)絵業言の1ス ,:は 他に

はない資オ「で 11民地時rt,,,1吉 と,■て

●ホ■成の人きな要||つ  つ こなる
|「片号1■

'小

名護11■ ■,に FI町 _では

il物皓■)工 ,なイ1害¨  つてもある発
“

訓●

の崚果ヤ:「イ,■●ず
''た
'電

をil′|している.||

,1史■に十t二 iしている名:||1城 ヒt‐ 地の大

名の叶跡は 安土 押し山時■の■亨「 建姜
道¬i多 く

')●
・IIわたって■重な障ltを 有

している.口 i出■資Iを も●■て民示してい

る

1遺出の慨,
名護L班 ヒ匝llつ 分布

名謹ヽ成ヒ

"け

の■1彙

え

'の
イt',大 名記置

]保イ■,ド事業

名謹屋城と■時■)● r

HI I童 ||り )概要

吉出繊
=「

ll,百こ地区

′:|■域■,ら ||十 した茶道サ|

環i幣侑
の

'大 ''し

を ■■r)コ ーナーに【i十代を行な
■ている ■+11■の最後Jl=l― ナー よ―

',で ま
=,戻
示,,入 り になってt'る , ここ

[発担IJ■ の成果と肥 liは 名護L"は う|=t
lil也 国十1ヽ ら名:|ヽ :Ⅲ t′)1亡 吉「を300,ir,

:復元した 71謹
「
城およびЦ下町ヽ型 ナ

|:ホ されてt.る  その当時′,名言|卜城″,1■ ||
を一口IⅢ l^|=ケ ]る こと力ijき る

2 主な掟ボ11
1な民ホ品を時代ごとにl.●,て■/.と  刊
■■島力IFで lLt嗅 にヽす土した山J「 文化′,
|ら ll土器_ ま●〒|の  つである 水 4を「′
とった イトで ■大や,ビ者´ヽ●,出 |キ吉:,と して
も,Hさ 11た もの〔 工界ヒ′

'■
者′,`tl」を

はた十らのイ言」tFえ る貪||つ  つでもち
る ■成1211●

=大
手した「■にイヽ枚■Jま

高■時lt面 川●)1言¬をflる ことのできる●」古

つ つである 本■J,Fに H`||`た だ
"肛

rT

でを,1い FIπ′の●力l・ 11て て文字を打ち

したもF)で  liド 1=お いても7t,と

'|プ

,少な

t'● 卜の一つである.

■■つ中の名●屋■ 1に【ボ l itて tヽ る

「]E II名 護|ヽ 区||■ :|よ  ■it't'∫●,中 しヽ|つ
●卜の つてらる この肥前名性L城 Fl llЦ
を¬l完するものとして '「 に性る名:|ヽ戒
11ヒ 人名|,F+llの  イ|■訓奇つ成果」と ■
「 ■古が北崚

'iあ
て :出 した '軒巨う吉由■

■1共 _"iあ る 城l“ ヒ IT'|は、lL成の聞
`'に世さイlる ことなく400■●

',1時
の上々し,

F咆。)+■ を■,E討● [よ って今日 :l‐ え

lLI:名 謹
「
■¬|1風の城やll跡の配置をまし

●城下町の出写が 長された遺・ll l=よ ,て喪
付 すが進めら

'tて

ヽる ■ ,7r ri白筆占lkは

北政所に宛てた
'1口

●らlU11名 謳屋●図|1員

力
'1占
力.llた 年

`tを

1呵硝 |こ 11る こと力■こきる

肥前名護■成区けLlと 共に ■11■示′
'中

で,(■■ことば)で きない資‖|=~饉 甲ll ヒ

安宅||_がある いずilも 朝鮮水軍と イ(

―- 112



l.t,県 Jtt IFЩ
「
|"白 の市■【

′t■の1111て  ■i宝 |,中共に配■されてい
る.名 :|卜戒陣物芹のitホ は ,け の資卜と
口■の資‖をキしく晏71し  '(■ とこ編らな

い卜1(を■■すること
=′
'Jを

しており、そ

ういうことからも
~亀
中11_と  安 t,卜Jの

並11民 ホ よ その1111の  つとtえ る
~名
み■城以後_に 民■■ llて いる●十′,

|ししは 朝
“

通信11に 関係するも″)が多くら

る.~喘●I■信■イ,'1絵 巻_ まそ●)代表||な

資 1`で 江戸FI代 中tE I,十 111と き|し イ
'1の上ヽ,I‖ が

'tて

いる.■設民i●咆のlt● つコ

ーナー
=民
ホされてtiろ 絵十書は 当時ブ,朝

軒半島F)円 ■ ■■
'、

年■行+ 41●を,「

ること■)て きる■lfなす|十 てある 人■]|lt
il.1本 で口

“

|さ イした■■■て、111コЮ夕
'■
i

歳さltて いる.

特りl til名 誤I'lli並ひ I「+跡 _ 1は

名i斐 L'氏 :小 と大″ブ,湘■!ホ カヽら出上したにP,

はもちろん中
「
ソヽ昨や朝

「

11島 て

'Iさ
lt

i古や人名tに よ|,て
'十

ち,ム まltた 1旬 (2]を

|ま しイ)イ,1古」tや 絆■つ1し ま 名i業屋崚なら
ではず)民ホ品の一つと

`え

ら,る

3 帝設展ボ資料の作成
■賀,+上 名it屋城●初||は 1'lk i■ 11月 に

‖11き
'ttiや
|"“ であるところから ■il11

ホをII ltする多く″)lrlは  ]r,「 13年 11に 名

詰■城訓●ll究■か設|●た以降に11入  ●
岬 常■ ―■‐工|・ 1等の

「
霰(11■ さ

'1た
も
')0あ
る し|ヽ し 長ホ こ

`Z要
なr■1まそ

う||■ に入千することはできない そこで
レフリカの■

"ヒ
tう

'ア

■を耳tら ぎるを,な

いのである

レブリカti成 とt.う 千霰は ■|¬ ′
'1市
たさ

れる多くの0物 iつ■「 itLl'つ流イtを 補i¬

る
「
■として

'11し
ているんユであるが F

資卜である● )k資 ||を 使用するように等カ

することま、「 |う ま
でもなt',

名性■城ヤ1物館では 
「
内の

「
鳴つ流れを

読み取るこ
=′
,「「育しな原

`111つ
いて まi'j

晴入する

',ま

をJヽ 1 朝■キ鳥′,関係rrlに
ついて ま風古に いるイ:十1に ■,tヽ ては嘔人
t 大手不可itな資■「

=ヒ
くに■コに■●■

る必要な資+1に つt・ て ま レブリカ
=よ
る作

成がJkら
'tた

.

■日でのレフリカイ年ヽ 1ついては、

"物“■)ti★ F山 当初うヽ |,||■ と助吾を得て
=ヽ
る■

卜文化に管理●ヒ|1匡 コ上 ¨μIIl‐ 1″klH
し ■回
「
■続

'■
■会をはじめ■回L● :

官学■イ:●

"物“

 ‖国,工■■官■●イJ風け
1カiO ■に ‖¬′

'人
十1111物 館 班似資|||=

ついて よ各|1道社閂ず,■力をF,る ことう●
=き

た とく =「 ●中
't「

|力

“

こまレ,リ カイ|

成につtヽて′,■ 1′をよ llし  企11,な ,ソ,が
ら
`,て
いる

こ′,よ うに 名:|11"|1物 1″,1卜 11カ1ホ
=

`必
要な資‖は、民ホテーマが

~|イ
(夕 1島 と朝

■■■ |●)交流t とヽうに
',で

は■|,′ ,【

ホ ヽどでちるた●l llムの■|につtて は言

うまでもなく11国 内のLホ
`|||=つ

いても

本と■卜の■・ .イ Jl資 ||の 1(i■ 力があ
`,

たた,すである.‐ ま|  ■■方■)は:係 1■ |‖
や01究 者

=よ
って■■iボ′

'長
ホ■■
'試
ム

ら,したIIル

“

と言うことこなる

そげ)つ のシンボライスざilた 【示す十

' 
日本」(■

')「
安:七 JIIを 中1・・1水●の 亀

甲JI であると |■,て よヽヽろう

3 常設展示と企画展示
名謳屋■111"計 ′,常■■ホ ●Ⅲ ll示の基
本テーマが 1本 Fl島 とコ1年十鳥とつ交流史J

であるところ力ヽら、Ⅲ日と●,■術 ■文イヒ交流

|こ まit極 ||=11111んでt,る  Lく に 名護
■域
'15,2年

十ら15,ヽ年まで■
「
チ liに よ ,́

て,て ら,tt,1111ヽ 争■■■L言★であつたと

いう限定された1,`t itよ 覚は 福年11究 [だ
iし
IIの 印■■

'1■

な|え る. ヒくに政郭た●,

"|■

に ま矢かすことr,で きないЦ跡であ |

戦争ヒ言う
~■
をもって千山を市1■ろJ● んで

は,■ ,力i t千ヒ■)サ|ス にも
'、

きく峠う●ったと

l()(:―



tl,県上名護E城 ●1つ■つ■「t民

も考え |,′ tる .1■回朝

「

半島とは ・LttHヽ
からt化の■,交 :売にな深い関rrを 1,ち ,||
たことは ■, t長 のイその■咆+象に限定
される事なく、Ⅲlのよtヽ II究が必要であるこ

とは言うまで ,ヽない,

そこで開

“

以来,らの|サ ,1イ、Ⅲ屁ホでもイつ

かるように 世日,)日 |″館や胡先サと設と出力
して「●コ1の■―■,古空H」 .・ 美と 0ヽ一  ~感

人|―テ占の朝■■l.―_「 ;止信の交わリー
文化ヽ年の朝■通信IⅢ― |、  1巴 11と 高■―元

t lFtと 高■ブ,美―J 倭国と伽T―古代
ブ,海を越えて一_つ

`山

に 今回に■されたF
■L風土から現在の,卜 |を もっと知ろうとし
た「日韓交流の窓―●山 市 I L尚 1道
E史 ヒ瓜十′,旅―  ~警 りと食P,え

`し

 た,
●域 , 全7市道の F咆 と風上 J l● i千 t
化のケロスロードー●州道の■史と風 ■ _

■が実ILさ ″t 奥イ,の ,本い嘔史認1成つアカが
判itさ れてきた.

また 
「
●晋,‖陣IIIIバ・釜 市立‖II tと

共」枷1究 をiけている剌|キ 半島 I乱 こ日本■
によ●,■染城さヤした

~倭
■_つ |サ究 よ 学会

でも,Hさ れる大きな成果をあけてt.る
このような名謹

「
域),物

`|■

向つ ■相 11
交流から■まitた 学

“

「1,成果のうえにた ,

て、lt賀 県 ま平成13■ 5月 こ 国際学 II 丈
イと交流■業をより 1拌 うて行くため ‖物
111,4:賀 県H二交流tン ターJを 開Elし た

人■の |な 勺● ま ,H● の交流■ひt好の
促進のための「晴報提供 オΠ談 交流支IrJ

=日
|1交流史の■11を ,■する・教育と普及
業

"J ' 
■のF史  文化を描介する

~口

●文化襦′1業務J l● Fに 用する文化晴判(
を,ス業 間覧捉 l■する「■回文化嗜■ライ

'ラロー業吉 =の文,業古を行‐,ている.
また 日本の7凛岡県 tイ14 長1奇県
口県の 1県 と,卜 の釜山●成市 疇Fi市●、
全祥有道、:斉川:道 ,,]市 3道 のよ長でll成 さ
′せている :E韓海峡キドヽ1市道女1事交流会議:
は  崎F峡目が 今後、より 暉の●●

信●関係を築くためには 地域住民が 峙交
流のFt●対する理年を,■めることが二要で
あるという認|:tの もとに、 日,交流ltの理17
増このたう ■|■流事業を,Itす ることを
原H:と し、■体

'つ

な事業内容についてlll究

■●していく,_と ,)■ 11■ IHが平成li■ ,

日に/t表 された そこで名誤屋班陣物館で ま

■成12■ ●からヽ,,南t 企計 t道、14 道
の過去の圧tと ,|の現|たを11介■る ●史
と,■_′,特 ,1イ Ⅲヽ■ホを■ltするようこな
い ■せて「口li交流史理解促Li業 Jと し
ては1係する地域のL史 II究者の相

「
lF iに よ

る交満しか 平成13年 度から,tさ ,tる ように
もなった .

このように 相■にl■H■ を汁めていくたう
にはイ●lF+と よ直戴で口「究に

“

:わる人々の交

流はどうしても久かすこと力■できなt, 十回
の任史と,十を知り、九,‖のF■ と文化′,」 L
iえをしてみ,tは  ,」軒■鳥との人々つFわ |

具合がtT叫 になり、女,1関 係。)l■・ltかはたさ

れるものと思わ′せる.

4 今後の課題
名「1岸城仲物目1の■示の中とが「日本,I島

と朝年十島との交濁,・hJの■11●示であると
ころから、来i者の兄学後の反応には注目し
てt,る .と くに1ヽ ア上や ■■と■年1日 に1ま
異なった|え応があり、名護屋域

=物
■の一つ

のF色 といえる.

小学十と中十:生 ま ~電 戸力■、文i ヽ
長の■ 名護ヽヽ城 |が教千1書に ‖てくるとこ
/・ から、学,つ ,■の一業として見,し てお
り 1学習 という態■を凛著によしること
ができる.ま た平成11年 1月 1は ‖II館に
近■して

~県
●,■●1甲少年自然′,家 |が出J言1

され布i白 |"|´が]"七
=な `,た
ため、す●中t

や十級ごとの団ltの 1lHがたt'へん多くなっ

た .

●コから ,Itム と冬休iを利用した1,
たちの兄■も多くなり 学校単rlと いうより
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も、子■クラブや■ウイス●ウト カールス
カ■卜といったlL●を対象にして 古ヽよ

=ltて
いるけll■で け|こ よ ,て まJヽ十■か

',人

デ■

までのグルーフもある.■口でのF史教育の

■栞かとも思わitる が 人,|す る時のま晴を
,とると ,が IT張 りFが硬直したようによし
ろ しかし、■学の進Ⅲからそのソt情 ま千「や
かになり ■叫をしている●物節燕員に話か
|■てく/・  帰りには 国泄を与景に共に並ん
で記念写真をliる ことを■がまれる.こ の■

ll■ 1ま  もう一つ 「21 Ltを IJう 回・|つ●少
年が業う ■和教育■場_で もある.

織回信長 ■F秀吉 徳 家康は どうゆ
うわけか 本人 1またいへん魅力を感じる人
1カである.■

「
■■
=It関
係をもつこの名

:1屋城に ま 多くの■年の司体が今回各地か
ら,tl'｀ スで■■にみえる 累々と遮なる朽
ち―・てた石垣ヒ ス |・開助に登itよ玄卜推と
その島々が-9で き は物館の市設員を■れ
よ 大,1ド ラマそのままの資十1が 日前に並ん
でいる 自然景観 =+い 栞しくi普 り合えま
1叶として自分がL虹■十人公にな■てt'る こ

とに気イ」き 過去の
「
史が見えてくる L史

とはそういうものと思うし 名護屋城■物
“はそつ役告1を■・ ,て

いる.

21世 こヽ●,|1物館は I物館活動に多くの市
民すtヽ かに参,す るかということにつきると

思う

0 までの II力 11ま、IT究●,■象となる
資‖ |があ | この資十1を 1ギ‖「するlt究者
である 十姜員_がいて、●十二学芸員を収
めるた設である I物 ,J力 あ`ることを必要
朱百としていた そこで多くつけ物鮒 ます十
の1ス, 保管 管

'Tを
主な(■ とし 刊H者

へ
`,十

一
=ス
が ,'卜視さオlた感力=●い. そ■)

■■ 市民|)'1は 辻退き に|力館の″
'そ

の

ものが,]わ |■ るようになった, 11(の ,こ力it

退いたI物■はそのF■価値はヽ′lて行く‐

rt■ イが減少し続 する苺ll訃 ま投資効果の■

れた文イヒ施設として洵人されて行くことは□

li賀 県●名護ilti物 11′ ,■設■

に見えている. とくに地方に存在する●物館

よ 資11を情 1に として■ l■ する
.■―ビス業

につきるということを忘れてはいけな tヽ

21Ⅲホこのけ|″館 まこの■つの要素の1しに

「市民」がtヽ おヽ こtiわ るかとt,う ことになる.

とくに地方に/1在するけ物館は 地l・tの利用
者にt」 して

~Fi十
を情幸,と して■,する●―

ビス業_につきるのでまないかと思わitる .

そのためにも■物I自 身が
~意
識の■■_に

,■ ■ 十入れ門日の広い 奥イiの深い■物
館を口1旨十1ビ ,からる.

名護量城陣1カ |‐で|ま、常設民をあくまでも

●物館 市ヽ勁′,中心
=置
き 史実の1在認と幅の

広い性物館活動から 真つ口■つ■好交流が
■まれてくる地域|1物 1吉 を□指十べきとιえ

られる

l trt県 JL名謹屋城 中1カ

“

語長 |

【参考文献】

■賀県 |:名 :|■ ■ |ル■―■合+杓一_

Tt ■ 11「 賀県●名工F■ 4ン n

F賀 FI`:|■ ユ ||ルヽ J)●両工Ⅲ■

,■  ■=i 卜賀
jl l名 1lF■ 1ン 11口「■・L'

■ |■
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常設展示 (歴史の中の名護屋城 |
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東京国立博物館の考古資料コレクション

1ヽrcllacological Collcction in thc Tokyo Nationalヽ lus(:unl

わ力ヽ」最初のIル崎と

`占
資′|

日本

`古
学会,,01● ヒ

`古

i者のす昌

「
民■)i午 もが教|こ や参考こに■■さイlて

い二十器
`.I「
 ギ,iギ 埴硫な

= 
わなし■

●,名品はすくに月

“

「にひらわくことだろう.

そ′tら は各時代
`)t化
を千ヽまする考占資||

で、ほとんヒず,も 。)が東京国 14■ |″‖′Ⅲ
=査

..と して知 :,れ てきた 4参十旅イ:や ■JJ覧
で■■さ,1た 人々ま、■

"こ
うく|あい 十

tよ」を覚えたこ
=L思
わ,tる .ま た・ll卜の

‖「資||に■■したときなどは、コ|=L請 ら
しきさえ・

~し
たのではないだろう力ヽ またりF

■とは、研究′,■に■‖′,II別 続覧にt'も
|とをたは,したこ

==Iう
. あるいま 楷F:=■

県 市的,■の侃単に持わ‐,た世当者の
',々もまた必ず+り」観竜にlJ匡 が出向かわ 主なら

il・
`,た
十:資があると思う.

そこにま Hヽ′)`吉 十 言代咆′,■ とな
,た■+Iげ)燎 が々あり  ^考 占十史I,1¬
●を|"語 るものがら,,たからにはかならi
tヽ

安 藤 孝 一
KOichi AND0

0 文化用保it法 と東京ド●製″館
1 `吉●■コレクションのP,な

創●J,年 としている

‖物店■|lit i 明治政■|,:工代匡■せ■
,,施 ■′)―■と1_て  ●く‖民のは心を年め
た 当時 ま、文IH■化I)Zの「 に 日習を送
す F史 li l‐■的なものをlr●するしtう
誤 ,た考え方に,え 神に、分IFイ)がそれ 二|ロ
車をか|キ 押|■毀釈の■・lが |,っ た,こ の変
』川:に  l・ 府 まIII治 1■ 人政官●I「 をたし

占,F‖ 物●イFイ「に,り 出した こ●ような素
要であ ,́た ,■が 陣物だ

=li'|,大
きな
「
■

力の つてもあ.,た
明i台 ]■の,男 島1,■大,0に お

'/●

11切 つ

世覧会 1は  ,明 i台 i■陣覧会出品目録■1,
こよると■回家の漠

=|ズ
に+「コ |■ |:F■ |、

■本 |・ ||!1古
`,■
斧 |イ i力■ |■■ J11+,:

瓦t,「肛 tな ど 古瓦 il′ T Jlォ 出「
竹●■などの坪蔵1カ 1考 li育 rl l● )ほ・ l、

150余名●)‖ li者 と■|が枚‐,て ヽヽる.

り治11年 ,Л  II務省が
'中

蔵1カつ処lH lつ

いて画刊1,な titを証した.|||,、 すⅢ哉物を

発相した場合に ま内

"イ
に日
'日

い = こF,
うち,iすべき物|ま lIでい,入のうえ ■物t
に11柚 して涼

'1す

ることを定めた この■に
鴨 tイし

`●
て,1人  各地で,し

'liし
た価41の

高い理lk文化IJが  11つ 1官にヽコil,11ス彙

保存さ′lる よう =な った

これら●,W崚物については 月1■ F■以 |て

Ｌ

＞
一

の
　
ヽ
）

ン
　

る

一一一　
　
●み

ン
　
●ヤ
一

夕

　

一
ヽ

レ

，
ま

コ
　
一勺

の

ｉ

ヽ
）

一
」
一■

|ち を中 しヽに、■

したい

1 わが国最初の博物館と考古資料
日本の|III■ |,始 まいよ 明治

=11118,2
1文¬
`省

専1111_′
'名
′,も とに東京 ll i弓 島聖

十
'、

|ヽ敗におt'て |1覧会を円いた時にさかの

|キ 1 東京回●III"■ で よ、こ′,1:を も,,て

―- 10F――



東京国■●物館プ)考 吉資卜|ヨ レクション

′)|+十日な・L"' l■ t物録_と して ,lJ館
=

`F■

さ″ttt る. そitに よると 'I治 F+ニ
ま江‖,卜山占●出上 F, IJ在卜ilを「1県
1現熊本県|よ り晴入 明治 8年 に具七十全
●lu ll■ II.在 ¬■1 円t■ ]1年 に t綺 社ヽ■

,出上.il■
'国
il ヒ美
=岡
,,■ |[1現

在重要 tイし劇| IH治 13年 1武蔵
「
 il.埼玉

県1上 条ヽ出上のt崎
"●

■■■要文イし財 |

|:小 兜11‖ :|,有 +脚 |1範  '「
'な
どがみ

ら
'tる

 当■の1■¬111況 をみると lll治 ,年
に20123■  IHi台 13■ 1は 6925F点 と1■蔵品

"け

曽JIし ている.

I(よ |キの増 illこ ともな って 考占資ⅢI′
"1F,分コ ま巧治]211に  史伝部

'4区
に 占1よ

Jt他 各地ヨリIIL出 セル坦趾:力或ハ古υ、ノ遣II

ノ致市■1ltルキノIF.が Fた |十 られている

そJI後  明治22111は  い史イに7δ掘品頌 .

1133■
=は
「
咆音F第 2区に ■ ,■ ll ■

千112年 1は  考」i 1121年 に 先史 ■史、
市史 司44年に ・ L史、 京咆 有史 1● lι
吉.と 夏iに ■る変[を みることができる

F流 |114月 、大政官■■第56写 をもって

「遺共lll・扱■11_が FI定 され その第 6条
1理蔵

"F)■
lT・いも■,Lさ れた,さ らに向L

省計令で性物館への11属 1,■定されている.

明治10年 以来 '単蔵1カつ7`見き ま内吉省に

届 l出てヽ■を受けていたが 明治10年以 l・
よ官内雀で■

' 
必要なもの 1ついて ま,1カ

||で陳,1し てきた,

さら 1明治32年 に公
‐
・ ||■ た「せ

'物
,|

は、考古●十なとの■u lJで所と考のわから

なtヽ ものは1」市に納めさせ、その
'単

蔵|"の ;`

見者および「 地の■■者によ、相当の企節を

,■ うことを定めた. I:力 絆では ',■省に

■して、 必要がある場イ)に ま現品を■し出さ
せ相当のイt価を■■,て

「
輩よりまり,す らil

るよう11会 した.東京常国人■ |■東京大学 |

からも11■・・ 照会がなされていたた0、 ■■
の‖ R、 古!よ に関係するもの、そ|,ほか考古

0●卜は官内省 lirt寮ぉょび■物,1 1

石器時イヽ道|力 |ま 東京市に大学に■

'Fす

ること

とし 明i`32■ 10月 内■大臣から各道!|. "
旱良官に訓令が出された.

学 II't■若ハ

`吉

ノ■十 卜■ルヘキ埋此物

'|(ll二
μlス ル■

明,台 12年 10月 21日

内薔省神令第983号

追庁 府県
遺
't物

法第13茶 二lFり ||“祠t姜若ハ考古′

0「 卜4ルヘキ
'Ⅲ

蔵物ヲ

`け

とシタルトキハ

共ノ品質形状発11ノ 年 |]口 場げi及口11■徴

¬|ト ナルヘキ■項ヲ.I記 シ模写口|フ i`ベキ

ノ区:」 二従ヒ之 7延 知スヘシ

占墳 IJIFI〒 ,■ ノ他'11:技芸■′ヽ考吉ノ

資キ|ト ナルヘキモノハ官内省

― ●イ嗣け
^ノ
担物ハ東京十回大学

官内●ズハ東京帝」人■コ|11項理蔵物送

|」 ノ,し

'17■
■タルトキハイk・I It証言

'微
シII llノ 輩損七十ルi装置シテ之ヲtl,ス
ヘシ逗,こ二日スル費‖ハ警察賀ヲ以テ

'■シ官内省スハ東京 li国大学二要求スペシ

=¬
省丈′ヽに,t帝国人デヨリ貯煮ノ必要F

,レ 旨迪去「7■ケタル理よリニンテ
`ヽ

告後法

定ノltF階 ヲ■,ロ シ●i石

`7t tttス

Ⅲiイi権日

庫二帰F‐ シタルトキハ ltノ 官内省二係ルモ

ノハ相J`代 |llフ 以テ同●二読注シ東京市ト

人十二l■
‐ル
=ノ
ハ司|二 保管

='ノ
rt,

んン当省べIF音 スヘン

●内省スバ東京
=回
大学ヨ

'1,.歳

ノ

`′
ナ

キ旨通ヽラ■ケクル

"蔵
物ハ学 ll技芸若ハ

イ吉ノ●|二供スヘキ物
「

ノIkll,ん■ス

法t'切 問イ
`担
●発見イニ交イ」スル

=便
■ノ

延分ヲんスペシ

とt■ ら
'tた

.

■1年の明治33年  陣1カIは東京帝す 1物
`|と政ll.こ it以後、昭和22年 i月 に日 ,t‖物

■にためらit t:F省 に千′首さ|せ るまでのほ

■50年円」 0「 各地考・ら出三した占墳昨イヽつ
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東京日●|1物 rの イ古資|コ レクション

“

蔵物を しヽに 故多くつ資11が 1ス神 陳,1
さオtで きたので t・る.

2 日本考古学会の倉J立と考古学者の輩出
本の近fヽ考占子は、明+10■ESモ ース

の人II員家の発掘によ●,て字間|1認計がなさ

,■、東京十日大学法■■学剖:のヽ足と共 [当

■米 Ⅲの実国人ブョン ミルンやゴーラン
ドをましめ、夕ヽ国人■キの影響やそのた積を

■ サて進,しつつあった

町:治 11年  1東京帝卜人ヤ理十司
'に

入■した

lT■正″良Fま、理学剖
`人

1真学技宝を地1卜 とし

て 調●1,年 には ヽ京人類学会の前身であ
るソ、■学会を目1● した.人類学の中でも壮に

綺相人類学のこ場から考 ,学 研究を,ltし た

, 十円IのL民によ1 人頌宇本来のFT究 と
イ■学のII■ とを分Tす る必要があるとし

て 考と'1会を進l● させるべきであると
`えた,そのころ担しくしていた 人類デ会拌
'でもあ‐,た 帝匡は物館の二t米 |ヽ と′:談 し

で 月治28年 1月   本
`占
学会の前

'で

あ

るι凸学会を創●させた 翌1:怯間:よとして
「́ 吉学会,に誌jl第 1輸  第 1写 |が刊行さ
ツt その趣|ま書によれ ま「本会|よ同よ|」集ま

りヽ川
`考

吉学のII究に従事する:,の にして

■の口1,=1主 として遺物遺助:に拠
'1本
月
'F肛のЩ

“

, 1ヽ1、 文|り、ル|ヒを町1ら かにす

るにあり, とした ,

人●′1会から分かit 文化系の学者が中心

となり '月
',性
μl誌刊イ,と 年 夏の■会

織演会などが|‖ が
'tた

,全国から1(戦 さIせ る

資卜と

'キ

に会員も性1カ■に,■をはこび、研・ .

■■を■り合う■1■ 71場 ヒもなり、考古■TT

究の進展をみた.会の延
=は
■回性物

"`)it米吉や

“

地復 か編年をし そ′,■ も同館
の高椅控山が力1わ り 後々まで■1カ ,|を 地i
とする考古子の1占勁が引11が itて行くことに

なる.

■t米吉は教育 ,者でありL史学者、ど古

学者であった 東京‖1範 デ校助教論を■て

月治23年十日|1物館ll 11」古取刊嘔itと なる .

その 1年前の2F上つ |」に イ(■のr“言であ
る :日 本■■提要:■―稿をあらわしている

その中で考 i十 につ力見をとり入れたlt初 の

も。)と し:〔注日さオtる オ■である 明治2ヽ年
11F芸委員 1132年輩■委員、同33■

"ll館の官

"改
革に‖:t'東京市宝|1物■になり

「
史 美術 ■lj:去  人IIの 1¬

`|[′

,か ilた

け [史ヨ
'長

になる.人 正11年 同ti長 とな
,ている

三宅がF史 吉:長叶ttに」T+■●11と の■1で

`占
学 [は|す るFえ な事何が ,証 さilて い

た

三tlよ「lt'「 11会贅を陣む_ ブ、■■■市
2S liの 中で ~■他私は ,物‖の[咆 J`に属

りますし +■ さん ま■,″)人類子の教11■
r・ られた力ヽら 企掘|:な ど,),に

'て
 人■

と単1カ llと の間に、どう処分しようかと
'お
・

やうな+を  1人で相11し てヽ
“

つた事もあり

ます._■ 述べている こイtは 先litべた発
n,〒 |につtでの取lT・いについて '111321:10

月261 内
=4神
令,,S5写 [潤 Lするも II

であろう,

こⅢよう 1:宅は 言|二以来言T汽 ロヒ|+事、
III■ 31年 から会長、亡くなるJ「 |¬ 411ま でこ

′)●物館を地上とLた

`■
学会の活動 1つ と

めた.■ t√
"継
者として‖仕する●場で慟

橋t向かt」 わった.テ 11語 文
~1同

丼;Π 11つ

"■Jを はじう i先 と則と■Jな と、そのrII究

ま幅広く ‖物
",11●

■1カを上に
'1象
とし

たものであることまいうまでもない.

さらに大T■ 問から昭千L初川1に は後(■
― 原H沢人 ′ヽ幡 |「 石口 千ヽ「 、

't鳥

坊ヽ

介■が出て ,物 館をi珈 としたiI■の動 ||

は  イ(考 占
`■
卜の上流の つを |めた そ

r)“ も多くの

`吉

学者を■■  本
=凸
十界

■)`|■ 11■ lfす るところがきわめて大きく

10.[も 日本考古■会のi舌勁が

'||ら
′tて い

る.
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東京日 II物
"の
考占資 |「 コンクション

3 文イヒ財保護法と東京国立博物館

=千
125年  法隆キ●■■画●)li■

=lt i
l■化け保 :||ム _が 詢1定 され こ′,1よ絆て

"め
てJltt化嘲。)平 |=力 」た

','1た

 これ ま

'、

す|が地

^山
 ある1.まよし中にせした丈|ヒ●

■:|である,■ , i菫 |け  せIIを I旨十用|「で
こ
'tら

をHI■ |「 tし  '、 肛1の文化をIJ巧する

のが考 |十:で ある 埋11文化■はイ古●十で

これら■)資 |lt国民によく
'[´

,(t:,う たち

= わか `'十 〈i■ 公‖するのが‖物11つ
■

“

である.

Itt tiヒ ||ま  ,た ち¬民一人 人●IIの

'し

Lが
'1し

たも。)が  ヽうわ十らなくな■,て

しま■,て tiる ちのが まとんどであるが ,L
代も言つ先」とな

'ti 
社たちの市|も ●)t湘

′)祠 青ヒrlがある.にって ■ 4文化期は 全
I民 ,t,。,11■ であるとt'る .

■1し同朱謹法が■t=itて ■●■イピ■′
'

,,■ が■備 |れた l■ 1ltFヒ :●
=た
W十ろ

場

`iよ

¬|'Lを すること
=な
り ``見 された

,1物 ま任■

'こ

り、「,1,t物 ユ:_ 1ネ●さnill

●)薔■イヘ同 十:,イ tる  '申蔵文化「

`よ

 いわ

"る
ネし,と 11■ う√)で コi嗜 r)教育,員 会
it化 11の 記定を受け 卜に貨■■丈

`ヒ

嘲 ま

回111為 し 1111者 |`'IIt 発見者 ■地Ⅲi
綸者|に よⅢ賞

`ヽ

|:,■ .わ ilる .そのほ|｀■

もず,よ IF1l Fに IJI"■ |と なる.lTに
=工
な

,,の を
「
が1■ 4すること

=■'い
ては  地●

=ヤ
め置|ヽすに合IJ民がいつて .ヽ=ら れるよ

う 1 また詞●刊■ができるように中央
',各

¬1■1物■で千ス●民Jtし ようとt'う ことがII

嗜の比t円 でも,,た  L:卜■で■

':卜

●阿物

“つ
'F歳

になった|,の ま1111あ る.

+崚 2年、文化F`保占,ム■)¬:と正があ |

■●丈イヒ,「)「 保41)条項が11除 さ, 遺1カ
ますべて地方白1台 体が●TIす ること こなっ

た.本 + 考li十 で|よせ■ 退‖ブ,あ = 
そ

の場 Ⅲ :せ |"よ置くべきたと考えら■てい

る ■″イ■|と して大/.■ 1 孝占r十 はせ
,I遺■ EI力′

'二「
 体で一

=F:十
でl● |

各地域の白■や

`卜

会環境。)■ がで

'し

■|■ ん

だ■11′ ,証 ●[すであり き,,にその地域●,
日有Jl[史 ヒt化 を:1る 過■であると,こ●

,で す也■の文イヒ

"は
■●で

「

イ L11用する_

との考え■がある.

し
"ヽ

しこの改正
=よ
り、これ|ヽ らまし上陣

物編の考ど合| li旦 物|を 1(■する手段がみヽ

1,,1て しまった. こ′!ま での主IFイ丁物件′
'■

1七 十力■,●■■
=か
工くな  各||や保護法

以 ||● ,‖ li品

“

峙人の :か ま、
「
1lll tttが

発川11■ をしなt'lf 11ズ葉 まできなくな
`,て

しまった,従来 」■■1カ 10ま 申
"rit置

●

(イさ‖111● まできなtこ とにな
`,て

tヽ たが

■成ll■独 :行 l・ |ム
'、

イヒ1と {,it発掘詞査

ができる■

"を
‖えることができた,

ill力

“

によ 明治以・‐つ0い ●1也 |● ‖1:
したと物が■多く1ズ こされている こ

'tら

つ

す|よ  よLん どつものが出 卜したままつlk
態でEl'tて きたままである.そつFIに

'ザ

)

11:●処置よ何等なさitて お ,,す  員数市出が
かろうしてできるF支で l●勤川性iも のが

多い lT'ti'い・ら
~こ
うt・ う資||が布るよ

■なの [貸 し| してもら
'な
うヽったJと が

lJ ,■■もあるFi十 ■ のlll点が民ホ●再
されているのが■漫であるJな と よ (11'
ilた 話も全て鵜iみにできなtヽ事情|,あ った

')で
ある.劣化う■しみ 長iし たり ''tそ
うな ,ヽブ,が多く 保作1'理 をすit= ■■も
民ホもⅢIし となる そit,,の 合‖をヽ卜,|IJ=
地元を中しに

'し
「 |し  そ′)代 わ ||=|:■ ,↓

の地んにある■+1を 貸●してもらう,Hに 貸借

ブ,tt考 えてtか な すれ
=な
らないと咀われ

る またこitら のイr卜 は 当時‖ムにt'と さ
itた もぼ)な どで  I.r遣 |力ず,一古Fだ ||が■出

さilて
'i蔵

さitて tる |,イ)がある また現地
に遺

" l‐

lTが■ったままであ ,た り 「f責
なとも末刊

`|の

ものがある これまでは予算
上の「 1やがあ | た1こが|卜 しか,,た てあろう
が こ11か らはIL,こ と―llに ■って遺跡詞ヽ
をし  ,,t'し てtiる ●十1を  」

`し

て調だ
`可

 L

― | |



東京コ■‖物口つ考と資|コ レクション

をためて |"く `Z要
があるだろう ,t全 なす:

||と してltiや活Hlを することも国民共有の

“

rを ,っ て
'く
■lll10つ Ⅲ■で まなt'だ ろ

うつ■

4 考古資料コレクションの内容
こ′tま で見てきたように 東京ド● |力

“′,コ けケションよ明,台初■1111ま |、 日本げ)

文化
'`|‖
誠のLtと ともにら ,́た .このよ

うなF史 ||コ レクシヨン●¬容を,,日 ことこ

みて■たい

景た。,壮包は ヽイし叶IRi美 |ム以前に0卜 ll
地,ら 出土した

'畳

物があることで 考古■史
|■要なi当物が無多く 敦「 書や考古 i“:
11国 0な ど [ま燎多く掲十

'さ

れてきた 1えi
nl「 史からみでも 占i責時代●)遺 ljが最もi
●していて、■

'、

 石lLか
', 
■流:1甲

',武
人 1日■|を まし0と する地硫や占瑣高141FI

の■々がある.Iいて1ヽ 中■イヽ以にの瓦キ興
描i全■●壇

':'ド
lil など+i関 係

=物
え|ホ i出車出上品 1回ilな ど■■ ■蔵器
の火キi関係世IIl 二■県小日T塚子塚 it品
1重 ,文化サ

'な
と

'´
lt編

`も
ま多く、中

世以■も火キ■の追:力  lil中竿・・多く。,遣リ

が F/る .

■11′ t先 史時rtの ,■IIは  ■■時rt各 ||
,調 の各■「器と石器 骨′|[ :製 」古があり
||=「侶 ま迪光?「‖′ ムみすく形などイt■ 1,
な名こがそろ ,て

'る
.

弥■■イヽつせ|"よ  ■●1直方 L彙 日本
`,i

+■ 出 ::イト 肯鋼
=]で
はい1 オ 2 ■の

ほ|ヽ  鋼i=ま「2個 を■え イヽ日景多■ヨレク
ション ●賀県野抑同Jヽ F巧 :出「の

'同

,71エ

要文化員

`|は
日本■
'(で

 l‐千 県出上のつt
娑■文銅F71回■| ま器而

=ト
ンホ ■ ■

■人1つなどの画

"が
あり よく¬ら

'tて

いる.

ttt t l日 イi器 |=Itの 1菫物 よJtも 少なく

わが日で ま」1124¬ ●ユ後に日石器文化の子δ,と

があ ったもので ■年の吉1曽 1冒 ,な どこくわず
がである.

■化II Jlう ち、壮に■.til,つはい力¬青定

をしてtヽ るが ,t京 :」 i旺 |″‖ず
'考
吉資十の

に日旨完文イヒ0ま国上が 5日. 二,tFし財は「 F

(1. 重要i■ 1冒,■定はlF件がヽる.そ
`,11'

[も
「

|、 ■

'文
化II級のtrtのあるも′,よ

またまた多い● ¬為ξtの場イ,よ it逸つせ il
i=● =な t.た めに l■系||十定以

'Hま

急いで

なさllて いない.性 1カ iOでは こitら t‐ 峙代

,,=llを ■示するl‐イトに ,ス 内容
=よ
って

は矢蓄吉F分 :,あ | これを柿う01を ■+や
′百人げi●きなと■ らヽ寄言Lし てもらい 長ボ

''

充■をは,,て いる こ
'tら

i乱 ..に は未く

2-311イ にヽ|,た ●,て 0,十 ti t,あ り その■
そ●らを列i入 したち′)に ま た [iべた

't′欅 ti「 il l卜 ■l i● 県本t IIT亀 ケ,1出 上
の,1,し 器「 |り

|● ,文化
=| 
■ltダ1‐ 重要

丈イし財|な どがある.ま た可●イ71民 ホ
'Litをもってt'た | ■|"投 いてお |なが ,,あ .託

を継続している ,ヽ0)に回■つ秋単文士 1嘔 し

■■ |、 一●イ
`塚

出土 1早,1怯

'‖

十11 人物Ⅲ

14境 ¬● ′ヽ
「
イⅢ

`「

 なヒカiあ る  末京 +||

専ル

“

ま `1資 ||つ般Ⅲとしての信頼から
1 占, 薇多くつヽ証||を ,占 |‖ して そず)
■1司
'の

■示をm,て きた こ′,1■ |`行 II
Iムブ、イし」  を′)● 11カ '1,ま `, 

てしまうこと|=

な念せざるを,な 1.

ともあれ ,t京 国二 !物●
‐の考青●トコレ

クションは 文化昭儡設,ム以前げ)1卜の考古
■をリートしてきたI史 i′

'■
要資十1を■lt

している.民 示 l・[賞  調不II究を辿して
古lt文 |ヒ ,̈■明とTI葛 +に 11人 限■■してきた

●■と●読′
'コ
レクションと:ヽ えるたろう.

参考文献

:■ ,ユ ●0■ li■■Ⅲ l111=●

■■■ `=■ ■|,I、ひと 日¬う01 ■ ||■
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博物館における茶道具の整理と
調査研究に関する実践的方法論
一三井文庫別館における事例をもとに一

Practicalヽlethodology about the Arrallgenlent and

lnvestigation Research of Tea Ute]]sils in aヽ Iuseu]n

01l a B■、i、 E、 an〕 p(lil fヽi[、 ui Bunk● 1ヽ■ se unl――

l lま しう こ

2 ●IItt Iお する茶L■
3 ′ヽ■‐具′,慨念
1 草 Fす ´ヽき´ヽ人′,■,法
F 江戸時代のL■ I・ i ltる ■11兵′,,,頌

| ■代茶人の分類法

1  `ま じめに

日本キ彙洋′,古美 ll品 を1ズ歳するけ1"11

■イlilに おいて 不t共イ)|め る告1合はかな
,喘いとヽヽたるのではな|だ ろうか,1+:江
∫]時代に■■′ 人名家 長

“

な
=が
|ズ共し

た ,tlllF,や  lll治以FI政財界のii真やけ7月家

なビが

'(案

した美 IIJ古がもととな■,て設 ||さ

れた■術tでは |ス砒1古● |夕を茶道共が占
うるところが多い.

II,1時代 :■ 京都 人坂の i相
`に

呉服

と●J′,人 占を廿える豪高として、また|工尖

こま ■最人の,11ヽ Lし て発展 した :■家
が 長年十[1■ て収彙してきた■1品 は、
ヽ々な物があるにしろ そ■)|し 1を な |の ま
や ま|′ ■ヽ■であ.,た .■南 財闊家′,11型
ltな ,1と 1ヽ えるであろう

F`日 ,ム

'、

■+■●に|ヤ物11111● lLit「 :」瑣吉

が |‖ヤしたのは Ir,「 61年 11185'の ことで

あ った 二
'「

家から伝来0,■術htの市贈を
,|て 11●さitた , 寄噌●|よ迪|よ,茶

Ｆ

８

１

い

■

清 水   実
IヽillOru SHIヽ IIZl「

コンビ■―ターでの資|,■
十,十 ■―ド|■ ,,大 切さ

′ヽ■■●,も つ「●:ア |。,意 Jt

■芸員の●1に とイヽ拒■研究●■よに

おわ ||=

道共であった 私はそ■開11Jl¬ |ヽ ら1'■長
として1カすし、 以来 lJ封 [の■″|,|ヽ占■に1:

',,ご
もう|く 20年になろうとしごt・ る IH

“

当時 在、1:は ■1嘔代1手軍′,i量 :古 を1(■■
る来■llliでつ

=年
余|[■る■芸員十1■が

あっ●が 

“

道ヽt習 ったことまなく イヽi直兵
に門してはほとんヒ 証のlt態 てら,た . し
かし  ′|]まそイt力

'"ヽ
えっ
‐〔よ| ,た とり●

てtヽ る.1]ら itヽ +0)強 みで とに
'〈
 11

■かもつ1古 れを■合に,1べ て性l■するうち

に 不●■をイ|し て美術史1, ■1ヒ 史1,な 人
きな流′l"｀ 見えてきたのである そのlk'は

【覧会や図

" 
論文などで

'に
してきたが

本11で ま その活動プ)基本とな ,た 人道■つ

`11頁

 整理七 調I II■につt'て  試行‖
輩つ●:`tの ながで白′,な lt考えて来たこと
を 実践口,IIム語の一つとして提示してみた
い 珈r倫 ■■■の占Iう |こ念弓■あた 0 こ
つ小論を「 1「 し も■でオヽ道■を育:に 11し よ
うな1人 1兄と●面している十よ員計氏ヘカ参考

― l lil――



性1"軒 にお ヤろ茶遭■r,■ IIと 刊●II究 こ間 |る●崚||なユ論

となiti■ い
'あ
る.

2 博物館における茶道具
口■美■を考える場イヽ この力ヽLユ という
分野
=l・
ヤで
''コ

it i t,分野である力=「 |カ
11 ■
'1liザ
'学
芸■として よなう.な が11し い

分」1で もあるとヽヽえよう.■■という共百年

末■くい本の

「

lt文化において ま 画■やi
要 t化けなと

',名
IRた 0と いえども ´ヽ会で

1ま■●イ)道 ■_であり 'に 湯をコI力 しヽ
茶たに よ」IAを 入れ、茶■にお茶を11て て嶼|

tと いうように ■挙li lT・ ,て こそ●1ltのち
る■術●●としてし誠

`イ

している そ
'tが
専物

11 ■ljl「の1ズ載吉:に なると,11出に 保 l■ す
べきt化「

`と

な1 迪■Jと してlTわ′tな
くな1 民ホケース●中で工賞 |べ き■行

`古として きらに よil■資|:と して●
'コ
tる

ことしなる.ま さ|=こ つ|' 茶ソ、と
'1物ll ■術,:げ),ま員との ir場 =′ ,■ぃとな

る.茶道共にと
`,て
ま■||な ■|し物が

',■

11

な文化財への変容である.学去員●■||かつ

■に1,で あろうと |●
=す
るほと|・tし る、本

'、

との t場 と
=|■
の■■によるた千1よ ま ,

1,■ 本‐|の情iしを

`え

れま、政いは,青市的な

」●といえるのかもしitな い

ヽ術 ]音 を■「]||に il■する美 lT史 1お い

て

^道
具が口「究対象 1な りにくかoた ′,も 、

■,1に

'■
するIJ役●)「道共Jであったた0

であろう ,し

'(西

i千起1,の 手間である■ll史

で ま 1学 1,71iに よるl」式論 作家流 lt
t論が 絵脚 げ刻  :当 といつた

'rrlt以

(
の分類′

'■
|ヽで

'オ

,'1る 0が Ji流であ| '
でもそ′tiど変わ■,て まいないようこ感じ:,

れるか し
"・

し 118)年 1=東京卜●●ル

“

で

511さ れた■11■ 1業の

'Il 
あた 01ヽ ら

そのような

“

告い ブ
'分
TTを ■に世断する茶道

=‖
Jが  つ

''ブ
ヤンルとして

'ljlこ

のなか

でも記計され/1よ うになった そilま
=|:咆

L文イし■とヽ |と ′,■■111い と1.っ てもよ

t ξあろう.不道共十■「111■上にち ギらit

たということである 今からよえは 二十女
■11●が開館した蒔凡 よ ちようヒそげ)よ う
,け流が定■する●に当た●てtヽ たようであ

る.

3 茶道具の概念
芥道具とは何か, 「1に tえは不′,湯てlt
う■■■ということであるが そ′

'lT,は
広

t用 [二 る ・茶。
'',生
ま只湯を」|か し茶を

点でlltt i十 1な る■を,」るべし_と
'う
T

不l ltの 道■があるが そltで も少なくと ,ヽ炭
t共に● 輌Ⅲ ′`入に茶||、 A'tに ■tな
とが―ら,で I・る.  人で,1ん でいるうちはい

いが 客人をln t'て お茶を振ろ編うというこ
とになると話 ま少1,っ てくる.茶■)楊の十た

る 111に
~'、
をもでなすJと いうこと力iあ り

その上式なI′ として '1■ 人を■く F年の
´ヽ」がある力|■■各地でよく行われている

大寄せの
~わ
茶会_も  こ●,~茶■ |が基本

とな・ ,て いる

´人を茶常に招くわ 十だが、そのような茶

事ヒもなると|ヽ 々な′ヽ進■が2'と なる.1ヽ

十1,流 it il卜 って

'し

てみると 7人が最初に

`十

ちイヤ
',■

る寄|,ヒ 待

`)こ

ま 茶+''ユ向を
]古示する■●ボ′

'■

|+‖  |[卓盗 火I、 まIII

などがある.11人 |の時「]が来て腰掛に入る

, そここち・I卓盆がある.収 li卜から茶■に
入って初[と なる.● こそr'日 のA■′

'II=
|II刊 |を象徴するll卜哺が

'か
0 道■■に

は, い′ ■■ また よ1瓜Ⅲ 'な と
'｀

‖

え′,れて1.る .● 七l■lⅢ F)季節があ ,てそit

それや 0',が違う力` ●の季節11まね;りtと な
り ■十は
'器
 ズ地 '(■  ':」 など′,'t

■■や千合を■ち ‖Lて炭点itを 行う そ■
あとム「:に¬|を 杉した 0して会■ 引彙イi'と

な| ■■IPで■人をもでなす 陵
`の
■

器類も茶道共といえよう.映石で広鷹が
F■

',
11る 場合 i院のrlに ま文 ,■や訓曖IFIな と
がFt 1 11す られる.映石のlt後 に彙子カコ|て

,ち ヒなり 収掛にもとる ス′
'■
備が性
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|lll館 にお する井道質のⅢ■ヒ調査研究
=間
|る ■,■1方法計,

うと II・●や鋼Fの イヽ図で嗜入|してたIIと

=る
. =こ よltl‖ 11イ tわ ,́て イした

'お
1 迪

'1日

[ま」●旨 卜入 ,な と力:あ る. ここで
ムヽ十の中心となる挫茶が点て

','tろ
r)で ぁ

る 'tの■仙やイし入、濃本で,|,れ る十人

■■ ´ヽ|| そして
' 
水i旨などが,ヽ道具′,

なかでも
~14Jの
言い,亡■tと いうこと :な

る.設茶のあと道ユ′)■ 屯があ1 後たの炭
■苛1があ・ ,て、 しは Lく つろぎ さらに11′ヽ
′,1111があ■,て、不イトなと道

「
●)IT鬼力:あ |

迅「 となる

このように´ヽ■●
'ご
くアウトラインを見た

た |て 1,tヽ か11多 くの外道具か
trゎ
itる から

わが |ヒ 思うう'こ ltら も
=i市
によ

'■
なり

遺句ゃ●ム Iよ っても様々
=ち
って その社

み riィ,tは無限にあるとい
`,て
ヽ世言ではな

tヽ  茶t具 という′
'は
基本|,こ よこの茶事に

使われる1直兵r,こ とをtう と定表できる

そツ,よ うな茶道■のⅢ■が 力ヽブ、でもなti
■■■ 1と ってt力 に`大変

=■
■であるか想

像していただきたい な,,ま  ´ヽ人やムヽ■■
● 1`I「
'tiよ
かイ,う にとの声 |,問 こえそう

たが ■
'「

文●:1飾の1ス は品|こ は卜迪■で よ

ないものも十数,iく ちる|,す ● そit,,の 資
‖と同じスタンス1方口:論で悟理しな +′ ti

lll″■の資||■ Fl・ とはt・ えない.IⅢ II■■|ズ

出品は

'´

ヾて子間古

'な

iI究

`十

二して1崚わな

け●ばならない.茶適共と■えども|キ |力館ザ〕

(■ となった以 :よ ■J:■ による普述||か
つ|― ツドァクス

=方
法■■l■ さ,lる べきて

あろ
^

4 尊重すべき茶人の分類法
とはい.,て も茶/,場 は■人のもので″,る .

そ,tそ ,1の ′ヽ人が

'i■
|■ て1人共し■‐,(

きた茶道■のよきは 本人|■・l― iよ く|,か
‐,ているところであι,ま た ■

'、

の旧界に

は流派があ 1家 元ル1■がある 11よや拘■りi

l=当 しで ま家 ,しの意見が池●●)‖ t卜であ |

その家 iを t′ る形で各流,iと ちビラミ●ド

11の 強 ‖な II嗜 措せてltti哉が成 |● ってt

る.そ′,な うヽで茶道■を投うムヽL■ ¬よ ,|

■FIイ tか ら■くと計 ,ヽ“ 1 4t「 では
'(きなイ七書」を■‐,て きた.力 工ヽ■′)仁 た .ヽ,1■な

ど it'「 史′,ながで■ま|:「¬|卜 itて きた

背景|こ ま こit,,′ Lヽ其南′,意 ,1と キた限が
′14:し てtヽ るとt■,て もよt, こ′)よ う|:不

人 L´ Lヽ「 .“
=r,■
l.F[よ /・ ■

'も

,■行形の

L卜がある以 |、 不:し■●)●● ま7■ tt T=行

わltて きた
`・

1方 を轟■する0,かい明な■ |

■で IIろ う.十 t.し いうべき十 二
'「

た

'の場イヽ 中i″ となるこ :■ ,t■ 有衛「ilヽ |:i
スつ

`´
家 =北床|→ らヽの■噌r11の ,L択時

点 = ■
~ネ
‖1人 |つ茶t■市が入ってt択

してお| ●Itt H■ も不|し 只市 Iよ る●■ヒ
名■で午●さ●ていた ●1重、 |:"館  美術
l‐での資|1名 | よ |」 ●やオ女二tiよ る■「・l
it i′ ■,付 す:,れており 当11も その,I[
irれ なt,か、 ´ヽ■4独‖十●)|千称ヒ|ヽ うr)まそ
lti lに よくιえ11か イlた 千莉1に な■,て お

1 当ヽのコンピューターによる|(砒「 ,Hi
ttま il噌 □1■●,″ r.″  局リス:名 | として

,日 を言
=す
で■している.●―t'名 lTと して‖

流しないて かた ,(方 人ヽ■旧]の
"+貰

をL

て活用したことが、今Lな ■,て よ賢明な■択

であ ったとよしている.

5 江戸時代の道具帳に見る茶道具の分類
しか■家■は ,_ 1■キキ,オ 1人 け [|:え

:,′ rで きた,そ れら●,1,型プ,た わ′
'瞑
面か

~蔵
|・Jと が ■■|〔 _と 呼は

'tる
嗅Ⅲであ

る  :■
'=に
ルる江■崚川″)占い道具帳●

'

●力で、茶道 ,い :主千卜とな ,た も
',を
サよると

その分無|=■ ■にt型があ■たこと
'1に
え

る とltr,に よ茶事■)流ツ1に ,J‐,た■11に な
,́ておう、班■0,ス ブヽ、市[′)'1,1,こ ■|「い分

f■に只1● てtヽるプ,であろう :'「家1'場
`ヽ■本家であるJヒ家′)|`t二 ■市打叶rtつ t■

|〔

"ヽ

′ヽ道具′,迪■■としてま|い ■,J,であ

る ■|し た■■ltr 11801-S31 ザ
'も ',と
]
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性1カ,1お する茶道■の■■
=調
■|1究 に関する● l■ |1方法論

わiせ るが 致宗‖あるうち 証12=mに 世]■■■
の」ヽさな1」薇しのヽ帳で占社自身つ書き

'■

■

のある道■Tの分類を以 下に
'己

してみよう.

1旧 にか冊さ′tているうち
',1肝
日ま書Ⅲ

で 人紙 [~■跡 丈 ` ■i責 'ナ
" 
ま

書巻lJJヒ i普 されているI Iま
`t行

を示す |

2]]日 のプt紙 11ま・料祇蘭 H i“  卓
刊1 絆 葉籠 `イ, 侍略 化人_と 塁占さ
れている.本 と給H'Jの道具である.業■ ま

■i見慣 ,■ ない名Tホであるが、青ξや瓢が言こさ

itて いる

1‖ Hつま■には
~水
」ヒ ′ヽ入 ■ 茶

′ 茶杓 +置 建水 ■ 1_と F書さilて
いる. ●イヽ′)iたる●り1である

1印 日のソtlIに は lT2■ に,11こ さlιてお
り 有からに卜′,11=「茶ti 員● 小

“

物

人■ ´ヽ人盆 菓子命 軸盗 71tt i
台 itキ| ■■ 砂ヽ人 損出 ,龍  ●
ほ 額 +1板 手■ ,,■IIミ[ 舌[|| :[
徳 切, 捉二 と旱書コ tている.その他
の不迪■と日

'上

の話t共 というところう` |

細かいところではそれそれの道具帳て■異

|まあるが 幕本
"な
配,1順が定■とけであ・

たことが■える.

に記′,道共帳 1は全部て,00011余 0つ こヽさ

れているが 11じ ■の道■l「でこのうち十だ

`,た
道■■1111■余りを II[ま とめたと思
われるものがある これこま三+t● 11人っ
てか,,:書 画■茶道共日録 という名動が

'ナられてtヽ る.そ の分項
'日
を挙 すると、

~+損
J「 i肖 自|「→t書巻JI泄_~絵対物_~絵

議 ~ltl物 _ 雀_~否 合J「花入J「水七_ ′ヽ
入 「 _・ J ムヽ■_~不掏 「割|_1蓋 置J~苓● |

|||● |と

'つ
ている.ち なみに 茶道ヽは

■の1劇 1'而案とtう 慨Ⅲからこれを見ると

このままつ|こ |」で編集すれ i立派ない録がで

きそうである.こ ltら t■帳の分振酉E,1に は

オ■の流れと道具の「格 がよく
`え ',″
tt

tiる ことが■えるのである.

これらの0■ lFで ま 当■のことながら■

■,ろ 茶道具●)み を分,し てお 0 その工ヽロ
●1ま 入手した11■ 1よ るものであろうか か
なリアトラン

'ユ
='1■
されているようで

■に小■目まない. どちらかとtヽ えば名品ほ

ど育]の llに 記さオtる 1● 向にある. しかけ

■々の名■を見
'tば
た,かるが II質や■■地

などにかな ,THかい分Iば証があったことま

■

"ヽ

としてお l it■ 代瞑:な との代よ||
な蔵嗅と通じるところがある '「口蒔■には

■道其副 1の ネ ,ト ワークヤ茶占■)は本など

を通して Lユ I・ 自体 Iも 共通の認識がら ,

たようである.

0 現代茶人の分類法
そイして ま■llの 1ヽ人の分類ユ まどのような

ものであろうか,I近 なところで倉1元社発行
の i茶道手1限 :を ,↓ ると 器1カ常のi説●)な
がで不道■つ

'コ
を次のように11●● [分け

てtヽ る

l夕

'「

I古 [:

味の l●1用 IIi物  イし入 千● 卓その他 |

書院11'鳴 II ズ房具 その他
'

2,1茶 HR:

't■

前用りtl●合 lt J lkキ  仄匙
その他 |

に不11ユ
', 
水指 ムヽ人 茶● 茶

" 
その他 |

3快イ「H〒|■家■ ,本頌 '商器 その他 |

■水ド用品 :1茶■ 何杓 茶 〕 E地用品
灯火]興 その1し 切の仕属物 |

こ′,「説つなかで ま、
~'い
|■品 ま 直接

茶道具生ま呼 まないが茶を■す 1において景

:,ITkな 品I10 こitを 収扱うているもの ま

多く不道共両
'あ
る したが ,て習慣||に も

,質 t,に も茶道 R= 環をなす●,で ある 」
とWi,て いるが、要は茶道■というものを広

く

"せ

たれ よ 4事 1l Hい るもの よイ|て茶道具
といっていいのであろう. この点あまり巌密

に考える必要もないとはわれるが、■人に捉

えれば■不用..が純粋な不道具ということも
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‖IIl館 にお|する4t■つ瞥理とHi● II究 |[円するた践||力 i去論

できる

こ|,1茶道
「
帳:では装rl用 謂,L■米HI早 ,

の itを
'二

べるヒして共′,よ うな不道■を17

説している その
"●
て 1は 人,日 と小項目

があり 器物の項□のみ労を i■わ十,1■ して
みると次のようこなる 1小● Hま カソコ●に

記し 大●日111ま見やすくするた||1番号を伺
,

l ltl物 1半 F, ■lr ¬t「 色紙 t‖ 1
占十切 i肖 中 画請 絵画1 2● Ⅲ Ⅲ
3た 人

'か
ねのイし大 蔵12]のイし入 llイトつ花

人 
“

のた入 籠と瓢 1草枚, 1■ 1鎖
ll +1 5'●  渋 1■ 1薔御1風

' 
■風

炉 I風 い ま枚| `Ⅲ , I徳  テ千合
|"Hi合  ■●香● 員ヽそのlll ■道
具|、 棚ヽ物 ||,子  ■

' 
大肛 :1笥  仕

,和 11、 1水指 |カ ネ′)司 (′1 附に,の司(指
ボエ′,水指 |、 10茶 人 ||1物 本人 ,● ■
入 後
=FIイ
 ヽ 卜■′ヽ人 ′t入の蓋と

''11● 力ヽ器
'中

ス●)各● 塗■人と,絵 代ソt
llな Iイト ■茶器 |、  2茶 |,|´ 1ヽ1 カヽ杓′,
筒と綸 |、 ]3茶眈 1高■芥● 中国の茶・ L
楽■■ ・ L●. 屹 その他 京|[ 国■茶
■ |、 11五世、15t水 16某 r器  1'o卓 盗

二人人

以 卜のような,,頌項日となって .ヽる .1ヽ■

目は|`質や■
=剋
なと
',,1で
分 すられてtヽ る

力= 今||,1はやや占い感じがしなt'で もな
い こ′,分fはあくまで●心イに☆」して本道
■の,Jを証llBす るための分順であるが も
っとTIIか く分1日することも,「能であろう.

それでは :■文車の市贈日録′
'7」

編を次

ぎ11'I挙 してみよう.美術」古は■つの家か :,

そ′tも 何い,1オ ナで寄噌さ′lたのでそ●部
支■日は単な0 また1山の■+|も 混在してい
る●)で  ここで まJヒ■丼家の第一口日の寄噌
I録から茶道りヽと■■せるものを挙 デてみ

/.‐

l颯t物、 2花 入 `呑
`)、

 1風
'f山

 5薄
l● l_ 6●、 F五徳 8Ⅲ 2 ,本 指 11方ヽ

入 11■  12A碗 13茶 |1 11■ 」く 15蓋 世、
]|■ 1、 1¬ ,(イト、lS,」常、11'(箸他 20'草
詰|し  21■■1し  22鉦 他 23茶ネ|、 24帖 25

巻 26●他 2テ ■ 2Su1 29台司・ 31香●

314 32こ |力、33芸板4L、 3111●、35'1南 他

31丼、3Fi酉 器、

と,き  ここまではA道■とt.っ てもいいで
あろうが この■にはll′ ,も のが

'1●

してく

る.そのなかから茶道共としてlntゎ れるもの

を挙げると、■,皿  il+■  1211茶共 15火

ん 16白 ■ 17「 11、 32振に などがあろう
か 香道具や硯1肯なとの丈り■も茶事で1にわ
itる こともあるが ここでは 応,1物 として
おこう |:卜其|ま It卜とはたうが、●不の不

迪■である.

こ′1をみて考えられるの|よ 項目の百]'1'

茶■の流れ 111っ た11 Frを 収つつつも主要な

坊ヽ道具をit′,方に記し あとは,t道 ■や訓■
71 相:■  ilI力ふ は石の食:Fllな どF辺の
茶道具を項目Ⅲてしているとtヽ うことであ

る.こ の寄|1日 ■はごく■
'時

‖|の選定作業の

ながでまとめられたも′)の ようであるが お
そらく,■■時代以来の仁T‐t的 な茶道■市の分

●方法が基本になっているのであろう.が _U

というものは椰かくしようし¬ツtま円■のな

1.|も あるが、これまで■できたようなF」で

力ヽ人の分類が大几tえ るであろう.

7 コンピューターでの資料管理
現在 二十丈車のリリ由|で ま 家号1 寄噌け
Jり の11番 で、寄噌日

`1',分

■i写 [「千 7を

llすて資|1番 写としており 結局 まこの寄増
H録の市せ集めが台 llと なリ コンピュータ
ー●)●十日

"|デ
ータベース| もこ′,市 :贈 円

録の11番 に入力している.資十管理のうえて

も壮に不都合はない 二■文■り」■において
ま 最初の市叫□ll● )11成が,1■設立以高|の
ことで ■■家の御戯で内々に進め,,れたた
め 十去員の円りする余地はなかった. まし
めに不道具商か丼:わったとtiう ことが その

11「



旺物館にお ナる方ヽ道具′,性■と口,下 II■ 11円 する●ikll方 法論

後の :■文片 ,1"の 1ス 世品日録を束■ した

|ヽ 不迪■に嗣してはこ′)lt抗‖0な 分頂法に

来■さイしたことが かえ ,て よが ,た といえ
よう

"■,で まコンピューターをヽ大していない■

ツ||は まとんどないだろうか Hiの並べ
=

え よコンビコーターのお力■|で容易にできる

よう11な った 文化けなどで,われている絵

" 
用′シ1 附rlv器  ●ェ 漆ェ ●跡な

`、■に,質による●類も そのような
`,■ "を,,け て入力しておけは ,,べ薔えは■時 I

出来る 極瑞な十し、最初の人
',つ

11苦が
'

トラン,ム でも 分類■ロカiは ,,き |してい

,tば卜々な分類に並べ■えるこLができるF)

である.使 う側が丈イ七十方式の分頌と茶道i
の分ヽ その他必要な分■を■,させること
も可|ヒで ,は  そltそイtば,`,,班 念をし ,́
かりと把卜してt'itよ、あとはコンピ,■ ―タ

ーⅢ:+角 よ

"と
=う
ことになる0,で ある.こ

のようなiヒ は,で まもう ,t,|lt=な って

いる0)で iすまでもないだろう.ただ 各●
IIのテータをバソコン亡入力し データベー
スをイ↑ろ‖ tは tネ「 仕 IIである,そ′,ため

に|ま ちヽ始|つで まあるが仲は の資||カ ートの作

上が

'ヽ

本1,で●要■作業となる.

8 資料カート作成の大切さ
Fi十 カート|よ 各‖ル‖ 美 II● においてそ
イtぞ
'11■

蔵品に合ったものがl■わitて .ヽる で

あろうが 資十■)も つ■+貫 を■,化 し画像化
してカード化し、■■の蓄積を渕るという●

においては どのようなカートでも同じであ
る
^‐

7■ 道■も|しの資||と 変わらない¬■を

l■るわけで″,る か 茶道具に よ合|1本体■
'他

に,々 なイlEξ,があり そ′1がまた●
=な
情

|:||と なることが多い そつ■:員を■を =記
録するということが、卜道具の資||カ ート」i

成にあた ,て F)ネ 小■ある.こ itま
`「

∫も茶進

具に限 :,な いことで まあるが 茶人のしい人
′tが強い不迪其には、|」 属IFIキ て,史オ|が●

端に多い
',〔
ある.

人tul[さ れる十道■ 1ビ付日+肯
":多

くなる

の よ11ホであるが 不入なとはそ′,11た る物
とtヽ ′よう. 1■の方ヽ人を,1と して挙 十で

'
ろ
= 
ます茶人4(■があ

' 
それ|こ象レば)+

カイ寸く- 1個の場イit tlるが 不人′,好みて
そ′tぞ十t微0に美なるオ三か祇にしまitて ,え

個り」i口で,属■ること ,ヽあ ι 茶人4(■ :は
名物′[ザ )■ |イ「世|力■」くか 工地の十:前 i
ビの袋 1鶴 ル袋|力 ',い て ,111全拙やI,「

の名物梨 こよる仕●が 1 lJつ .ら 共4● 1」 r‐ す/.

こともある イ「■は 1ヽの111人 ること力i多い

イ|,あ るい|よ御物袋に入ったキ入ま 抗家と
IIは れるl●喘■きさツtたヽ本や漆:■の円筒形

の2卜に入る.l・L家にはまた

`ツ
′tな どの会が

,き  その,ス まiむ 1内価I I入 る これら
茶入の市と仕●の11 牙+′ ,1肯 よ そ

'tそ
れ

更イルなどの21包 ま
'1 1ヽ
人のネ0ま さら|二 ||

1中 伯|に 入ることもある.こ れらをさらに

'卜

1口 ,政の内,|が入る場合はtiOと もいう|

|=入れて 'I給 も風呂ltで しま,■ る という
よう 11ズ詢,■ とし裂とで何■にも入,t子情t
にな■,ているものが多い ネnlま黒漆士なビ塗
1口の場合 1,あ る また 桁の中 Iま

「
■|'il

i、 ■二などの添,たが入っている場合も多く

:」 lHで十けJつ |千 うこともおり  名古古ましそイt
らの数が多くなる.さ らに ヽ■がそれそit
の綸に古かれ 綸蓋のた和(に も書

`Jが

t・ る.

また 晰1付 さイtた とい此十しや イヽすし 包 I・

=
と|こ も■斗や,t占 なヒで,■■史卜があり と
にかく様々な情,「 i,つ iあ り 本体向|卜ず,,|[
1■い観,ヽによ7・ 刊■取りま勿論のこと こl●
ら,H品 のデータをF念 |■ カート 11」 l‐ し
必要なゥ真を撮影して

'―
ドにlrり 込むこと

,大けである
コンピ●―ターが子い二した今日では デ

'
夕lレ ■メラで撮影して画像人力し 文字テー
タもLレスソコン|=人力し カードはフリン
トアウトする方が先端1,か もしれなt'が  資
11を ,■ ■ながらの口1計 |1成 には ■十 [■
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1物■におするイヽ道具JI Ⅲ」里ヒ訓●研究に出する■,11,方
=証

する安イヽ11の 11でり|+ま ,t,よ しがしてなら

ない.ま た、電
'1信

号ではなく|力理的な手lT

Iで書き,▲しカートは データカ
',肖
え/.と い

うアクシデントまない.コ ンピコーター11t

だからこそセ■■■テイーつ

“

i力 ら`も手言き

のカードま[り 1必要ではなtか と考える.さ

らに、 た■史十なとよ文 |●,再 ]置や行門など
が占き子の,分く'IIlの格など″)微

"な
■■を

よ¬場合もある 読うないくすし+をそつま
まに写すこと ,ヽ 千言きでなけれ ま出来ない

ところである.Illすか力・
`,た
0だけそのr

ギ|を よく1巴卜するここができるものである

三井た0に おいて ま`|″∫からFOな 両■1(
りをしてしたわけで まなく  ましうは,llを
●.と ,して●‖の供↑を十語しおおよそ|,デ

ータを収り また、 どのようなイ」EFがある
力・を確認 |る |■を,すた.=障|けに年 |・|:

口IIIIす る企|"員 をイiう ため  定のテーマ
に沿った●卜』●で計しいカード,,■成を11

行して,笙めてきて この

“

業は■■も■いて

tる  全作品の詳しいカート作■はまたまた
先のことにな 0そ うであり そ211ど十11と
手間●,かかるli・ 業なのでl● るう' そオしよ11々

人が抱えるII究 テーマの資||カ ードと可しも

のだと考えれば、その大切さがわか,,て もら

えるだろう.

9 茶道具のもつ「伝来Jの意味
4道 共は 名古:'ま と●来が尊ば

'■

る.IFが

口i持 し、 どこをとう伝わ.,て ■,Ittt`,た 0
という 1伝来J力 i ■〒,の■1,■ 日1辻 1土 と
11竿 にあるいはそオし以 1に 1'ば

'せ

るの こあ

る.こ ′,Ⅲが■″i更の価11餃とオΠ●ltな いと

ころでもある |11キ風
"芸
術観で ま、1年 1古の

独副|「が最も専エコ 1る  庶民の‖t器を′ヽ道
具に取 り上 |ギるとtヽ うような茶人′,美 t計
や 利iた な´ヽ道具を倉I,1す る´ヽ人の「

'1み

_

という■念によ、現代′,lil l美行にも,」
=る

山
"i■

き 1し もあら十であるが あるF人の
■の様式がい定され それ,,が l● llを も,て

lit化さ′t そこに,+が■してくると そ
の伝来 [も ||■かイtiしてくる 計′

'il■

1_

たかとt.う こ
=オ
ヤ1地 にさイι 社会

''lLFや知名●が■すれば litヽほと1,■ ■
't 
またll

iし た■lホかliや 祭などこ戎る|力ほど珍二さ

itる .だから茶■只に1」 嵐するゴミ
',よ
うな

,き たも不H=に
'て
るば,は■1つである 人

っている1″はそのまま,ヽ しておくのか京貝りで

キ,る . それが茶道■の
~伝
|*_ を,1普るグ)で

ある.

|:社去育ヒとなった茶ヒでは 伝■の1作成と
いうものはごく自

^に 'す
入れらit喘「●さ′t

てきた,その伝+を ,イト」,にヽすもF)が  キ|
言であり 添状である.ま た茶道共によって
よ1年 1古 本体に直 二言ご■九ることも1)る . そ2t

らの書イ」のなか|[ま、■質なものもあるが、

悪■を,て ,]さ itた もイ,も あり その見|:め
か人切である.嘔 史子とはそのような箱普頌

を史11と して言y7・ ることは少なく あるいは
歌して■ざキできたといってもよいが、物に

よ
`,て

|よ 史十日―の引:Fに高いものもあ |

方|つ た,|[す るのも十111,で まない 茶道具
をI・ う■芸 ,1と しては ,十 本体|'付属||の

見極めヒ 拍書類の見,め をつけることで、
TIた に美行史|1 文化咆|1史十を■に入イtる

こと 1な るわ )で  その■をよく訓■II究す
ることで 溶ヽ■)ある民覧会が■せてき また
実証||な iI究 を進めることができるつであ

る 「●ア |す なわ t,1」 属」古や結占 添lkな
どを月念に1巴Fけ ■+11,Il+||テ キストク
リテイーク|セカ!え ることが 不道只

"1■

に

おいては大切なイ年業である.

10 学芸員の視点と茶道具研究の留意点
そのしIIlでは、二十末の′ヽ道● ま引■常に咆

オ1■■)高 tヽ価書ヽ添1人′)あ るものが多く い
わゆる「筋のtい J坊 道ヽ具件であ ,た .“が

いいというのは l‐ ,`う まヽっきりしていると

いうことである力| :■家の茶適■ ま去千家
の家,しなどが′,■■た‐,た イヽ道具が士門に出

111'



"物
‖
=お
する不道■の整理と調査研究に関するた践||ソ ,法論

ることなくそのまま伝オ,■,た も′)う '多 く、 ま
さにタイムカブセルを開 すたような1'ti兄であ

った.ま た 記録jがよく伐 |れており、文
書史||が :,も 資′|の■1,位 置付 すができて

■準作古:と

'し

なせる物が多tと t'う ■でも、

他にヤ1が ない Iど の■■の茶●■卜であっ

た.,によ千家流の

“

tヽ真 を時代‖貨に
''べ

′ι

ま そのままま丁家と二十家′
'交
流史かtえ

/.と tヽ う 大変な年の山てらったわ
'だ
が

しかしそitま、rH普 ,を 11視することなく,
合に調査したことてそ

'tが
月:,か になったの

であり ひとえに■の中を二・ ―トラルにし
て,;111に 資

=「

を見たらが すであ った . ,t

■ 美術ヽ|1視点と文化史|‐■、そ,tに ,
iTII史●llし判など、 トータレな,せ■を■たな
けれは iえ てこなか,,た う・もしたず I々
な資|を扱ってきた学よ員ならではの■点で

あ.,た といえるかもしれない. しかし そ′t
は背にヽ多くの■

'J者

がいて ましめて可能 L

●
`,た
といえよう.

イヽ道其の資|1訓●では A道 共に||し い
'ト吉レ,iltイ や それぞ,t′ ,専「i`,野の研究者

を招t'て 調■tの晰力をFく ことが不可人であ

る.こ itま 茶道共11■ らないが、ユ贋′,哉 51

と 資料の■11" 歴■1,な F~置付け|ま  私
けを交えずあくまでも客観||に厳密にイ

.わ
な

十れはならないの1ま 言うまでもない.I十に智

意したいのは 1ヽ 道に■適しかつ

'tlj14 
文

イヒ史などの」F究 者としてもt,+の ある研究者

に喜力を仰くことである 1国 人||な信 ll関 係

■)ながでわ→・らないデ1=ついて相談′,で きる

“

力者が存■する′)と しないのとで ま オヽ道
■に■する

'P■
● 1,PLの ■が出てくるとい

える

そして 次ぎに人切なことよ 自ら沐道を
習うことであろう.学よ員でかつ十人を目1旨
そうLい う人に|ま、■定の流Piで 信頼できる

光■について習い、それなりにその流派の

「[を ,笙めは1'い ()であろううヽ 不人と向のな

い 1芸 員も′いだろう.● もこの音「Illに 入り、

あまり本人,い 'F芸 員はどうかと息 ってしま

うか しかし 茶人をし向しない|■ ■もカ
ルチャースクールなビでもtヽ いか,, 業本|つ

な■法や茶道■のにt'方 を音t, そして 本
|.“ な′ヽ十をモ版すること71拒対Z要で t・

る.イ|う ための
~追
■_である茶道 ,1を は物

館  )tlj館つ資||=し て利用 ,る ため|[は

■術|| 1支 法1, 歴史||な lLI堅り)^て はな

く そF)道共の使tヽ方がある世「・わか :,な け
itば  そ′,′ ■ヽ■に 1ヽし て礼を

'す
るという

ものである また A■の中 [置が
'tた
不道

只か想●できなければ 業迪美行を去たする
資rま ない.た だ 茶道 ま口11の 世界でもあ
る.免許皆Fと もな,■ば 文字にならなt口
|:があリ キ芸員が,「 らなくて当然とtiう 面
もある.中 t十瑞な´ヽ人を気Jス って不■を
去々するよりは、|●究者としての十姜員の見

地から IIIlt tt ll“ の民ホと「T究 をオ|●

出していった′アがいいようにヽ日

'は
はして

いる.こ こから■はスヽ人のテリト|― たとよ

した場合には

'を
りく節●も必要であろう

′ヽこ■つ晨示に関しては これほど,々 な
クレームがつく分●ll,な い .それほどうるさ

方が多いということでもあろううヽ 民示ケー

スプ,| ま茶
=で

1ま ないのである.■ホさitる

資||は  その時々の屁ホテーマに沿ったコン
セブト |十想|で竹成されるものであ |、 そ

の では茶事の拘束,ま iの次|■ な ,て もtヽ
いと■ よ思

`,て
いる.■ に+と いう′,よ 流

派によって ま ||え ,1つ場合もあるのである.

茶室でのイ1来事|よ茶人のもとで茶■で習うべ

きであり、■li節 の■ホケースのながで学 ■

うというのは円tいである.ま た 茶道 :1の
収り合わせ民で :,な い瞑 1 茶

=と
可しよう

な晏ボを求める′,も 門tいであろう.大 方の

民ホは、ガラスケースという,ltで限
',れ
た

+関 内で行わイtる .■物館 美 II“ よに示の
テーマ 1沿 ,た コン■フトで それ [L¬ ろ
と思う民示

',法

を貫くべきであろう .

1,後 に研究面について一言‐1ヽ道具は

'々
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●物■にお するイヽ道共の生理と詞査II究 11判■る
=Lil rJ法

11

なl■ Iの美術工1,品 を投わな ,れ ばならない
・ l その中で由オブ)11き な分野を つツt■て
そのが■で,t‖ 1,な nI究ができるまでに

“
'J■る必要がある 私の場合|よ茶「1を研究分Ir

に,Iん だが 「世に●い知1誠Jブ ラス「11:
深い,1lJを ,つ ことで、十迪美″IL7■ t,
1七 史の研究力`よりli広 く,● t,も |)に なると思

う
',で
ある,そのためには 日分のL元に.FI

る1■蔵資■「をし,か 0と 把握することが
'(切で そこうヽ■¬回へと関しを

`ギ
て行くこと

で グローバ |レ なイ見野が出 すてくるも●,であ
る.も とよ|■  , Ill,ヒ

=つ
いては,1イさ

11,=上 にあるという強迪副念のながで■■を

してt.る |ヽ これ ま

`Ⅲ
′)ない 生続くマラ

ッンレースのようなものなのであろう.し
"ヽし ■■員に■:,す lll究者という。)はそうt,

うもr)か もしれない ,

11 おわりに

′ヽ■′,設 11を llつ ヽF111ま 、■li館 の■■

|(■ 人のけ
'Jを

■でA会″)開 IIか。,1ヒであ
ろう しかし ,|:F●茶会へr)出 P,と なる

=
班坊で まいきおぃ不人 ■ [茶会を実質||に
,え る方ヽ■■■と■芸員と′,11場の,ユいによ

る意サしの● 11かま面化してくる.不道具のll
いの斯しさを姉よする|キである '卜 IFの 不会

11ま ―tl「 |」古しないヒいうつも一つ′)見 i■で

まあるが 茶t共●,名品の多くが,術籠に1ズ
まる現今 茶人の■1に  ,√,「LI‐ よがある・・
1,+■で、′ヽつ湯文イビの,し im lが懸念さ,■て

もいる  本」|え化として■っ7tに 挙 |■ t
る不′,場である 名..を 所表する美 lj罰ち
今後は茶の場えイしl.,tに・

‐
力■る●■か―層

求め:,れ ることとなろう.

そ′,よ うな時代 中1カ館 ■術麟で ま́ 進ヽ
■の投いに■する遣切な方法論ヒ 見11が′
ホさ
'1/.こ

ととなる.そ ,t11は  こイtま で
'してきたよう11 ■われる「●■ としての不

道共の1■倍と長い堕史|,変遷をよく理t‐ した

「 で 申1″ll ■術計にお するIス 出資+|と し
(r¨■1, 美市史半|,口 |■ と,1■ を 1分に
行うこと考`と要である.´ ,く まで ,1カ 館 ■
ll■の資川として整1里保管し、IJ●

"itし■
「
公日するという0口 1を FIti十 べきであ

る そして 後はに成すべきマイし,`と いう大
市捉のもとに、資||の 11■を,1,“つつ茶会

でば,■■も考えて′|く べきであろう,伝抗1つ

な´ヽつ湯の Ⅲ界と‖|■伴ろt円でのコエ協力
を考えて行くことが 今後のあるべき方に上
で まない,と 考える.

|:■ ズ|卜 ,学 lt員 |

-121-



122-



考古資料の修復と文化財科学
―福井県家久遺跡・礫FII墓出上漆器の事例から

一Tlle Res10ration of Archaeologicalヽ 1.lterials alld
Scientillc Studies on Cultural PrOpcrtv―

Bas=l ul)o〕 l t1lC(|■ se of Lacqtler、 are rolllld in a T●lnb Ell(,れ、ed、 itll Si n〕 (|、

i]lI● 1li、■St(in Fu kui Preiccture

四 柳 嘉 章
Kasho YOTSUYANAGl

1 はし■に
2 漆器の修復

=lt究
方ユ

J がlTル |ムの■体|:

1 はじめに

家久道■ ■|■ 県武■市家久垣係FFilは

Ii野瓶‖′F■′)白 ホ■■ににJま iしており

0し t,中 I:の凛¬:'と イ洒漆器げ)再」井●11ら

ilて t'る . このll・.・
=ヒ
高141F,の 11+L保存

■]|が  ■il年 ,,021に ||・r院夫・l`占
学●=鮨■芸■内‖11よ氏らによって,:ILさ
れ |千¬Iな‖t吉が

'国

.いに大学‖物鰤り杞要:

■1ヽ li lい■31に I.i武 ざllて t.る .当時の福

+県ではイ,t民示による公FTlま画期11な こと
として み●普17に 多人i貫証があったとう
|ヽか●ている.

I成
=年
119,11 211に 当時武■ |=k市委

員会ザ)文 化 ll lF当 十であった小,Iじ ●1氏 か

ら 家久追跡ば,■ IF■ 杓にΠ14コ tていた漆
′P,,ilT依頼を受 すた.そのに小川1氏がlt中

県文化|`l■ :|セ ンターに姜

"と
なったた0そ

のままとなっていたず)であるうヽ 今回知■II

究として,^器ば,修復や,元の●|■方法につtヽ

て i ll夕 |を あ 十つつ稲イ|することにしたい.

2 漆器の修復と研究方法
にヽ遣 ||」 ||十 ,な器の1,復ヤ,7Eに

',た

●て

は|ス作延■ Lレ ブリカがイ年製さイt,=上ヰと

=ilて
いた レブリカも合成ユ11旨

`:|で
まな

く漆であること,望ましいが、そのたうり)淡

:3● 111F ITJ ●■ ■ ■+1 漆そのち
●)劣 |し 1人

‐tな ど|を

`け

る

',法

が譜じら
'1て

t.

=tヽ
こ
=li多
,‐,た , した力:っ て1,`彙 も |`|

で まなく、ましてや漆 こよる●■な復元ま不

可|ヒであ‐,t.こ こで よ||1奈器のrtり ,い
や可■力|ム を十]イ すヽる

iな器|1漆製1肯 とよはitる も′,●)■

“

|′,■

1「 まいJつ他載から,々旅の|千よは 精製 塗姜
加

“

1 胎のよ11、 ■, 下よし
"の
訓車せなどが

,,な る |― クルな
「
 業である. こ2tt十 で

も漆T史 うヽら高分子口
'¬

■ :わ たる各11分

曇1の IIイヒ薔積があり どこ こ■■を置くかで
得らitる 情報も異なる・l 漆器考古+1,視中
力■,`|わ

'tる

■業や分‖ Fl質 まli己つ |う で

ある.

1出 +直後の1111■ tl

li荼劣化の要にである

'、

陽からの紫外社をシ

|ッ トし ,■った市やタオルで造|″ を置 っ

て本l.が変形しな .ヽよ うにする.

,形状観察やF口1 ■嗅しの11■ 、 卜地,,■
無、共伴道1初  Πl~な どを.・L録する.

=長
時「:ル化Jk態におくことは望ましくない

分,+摯
4ヽ 1古
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`凸
資11の 1'■ '7Lと 文化け|十

●)で、写真撮影と計‖1を手早くイ(え て収 |

上 する

|ク リーニングをして :や以分を■去し '
―tな とを設いた ,ソ バに1■■水を充●さ

せて■,す る 窓際なと紫外議がに1,す る
場哺 1置 うヽない.■色のビニール,で覆う

こともよい.更千は冷蔵庫に保管十ろ.

1考吉学者が行うま面観

`■,実体ll輯
"に
よる4■状態や力1'"|」 +1つ餞

夕■ 言,11

,実担1図および日J察一覧まの作成 4嘆 の
'大態や■に1、 漆綸 itt it全 なとI」 ll技法

に■意して実Jlコ をltlkす ることが大切で

ある 本|口の本取りは必■椰J荼 しておく,
1支 lL財 11■ 1,HJ■ |

lユ:光ヽi分十 形漆や蒔絵顔||な とを同定
する またあるオギ●の景があイlば下地の同
定にも為効である

IE■分li 漆
=Iの
E■工程や 口直

“

||を

『
明十るために 菫墨片をボリエステルや‐

ボキシ樹‖旨に包

"し
、こ11を みく口「中の資

`:日 "微
■ 偏 )し
"微
■で製年する.

|ホ
'卜

分上分|「  士卜の同定は4嗅オ
'で
ま

間■11であるたア)ホ
'IIを
1111し て膠着

lt i漆  膠 柿渋など,を 同定する
1樹 ,の 可iと ホ取り分

'以上の分●を逆して漆器の

`籠
情報を,き

出し、●元●′l‐復に当たってはこ■)客●110な

データをもとに行う また考
'■

||に ま,李暑

編1■ 作ltし  J′,11以 夕ヽ|,年代良にを追力‖

■ることによって 'F工の捕,L関 係をより‖

●の高■もつ|=す る.分なや1'式認定にあた

.,て は主■10と の H口■を克lRするた●
=

多変量lltil占用し 宮観1'データブ
'■
'tと,角

"|な

社点から特色をi■かびにからせるこ

とも大切である.ま た●_イ|'つ■成lt'|か ら

遺ll i旦 特′
'‖
:格 に迪ることも口吉ヒである

| 力]|1 器形や分lT成栞と合わせて●
'こ

な

ど√)Tt,1'1計隔|こにも貰蔵できる 以 つ 各
方法をルF■ して

'奉

器の製作りk II、 形態 1機能

なとを総合|う にlt究 し、1しのイ器 揉相と■■

ltlす しなから ■■,占様式 食文イヒ 精■文
化 上工 流通なとを17明 し '也域社会■体
の発展,し世の市道を明かにすることが漆器考

占学のね :,,ヽである.

3 分析方法の具体例
4嗅分
'塗嗅分● ま漆 P「の1古 ■1イ llHのネ本であ |

■1卜 ||に は躊措■つま1下地を含めた●
=工

Iを 1+llUす ることこある ●者の試卜1架件「
‖|ま以T′ )よ うなものであるが 前も‐,て淡
器を内剛tで副■し 市絵などllllの 計価を知
りたい部,1に ついて ま 'lt頭微場で製茶す

る.■測しが■成さ
'■

ていない場合 ま 'み
に留意して|ltす る.木 lllり も 辺 ロメヨ

'

や市台部にそ■,て■■し よくわからない場
合|よ り片を
=|"餃
■で;ヽ号1する.

||キ |1製■工■|

::卜柿するものJ

iT嗜 H贅に 'ラ ス枚 冒イilll嗜熊、オ石
切I代、糸端 "― ,ト ラン

'ユ

 1利 1ス リH■

120-211、  11ズ リ]=100-8001 アランダ
ム イ「 に|ド H■ 1000-30X,| な  ヽし両口 1ヽ+吉

用紙 げイヒアルミナtr人 |ltl出 し1 包■液
|■ リエステル樹11や エホ■シ樹脂 |、 包埋H
J脂ないしラバーモールド |フ ィルムイド器霊

代Чl ll脂 硬化用1巨温帯  力 ,タ ーナイ
フ "t刀  ,ル バラート カバーガラス t,
わI「瓜 11■イト 注人器 長II十  ビンt,
卜11と ,

:試川の11取]1木崎漆器の場合,

,ヽ小7卜のFL片 を
"メ
ター十イフや市り」でタ

mi11に 切 | |といさ●試十1と ■る ただし
下地がテ1訃する ;どに

'と

‖ させてはt.|ナな

い. ■嗅片 よと●,キ「●であるのか注|し をさ

'tit'こ
と 白前に

'1片

採1(古 F分が選べる

場合 口
=部
には布着せさ

'■

ていることが

あり こ
'tと

体IFの サンブル ま必要,高台

襄 まrlブ,ィ l.ぅ あ`るので
't意

する ●ン
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考占●十■1´ `| イ1元 七t化 け¬■

,ル ま1デ 1で はそれ
"引

十里i:F■ ,,こ とも

■ | ||1体 :つ き211,■ LがキまLい .

できるだ す内
'ヽ

||)●―夕をヒι‐

試■1)||■ と包∫里:

1,||を■―ルト■フィjレ
=、
●イ|● ,吉

=l‐
t

lら  ′1署 J)人 きさ 11,よ るが ■11同 ‖|
に

'■
できる 'iヤtは 也J三●と引け,

イ)ユ ■
`,千

系1,ilワl● もr,=‖ |= 1■ ti
l●■■は少な

“
= ■■ まi直に行う=L

つ¬十要である.

:■ リエステ|レ樹晴 こしJ■ する 町|「「市,,r
●)1ゴ ラックヽ 1ゝ-」 を,I二 七ると こ′l

lま 31t,[`、 = モ
リ,況 ●1ヒ 十IJ)■ '|は

2 t  1111■ 5og rよ  1ヽ
`し

,t l′ ―ヽ メ ,

ク |ヽ,F:I量 111 1:1笙 鷲
「
|千

"〒
||||で

,1レ |ヒ ||||=も 3ヽう‖十F:七 4■ ttら
しうし
=,,I,,卜

■■■●1'II I■ ■J)

● ||● ■ |ウデー|を |「 ,こ 七→ヽビ要で

ある ll ll1l tr,,ヽ い4場う‖:迪 ==|
■:111イヒ‖「i,=イ+力 ■

「 ":IⅢ
11て ″,ろ  1竜

'「'不
十,, おらt まユ十 コ(●■|,=場

イヽは,1也 ,Iじ ス,',で ,「意を,する こう
した1キ
=ま
●ナl肯 1:4む JI■

「
を用tヽ て1■ 1:

し 'il也 のイ0■を■(. Il:1彙 ‖1に際して

|ま し,手会 ,ス クを青liし  =■ ,,■ ,(
セ

`.う

.

||八十1′ ,11111

,モ ールトないしア′ウム71‖ |+か ら:,tl t

](11し  TT■ 141"t,11「 川L‖  景
|■ |   オラス1反  4111■ ||,ilt l なtヽ し召

`FIⅢ
性で カー十ラン●1、 ●1ズ ∫|`

11り 2ヽ0,  11ス ''11二 |||― SIII    アラ ン

,1、  イ「  |111二 l● ||ヽ ,11, また ま「 |

水口「■

"1を

11い て
"■
する.II均 ― :FT

I,|る こと|'コ ツ■‐1,る  カ ー,■ランタユ

■Fラ ンタ」、ま
'tilく
を,「えて ,■ |'ti

ll● ,よ うに |る .

|■晰は■■り出「■1● ま糸■で す1当 ,大
きさに切すする

,り中千:,t11■ ltti,キ
=|り
i‖力を111隋 :

7レ ,iラ ートヘ′,試■■言と切中「

'ブ

レバラート1,|lil・ を,十日 1で :よ卜を

11ヽ
‐■る. 'i画 二t抱 |｀出てt,ら よう

=
■11■ ■さえてJl l■ く
:■ ィi"111tま た ま■i」で l■ 1ュ1「 ● :切贈「

十ろ‐

:ブ レバラー トlr着 ■ 11つ

"|■1 :,t17,可呼 七●1し工I「 て
',F湾

うる ,1

1■,“卍ti=凱すしなから口■する 晨
●|こ |ま |,化「 |サ ミ■li■ ●やし||し を

‐
|る こ

ともうる ビ,■■今ま,■長|′を行う
,,レ 'i,― 卜に■

,(―

'ラ
スti:■ |る

|ブ レ` ラート■必要J「● It跡名 せ|ら■
号 ,「 |11 ==|を し入しだラ |`ル を

11る

)七 ■

“'tti,1,1綱111′,■ |よ :

LIし
',「
デ IIJ::よ .,て ■11:し た■|:

を  1■Ⅲ」:ljし てイ,||す 徴il  て,11  11)t

,薇
"■
11J てF:■ する こ

`,■
●
=|■
し

て ,前 |=し |,つり|■ 七十ろ+シ ,1レ |■■|

=イ
II!し ておtた Iが  ,1定 F)||け ,(拠→イ1

1,れ て■利で,ろ

:ⅢⅢ●視ス●,111,と して ま す|・■,tl:社
の‖性tt卍 ,ヽ し 口,を 計‖:す る 十1=下
1也の,1茶 は■,で ,́| ■1"ヽ1子 ‐剋,,I・
■■,す | ,t十  J● ■どを話り:|る  ●||
|lr■ ,,r)は 偏t■ lk■でj‐

"|い
えを,,,ヽ

し ■
"′

)IH,:しFをつきヒ■る.稿 ,Lmr(

■ ま|,I′,ti=1111質 tt■11,「 1嶋 十ヽ
=1,

,,で |る う||」tiヒ ■ ,t'"111し く
'II者が,,1旨■t'ヤ て,li「 ■11(■ ■■つこと,

大切である

よ |=卜 ∫L■)|,■ 1●  つまIMヽ  11, 1じ iヒ
,)F・ tを 行う.=|ヽ し ,■れの11定 ま 日

'114[察であるたち ^し ,1●,||,1ま し「 1ヒ lt
l・なとと

',●
■,大 |」十 :,刊 ド「■ろ十

`,中
■ |,

′,‐●″,I,  Jヽ ||`,,t,1■ Fと
',|||十
1=よ  ,I II

,1+ろ 二
=|■`■
てある.絆■

^卜

,,場 イ)は
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考占資■の1夕| に,し Lt化 け|■ :

'、

小′,'1■水
=■
),it■ lli認できることう:

●  これ
=ナ
,111=|¨ :ラマi■ |ヽ■1敲 !:"|

できる ■層′,I:不 +色 嗜は
'il,吉
ま,tt

l.=,jま
=く
 1ヽい|■●■itl′●する|'化

′千ι蘭正●
=.ら
る.望し■|":令■ tl:早 也

“

|い もや
=Liヤ

!まならな11,ば ,√,1うで

,,li山 ■ ,Ⅲ  +系
`ヒ

ど‖力→ヽtF:tllする.

,||" |■ 4は「ilt ¨世 iわ :ヽてよ 111,肯品

中,,ズ iレ クマー●
=ち
1 11:辛 4ヒ

`H"は 'tして■|:=あ る ホし41′t ベン
'ラ
.や |

日ヽ そ● 11:也で ま|■ |1晨 14■隋|て、■に
'Ll● 41"で視′11´ て写

=を
■,′ し こ|,ら と

:二十li tに■くして[世 Flll t,Lに さtrt
,4Ц titrl■する.■ LII F′ ,1日 々

',I■
't故

■ 1■ r■ ,●■1ょ るか `Ⅲ Ⅲイまま肯i者●

"よ
111武 Jり L■ lt i七 もちえ,,「●11111

11:it.し lJ■ 1:14j■■されてtる こと|｀′

t lt,■■,,■糸 iキ ,,"11■幅tl■
4( ●11111を Jli lる 二== そ

r,I′ 1人

■ら
'|■
1■ と
''同
tができる. こitら 。)11

1:「 :「 11111-1011占 li ltl,こ |る  11ヽ Fli

li11で きる
',=■
lt i ]tl'■ ||||"● う|よ

1:||■■,Fiで 11111る

り,IJ,II=よ って■iぼ綱4で ま,,|● it

i FIを 得るこしかでき ,一 |が ,「貨
`lt'しま「:に 11'L■ ||=千瘤|■)lt t 製11つ 」I

質■1巴 :+で きる
')で
 ■」|二 わ |ろ ■′「け||

f)lrt■ 111に ,1:■ li辿●:,迪 ること→:で き

■

,■■1'■●)it t_

,■■■ 1は 続tt一覧ま i■ ,′十日'■を|」

ス |る .'′ |レ ムま■ラー 1'｀ 一十■ 7イ ■

=、

十,1lI,■ ラーネ,テ「′7′ |レ ′、|デーラ

イ: をIΠ いる. |よ● よIS(,11■ う1 50■ )
|,F,が■ましヽす [支 1■tt ヒ

=itl■

'し

|=ル :が ,7・ るび
'■
 振動 [|卜 ましなヤitま

な,.=t, rl ll卜 嗜
"itt,,で
 と
')I:|●

:

ヒントをイ■,■れま●切なプ,か
=〈
`え

る

1扇 |し洒

"titつ

コンテン十一 ま111→ きると

lll:It'で た 0■ lt● 11く なる.■ lr til

,L‖十間 ま■■ 11,iる よ

'も

 に両■出i十
=Π

Iた まう|｀効.+1向て″,る .

:Ⅲ llび,「

'夕
■|ボ ■

■シタiレ ■メラか|:FTし てtる

'ど
 "ド

は不要 'J像 されたネ,7イ ■」、ま,ィ ル1.

スキ■ナー|ヽ らハ ソコン IJ(|:ム
^ 
ビ

'■■,よ l tT喝 ■■るよ1 川 によ●て「 |,t
るた
'I.1人

:[● する I」エツフトに|よ フオ

トショ,ア iヒ■iあ る.こ ′)●

“
=ま
′` ノ」

ンF,ス インメモリー●´J'|た と治111レ |じ

要ておろ ■ジヤルイヒして■■することま劣
イビを

'ら

くし嘲tt t嘔
=●
るし、 インター■′

| :よ るデータ

''や
 |ヒ 1崚

"|■

■の■■■

■●らろ

4 分析結果

'11=IIF j門

1る Чilの う| し1't● 曖■
f敲■をよイミく tr,1= ラt で|ま  す,|′,1う

11しLし て使用する.

:■ L漆 |十 色
`,■
なⅢIIで ある

': ilいやベン■ラ
「
●(,1が ■同t●り● 1は

~,●

こ漆 1本 1lt J二 十莉
=¬
「‐,tl■ ilし

1lti■ ■ま
~ホ
し ,,t,“■「lt溜 _ヽ ヘレ

■ラ■_■
==ソ
ti」 |る  よく,t■ ■る

'711^.:ち
^ iろ
しl tよ
~114■
■
=し
‐
,

11て lLを |'キで■イ,■ 日ヽを[し た .ヽの | と

′)|し 11■
=|す
るた01用 t・ ない り 面ヽ七

も■色■′,J=イ、ま 't同 ,と ,「治■LIト
J定 |な _ 口|■ ■■ず

'=イ
)は
~■
■こ

|,ti l■  `ち ろい よ●111■ まえ I'セ .

,t_ 十沐_ ネ1■■_■ itl]tiる .

I IIし

'L■
i系

“

|: :|■ 4,,色 ″,場イ:
+こ●■の泊lrに よ ,て :「llH[う,,ら lt

ら ,tttt r ‐洲|IⅢ ■挫.■ Jt系
`ヒ

合17

11■ ■
=●
,■ LⅢ Iを 含むtr't~■ し

“

|、 卑し111を ,ま ないも',il■
L iζ

林Jと してに11+る  ●しネ松 =litて ま、
■■・||を ,ん =:な

くても議自体ブ,■ |

が′●|し :,itに  さらに 1地 しをヽ11し
て勺瞑では■● 1'とえる 品質つ刊,1■ 日
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考吉資■|の修復 復 ,こ と文イヒ財1学

||■ '|の「 からもⅢ者
のとり1は必要であ

る.末 同,この場合は 1ま しめに
~■
t漆

(未 司定,と ことわる.内外面とも黒色漆
の場合は

~t単
色漆J 同じく単色系は

「総■色系i公 J`いわゆる 硫 ■_は両者を

含も|、 ●面赤色外面黒色 1ま 「内赤外黒t
漆J Flじ く「内ホ外単色系漆Jと する.

ホ色搬料力¬囀定されている場合は「内朱夕|

■色漆 あるいは
~内
赤 1ベ ンガラ,外黒

色漆Jな どと呼ヽする.
1'卜 地の分類 : 置の社い鉱1勿粒 子を‖いた

ものは「地の

'漆
下地 J、 ■■■使Hlは

「1+藻上漆 卜lL_ より細かい砥の粒 tlllJは

「サビ (錆
'漆
下地J、 膠使用は「lLの粉ま

たはすビ (錆,膠 卜地Jと する.漆工芸で
は膠下地は地の粉 |万造地,、 地の

")十

狐

の

'1切
り交せ,、 地の粉文|ま出社 (加乃

地 十日地 泥地)に分 |ナ られる.炭 ljは
漆を用いた1,の は 1炭粉漆 ド地J 柿渋を
,1い たものは

~■
粉渋下地_と する.

1■ 1分●子の分類 ll地の■粉ヤ子は下記の

ように 3分類する.

細粒 破r.・ iliが中粒炭粉より細かく民冷
粒子は均―で、針葉樹などの木口組

織を企くととめないもの.

中世 炭粉泄 rは ]、 2 μinメ 5-10 μ nl

'度
の

'状
粒子と長径 5μ m前後の

多角形ヽ子なとかいなり ‖葉lilな
どの水日lll銀 はごく一部にしか認め

られないもの.

綱ヤ 破■エオ「 が*Fく ,1来樹などの木日肛
織を各所 11と とめるもの.炭粉It F
は不均 で各ll形状のものを,み、
長●30μ ■1前後の

'状
ないし絆ll lt

子を含むことが多い.

なお、l1/告において●■ 1社は木崎 1ト

地,か ら順に番号 111-1を 11し て説明す

る  よ層変質_と よ記したものは 酸化
劣イヒけ上ruの形成を意味する

塗膜分析

No l(写真 1)硯箱 (総黒色系)
硯
`‖

枚岩、ほと恒1面「 部
は漆塗り,、 水

滴 (企鋼製
' 
旱 ユが1ス糾さオtた単色系漆

Fり 方ll硯侑.=日 は不明,
4膜分析
外面|■

'粉
漆l地層.層厚ィ(詳.■粉は,葉

lilです1子の沐
'度

は中11,21漆層.層■21μ m
育

'後

.去層 5μ m前後が変質.●漆■.口厚
24 μ nl前 後,表層10 μ nl前後が変質.●漆層.

]●2,μ ln肯 1後 .ま層 F μn〕 肯i後が変質.
No 2(写真 1)イヒ粧箱 (総黒色 )
人り隅tr■ L漆塗り方形イヒt箱で 下,に
は枚を割りぬいたネしに和鏡が収められ、そ

の上に板材を敷いて毛抜きとl・
‐
り欽が置かオt

てヽヽた.,1日 はイ`明.

塗慎分析

外面|1地の粉 (鉱物沐l子 )漆 1地層.層 亨74

μm.地の粉は石共 長石 ●色鉱lJか らな
り ,度はやや細かい.21黒色漆層.層 亨24
μm肯,後.早色

“

オlⅢ出肛,が沈殿している.

●子は畑かく 105μ m以下,'つ  である.
●漆FH.用厚30“ nl前後.■層 ;“ m前後が

変質,■漆層,層 |120μ nlit後 .ま層10μ m
が変質

No 3(写真2)烏帽子 (総黒色系)
提l■ された時帽子片からはへり,塗 り部

`トの状態は不明で、,1え ば211の布を重ねてい

るなと′)晴報は得られていない.漆は表面に

塗ら′■おり、市の繊維はや糸と,糸が1本ず
つ交卜した平・1布 .密度としては l cnl内 に

経糸 緯糸440本前後.繊訃の断面形状は痕
跡だ|十なので 同定にはいたっていない.

塗膜分ll

夕ヽ面■lj.絆糸載証束断面は、長径200μ m、

短径30“ m 
“

糸繊推束幅24 μ Hl.イ表層′,

淡は変質してtヽる.2漆層.層
'15 
μ nl前 後

1地の粉はなく ただちに漆|.●漆H.H■
15 μln前後,全体が変質している.

No 4(写真 2)器形不詳 (総黒色 )
器形 去面観察

12F
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写真 1 漆器塗膜層顕微鏡写真
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写真 2 漆器塗膜層顕微鏡写真

No 3

鳥1冒子

×260

ヽ
｀

同■

繊維部分の拡大

×520

No4
化粧箱か

x520

｀
ζヾ嗣ぶ

|゛ |ヽ
'11ヽ
■
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考吉資ケ|の 1'復  復,こ と文イヒ財卜学

■杓の社葬者の足りし付近に

`瞑
||が散乱し

ていたもので、器形不計だが化lT箱 と同じ塗

よ iliがと,,れている.旬 Hは不lll

r嗅分ll
クト面1,地のtr tュ物 l‐■,漆下地層.層厚7,

μm.地の
'は
■人 長石 `色紘物からな

り |[●はやや柵かい.21黒色漆Π.F厚 24
-30μ ■,.黒色■■ 1湘 II)が洸殿している.

ヤ子は制かく 10 5 μ nl以 ド,tl― である.

ヽ
^口
.層厚24μ ml'後 .表層 5 μ nit偽か

変質. ■漆ロ ロ●20″ m前後` ま口 7μ n〕
が変質.

No 5(写真 1)朱漆器 (総赤色か内面赤色)
器形 表面観・‐

lll献土器 1 11土師器m)の底部外輌iに ,
をしていたもので この漆器′,■か内面に皿
がこかれていたものであろう.器形不:羊 ,

塗度 7」 析

内外面不.T'1地の粉 |」 物粒 r)漆下地層

層●24 μ ln以 1・ 地の精は石人 長● ●色
鉱物からなり lt●はやや細かtヽ.2■色漆
層.層●24μ ml'篠 .黒 L“卜 ,7m煙

'力
'■

殿 している.粒 rは細かく (05`′ m以下 ,

均―である.:漆層.層 |110“ Hl前 後.■層
5“ nl前 後が変質.II未漆Π.F厚 7-Oμ
nl 未粒子は3-5″ ml,度のものが綱く分
散し、大きなものでは10× 1,μ nl l長 方形 ,

をまかる.

赤夕I分光分析

分光学 (SpectrOs● op● |は 「光と物質ヒ

の|」 ■t用によって■じる)しの強度やエネル

キー変化を,1べる学「lJと 定義され にるの
lFF動 をしている分子に波長を連続1,に変イヒさ

せてホ外llを 照射してⅢくと 分了の固有振
動と同じ周波数の赤夕ヽ線か吸収され 分子市
達に応したスペクトルがイ7ら

'tる

.こ のスペ

クトルから分子情造をll‐ llrす る方法を71タト組

吸1又スベクトル法という.

漆塗]|の分析によフーリエ変換赤タト分光法

IFT-lRIを用いた. llタト光は,iホ外 |:に以

14000-4000c nl 、波長700nl■ -25″ m)

普通赤タト 1波数4000ヽ 400cm l渡 長25ヽ 25

μn■  tlr夕ヽ (泄数400～ 10cmヽ 波長23″

lllヽ l mnl)に 分けらヤせるが ここで,ま普通
赤外光を用いる.波数は l rl■ 当たりの減′

'
数で 振動数をt速度で制ったものであり
渋長の逆数である.

「
T― IRは 普通/1外′)場 合は波数4000-

100cm‐ つたを 2つの,ヒ束 |三分害」し 1つ は
,1定 し 1回 t境  ミラーA, lL方の光路長
は可動ミラー 1可動鈍 ミラーB'を 月,いて
変化させる.つ まり干渉訂からイII日の単なる

光が出るわけで 2つの )し束 |・|の ll計が変化
すると「 渉

′,結果 ″Iえ合′,さ った部分と差
し,かれた:F分 のス7Vlが■すること|[よ っ
て 強度の変化が起こる.すなわち「 渉図1′
が

`号

られる.フ ーリエ変換という数学的操
`を行うと 干渉図形は時間領政から振動数領

域のスペクトル点の 1つ に変換される.ビ ス

トンの長さを連市的に変イヒさせ、 ミラーBの
位置を副Hmじ  た束 Bの 光路を変化させる.
この変化させた各点において、次々とフーリ

エ変換を4,う と完全なホタ|ス ペクトルが得¨

イしる. こ′)よ うにして得らイしたス′ヽクトルを

あらかしめ■ :,れているネrの スペクトルと

比l‐ l・ .lす ることによって、■■|1及 び顔 ll

の同定ができる.

分¬iH試 ||は 1ヽ 2 ngを 採収しKI〕 rl臭

化カリウ」、1 100illgと と ,ヽに メノウllで略り

潰して、これを錠制成形器で加圧成サI夕 したも

のを用いた 帆 剤法).条件は分ll l能 4 cnl

市算回数11、 アボダイゼーション関数(ヽヽne.

樅仙は吸光Fr(Ab、 す、泄軸は波数 |カ イザ

ー)で ある 1測 定機器は 1本 分光製rT
IR4201.

1対 1 1ノ ーマライズ)は No l(■箱●1

とヽ o4 1ヽo2のイヒl■ lHと 同一●)のホ外組
1吸収スペクトルに ネ羊テータとして班 lLの
■i小塗慎 1岩手県 1ヽ法寺産 19,2年 作製,I
の吸収を重ねたもの.2,と もに1465-
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家久遺跡硯箱 No2 4の赤夕I線吸収スペクトル図 1

・ ■i三ニニ |

='=   4om
●章回数 16
アボタイ= ラ=ン

図 2 家久遺跡No3鳥帽子の赤外線吸収スペクトル

●●||,,Ⅲ O● 11Ⅲ l

l■ 襄● 1岩手県,■予■ 1032年作製
i家人i跡 oヽ2 ,1首 |
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^●
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'箱
||Cos● e

|

|

|‐ __■ _:__|  ‐ | |
・`・●:.≡■|||     ・   _

,督   `cm
l・■□衣  6
アボタイt― シ=レ  CoJ●●

●●●●|●0●1,● -11

'精

型す 1岩手県
==■
Ё 1992三 ,製 |

`家

久造 Nヽo 3鳩幅子|
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■■,,|,j● 11, |

|,ゴ    4t,,                       |■ 事■ =千県
==■
嗜  =,,三 年型

■■匝, 16                       :年 ■■田上日着下道す生J 10■ |]

ア■夕´■― ,コ ン Ces n●                 1京 λ豪

'No 5 
■|',ヽ

図 4 No5朱漆器の蛍光 X線定性分析スベクトル

イ古F■ ●|141 41りしLえ千し聰「 年

図3 家久遺跡No5朱漆器の赤外線吸収スペクトル
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]450=mi ■舌トメテレンLI の曖収が11く

3F■c nl =■ すて
'日
― 卜とな■,て t.る

こうした●向 よ占t'出 1漆 希にしましば,こ ら

,tる . 12さ 0‐ 1ゼ FI=■]~ヴ )吸 1て |｀ ||:ヽ ことも

■遣している.「 は10FI-1 030cnl:が増大

L〔オjl劣

`ヒ

√
'1雪
`;力

il]ら イtる  し
“

しヽ
`ilト|,1 3100c nl‐ |フ エツールII―●HI

212,c nl 
‐   2850=|,1 :  ]F20ヽ 171Sc ll   lカ

ル■レi'' 11コ )ヽ 1030cnl‐  |"苫
'レ
′`ク|

1280(■111フ ニツー ,レ 1 lo,o-1 111cill

l多 F ゴ !、
=|の

Flスが■認できる0で 、

1141真 ヒ1111■〔きる.

「
2 1ノ ーマライス|はヽ●: |■ 嘔 71

●,,tな るJ``いでのテータである キ
'ト
データ

|ま現ir)J:漆塗■ 1岩 千県i争 法+■  1,12年

■■ 11. 区 1の oヽl ll」 |「 :| と oヽl
lNo 2の化
「
ilと

'1 

■ | し■
'■

したI吼 1ズを

示すか :ま 10FI-1031t■111多 ‖ ゴム
質|',|■ |スカ'人 きく|ヽな

'r)劣
ィビカ'■ ら

'tる

.

1ま 1281(ln~ |フ エ′-1'| つll・ 1ス
'11い

か :=と ′
`し

は■●していない .

113 1ノ ーマライズ|は oヽ3 1■漆器:|

の1ヽ
'い
泉及11ス ペクトル = 上ヒ咬デ

ータとし

て力i潟 県四 に‖|:亘下

'生

助
`)■
漆 |||、 ■●

の■ittFIた 1岩■県

'“

|ム十■ 1102年作製

',′,嘔 1ズ を■|■ たもの oヽ31烏 IH r.と ,t
llし た|■ 1(|ケ 1牛 を,するが 劣化漆のJ(型 で
ある● |ル|=[く ゴ

'■
●1曽 人か

'と

ら,tる

蛍光X線分析

oヽlの●●L顔十 1定のために■■ヽ
'分

liを おこなった 1図 11.● 光ヽ■■lTは 訳

111=ヽ 報を11て ると 元I特 |●)ヽ■ |■■
ヽ■ないし,1● ヽ■|が :し■ 1枚出|■る .

この,に■と強曖をル1,LIる ことによ
`,て
元素

“

,定 1■やtiオ |「 を行う方法である 1分 li条
件は ドi」 |

1に用t器 :PHlに IPS Pヽ 1025 エネルギー

分ltll蛍光 Xi分
'千

装置

世Чll■  RIタ ー■ '卜 |ヽ .

,出 :::南分11能電了|11,Si半 導ll il‖掃.

考世i資 |に ,1'イ| ′ltと え化1:千「学.

口1定 条件 131kヽ  20μ 、ヽ フ イルター

ドApi(■1 111scc

洒:定■■出ケ :人 気 洲iJtrょ l nim ■
ンブル
",'に

入ltて コ1定

十i菫 11に お ヤる十要元業 まHg S311`

Ft「「
'' Cuセ
1%で  ホ色ぼ||ま ,t lH=S

である |「 oま漆から|

5  ′l｀子吉

以 に|l ti^器●)分●Iロユ 市
=='tて

¬i

言した 菫■ 1■や Fl也′,17町  'な |`ザ ,アイし
,■ 1兄′)分
「
は漆7ン

'1'イ

| ・ヽ●元11は

',■ =ti■ lRで あ |、 十イit■ liに こうした11■ は

i`rさ せておくことが大切である 以下、分
析,奈‖つし■につtヽ て筒弁書きに■ITし  ま
とめとしたい

1ヽ凛 |■■世
'と

と言|′い古
''「
]日

■,F■は‖メし
',I′

|■イ
=lni X●

●20,1

■111し
'ヒ

束 国 5,を呈しⅢ■ :「に1聾キヨ:ナ
t・る.副十肝,の 1`世 ま、 ますⅢ■に■帽丁二
その同
'J[■
ll用 の 出■|]ツトII川 |“ :こ

が,t ●吉Fllは 十しの塗1莫が付着してt'た .

こ″)●崚は,,■力・らホ漆:『であること
'111H

しており 半llま不:+だがこの漆Iず
'1'1

し 1ヽ1 中世 Jmイ|す置かllて いた|,Iた

`え
:,11る .胸 げ)ら た 01=ま■

'と
イヒll'有

レのに伸1山 には人,,と I・ ソ, ILitiけ に11吉 :

を合し,ti茶 片つ:敲たして|た .''Fi■ ■ま

この1■嗅とイヒ|■稿は 41く 11 の■■■■で

41■暉 ||,11し であ・ た.● ′,十′'理
由(

11-11の パーツう■卜ltさ ltた Jlで あろう

BI分 lTi茶 イト■■色
■べて,■ 質の

“

|]lLで あるが い器によ
.,てヽ
`,J'tい

がある

oヽl■箱 |ド Jま |:I・ による漆下llで  そ
つ上の漆営 ま:|で あるが、進  =早 色■
111しⅢIを ,んだ41を ||ん でいないこと
から に■の地1'■ ‐f/1カ t了 1漆漆程

"■

,

■れ ま ランクまドである し
"・

し漆4Jの

よ顧 ま変●してお | |||■ ●かし嘔旱:,お
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図5 家久遺跡時 「墓と副葬品の位置 (武生市教育委員会原図)
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考li資 |IC,修 ′1 復i=tイし,111学

が|している

oヽ2イし
'伯
 oヽ41こ ′

'2つ
ま11し ●■ :

l■であることから ■1 品と
`え

らitる . |

地 ま地のわ淡 1地で ヽ■工|「 もt に卑色
漆 IT色■|を ,ん だ:● |を ■し 1彗 .. 漆

4]●)去 1国 は変質してお | 十分なね●し
=

「「う:オ,かれてtヽ る.

世遺tホ出+■):,16■L=し て ま兵Ⅲll■

口1´不1 11町Iiヒ il、 京都市有京区「 i条 :坊

福田「|■多■■ 福¨市しI々口■■ t■ ,
条

"跡
など,あ るが i茶オ|●,製 111支 |ムをιえ

るうえで参考となるのは11■ 県
'ti山

|:ボ |

“

1泄跡11で ある.  ■十■,1に 関連する18弓

上坑
=.ら
全 叡 鋼 全鋼 ■■の多■+L

持上■lk企属製||を 11め た淡竹 111●杞 |力
'

出「 し、11F:の ない貨工な資|「 として

'十

日を

あつわた 法昴は「 面で10X Scm l需高 ま
イ`1呵  器形は

'せ
蓋形式が想定や t ■■

など■ti動 は■らltない.4i着せ まヽ ■■視

|:よ ると嗣
'分

|'で鰐 H¬
`,ヒ
ボ告:,■¬:● [Jl

ilし さltた ,ヽ。 )t tllつ ltる .

■li‖ 氣を要ltす ると,,1「 とヽ ,のリリ仲l ll

がヽ | でヽ|ま 用オ 着せとコクソ |,1+
木■1部

`卜

がFじめウ tた  コケツ ま本吉llt書
`分|[lt iれたヽ●)で い1面三角形1'tに しっか

OL」 ケッΠ′|さ れた後 繊詢11■の |,√ )十 ら
なるヨクツ漆

"｀

り申わtま れ さ|,1 li市 ■ L
地の十1`ヽが ltさ れてtヽ る.地′,● :なの三111に

は判オヽい|1円 。,本理iか
"っ
ており 檜など

の■■がせ択さittも √,と 思わltる  |lfri

刊茶打i吃 でよ とヽBでは呵らかに■■■Iか

■なっていた このi+11であるが Aを
'卜

Ⅲ

とした場合 Bを 内而′,Iと 見るが 需 L身
のtt'■ tt々 な考え方がある, il「 +と
11● ,¬ 夕ヽ ま司L=i●がlLさ ,tる から、 夕ヽ画|ま

「
■11 ■|ま 少し上11 t F略 した L見るこ

ともできよう.■姜「 ■はljヤせのうえに地

つ,iな「 1也 '色 i●  iな  ,●  i李  ,なの11で
あった ●代i^器の :質 1品 や埼す|の  ¬:に も
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'し
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=1也
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=漆
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tだけの■+IL■えら,していないつ=、 ■層イヽ

イト,た質しているこし ■
'卜

が,tiIか :,も

劣イヒう`
=LIヽ
ことか11呵 してt'る ′,て、 1 『̈

,な 1 lⅢ 用したも√,LI子 た,,れ る 北十出上
●,■帽手

''Iか
ら4久 i曇 :|,||,11置 づ 1を イ

えて■よう

Jし ,上でこitま で 11し た■世′,鳥 ll子のう

ち■■,Iが ,1,れ た,,|ま 富 1県小
'モ

IF「

工||,ビ lli 112ヽ 1ド■
=こ
 I,1lL 1 lbロ ド

:計 |■ i出■1 ■ ,1輛: 明道,1,■励 115

肛t ili■ FH r SEllPI「 |て  こ
't■は′ヽ■分■劣化が著しく市1月 の1,旧 rヒ 考え

■■るものであ|,た ,TFル l県刊林‖夫イヽ■1曇

111:,|ま 151嗜このSR lll:,|」 ,日 rう 出`+し

,は 2■の社推を■なて淡■ |さ れた |■ 11
であ ,た .ボ ,卜分)L分 li■ i吉 Jtま +'|■によ

る劣化も■く ■■●1,■ |よ極めて良好で
あ1 常F:日外でl.Hし た ,ヽ●で まないよう
に思われた.■せ1,に まill,墨助では■糸ヒ

■糸,1本ずつ交11Lた +■ 4jて イ嘔とし
ては lcmに つき■イ 世糸31イ (11後 の判‖か
t,1:,,う らヽ 21イ(,'ま で′,オ]い も′,ま でか,
ら
'1た
 t糸 のⅢ,■ 1,幅 は121“ nl肯i後 や

糸のlll‖「来幅 ま255-2,lXll「 μ nlで ある

こ′
'■
■ 1に 1■■1'tブ ,TH Ⅲい■■ ■Fi ニ

世 育●●物■らなる I ILが■ら
'tて
1,1,

■:F`ヒ されている さら [‖ 1"に よる
'Lン
ヽ

層七2な いしt嗜
=L′
,沐居,■ られた入金

なものであ●,た

道力 I造 lT'1ま 「●r,JI :で ,|¬ i■ 1盲■と

十 ,「 されてお |、 11-Tと ,糸が 本すつ交キ
した+■ . し

"・

L根推そのもつはほとんと■

ってお :,す 漆41にば)日 1■から■コ|し てil■
ま||二

`ヒ

ほほ11,と しわ11る  ここ
=ま
市

],3 -



考吉●卜′,4ち, ,1元 と
'イ

ヒ財l子

の
「 =早
色絆ヒ2し まどの漆Πが■ 1,'tる の

で 大木■世跡と共迪した1■よ工■と思|,た
る イク、遺助では

「
■遣

“

と●1し くlt糸 ヒ,
糸力:1本ずつ■■した平1晟■で イ質として
|ま |lnl lつ き■糸 F糸■,本 肯1薇である
呼11了 ■1′ よに よ●■11子  折鳥IH子  ‖|
■1デ ■ 」こ■1岸

「
 1■ li■ 1盲 rな どう:あ |

■社 1よ って着Hや■り,も Tな る また年
t.に よ■,てし詞もIⅢい分 |さ れる.m(」け

`kまでは,」 刀ヽ rも ■ |を
=i■

|口 r t 11っ た

が ■明時代ま■11が 普及し '1代 1,行われ
るようにな・ ,た  ●1し ま封:秒や||●であ・ ,た
うi lltで 11を

`|liな

41さ itろ ようになった
そのよ作 まli口「に,キつ冠E71で きるよで

よ ■1市の
'tl・

tであ ,た .

|モ 来中世t ll● らヽの■11′ 出「 ,1ま ,な

く 製1,支法をうかがら●T● 1'■ 1■ まitな
→ヽった1■  1記事例を■イ、する七以下′,こ と

が知られる ●,は 1コ 勢■■によると ,
十 むく′,ユ

`,■

 さわし_ず
'二
IF,があると

さ
'tろ

が ネスi旦跡■
'卜

は:ル|十べて,漆 に

'色
■|「 t混せて

'(■
‖tつ あるものにイ「 |

■た「■4Jである そツt`,'い た |で  内
而′,■ し,|:ま 省喘■ tている また下1也に
剋の,を 用t,て 布口を●い11く イliギた例
や |,を :工 [張 |工ねた1,の の/t泊 |,確認

さ
'tた
 ´
`は
■|■名1り考  it.う

~中
ヘ

したを入itて ■|たるも,,也  ■1■ 弓,H子 |

|[レ 当しょう|ヽ

1を■に
''さ

れた卍
=よ
性キ者族コ1属叶川

である ,i■lJ当 者
"小
淵氏 ませlTと ,菫物が

ら京畿と,■■つな

“

ilを も
`,た
人物ヒして

t'る  ■属■
'嘔

については■llのカイし
'鳥 "から13世

=こ
it― 中■ 2■ +デ●,京都I‐「‖|

器■ヽらlJ嗜こ■■′,Ⅲ 1111あ る "詢時期は
3 JI“」だつ= 11キ iIイ )なかにま製¬|■オ|が 2

世紀●十ヽ■のものかI在する中i」 ■は否,L

できない

'■

1 遺』!1,■松晋つ|″
`|や

イ|■をイ|う 11

あたって 十育:に■■しな ナ11まならないま

■とHI下■法 ■11■ 果を十′|し  民|:公 門
ヤ十 ,「 111● ■にあた●て必要な

`占

■|,`夕ヽ

を|・ こなった 考凸,と 文
`し

財■子のヽ

`‖ "|として参けにな,ti十 いである 試11■ l■ さ
ilた 武■市議十委員会七小川」司人に,■計十

る.

ホ■なが ,, このたすめでたく占■を迎え

′,れたサ」藍

'次
t■
=ま
、小論を敲 :Lお ,」

いとさせてtヽ ただきます ■生FIイ にヽ,I力 ||
■I1/・会を1l ilし  IF  ¬1藍 |「■■にこ1首
||い ただいたことなど陛かしく咀い出

=イ

しま

す ますま十っごt時  こ把筆をli lら 十ま
i

EI

'11■
■ ■十+倒 Iプ )rレ

' F■
卜.● lt■

■1,t==,,i用 -11+県武■ |■ ■tコ ー _

:匈 111ti■ |■,i11杞要 '¬メ■ 
「
■i人

事 ||IJ「i■■■■ 1,,3

]. 1,it吉  ■
= 
■い」 ■につ二十 11に希

■|う || ]|15

11,「■■ ■イ1考 占■● 1,法 11●
"[ :イ

I・■●■―lt 力 1,1■  1111
1tl 111「 ■■

~り

い[ |`■ ●|■■考占■ :に |■●
'

|■

=考
占■ ■ 11と そ

',1,綺
 |じ|■ 11け|

II■

`, 1,,テ141 =IF=■ :1,■■へ
`サ

■●:■■ |ヽ■ ]|,「

‐「  □11■ r ■
'‖
叫1(ス ベクトル|ヽ  卜iキ

■i● て0き :|し |111、  11ドヽ

‐li SILi EliST EIヽ  ll EBS:LR ■卜11 `ir

il  lFIよ |まi :|ltイ しイ)|力 F)ス ′ヽ 夕 | サ|[よ

ろ,tl:一よlS l■ ヽよ1■
',F ll 

■ li:

■,|し ■に,、  1,,,

'F !1'事 ■ ■'■ 呵11｀十11「 ホ■せけ
「
■ 1,

11(●■■ 1●  :■ ■虹|ヨ向|● :■■県
`||卜

J

・ tl,■ 員
`: JI11

,ヽ  lJ II■ 昔
~盲
」1県 |■ 1,li r l1 1■ 出+漆ネ

′)● 真
=「
「 
「
「
せJ,「し掘]lifll― iし t白

Ⅲ●道titに 1「 :コ rl tiし計 ]`ヽ■■1:.■

■,■ ‐音コ喘l■ⅢilL■ ●●■
'1 11ヽ

1,|
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,, |「十千■|=|  ,亡 J.::1豊 に‐  ,「 ||¨ た|し
',Jサ

■,■  11■ ■ il県 :111て IL]fJ:1 li'
ヨi lll lJI■■■,■■ |]|■ ■■1

」1111■ ||● ,■ ■■ ■|・1

11  111il■  lilJ県 ■111 中卜Ⅲ亡:|||||11■

■■● |■
「
   ネ■ビ||| ||:■ Ⅲ■ :

|`■ ■員

`: ]|11
■i   l11■ ,11  11 1■ |||よ |■111  111 : 1,F

■F 「 」¬ 11 「ヽ
:] |′ ■■ど ■J■ ||11,「  1l tll iL l +
lti l :,:i

ll 「Jl.11J: 1111'| :,1111 tli l,「 |

11 1‖ IJ¬  イス i■ _ 1世
`II I)■

に Liし

―■「 Ⅲ tl■ ■||++Ⅲ ■,1111■  JJI

に「 7::lt■  1111

1漆 ::支 |こ けヽ |■ lt li々 に ヽ 11,lL tl■
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考古資料の保存と修復
―発掘調査IIathlの保存を:IⅢさとして一

Conservatioll of Arcllaeologica1 0bjccts

Tllinkillg of Co〕 lser、 atioll ol rヽc1lAooll,gical Excn、 atioll Data

Shigeo

夫

‐Ｋ
繁

Ａ。

三
日

1 1ま しめに

2 `さ掘訓t記録のlT'Lその相■

3 ■掘詞●記録の劣イし要国

1 はじめに
:二年の考占デ的

`さ

JJ調 査の′しt'|ツヽま

様々な闘赳を71也 して:る とは
=|、 `凸

資

卜|の増り「となり量||に も質11に も´占学の下

躍的発展
=寄
与 Lで きた. `占子は、人「1の

I動 を示 ,1カ 質|,証爬 [よ つてそ′
''占

動を′|

元して人類のFヽを明らかにしようとするこ

とを日1,と して1ヽ る. した力1っ て

`占
■1+'t

を行うLで
=占
資■|つ i■が必要不,I'41,

のであ0 それらを保4し ていく試・・が重要
な■|,tを イiし ていることまLIつ て強調するし

,も ないことである.

`古 `キ

Iの

`「

イ,をま市する11捉として ます
は, 修

'石

1■つ立場から、その1,象 =な
る

範囲 [ついて考えて
‐
・ く
`,が
あろう 十を

が考える保存 1,2の 対象 =な
る考古資十ま

1過去 =人間
がある日

'Jを

もって 占ヽ動した

■7大地にヽさitた■跡 1遺跡 造措 |

|'■よに人間が・・・ る日||を もって製(↑  ‖
|:し たも,,1遺 1カ

,過よ■人,1に よって利用
=l・
た日沐■の

物■ |「 米遣物 |

1人 間′ヽ 舌■によって自然′ヽに■した●化

を示す物|,証〕
`:`li学的調査によってイ

':,itた `じ

‖訓杏

,こ録、i量物訓●I」録など

1 :じ掘両●記録のF存

5 イ1札 IJ査記録の修●
1 発桐記」●資||1暴イFI用のF丼 ||「望

がある 考古学 )̈I口 |ス |=ヒ ってllれた状態
で,1掘 さitて くるせ

'ホ

 遺情、遣物あるtヽ は
自然せ物などを自ら去

`ヽ

して

'1大

や|≒ |しを

`=元し そ′,111を 迪して遺!“  世IIに 見:,れ
る属性の世1ヽ を,,し て 形,ヽ || ■「]IU
+lll,「■を綺

'す
るという考古宇の II■ 手

法もあ ,て 1ヽ :ま でがIF布  修復の対象t
]であることは恐らくよく■■できるものと

しわ′tる .

しかし なせ世跡の地形洲1量図 L→ H「面
口 遣椅■押|四  出■'メ■ li● 壽などず,
ように過ムの人間滸勁 二よつて■ら

'し

たもの

でない |も つ i■ t rlの対象に11え るF)であ

ろう力ヽ. `ri子 の概1'`己 を■11す ると 7δ担

」●は追動モ■|た i肖ヽさせる行′,であり ,,

壊行4の ll保として「:酬保
「
Jが行わイせる

と,己 tさ れていることが多t'.`:相調査■

遺助や遺情が消成してしまう以 |、 オリジナ

ルに最ち近t'1人態で七性ヤ造物′,日 社を¬1珂

する制:拠 ま ,`犯訓た記詢 却| '二 のもⅢ

である.考占学専門家に生って世十や遺llの

同十を]|べるに また編詞●¬1告言を読● ■満

,とすることが多く 訓●:こ録の崇11にあたっ
てせ物などの日|■ を検計することは千なこと

である.発‖1調 査記
"が
保存 修れの■■ 1

なるなど考えても
'と

ないことであろう 発Л

l,0-―



訓iコ1■÷ よ `51“ 記●を■■して出,「,
ったものであるため イ,掘で′],,'tt'べて
Il●¬:が合titて いるわ 十でなく1,密 :考え

る●らまニン(資 ||で し1ヽ iい .こ ●ようなこ

とから

`tⅢ

であるrじ掘詞●iし ,を に,● 1人態
でF4し  活Hで きるlk■ にしておくことま
重要なことであると考えられる.

不■ならよ

`古

●|「●■F)■■ |夕1に は

して記■する.ビ 要があるかと思イ,'tる , 紙
致√,「「合上 ここで ま ,1111● |し ,,,■

' 
修●に関することを 心 I`,tみ るこ
とにする

2 発Ijl調査記録の種類とその材質
Fし記詞■言し,ま  遺■の地‖′神lilJ 担持
の■111‖  十11●面図 ●1カ■11図 なとつは
市

“

 口|」 1■ をボす●■フィル」11 調■
日誌 ril娠 な

=■
t出 11 1,tⅢ  ビデォiビ

映

“

メデ ′

「
||な どさまままなも′,か 存|:す

る 最近で まデシ.夕 t数値で1」 ,さ ltた■11
●やデンタル,共な

=新
しいメティアを|に用

したHI● |こ■も,,す る
イ

`鷺

』下記録に,■ される|こinllま i々
な1'質
=性
成さltて おり |:=た

=力
,rl■

lT,の |,I● らなる●イ、|`である 1暴 ,を ■
11に考えようとした場合 保■環境条イ|を 性
えるこL,た t「であるが それた すでは 1分
でなく:しli]1■■から保存性のよい′力

“

から

なる|1本 iこ■刊十の|エ リヽ して|た Hす ることや

=昨 ',保
存処理が■,(あ る.

11測
「
円Ⅲおよ0■●II`な

=
■ント,1晒 し

`ヒ

′′ヽルテllo%の 自色を

した■■■、  さと惨み「■のために
夕 ,レ ク|'■ ′リンカ

'IЁ
き,ム まitて t,

る.■形』1■工や遺■,FI区 に
'11される.r`筆 を使11し て市

`ilま

れるこ

とが多い

方眼抵 llし iハ ル,I自「 をすきこんで製
■された II・ lrに ,テ ァクスキ■,を

■■■
=し
て力■ロンな

=を
■―テ′

ングした,■ある.そ こli lJ ll ll■ を

日|ILた ものである 七十た11図 ■ 1」
●断面ユなとこ1彙用さ′tる  i"● 11籠

嘔の「′鴬
|を モ|十 〔=J― ティン′ti,イヒ

して ,レ ーク11ヽに利うiれ ることがら

る  ;|=を 1111し 〔1古 きこま|せ ること

が多■

トレーシンクベーバー :イ lヽJ'■レ,を ■「「

'キ

して■いたliで 二月性 ● HI'高
い.堰図やテ・トインで用 tヽ られる●2

■711■ として■用さilる ことう:多

t..水
`卜

の|′響を■ |やすく■法が,
1し した |する.そのためIり 1フ ′●ユ、

と甲 1合わせた |し て寸■■tllを 高
ア)た 0し ている コ :し ■い本 1て

',ト
レーシンタベー′`一を十チュラルトレ

ーシンケ ―ヽ′
'一
ヒtヽ .,て

`,1し
てt

る.共円]iイ ンクを,用 して,市 き込ま
れること,多 い .

マイラー
'`ル
ム :ホ ,エ ステルフ′■ム

=ど
にトレーシンケベー′`―,と を11

11,わせて水■7,半
=を
■ すヽ。¬いト

レーシングベーハーの
'(Ⅲ

i■ 11し た

もつ―■11中 に雨i`力 Iを をiヤ
=

〈t'と tヽ うこと
`Ⅲ

, I十 1」 う■111‖

さ′tる ,ヽ ソt面。)=し 1色 したコーティ

ング市り●111t,1う ツtl市 き,1ま イtl l匈

が市
'tし

てしまうilll l国-111=多
1ヽ

フロ ,ヒ ーデイスク て,D Юヽ  ハ ,=
Ⅲ :=デオテーブ ■■テーブ、,「
,ヒ ーテイスクi=は  ■リエステ レ
フィルユ、のソtⅢ に■気記録‖||を

'●

‐
F

してある. またC)1)、 DI.七 よ||リ
カーボネイト川11卜のktt li■ された

●¬[■嗅をレーザー光で●イとするこし

によってFし
=し
ている.

21写■i己■■

=′
ク[■●カラー,イ レム :,貞 ,′ |レ
1、 つ■|`1ま  'ラ ス、]肯,tル ロー

11[|―



考li資 ||',保●と1,●

スフ ィルユ、、 Ftテ ー トフイルム ■
リエステ |レ フ●レエ■がちり、 こlt■
のネ|`■ 1にハロケシイし銀なとをiラ

チン|こ●かした感光子し■を■■した |,

つである.画

“

は よtし たフイルユ、
に|ま ●まなイヒ十tTHを iし てti■
せる.

写真暉
'Ⅲ

■
'I質
■に′ヽ口7・ ン化iな どを

■ljし たもの 1フ イルユ、の画像を■を

||1l Tl( によ)し さ● そ′tiさ まざま

なイヒ学処理をイ|・,tt満 した
')の

こあ

る

プ ロ ,ビ ー テ イス ク ビD 1ヽ(,
I)ヽ Dな との電子‖体 ちイⅢ■ き

'し

て t

る

31 口:よなとの■+ill.
■ :1質 11か ら

'■
なとさまさまな工がl■

|さ れてtヽ る. ノー ト リr■ など多,
多年な|じ態■ 1=記録

`れ
ている

フ
「
,ビ ーデ イスク (D 〔ヽ()

[)ヽ Dな とのtr年
`も
■Π
=itて

t'

る

11嗅nや ビデオな J力映像 メデ ′,

■山フィルユ、:写 真フ
`ル
ムと同lt[11腋

tル ロースフィルム Ftテ ートフイ
ルム ■リエステルフ′lル ム等のた而
に感■t手し11を

`布
したフイルムで、 さ

まままなイヒ十処理をイテ■,て嗅

“

を定着

させてい 7●・

=デ
■テーブ、(,D Ett Dな と,)tr

彙llも ■■さitて いる.

FI■ ●:こ■■

l‐ 占テーア、 1ゝ()ビ llな どの電子,t

体に言己11tさ イtる こと′`″1ヽ
'1●=で

は

十導体メモコーに記録千ボ存されること

1,多 くな■,■ tる .

3 発掘調査記録の劣化要因
JI●の記録が赳き

`ま

iし た|し録蝶■に ま

t■ な物責が複合して1に用さ
'1て

.ヽる ことを

■べたが それらま,をネ|」 としてそのAI己
に

'々

な珈 1を たした記

'■
体と合成1111,

′ルユ、を

"|||と

し そのソt前にFこ■
'Ht''4

市などを,こ したも′,に大「1■ ることが出

'tる.1●ユでは ｀ツ=!ン をlt用 した■1(の F
シタルイヒかLみ 後

`。

)記■4イト●■11か急■

に
'1人
している. I・ ■の11質および塗布■||

の組み合
'1を
■あるいは保管きれる環●条件

1よ ‐,て′化メカニス」、■■ ,が ヽきく

'iってくる ||■の言し
'■
休 よ有ヽ物である場

rl力 1ま とんどであるため イШ々で す紙を しヽ
とした■1■ 1カの劣化要¬こついて″えて

'た

11■ を■崚するtル ロースや|′ニンL

い・ ,た化■物■ 不純|力 あるt.ま,I
イ年lifJさ ′tろ 硫嘔ア■ミニュニなど

●,l・ 々なイヒ+1カ 資|[よ・ ,て引きtこ さ

イtる ●:し , イ(11''ル プの
'ケ
ニンヒぢ

7・「●■1√ )琉餃●ルミユウプによる●

`,1危"化
がイtill●

'1で

ある コーテ
ィング11の 影■による劣化もちる.

21 司こ環境中 [含 まれる'1世腋 (し力や●

業酸IL物 など
`,ソ

、気it■ |力●やイ(,C切

なIRや IJ「 からI・‖|さ ltる ホ,レマリン

ヤアンモニ7● こF)有 |lrし 子物質と●

反,| そ11:,を 含んた■、 まこうなど
がlll′ tる ことこよ●,て ,|き I・こさイtる

劣化.

31[I、 湿度′,急 lti● 1ヒ 11よ る●気中
水分のtiに よるはつ′11:や乾燥しす
ぎ [よ るltJIイし,ど力`ある  アイ||」、

が高,H曖 ヽこ1暴

`,彗

ltる とフイルユ、べ

―スが1支●た |、 tラ テンが:さけて,

ィ|サ ブ同
"り

1占 |つ いた0し てしまう

ことがある.4tの
''に
よ ,て +「′,

Iがあるが、■の合水■は
=ヽ
F%11

■が疱切であると
=わ
イtて■る

11紫
'ヽ

‖やホ
'|十

1=よ る′イヒー■のセル

ロースをl―■する●¬をlHっ ているリ

グニンは+夕ヽ

'と 't化
■反応を起こし
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て rtを 退色し ■変化させてしまう.

またイトlk樹 ||で まう,子十造が成●さit

てしまう ■夕|‖ li爛 して ま111」¬
'分

|二 111寸 |ヽ,H吉 FIIに
`|■

し '膚●力'急

「 デして卓ι燎 しヽ ぎて脆くなる

31ネ ズミなどの動物あるt ilよ ■11、 シバ

ンムシ ゴキブリなどぼ)■ユtに よる食
■や業 1よ る■■ これ,,の活動は[
度 ■●の●イこと大きな|1係がある
61徴などの社■|"つ活動による,1■ シ
ングな
=の
■■ . こイtも 1■曖 湿■つ

●イしに|′響を受 する.

テ1地● Lt′t,1 't,tな どによる■ ,|.

とくによ害をあった紙は そのまま|と
保させると

'障
|:が回着してしまう

また,`ル ユ、で まtラ ■ンがお¶して
回復不可|ヒなに■■

=を 'け
ることす

多t・

'(+よ
、■

'た
ら元に

'ら
ない

ので人・llで ある

1ヽ複写なとによる物理||1乍用や取りlT・い

。,Iよ さ Iよ る[傷 あるい|ま |じ■など
人間り)i「動によって引き・Lこ さ

'■

る:者

,lL

写真の場イ)に よ、 に記の劣化要円′,■に■
影,キ|のは1¬

'ttt t吉
やムltな どの現l.処

理が迪切 [′ ,わ 11で tヽ ないと、その往′,保 存

に

'て

きなI夕響を,え るので
't意

しな す● まな

らtヽ |

4 発掘調査記録の保存
:「iに開して

'  i台
■よりも十け つ'大

事である.オ リンナル資IIを 保存するために

ま ます保/F半境。,■術を′|う ことである .

1,′1ま最

`「
砒でどうして ,ヽ処置を必要とす

る場イiよ  1多 れを行わな すれ まならtiつ:「
Ⅲ■11か たっても変質しにくい物質で、収 |

,き 'ヽす く1,+″ )修復叶に支障とならない修

●‖卜●■
「
して1■|し な 十ればならい こ

こでは保■環境の上|「について″
'る

ことに

キる

考青■■′,保存と|,復

11

21

llを ■■とするiし■

■は繊推と漱推がl.●イ)い その l●|
[ま迪支の空円Jがつく:,ili't社があ

る ●の■■分であるセ,レ J― スは吸
氾性があって■嘔が■いと水を■収

し セ,レ ロース祉

“

を,イ当させてしま

ぅ. ntiつ |[洋紙の水分 ま3-F%が
tlで ″,る といわれている.,hヽ
20● ±5●  :,F・■5%■ 5%「「度が和t

を保存するによt条口.と されてい /・

ltは■ 1よ 1湿

'′

,1'響を多くモける

た01H度保持が大切であ/. また(し '|
tttr,■ ■を少なくするために出 ,てる

だ す温度を,tく して,存することが大
tjであるが ‖●・ も tに しておく2
要もある. さらに紫夕1燎′,γ■を,な

くするた●
=は
湿■r)ttし た「IFく 涼

しい場所に

'■
しな 十イtゴ ならない

1,it i,口 |「 など和tに柿かitたみ面

よ itや |「 なと,々 な,「 itが付着して

いることが多いため そイ■1,を |,tる
た I除去十ろ必要がある. また国

“

■

,時 に,11し たtロ ハンテープなビの

枯
=テ
ーフ■ 口|-21も ―Zす収

'■
い

ておかね まならt, さらに呵前を二つ

llり 、二つ■ilに してIF管するコ
=|

□:「分がす 0切 itる ためかならす●置

きにするととも
=ま
こりや汚染ガスが

ら守るた● こ中国:紙製の台紙にЦli lオ

ー′`―マットを1」 ナ中性燎彙
',ltt4■

に入れて|=件するなどのll置がF■ヽ

るう1の初歩|,な 作業として行わイじるこ

とが必要である.

以 |つ ような保存■■をとる一万

で Fl Fを みえマイクロフィ,レ ム■
=

|,写 しておくことが望まllる .

=■
を彙■
=す
る1己●

フィルムや「「Ⅲ祇
=バ
ロゲンイし択が

わすかの熱やIILエ ネルギーによぅて画

l.i拮ふた0 本現l.の フイルムなと
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考古資||の保イと修,

"]高

i乱 |こ さらさ

'1る

と変

`ヒ

をしてしま

う さらに
'(気

11■ ,ス も,´ ルユ、に

●イヒを■ほす |:密 [考えるな′,ばフ

ィルブ、や¬:画■■保存 ま 未■4■叶
力■,保存を|[J「 に入れて■す里さ′lなけ

れ 主ならない.そ ′,た t・ によしよケー

ス
=入
れた状態で 13t以 下げ)温●(

保存することが望ましい

■像処理もその´′,‖ ill青しを大き

くた有するので

'I■

を要する.古 t'現

燿腋●.定着iにのlttt Иtちtの不り
`は
■

■■ FIや +●咆化十
'`,に

よる●:Lこ

の原国になる

●■を保イする「 で二要な」「
ま、

温度 湿●を遣正な水:|に 保つこLと
川1琉腋カスなど′)Tl l+ガ スに1litさ せ

ないことである.温湿 tttllま  nlの

モツクロフィル」、で温度 it以 下 湿
■30%以  ヽ カラーフイルムで温支
:で ,1下 湿嘔,)%以下に■,Lさ

'tて
tiる .こ のような,寵湿●条rTを 満た¬

ような1■蔵

'な
どに保存することが必

要である. さ:,1収前1するためつ口な

どま全E彙を■Πするならま■,し に

くく ■姜なとからフォルムアルFと
卜等の餃|■ ザスが発生しない|`質の|"

を選JtするZ要がある.

ネ●を1(llし ておく栞は ,彙■■
ル7● ―tル コースバルプで■られた

|,()で  pHFい F●が望ましいとされ
ている.ま た

'■
11を 1彙用しないため

に '「 のた
=う
に(1人′lる こと力`よtヽ

とさ,■てヽヽる.

日
'画
紙●)保存に使用する台,やオー

バーマットに よ中|十紙を使用す7・ こ
=

が,J,で t・る.:「口1祇に,t¬」を全面
口,こ

`4jし

て台,11回 tす ることは後

の修復のためにF]Lが多いので中1■和(

のコー十一を作 |、 小●粉でん 二́ん‖

′,1に用面■をできるた 十小さくして固

定する その|■  l●lti■ ttlir l=着 がな
いように注意しなければならtヽ . この

ような処置をたしたネオフイル
`、

や「「

“

●t ・円:まあるtヽ は,]ア ルカリ■の
利(で年らitた 保イ1111入れて保i十
る.

T肖醸セルロースフイ
'レ

ユ、でイ乍ら
'tた

11lnlllな と
')¨
画7(ル ピ|よ  澁●す

高い力可
「で
=●
さイlた全
「
●器に保管

されていた場合 ワ ,ルムからイ
`上

し

た日崚′)た めにフイルユ、自体が劣 |し

し 自己チ1火十/.tたがある また,"
|・/と このユによって全Eケースが高食

してフィル′、かHを してしまうこと→=
ある.業本|つ 11■気性のよい保存キiに

1+十 し カラーネガフィルムと|・lじ よ

うな条件 Fで保イ「することが・・ まし

31■気記録,県体および,till記録川体
従■ ``Jl謝●|こ録 ま紙を|し亡とし

たl■ llや |ヽ山、録
=テ
ープなどに記録

さツせてきた,し かし1●
=は
 コンピュ

ーターによってtr的 な手■
=五
ふ書

きできるプロ ,ビ ーテスクやCl)一

R● 1ヽヒ t.っ たiじ録l■体にドtコ tる
電子化
=itた
,報う|そ の「1,「から

増大してきている.今後 訓●千法の
電 r化にともなってすべて,記録方法

,trイしされると予‖1さ れる この電
子された内容を言こ■する県

“

つ千ス存

|ま  コンピューターシステユか標準化
■ tて いないこと,データ|こ■方法な

どの長‖F力■ くこ1凛●イLし て占い」ilt

で言し録さ
'tた

データが読ちことがイ(・ 1

1しになるなどの,々 な,:Lを 抱えてい

るが、 よい ll洪 ■,ムが
'111せ

ていない

ブ,がり:はである ソt- 1の ように電 ′
媒体そつもり,ま工や7′ ルユ、にrLべて

劣化しやすく、■,の ところ10年 lT●

つキ命と

`え
てコピーなどlllら かの」J
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ι占|,十 の保存と||■

■を取.,て おくことが
'、

切である. し

かし [「情+1は F● =,製を1る こ
とつ■|,:る たう

「
資11と して

',ブ
リ,

ナル■を
=こ
で

'証
|る かなど,lj資

十七してつJヽ |:■ t 'レ ールも検;ILで

いくビツ→`ある.ヨ リ
'ナ
ルのtr燎

|卜 のi「 rrに ついては温|'嘔■■ tT
え 紫夕ヽ‖

=当
てないことなと′,百こ|ビ

が必要である.

5 発掘調査記録の修復
十で 1■べたようこ記録′,十存は ,1ヒや

`員

,力■,言し

'i:|る
ことがネトである ●■

11■ 1'れ に関して ま 工 :L■ li=つ 口1趣があ
るが 劣化の京国を■ ||し  その後の■/rや
不1用 F市 |を 考えてと

''よ
うil'復 を行',か を

決 Lし ■ 十ltはならtヽ . そ′,よ うな場合よ

1,イ気|す 11の ■定やlk行 う`不埼切だ―,た ために

起ころ記抒の■ンに注tし  '1来イ|わたる中

市ヒ性がある修,ついに支●にならなt.よ うな

処置を

`,う

ことが必要である また|し気
'Iの二|`や性:= ',日 l 賃感など●li,千価■

る「 で二要な■|は■となるオリンナルの1人 よ

を11=十 /.こ とを||■ にして記録 t ll修●げ)

Ⅲ Ⅲl家つし見を聞ヽ■|ヽ ら
=lL■
ること力'人

切である.

6 発掘調査資料保存活用の将来的展望
出
`に
よ ,(i肖 |は した

'畳

川のオリジ■ルイ)

1■態 1 ltも
'iti`十

であるlli記録が `占
十プ,世 卜でな

=ヽ
市 |さ ilる l‐全す少なt.か

それにはtく つか″)●」が考え:,ilる .

1¬ |十店■)区書のように諷奎できるJl態 に

忙理されてt,it

,■●資||を 公開できるようなルールが忙

|さ れてtヽ なt'

1て,資 |1 図面●■ 叫豫Fiキ |の r,つ 知
,二 |+か ZLく  ●■11lLと してそillヽ ら

||「 |ス態などを′菫,tし ようとした場イヽか

な 1国 IIが伴う.

1本 米 :ス■■11であった
'菫

llを
「
玖 元 I

Eき ■
'■
1る ために|■ 11′,'(,`が多く

当初ブ,4を ,,し することが日忙である

■作′,■術をF:円 |,ti■神口面と
'4●+1● :, そJ,門 地Lを 助ヽ日け三次元■円|を復

,し出来る■11し

「

がある 文化け1'夕 ′
'世
ツヽで

はそのようなこと|(試みらiしている.

このよう
=い
くつか,,■口を上げること力

'

出来るう
=い
ず′ttiし ても調査記■う

=●
|■

のた0● 公
':則

として1■置づ すされていない

ことに皐lLがあると考えら,tる .1,告書を刊

`,し

 ある―t川「1を ,た訓●資|「は、公||
,I‐関|こ業

“

られ公||で きるように保■三JI

され |ボ Iの た0′,延せJと
'件
が収 ,,itt後

にためられた,レールのもとで活月iさ れて行く

必要があると筆者は

`え

てt'る  そのために
はこのような性能を有した

'|1摯
日●)設置が

望まitる .現 11でこ
',よ
うなイ,告1を」|え る霰

1判 としては41,[に :1世 さitttヽ る|■ 1出 文イビ財

センターなどが考えられるが 公IJな 性間で
,,る
'呵

占t化す|セ ンターが[li l膨大な■の

I`=を 保イ「して,I用
=て
いく場になり

=く
い

と思われるので
「
●考 1「十け1カ ||■■●どの

|10そ のビ要上をアビー |。 して行くことが入

切であイ,う ,

tヽすlt iし ても発掘謳■|」抒 よ‖1ヽ した遺

"の
最も
'り '十

ルに
'1い

 || |「 iつ資|:

で●| そこ,ら 発hさ れた,菫柿やせ物′,属
旺を¬1珂する大+な て,■)である またIIt
保存 1,復  FI蒙  ■■,,た ●4,(■ でもあ
る こJ〕 ような′ヽイml`せ ■1ヽ |,発¶』上記録
′,|ltiや活年のあり

',t考
えてtヽ く
`,が
あ

る
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考■●||′ ,lFイ |と |ら ,

■崎|■  1111 口′まlt行 |:お |■せ■つ■|_

■イ1■● I` 「ヽ: l卍 F oヽF

■ |■   11セ ●
`三
十1● |||「 ■

■卜 t ,1!~写 ■■ it4_ 11■ F■た■r)● ¬

|● 1,■ |●  L II■

:|′ヽ

':1 111, ltl,分
化 Lil Fr「  ロイ|■ 菫■

|●:

・J理 :IFⅢ  ■′:|[ :柿  111J j111:||■ |.I,|:i

七
′
1●  ,' ■ク′

'ス
うム

■i● ■
',11′
r ll′|=ll■ る●|■ ■会■●■■■

■|   |15 :|]■ |111つ It■ 11,´●  1 ,

1́11tシ ,

卜十 1■

“

■■■ 1,,: tr「 F七 メディ,,,●

すI H卜
'1蔦
ll,会

■,1 + ]||」 十■とli工 :|し ,111■■

回二匡

`:に

■ヽ|1 1,,S irl+iF)F′ r ]ィ トヽ

■■ ,■

Hイ 1ヽ1.●■会漏 llll「 'ヽヽ

'「
7・ 夕 ● '■

フ: |141,|`“

`:

|■ ●イ「■
=ブ
、文イしけ|● li口 iれ京丈イヒ嘲II´ヒ

Ⅲ「1ら ,I支 ljl「 |:■ |

表-1 推奨保存環境中での記録媒体の保存性能
|ス 4環境4■

iし ,ま |lll 予11■命
湿 支

紙

向●「7イ ルム

■,一 フ ィル」

に,気テー,

●気デ |ス ク

tデ ィスク

2「|― FII)イ :

501-,001:

31ヽ 251イ「

31イ ::

2(イ|

JI■

1■●

251● lili

「 1支

`「

1支

21,171t

lヽ lt`「 lt

211え ,71,

20,■●

15%た 度

30'|■●・

31′IL「

|%L●・

10'′十嗜

10%+嘔

t,)た よ .. ,illtl',til[|■ f+■i11)「′型
=:す
た |

イ■
「
11ま |:〈

=|る
15,,ltろ

図

態

表面コーティング剤が剥かれた状

― ]■ 5

図 2 粘着テ‐プによる損傷状態
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名古屋城保管ガラス乾板の保存

Prcscrvation Of)こlgOya Castle Photographic Dry Plate

|よ しめ I

l ・ I官名 iF_■ の任]下賜か ,, ■公開ヘ

2 ガラスヽフアルムでの撮影
, 名古屋 ltが ,管するガラスlι板

はじめに

FI千「 5■ 11,30' も1冬′,ろ うとして,ヽ る12

月11コ イ」で、■力省 ま離吉名古屋城を廃「す

ることになり ・|■ していた南F官の土地 わ
よびそ Jl l「

=IL 71の
建造物を含めてⅢi t行政

「
であ 7・ 名古||■ に御 ||力 ■

'tる

ことが■■

,由 ,oさ れた 名古屋市71●」里する名ri屋域の
始まりである

た■|+戦争末■に性

'■
失するまでのセい

歳月であ■たが ヽ語 :も せずさまitて いる
イ1帆 をいただく城として ,民の多くは朝
夕11ス守用の金色に

'く

競を 口身近に口
`めることにな■,た .昭 |」 20■ 11,151 5月 11

則11 米●機による■襲で名古屋 l・l杓の■世

物や本メし缶既 ■●その室内を11っ ていた■
■いの多くが■共してしまった.■ いにも戦

,,■夫する●に その成容を誇った名占■城
を撮影したフイルムが班共を見れ 今回 名
古屋政に保管されてtヽ る.そ のフィルニ、は

'ラス収を下|しに製作
=ilて
いる.本■では,1

影■■とその,t,1人 ,電を述べていきたtヽ

1 離宮名古屋城の御下賜から一般公開ヘ
IHi台十

"i後

つ名占屋城の歴史は r部 との
関わりではしまっている.十囀i●まもなく本

出 賢 治
e匈10KUDE
奥

Ｋ

1 ガラス乾■撮影の
「

十と,占 屋城

; ガラス|と板
"ヽ

:,合成‖トフィルムヘ

` 
名占■城の写真両■

らわ
'11

'し

地P,にι 十日■ニデ!台がおか
'1 
日域郭内

1■ さ′tて tヽ たli lL計 を利用したた● IT,
1し設が集中した.本メt地力

=と
かれた0枷 ,の

中F施 11キ語施設 ま Li美 幣111iとし l rl■

広入な城
=1地
¬へ分ま画じ置|● 本メしよ也●が

軍のlti'と してⅢ賀|」 も次第に峰,1さ itて い

った 明,121+118,31 5'1'|に ■年●が
ら■内省へ本丸地域内を中しに〕i管昔がおこ

なた,れた.こ の口i■ !が南「官名占号減の まし

まりであ1 昭不1511をれまで軍+lL設の■
ん 11・F吉が所泊:し ていた.(写真 1)

町lr「 5年のキれに引 1喝のiケ沐を,けて,
ら 世力な

'「

備川IF[を [た ,日千」1112月 1111

に名古E市民のllと して 名古F_l・lを  ,,公
開している.

.IJⅢ l,1"が決定した時 ま ‖名古■城城
享F内 にある道[企てが■事t路 となってお

り、 ■市民の通イ′が「 1■ コ tていた その
ような11'兄の中で名占|ヽ成を-1,公 開するた

めにま 市背地から名PiE城へ通する道路の
「「を■,道滸,1,tl iし てもらうために年

吉:へ計中セ得る+すや、城内計施設のⅢ価な

ど多:亡な(■ をこなして-1,公開′)を 迎え
ている

-1'公 開初日当日|ま、多く′,市民が名古E

―  ]1「 ――



名古|1城●L●ラス|とヽプ,■i

'文

を,と■ Lた こと
"■

1■ き
't〔

いる こ′,よ
う|こ にk')崚 Lし て白山に,こ宇できるようこ

なったことで 肯|「:|ご,文化を見Jで きるよ
う
=な
った意■ よ大きか―,た  1写真 2-

1  2)● FF易■に:[言ソ,人
'|ヽ

ら′,,こ 11に

こ [史ちる質■■i量亡を●lt=よ く仁え

るようにヒ記さit(tた ことを 71■ 市 ま
真■に,十「めてい ,た  この

'壺

t文 をお、ま

えて,ちろうが、名占|ヽ Jtを「 ltへ 」t`ヽ ■
十
=+業
の夕11 1lTl易 を記念し ■+1■

十た0,,事 業「 Ⅲをたててt'た

古い●が ,,甚「下
'り

う遣■をお、まえて、名古

|ヽ 1,が記画したキ■の
「
始ア)|ま  名.:r式 を

`ヽ

■したことのFし念をも,“ ででちろうか

東京十宇||ル rl■ 東京国■1■ |力■|に あカ
を代IⅢ し ヽ ILi「般

=|」
を,「・ ,て t'た

「Ⅲ■画

か,,■ ||く って、:「 ■
`li屋

J■ ,tl1 4競 _

|■■ ,| と電して F:′ |し たことである,「

民に,|オ画の■吉:と  その■工さを1知 させ
る●■F, つとして計¨した。,で I●ろう. こ

かく役 ]i′)1'■ |よ時 |・|力 iう |ヽ 1過 ぎるきらt'

が多く そlttt十 るためであろうか 名古
|||●
"ド
引
'コ

イ|ヽ として名■■■ IL協 会を,「

母崎 = ■■陣|"■ ■11■ 11● ,AI■時rtに
F,Fl障 ■画¬,l Fl行 のた● =撮影 Lた

フ′■

」、を 1■卜||に

`萱

Hし   吉:の山IⅢ i t¬ :たに出t
影して漏■した■iで、111年 さ

'1に

「り

`「

し

ている.

lj+ 名 屋■杓の■ 11」 tl′は、し々な日
||′ ,も し〔何●Ⅲ■施している.引「 喝iじを

手 tと して‖|'さ れた,ィ ■1.(||な も,,

ま |し 11杓 ●,ただ ,tt,を ||● し 1己ユ
1区 Iiイヒ, として成すまキを,lLし たことで

あり 補助r■ 11る た●■ちろう
'多
く|,

力Ⅲを振量′したも
',や
 「‖「 ]5■ |=●下1り 10

H■ |」念+■ として ,1■名
=量
成 1 lII

本  !|'F‖ ]Fll「り  疇イ陀Fイ「 |:一 :1改言T増柿L

て三m本でTlイ〒 さら [昭 112年十■■崚'i
製

`|1lFIす

■■● :■影した
'ラ
ス屹1■ |ス

オ 71■ ■、|な ど力'1[■ して■■ tて いる

このよう [戦,■共育:に l.itの H IJで ll・影さ

'せ

た●ラス乾l・ を 名古||¨tで よ■多く■11
している

2 ガラス板フィルムでの撮影
1吉「11,川 口のli影 に使用されてtた 7,ル

ムに ま 下1也の素口にttう |み :,ilた .今 日
のようイ,,,||を |■に そ■■ 1●1真■
市を●市した●■し [く いヒ

'',れ
た」・lの

ヮ
`ル
!.11"い では,"・

`,た
. ちけt‖ して

tた ,,まセ■ロイドやtl呵 ■ラス枚 1■制を

'■

0し たブ r↓ 」で は,「Ⅲら■ろ
= I・

■|●あ った LI!|え問t,て t.る  なうでも1破
■,,,モ■を除

"i 
ガラス枚11を 1嘔用した,

ィルニ|:■ ■テ11■■撮影には最11で あ ,た .

こ●,●ラス|て P'′ ,レ

`′
,こ とを-1,に

'ラスit枚 |あるいは
'ラ
ス■● ヒ動している

こ■)'ラ スt●●最人の矢11ま  フイルムを
l・ iしている下地が

'ラ
スであるため|こ  ll

担しゃ十tこ と〔あった.ま た、●ラスに枚

|ま湿咬など
「
作′,法 を1呉ると ∫ヽ也1■ :,il

ている■110● 11が
'ラ
ス面からテ:冑|す るこ

とも多々■ ,た  そのた |・年11[は
'し
を■

■,てお 1 今 |ル
`itて
いる|+管拍 よ |"●,

製イ|■ 111'J気||=と を考iま して‖1,を イtt
し  柿に多くを|ズ■できる|力ではオlμ 前 [
衛撃を十二しても¬ら■るためてあろう|・ :F

,1也 をJ占 ●(あ ることからもううヽ|■,,1る

このようにlF:は しやすい遣叫●ラス枚t写

■フ 1'1、 の下lLに した,ラ スlι■を■用し

て、 名占■城 〔よ・ t官仙 |1男直 l・ ●1吉■11年
をlt tJ Iに  名と量市が倒 F]易 iしを■業′

'

rtと して 数回に分||て ,内に■iLて いた
1音地itや  本丸●段内を11る ■■山などをli・
|夕 してtる .不 ,こ も[‖ I JI■ 5月 11日 ′,■

itで城llに ヽされて■た多く・
I IL■が,■■

■してしま,たが ■■1,に言ビ
=+'人
,そ 。)

IL■キ■で振影11■ していた多十つ
'ラ
スt

,は ,t.=も |'■ を
`L′

tている

11■ したようにイ(■ にして載

'tで

政¬′,:汁

11ト



名古i技保管オラスlι 板つ|ス lt

i設の人十は■共してしま‐,たが ,「●]1代
′,面

'夕

を
'tし
た名古ヽ城

"J`力
の貨重な建t

ンの 部は
't■

を兒れた また I It治Ⅲ■
を代■ |ろ 下丸●段■内を11っ ごt,た ■十ロ

O H,も  

“

円■備′,た め,り としていて■り:

を免itて tる .こ itら ■かに■■れたも′,,ユ

'卜

に ■
'(前

11■内の多く″,施■|'本 丸仕慨

|●の■■Ⅲlを■|″ したカラス屹[も ■共をえ

it、 LかなIr!Hが■られるが, まで保,さ

'tて

いる このオラス乾枚が,|■■■以 ||′ ,
●工でよ

`ヽ

しい名古屋域の■ |■ rlを  今
に●オる●|+と ■.,て いることよ言■する
まで ,ヽな tヽ

名古E11勺 ず,:キ 1し設つ'■共1,に 出オ″した●

■が人デ11■ さ
'tて

tる ことば,」 Hま大き
い.|十に記■た |て よ

'T,7し
かたti¬ 1かい七:

分をも 数多く出
=夕
していたことである そ

′,一 Flと して

'政
i●のFIFや |1吉レトを,,る

■ll=し の全■0ま  ■共li l●■したI‐ ●(
も|「●されて,,る ,その:石本からよ今兵′,人

きさなしまわかるが IΠ「 した企共 体″)重

なリイヽった計¬:十分 ま、ち1,で し・l十記する

こLができなti`分であった.年■ 1■ され

ていることで 計
“

‖出:分をTI・ 認できる●卜IL

■ってtヽ ろ‐

名占屋

"の
世重なiヨ ■が,,t■共してしま

|ヽ ■■物や本
'L ll殿 "■

ぃなとを全体111、

あるいは企てで まないが■lm lF分をも合■て

衆影されてtた ことで それぞれを耐「,ヒ して
tく な,での111:古 |な

=を
1111す るた0ア)‖

助資||と して
'ラ
ス|と■′)ri在 ま 工要な

`tllを はたしてtヽ る
=思
わ,t/.

域■|=な って、戦えで共 ,́れた名占
「
城の

′■けの姿を,現する
「
始

“

とな■,た ,ti間 可

延 1町 ll131■ It●■|は、■,図 而Lと も
に

'共
前にli影さ′tた すラス乾収が

'|さ

Iて

いたことで 日1人を復iするた0′, 端を+「
,て 1.た とりわltろ  また (単tか ら, に
十:る まで ■郭を■′|す るは‖kl言書|^
|1像、 |ら こT■期に

'台

わらitた 本
'し

各1■ l_

I山 つ●元‖与イ↑人の買■i■ ||ヒ しても,1

1さ
'1で

tる

3 名古屋城か保管するガラス毛板
名凸屋城

=千
ヤ|さ イしている●ラス屹枚■)無

Jよ  ■Ю枚,1● ,多 くを薇える (写真 4).
li7影 1`時の1ヽ■ヽ ′撮影さ

't tJ'所
IJ,コ | ●

どをIII案 していくと この保●藪iで ま71y=
t=ユ 者|よ‖げ1し ている.■■が少ない一

"|として描,I′ ■までみていくL 本丸●段■ ヽ
を1市 ,て ,ヽ た■1●1こは 同 J,画 をlrF'′ し
た場 rl ぃ ■ⅢI全体を ||百 [ さ,,1,
絵やす1占付

`な
と彙面を一|‖ として一可而′)

●ットで撮影し |'1や ||と ′Iの |・|つ¨々の一

面を一画面として■1夕 してお |、 い前のよ影

ソ,1■によってもli影 した7′ ■ム■i[変 イヒ
が+し てtる  さらに同 ■

^図
■から|+m

:「分 ,「 ,フ |を ,Jカ ットも■|′ してt.る こ

ともある このように中体図li"・ ら燎口,´ ,
llltザ

"夕
う''|イ tて tヽ ることもちl tr甲 的

に

'itヽ

●)で ,iな いかと思 ,́′しる.

し

'[■ '●
さイしている●ラスに枚ti tl■十

し〔tヽ くと 本,であるべき画面カーJ:に え矢
したⅢ前があ った0 四

“

ilま たはそイt以上

の正晨|― |けの写真として拙サ′したであろう

と思′,イ tる キ:分でも 写真が,か .た |す る
こと力■,も  名占

=城
に|=:|し ていたヽ■十

が少なくな■,ていることをIr「 1で きる. :ら

|=師 壁い|■占が
'tて

いる部屋であ った [も

`ヽ→ ,́ら 十  11古 ||||■ 1」 11tilltt'と  11+ Tl」 さ

●ttた 告
`Eや
 旧治!,FI[障 111い が■,tな

どで,tわれて白十に1'理 前Tさ イした吉Fヽ■と

でま撮影している,煮 1,,F常 [少 くなくな‐
=

てtiる ことを l・ 案しても 今日,さ れている
オラスlι崚の■崚が不

'lLて
いるとりわれ

る ■Чt両′)あ ,́た :FIIで も 奥向きと,こ ■
れてt.た 部屋 [I「 →ヽれてtる ●IⅢ I,言T価す

,t,■ ,た らしく、I-1し
=itた
,■・ I燎が少な

いこともある.主だ。た」「卜の室内全体はlr

l′ しているが 昨中山の各国卜の1■日:F分に

11ヽ

'



名古11● は■
'ラ
ス|とヽの1暴 lt

ついてr,撮影 ま うitも したが当■の担当者
ずう意II考え|で省■れた |してⅢ ,′ |'4を
減 |,し てt.る ことも考えらヽる.そ r)よ うな

ことがItl′ した写真lk数 を「

“

に■■とilな

い,日 を■案しても 少■いように思われる
lk前  嗽■■ 11'1カに名古Lヽ城城内で■彰
した,ユ:を lti ttさ イlてヽた 0 1し施:1=i'写

さitたであろう●■■と 出■■名古■域の
だ,1し た

'メ
■であったろうと思われる●■を

t々 ネうすることtiち る 今日、十年してい

る●ラス|と

'つ
員数勺にそげ)'■■工:こ と

もちる 名 i『城力●可
'か
tヽi杉を
=ltし
 ,

●していたであるう写真の性数が、13.● |)■

管快■,1に の政J〔ちろうことを■,,|さ せる

●
'1で

オ,る この:「管
`'■

,,減少 1ついて よ

名古屋lll● )Ftt IIF11に 間EO,あ・ たこと

ま●めない きら ['■ |に
'争
とい1温 Ft

■1を 14で きたこ
=も
 'ラ ス乾ll“昴の1'少

つ 国であったと思1つ 1し ろ 熊時中の一11で
まあるが

`lLに

■贅が
'tiし

くな■,たに
"にボ↑■)J裏 □標のi lL「であ ,た に京
"i′湾 ■11に 依頼していたカラスに枚が 名li

Eへ′)|↑送●11に +要 ●■■■|(し てしま ,

たことが 戦後 依10し てtヽた写真■■か ,,
●■■+ヽ Ii計‖|ヽか記f7,|■●)卜 =ヽ

lltて

いた.lt,し たことよ■
'で
あるが、

'tわ

れ

た■■lk牧 [ついては1しよ
=itて
いた● ■

■した写真●)個 J々)勺 容 1ついて
''記
■がな

か ,́た たうに どのような画 IIが
'■
したず

'

1ヽ  さらに名古[城
=も
Ч係記ま1か

''さ

れて

tな t.こ とから 共わltた画面■1'Il手が
“

ヽ

|は ない.こ のようにして共わ′■た写真
`'「

によ '日
'ず

|↓ることができなtヽ Ⅲ

“

象もち

,́た ●)オ もヽ●れなtヽ .

4 ガラス乾板撮影の経緯と名古屋城
電明
'ラ
ス■に■月を■ってフイル

'、

にす

る 1,1ム は ■■からF,用 コ tてお | 1吉■30
11 ■1351 rt嘔 までF)フ |ウ エ、1'中 =ま
円
「
●・|ラ ス

'を 'て "｀

″t■ として●用していたこ

とま、名占■f・H iJl,ilT管 している
'ラ
ス乾

1か らも知るここができた.こ のよう1■ ,ラ

ス|と,よ 写真フイル′、としてヽいF史を■
っていたといえる .

名占■成で ま、城内の語施設を撮

'′

した
'

ラスtlRを F10F以 |=管 してtヽ る 保管し
ていろガラス乾1'′

'iな
li帯場所は lk't■

■した,上をいただく
't,門
や 不九卸段と

その生・lを 11,て いた「ⅢⅢになどである さ
らに

“

戦後 1昭 |」 20年 ヽ月以降1 1・・|た した

lL設や¬よにt Ⅲiを ヽ前 [■●した÷■や

'1='1で
|た■●
=真
うヽら

'写
した
'ラ
ス

'と
1■ も it前 1■帯したガラスに根と同一保

'1■ 1相当枚よ,[● して収I支■

'し
てtヽ ろ

名古 |ヽ城が今回保管しているガラスに

'ま撮影の場■や

'H tt tの

4イ )も あ‐,■ |ヽ

画面 |フ イル1.|■ イスを述えて撮影してい

る そ′
'フ
イ|レ ニ■イスを大,1す ると、||ツ

切、人ソ切 キ■ビネ十に,:I111て おり H
」0 あるいはlr影場所 Il桐

`イ

なヽとを1」菅しな

から,(11二 十
`ズ
を送ただと想|,itる .

名占電成でⅢ

'′

さ|した
'ラ
スにlkを 保イ,す

るた0の■■111“ 責 よ杉,,も ■作したら

しく (写真 5)そ ″)内部は 1,1■ オラス
|と ,を 市内で

'て
た1人態で

'tミ

リメートルの

|■「」をあ すであり、ガラス乾lt tt ll'Lい こ

,11し なt'よ う こして■管している (写真

6). 卜J止オラス枚の
"担
防止に配慮した 1

■の 斐もら,て 今日まで多くつオラス乾
ヽは 敲■をす こ■

'こ
とができたのであろ

う

こ/,よ うなl■ i「 を十た,ラ スセ枚である

が 'ラ ス|"フ イlレ ムの1lt`′,ま まで
'iしていくことが 民良の方法であることよ言■

するまで ,ヽな い し力ヽし 'ラ ス乾仮の11■
7,ま まで:I(「 してt'く 矢■ま、カラス●が要

れやすいことは

'tに

も述べた.IT lii年■ |

1,ltiイ している人lL■に対する 1ヽ処 ■

'ム

を||

,tは  ■,を・・Litて ■1,さ れてきた●工な
'

ラス卓ι

't"=  lt'員

し〔しまうこと|こ よ って、

―-150-



名古 |ヽ城保管ガラス忙■の1=″

原枚そのものを■うこと 1な ってしまう,き

日 =iう
|ヽ もヽれなし'.今 日もなお 多方||

から利用されてt'る ■共建■1カやl_｀ L■ なヒ

の与●を、FI究者をまし■多くの人々に

'IIな画像ブ,状態で■1':することが■しくな■て

いくよう|[思われた. さらにガラスL枚■)'

■に

'Itt i■

.,て tて も ■■■●・が影響し
て
'ラ
ス

'と
4市 された栞イを

'イ

,し ている

●■|`■「の劣FしによるT,証 Fri■が■じること

もイえられる. ,ど い場
`ヽ

によ■11そ ′,も の

がヨ証し
'ラ
ス乾板を■かす ||り HI 史に

,■力:和 1カ くヽ!共
'tて

しまう■ラス|と 1丈 も 1て

くる(■である.こ のような,大態 こなると
'メ

■原● |フ ィルム| としての 1を 足さなくな

| ■なる●ラス● [な ってしまう そのよ
うな,何ギll 10が■しる不安を少して ,ヽ■●し

て永く■,することと、フイルニ、り)鮮像度・ l

ガラスH_狡 自,と 大■かなくて■● こくいF:

引に
='す
る必要■に,口 :,'1ていた

ガラス乾1員の原‖卜を政●しにくいキ11に

!え 、 フアル!、 十イスにつt'て |ま  ガラスt
●Lい| の人きさの画面で,(ル 1、 化するこ

と すなわち 同 Ⅲほの ,tF‐ 1核 製品 |

を作成して l.く ことが、■11111平成 2●・ 1

1キ |で●,保■■での最■■であるとつ■論に

到tし た  =芸 員の■●な思考であった力ヽ
■成 1■ |],921嘔 0,名吉卜城 11■ として

保管して1る FO]■以 |ば,■ ラスt,今でを
以イtに くいイトlk樹鮨|`フ イルブ、に

'■
|る た

0に 千■ 3年■の F算 ,ボの つとして市
当■にI案 し、相当市の・■R資 を念日していた

たいた.イ比IT,■の中で なかなが■fして
もらいにくt■代晴■にな |つつち

`,た
頃で

IIっ たメ|イ、,何 1旨Iプ ′ルム(し,末 |[右 手

|る ことができたの1よ itで あ ,́た
=tえ

る

5 ガラス乾板から合成樹脂フィルムヘ
■Ⅲ l年 支事業として

`)●

樹‖旨11tヽ 地に

した,イ ル1、 への■■の■共

`〒

■について

ま 'ラ ス|とヽ自llが ネ●7′ ■1、 の1'ttt i
あ | カラス屹板と●1 のネカ 7イ ル1、 を作
1:す るた● こま 'ラ ス屹l・ よ|■■人きめ
の十イスのイヽ■,1旨ν t ttlLと した

'イ
ルム

を■月して 密■■き,すの,伯
=ホ
ンフ

ルムを起こ
'こ
とから11ま・ ,た .こ のオ'7′ル1を さらに同一■イズ■)大 ききの,′ ル

」、を1咆用してネ,「アイルム 1● :史ヽ
~る
とt'う

イ,千早■)11業 をl■て '■れにく■合成社J鴨 |」

ヮ (ル ニヘのlⅢ共円||を ,■ |た した .

1ユ′tに くtヽ フア|ル ムイヒの角業では ,|'7
(,レ 」を作ヽすることで H IIIま ,■ lkし たし

'とるべきであろう力i に■するよう|■ 日̈ ・lt i

■
=付
けι■■をイ]る たう|=は  ネ

'フ
イし

ム [し ておく̀
ビ
要力'あ ■,た .=■ 口,■ 輌から

=る
と は,し ている0て のオラス十をヽ を無

t/Lザ
'ま
ま
'■
フィルムにまでしておくこと

は,1,tが多■ぎると
',t嘔
もあ.た .Lか し

全て
',●
ラス

'ど

■を,イ|ん [引 じレベルr,1,t

態で保Fす ることが 'il[く いフイル1に

に,する事業′,1ヽイti,な □||で● | ど,,
′,高いⅢⅢだ ヤをオガフィル

`に
までは111_

て ■ ,,,`|は 十ジフイル」、′),階で上めて
おくこ
=で
よいので まない|ヽ との■ |し もt,.,

たが 11 1キ 期に

“

|ての行■を完 」
´
しておく

ことヽ` イ)lk‖ :旨 ||こ /,フ ′lンムイヒを1,こ な

ったことのな表であると考え、1111面での :

貨の増ILま 不71不本でFi¨ をt,た だいた. ,

日まで千ボ4さ イ■できた
'ラ
スに l● 41て をJI II

に¬:画uに ●.き
''す
/7こ とができるネ

'7′ルム T11大態にまで■

'し
て
=ilる

こと

が 項itに くい,′ ルムイし,十の1日,条件ヒ
して■●した

凛れにくt,´ ルユ.へ●
=n‖
t,世での

■Jが′く2,と ,る 詢
`分

は 'ラ ス乾1え ||
,そ r)も つ

`,■
さによって ⅢⅢするIのi

.Lが ビ々であるために  枚 枚ガラスの|'
さを,こ L■ その都●,「 1を 訂口|し なが ,,進
めてtiく こととな0 た1畠な手円|が |ヽったこ
とfあ る このようなイ:F早を,て 出Jて にが・ ,
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名占F城保11カ ラス
't枚

の
「
市

たネが,ィ ルユ、を使 ‖して さらに自1画 llに
同1人で■き||す |:ri‐ をI・ こなった.,
比写真を作■しておくことで  ,の

'ラ
ス

lι兵が ,われにくいフィル」とな・ ,て■業が

i」
´
した.11餞●,行千「である■■■■につい

ては ‖iし ている●ラスlι「・を、今後 ■
」里 利用していく使を

`tし
て,,こ とであっ

た .

`|●

されていた″占1l Ⅲ,の
'ラ
ス屹li l11

"k, 

ま イトよ樹睛7イ ルニ化■■tr● こ依
頼していた工場が ,,名 古ヽ成に●リ ロ,tか
ら0,保存侑に1てめら′t さ:,1■ ■―ル箱
11■ が
'い
のでitt卜 として|に ク ,シ

ョンを,ラ ス十と,tを 1スめた,■ 10つ 廻りにも
くよう li古めて収前ヽ千lt昔すること こした い
すイtは所た●保管方■を考菅■■しなけ,tは

ならなt‐l ,'17'11合 |と はいうも。,の

け1,な抒!と してこ′,よ う
=女
易な保●方

法をとること [し た ,′ ■」、イヒ|■■7し
て以 lt 今日に至ってもこのit態は変わ oて

いなtヽ ようである.

名古|ヽ■,,す ラス|を ,を ,スめている本Tて

あるか lll時 の■■■製作した力ヽ|よ 呵がでな

い.い十九の時期であ っても 17′ ,不足■11

ltに 製イ年さitた も。)であ.,た と思わイtる が

||■ したような11製のTで はないが 性がな
Fill背 を調|■ して、すラス●薇をできるだ |

|(く |ネイ|するた01占急口,な 処ことしておこ
=

ったと思|,′ tる  この様な,力 につt'■ 1,■
■■の名占■戒に■■る思い入れかあ●,た |ヽ

らと思わitる  その,力 11感市|し つつ F吉千」
肯t'叩 に撮影さltた ●ラス乾|え力i 今後もよく
原
'■
|■根| =し て千1■ していくことに変わ

|はなt,こ とを駈.,て いる

6 名古屋城の写真調査
lT々 ,,Iiで 失わ′tた,■ 1場 11を 乳

=11●
された■■などで ,■に十索 1菫 求し

て liた に1ス■ ■」|し て .ヽく ことも 多く
●貴にな地11■●■11を ,実 した7占●I・ に

I.|する今● Illス 共保■,こ」● 一つであると思

う,`戦■ 十世紀以 |も ||た ,日  tサ 1亡
ヽ|,|そ うな状態である

"ヽ

比夫■で,,名古

屋域の´が71/し ても写.て いる・ J● を調査

1(iす ることで 共われた
`占
け域のイヽ4や

||■
', 
山を知る●卜になるr)で まなからう

力ヽ

F`人 10■ に■ lt「 ●陣|"首資111,1で  名
凸■域卿li● ■真F:十 ′,所■調査を■七する

I―会に恵まitた .:司■,J象 としてtヽた,1〔 は

コツtlキ イズ |'ラ ス屹
'そ
のものを実兄し

てt it"i t=イリナ●:●,大 きさか ,,IFI‖
した.● 卜で 日鋼|を ■ると杓300■■くの

“

スが城されてtる  その収とさイtている,
共ば, で 名占LI成 に保管さ

'tて

いないう■

を検■した,そブ,″ 1●IFI資 ||キF第 ■研究■

長l■ 々ボ利和氏から +口■|イ ズで振半さit
た●ラス

'と

I・ かl● ("丈、リリの日録|キし政ヽイt

lス成してt.る ことを,「 らさ′せた. ■際に,11こ

lt杓 に:|:管 さ′tているうちらヽら 言
`を '十

見

itlま させていただいた.=ilら の
'ラ
スlι l“

の描

'十

夕1つ いては ,11で :,,上べてtヽ るとお
| ■● 1■ 711■ |で  「 ]段 =|′

,庁壁画i
を編■「り行するために振影した

'ラ
スt枚で

あリ キ引な映像で,1形 して,る ことにヽ力ヽ
さ
'1た

 さら 1ガ ラス屹枚● :と んと●=世イ|
な保r「 |■態でぁ った.こ れらの

'ラ
スセkの

F在は名ri■城 こと,,で も菖●しい二とであ
り、 ネ,フ ′ル■自体を名

'屋

■ 1も ,itす

るような● から,11し ておきたいう中に
'られた.ガ ラスに

'■

)「「口:利(への■伺ヒデェ

ーブフ′レム |ネ ■フィル」、|を 製rlし て名

古E■で力■■t HI,に  合成性1順 ,でのフ
,ル 」、I‐担を名占 1ヽ城′,■費ておこなうこと

を条件として、 東■■● |・
1り J官にフイ

'レ

ム化

|● り ′, 市を十ることもに ,イ ル」、化
へ
',任
賀■■を専円業者 1詰」tしつつ ,l li

■城■■,■所には無理をヽ力で そのため
つ

`,「

1普置を急せしていただくよう千コ]し

た そのような手続きをおこな―,て tiる 間 二

―- 152-―



名古[11保管ガラス乾|ての|キ●

十切大に

'`て
きる1,に な合Ⅲ‖1日フイルユ

ウ人手の●工を7`ル ム業こに問いイトわせる
なと
',子
たてに|■ l・|を ,し たが ,I理事

"訂

i

の■■
',の
“

力う`功を,ヽ し ■嘔米ぎ|ぎ
|に ワ (ル ムイヒされた■■を名占

「
■|[詢 R

十ろ事が1■来た.東 京卜● 1功

“

て,「 され

て:ヽ る■切人■)'ラ ス|とヽ よ枚無の多き|.さ

ることながら,′ ルム■:イ ズF)大 きさ11も t
,さ itた  たまたま●lt lJ・‐写に必要な:F分
があ■たので Ⅲl換 した■オフイルムを,11
して■■1,′ )●「■に1(め らit rtヽ た|■■画の

大きさに,=延 ばして人たが  II司 :に までll

円なⅢl‐て″,・,た こと。,`勤

“

¬, |)よ う
=

]い ||さ ●ろ‐

●.わ りに

'ラ
スに

'を "じ
て ■人力:||し てくれた

貴重●■■ 1資 ||‐ t 永く後 けに●′-1,
|=`ヽ |‖することうヽ llFl'● ′

'今
 まで,,II[

`し

した,|■な過 ttt省 |る 日||′
' 1カ
こな

,t● 1:●である 名古屋の性:の ■11と しもに
:卜 = 戦,:■

'tま

での世かな|に ,1で はら ,た

が 市民の ẗであ■,た Iド 史J「■を,,十二味で
も 大■′)ザラス乾仮を:X●十卜■してきたi
表があったと思|,11る

昭¬20年 1ち 早々に ′占■「 内が■● 1
おい、名占■域 :,■ ,に 1ヽするt倶が■ 士に

高まっていた 名古L城管理■■
'",IJが
,

■■itよ  文化嘲の■¬につt.て ヽ¬
`省

と‖

|サ :し つつ ●■画をまし■■)せ る品物だ す
でも■・・ の■,t● :,[けるた0こ 中 IJ′

'+
1卜 をおこ■ってヽた

'tt,,F月
11111に  ,t

ll「 による■■||´★ドによ ,(名 占F■ |,ブ ,

i者・L11の多くは■

'(し

てしまった.こ
',■
襲

で よII開 i「■をしていた■■をはじめ 多く
の文化けが■■してし■.,た が 障

'「

の

吉「とと:,1城 ●の訂嬬 tを■影した
',ス

lι

根も,,`を 免れた,そ ′,■ ■●●,■要 =■
えて ^|し仙嗅障■山 1口 回■|つ  劇:=
●ラス|:ヽなとも,めて■姜の[れ Il少 ない

ヒAI,itて いた県●′)″ ,我地域 |■泊ま÷

1,¬ |へ凛 |・Iし てtヽ 4 ■■■´の[‖ 1口 ll:
に 14■ t'ら 名古■Ц

=も
と ,た ■i山 を

はし■■■な資||は  下白山■1人Jではあ ,́
た
"' 
以● 名占 .‐ |・内で■11さ ,tて きた

そ●)よ うな■itjlっ ている名古|ヽ■つ■

■,1,71 こ′tr:ま で1こ 多■●1'政 を■■し

て1ヽ るにも|ヽ →ヽわら十 今回
=至
るまであま

り||:,れ ていなうヽ・ ,た ',ま
 イ:て を ,こ 公

円してtヽ な|ヽ ,た ため■●るL LIわ
'し

る.

そ′,不案勺il,■ J以上に 名占■市が■
■1'に

'Ii■

■内ば)|`L言★やヽメLl・段it画
を こilま ヒ多くヽ ■

'し

て|た ことま 帳,t
て■■した各地′,戒 J'と は

'し

■|=な ,,な い|デ

真tiで ある オラス屹Fと ヽう|′■で よあ
る|｀  '1さ itて tた ことの■■を■直 1=ふ
´ヽきであろう.

名占■成′,■ 1,な ど多くは■り:してしま■,

たが ,,り しHの成■を写真で■されて,ら

ことを |け  この手■ i¬ わ ,た 人々よ十
押:=き たでおろうか 二′tら ―■,,■ 業を上

茶 ,rtし た者 t人 によ詢|''tt,tしたい

IJ

II. `|lt■ 1:J=)■
'1:,■
iF li[爛「

「1■ ■

■1■ 「 ||=tiた l111t,■
`tた '|:

そ■itll■ ■・ て 'ヽ4

‐JI ′ヽt地
't■
=晨 lた ま
■lt,I■ たlit i!F■

`||=1 
本
=「
〔 IIF i■ !|■ ■まで,tlilて ,'

■■11  ■■知叫 |■ 71名 11■ ,|:」
`|=|[■

f.■  ,,I「 ¬ IT「」
|=  ■ti■ 情:」愕■ =喧 ■し|'1,1■ |■ |=

tF, 11:11落「 」´
`|ら
■■●● =コ

'|
|1111′ 名 il;「 し て|= し  ヽ L I)"il=オ  `||=

it出 ■|[〔  ヽる.  IF)1昔 栞 |= ′|‐(′|「」illよ

,1当 たら■| ‐|=|■ ■■11111● |● 1

七ll●
=|'t‐ 'tを

,〔 |た |1貢 ■七|ら t

=●
´ヽたよう0■ ●

「
li t'■■,く デ、,,●

.=  ■■■■it■●● |`|lt止 とIⅢ)li ll[

1う ,



名占号域イ11,ガ ラス0と枚力伴i

. =|

「
|

ヽ |

11'

本
'直

:|li内 を |し [繊影 捐■した :ヒ 十

二宵1亡 ■生Ⅲ大観 を lζ i:=年 ■ 1● した
■,国二 |IⅢ■ 1'保オしている名■L●■■

■した
'ラ
ス乾● J こ●■のも√,(ち ろう

名古1111'● Ⅲした回F=“ ■ 1lⅢ Ⅲ r)掃 ,
■ |た :撲 γした■●を :,● ●て 名li岸 ■

蔵嘔として■|¬ |■ セ HJ=日 [iF■ :li■

して t仙 !円 inた で 1● tt.そ r,` ●

た■改IJ‖ぇが刊行されたli 内■
=人
■ まな

キ ,■

■■■●保■●は ,1■
"ラ
ス

'●
デ
=よ

`'●
it まある|'人 几―tで ,,`,た .し か

し 東■ ■●1,nⅢ蔵ヵ■明大I),ラ スt
l(■ ついて ま 憚ム

=不
|||力 'あ ■t.=11カ '

人きくヽ●たた■ 1■  ■,ラ ス■Ⅲを入「
することが■し| ・●●,fl,ろ う

■■を兒 |し た● Lヽ il■障|1直 ll lrに
`'I'て

よ ■● =11:j`占 ■■
ム

'L●

J■にlt画 ■

として|こ れで 名 1屋■ ‐7■L■■11,

I「 |´ ■¬●
`ヽ

綱|る こヒ′■(き た.

1,「言|´ 11=`E111[  さ :,I:lFIギ 杓iF f:, t't

● 1=tt,あ るtし まJt′ ■ヽら1,'「 ること

力'(=ろ
名古い111t● ■ラス屹● I■ 1:¬ ■■ⅢllT

菫=`占 Ett t,`●
1,t信 も
=JI F,日 "

=う
いて , 朧11日 i名 古電● ●も+:l・.

武した.¬ ,〔 よ崚●′,,写
「

● [,tて ま

保せカラス乾・●
=Ⅲ
11=■
=さ
れた11 デ■

が|,1■
.さ 11■ | るもつ

=,1‐
子はL,,卜 し

':
」ヨ
「
li■

`〕

:Li= ]「 IⅢ  Ⅲlヽキ
=1]Fitつ

i■ i tti'■ lti tて いる ■■■■記録リ

ケ|■,■■ |お こす|,れ たことか′,も  |「 当

■■ ,● し,¬ ■,「 ● t,,,た ■■ろう十 1

′〕lι l・十lliさ ,t〔 |'た と思 |,● ろ

月i12● ●1度■■ ,tで す ● ,1量 tlま ‖+

な性●■十んたti吉
=■
〔tろ が LiⅢ

.■■■|力
'■
■.11:,■ |■ 1,F末 ■ [卍 iさ

'1た

す力可1■ ら1`● して=る も●もあえ 1寺
:

■;:■ 月の ,辺
=お・
,た :1■

=移
動|'′ く見

ら■らことも卜は,● tうであら 二
`,二
七

|ま ,「 |ヽ 力
'11,ネ
 ちろ: ま|」■,,11■ を|`す た

,,=あ ろうと想定して14 ■|=両ルll Ⅲ
=

●:て ま :^|工 ■イ■民Ⅲ ⅢiI I」 ●

`占
号●■メし市戦■上●●■1: を●

=さ
れ

i■ |'I

+● ll●
=東
,て ¬■,"“

==た =,生
■F

iで ζた+L■ 十イズ
`,,ラ
ス乾●111●

=ま

仰|ら ,き にと■′、■完な t,)||■Ⅲ よ‖十さ

れて|● ′■た.

仁ttし た写真11L i,1,出 |「 !2● ■11,11〔

彗■■■ |す で ま `i●
`,ブ
ィルムを11■ ■

ど :11● た:'ti〔  ]II]21● :月 | IJL

■ |`よ :¬ ,「 とな・ ==ろ
が ,1:人

`IⅢ
コ IΠ つた間 liこ iさ

't〔

tる こと||=■

1■ |′,:」 itt i■・ たと思′,れ る| ',I

京空ttt Jえ  ヽ■してしま`,t=0こ ={
ある この■■で,●十イ白,も |・ ●したた

力
=届
十[か t'1て しま ,た 0(● ろう.

名占liユ ft 昭¬,テ年
=福
工した よにFハ

● :,卜 1,型 :出する●■ ,(ル ■ヽ ■ラス

t●
=littt L=わ

, その ¬●,ア イルニも

11● して|る

ヨ i」 :|■
=F llFの

■姜で,た● に 1ヽ直′)

|:と とも :"判 した●ラス屹 |'よ  :世■

1画面つ大き■,あ 1,tて iH● と し,■ ltて

tヽ る こ●■■li=■ まま戦前 =Iル さ,11:

'1■ |,全 ての|1数 fま すLが ,ヽtiⅢ Ⅲ,

当11と して ま″1占 [長に・lし て相 |`●■を掟

,′ してt'た ことう
'う
力|｀ える●十1=ち る. ま

た ■■●●していろ,4● は1′ |を ,tJし
て|,る |■ 

“

時 ●
=製
午されて .ヽた 1ボ′r・|

|よ  11」 を■
「
して ,ヽ ること|:|く  ,占 11

●
"|:●

ll ill′¬ f1111さ ltた こと
',II前
よ

不円〔t・ る.

ガラスlt枚 =`■ =せ
て十製した■,,ィ ル

1を ■本プ '''■  |`||― プ ■■l tし て

,り t ttiし  その■
=■
■され,^■ 7イ ル

■■■ [|や耳(ユ 1'こ よる11,な ど■したIIに

■た
=オ '7′

■■をLこ
'た

●

“

市|七 し
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■ 6

lヽ 1

」を1]]F(|に 保i価 の一IF,■ ■11た さ
'せ

たら

Ⅲ こヽとli ●●さ
'1で

|ヽ るよム=11■
■,

●/7.そ
',保
存||■)鷲 入 ll格 |,ll積 ¨ ま ―

1世
=●
|で |ヽア113111 」ヽtrio日 L● ,t.

tl.に 1'tて ま1:●L〔 よ
=〈
 FI当 する

「
■

●
=■
|,た ら
=|'.こ '■

まi● 11用 してtる

|オ 員の
'|で

よitこ と 1剛●
=Fあ
る|ヽ 当

|す としてもオラスFと ,力 ■i:は  ■ 〔|,¬

■′〕11■ を■■てtた ことがう●|● ,・ tた .

■1■ 名占量
'1=I)^t行

11ま  このよう
=■

品をま
'1(■
けで|1製 し■告して■る.

■■・ |:11"■●■

'F■

■
''11き
||す 写 11ま

ヨキ =共
',■

る●■
''L=1丈

納■れている.

11 ネ■7`し ■it‖ して●賃■■
=|」
オ

=わ
こな ,て :た らし1■ 伸段内I)■■,や

その■■すえ所■どtri● る●11'不足して

,た た,,=写真の it■ ビt':延■しないで

■したr)力■

"'の 'い
=ち
ろう.

ブィ,レ 」、口,口 |力 '人
=1ヽ
た● =J燎か|I IIで ●

った. 名占岸敲〔ラJ'■ と■〔おこ■|れ [

tろ ■ち
「
■1''「 ヒL〔 |,ltJ〔 きること

を■■んで アイル=ザ)● |'F市 を |■ ,し て

1:|し  11● をけた

,シ |■ ンテ(■ =1● ラス
''1',コ

″と

'|
線Ⅲ =,it'か ■

るこ
`,IIこ
を′|た
''=  lt

Jの フィ■ムで+中 人の大きさ,)プ '■ ■を

●し使■した

'ラ
スit'● 合成●31プ イル!`ヒ を11iる こ

と,で きた● 1方  ,'t, 'ヽ キ曰|卜であ4名■

■
'11口

1■会
`〕

||■ 101,● :こ念 11業 1,一 ■´

して こ′tら
'ラ
スに

'で“

i′ きた■■て

'
11,し た ,ぼ ■口■名 li■ , と遺した写■

■を刊′ILた  こ●「 1●■■ |に 東■口J古

物it贅 |||]で F切 十

`′

′)●ラスlt'0キ■

を,「
`,て
 '(↓ !化■来 1羊 「

'k'を
おこ

Ⅲ ●t.

,1占岸状で

''(を
■●た

`〕 = lit:●
Ll,

=三
,,t,1" '1● 巾 =鋤 1,れ ていたヽ

'画
′,う |,1,11面 ■ 伸 卜けI」を+大

',1摯
とし

て●||さ ′iた 延

"IJ「

1■ ラスt'な とr■

名占屋IIki「管
'ラ
ス乾ll″ )iス″

●it.

来本絆 よ名占屋成に在n時に実施した
'ラ
ス

乾|「保存デ業 1第 次 第二
"゛

の■世で

ある.姉 llが■了して原稿を自■1に廻した

直 l・ 、名古■1,世物館へ●出した,平成12

■ I HI= 隈占ドt名古■■:1名 占屋 ll

れ:Fl協 会+り | として 本Lで述べた
'ラ
ス

屹Fを 一括して|,掃 1公・ lすることができ

●のliが l・ りたようなし■であ●,た ,ササ1

がi過するににい、名古ヽ政が保管してい

るガラス|と枚′,貴重さをいまさらながらし

い

'1ら

されることとなった.

1名古■市性1カll デよ員
'
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写真 1 ガラス乾板て撮影された名古屋城 手前の屋根は本丸御殿 (名古屋城蔵 )

名古F_城は■
'ラ
ス|とヽ′,F市

写真 2 -般公開で配布されたバンフレット (昭和 7年 2月 11日 見学印 )
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写真 4 カラス乾板収納状態 (名古屋城蔵 ,

名古|1戒■●●ラス●ヤk″,11←

写真 3 美術図録初llr(2冊本 )
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名古F城 ,11ザ ラス乾1てのF存

写真 5 ガラス乾板保存箱 2種 (名古屋城蔵 )

:::||:||::::||■ |||

:|::t● 111:|● ■
|

`(:= ::`,::,::11 1●
■

11:111:1::=,|:::■●.
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名古屋Ц‖管ガラス|`枚●,保存

写真 6 ガラス診板保存箱内部 (名古屋城蔵 )
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剥がすか否か ?
ヽ貼り込み帖に関する博物館実務的諸問題ヽ

Should tllc Papcr Be Peeled Off floin tlle Antiquc Sぐ rap Books Or NOt,
一The I、sue Stand尽 oぃ E■ chヽ luse■ ll卜 、it、、ll●int―

まし■ 1

1 1r)を ,古るということ
2 貼 |[た であることの利 11と

't113 ■か Lた もの0,ス 1点 とヽ■

`ま

しめに

′十 ユ lⅢ 物計十:よ 員として11■ して11+

L記の25年 ■なる力ヽ その「[ 専「」とする■
′|:系の資卜をましめ きまざまな資|「 を仕事
として投ってきた,そ。)Ⅲで、:i世 が,,,i代
■l・ 政 ll‖′mi資 IIを崎tliム

' 「
子●,形態と

し|:~中 り,本
=帖
 |1瞑 | ~山 |■ ||[1_ スク

ラッ
'フ
ック_ 丁ルバム_キを職場あるい

= 'ド
:に,Fi1 1,コ IIな とて扱うことも′か

,た  ■に,二年 1人 小 |だ t.し ょう 14F
の ■で ■ごと [変イししtilつ た小を `
0)■
=七
〔■ |:ム んだけ『」物のこと ,「口●

IF=ま  そつ交換会が絆んにな, 以降 ワ|
|1初 ll,,新 F切 |ホ えまでに■をみた|_の

資|||ス彙および●究を始めて|ヽ :, そ●|ヽ会

力=さ らに増えてtiる .こ ′,「′■
',FI「
ま そ

の

「

■置に1'す る千り●と
't■

が内●し し
う●||を 扱う力ヽによ ,て  それぞ●が■だつ
という壮性を有する

't稿
よ 名十つLIIIで あるI」専 |■ 先■の

1希言J念 写となる
~,I"“
十紀,_ ■■■つ

it会 を与えて,11'た ことから、工■の著者J,

夫

`チ
をtLこ  この「

`√

)1■態を有する●|
■,「11と 円:[●

=釉
日|し、時物n ll投 ぃを考

′、十るものである.|ま し0こおLI Iし て|ス

岩 崎 均 史
HltOshi IN SヽAKI

l ,ltrと して.7Dた まこカード●,,■
5 1:|力■ ヽき|ヽ  刊力=さ ぎるべき|ヽ
1 11,し てみたら

11 `(稿は1と 11基 i11中 ●,中 |ら ltた個々の―・
11を 刊力■|こ とのi訓 論を記したもので まi
い もとよ| ■

't:,の
■|■イ間々に■つ今

|■ |ヽるi千 1十 七,見在の1'4,: さら [Ⅲi蔵する|

1'lF, そitを
=う
使うか Iよ .,てヽ論 よ●

イし■る LI.う ことう1'、前■であることを|」 i己

しておく

' 
ものを貼るということ

は 1」

“

[‖ :語の■J里
= "卜
にl_う Fi11を

明らかにしておきたい |,■ のとおりltまつ

‖′Ⅲi(11を 貼 11ム ム 日千■,形態としたもの
|:「 ,古 |:l,1占  ‐|「 J III“ |||■ |_ スクラ
,アプ ,ク _ ア レバム_な こう:あ るが こ
こで 1(り ■ |る ものは 中に貯らitた もの
1資 |||は  ■茂霰 1皆で ま lllら ,の ちのに
叩iら itる とtiう ことを想定して|||,7■ ていな

t■,つであること つま1 制■1彙け|か ら後
に、第二

`J,■

:よ ってOi,こ まれるという

延
'Wliな
さItた ち■)[■

`,て =,き
たtヽ また

lit」|に は ,世鰤
'の

この社の資|;ま 影
Jの 11111t11わ十とち .l■ にこitを 11が十

発想は、,i■ えなt.L思 う その■|そば,1,
F)を・・ ふべきことであろう.こ こで|ま、1111

もlt■Lも 多岐|■ わたる[11以 F「 ■ i ll′ ,自 FI

111



刊力`,う 否ヽか |

1カ を,に町り込んだもつ 1前述の人小などま

■しくこイしI該・ 1する| こ限,と したい.ま た、

当初,ら「 |1占イ「●でにすることを目|つ に■い

たFmを 1占 りこんだli+肯 も本論
`か
ら●いて

おく,FIえ |ま  洲1常に多く′,F」 としてにらオt
る,柵絵版画を‖占|こ んだ画■などは t171

1k ■ |ヽ,Lく はシリースの揃い|を絵■

紙■で■入したものを後
=各
自か画F帖に御●

てた 1,の であ
' 
前うに

'め
るも )̈と する

しかし |十■なヤ1と して 歌 ●■の,名 な
:兼 ,,道 ′i十二次Jや :名 ,F江戸 li量 _な ど

は シ
'―

ズ完拮たに改めて画帖イ||と した

もJlも 南冒としては ,しから販売さ
'tて

いる

が これなどは論イに合めない夕|カーつであ
る ● ま

~11々
つ作品 |ロイ11カ |が市|イ年t階

から後に ■■者の
「
によって

'占

,こ まれる

とtヽ う延,Pう =な さ|したも′,| うヽ否かとt'う こ

とである

さて ものを,占 るというのはどうtヽ うこと
なのであろう→■  おそらく |■のもので
あ● ■な/.も のであit 業■ようとした
しなしヽも間わす もr)ぅ ,矢 まらな|十 ilま liる
という行為には■はないであろう,あ 7・ t.は

集まることを見越して蜀:|は じめる |ヤ 宋|,

にものが集まれはよい|と tう こともあった

ろう.た だ 保■し ,収
`,(置
き,た い。)で

あれ ま 1」 々バラバラのままでも、袋に入れ

ておくなり 価 1入れておくことでち清むで
あろう 111込むことで 小さな祇Hな と′,
l.,t 敲逸を防ぎ さらに

'覧
 製賞 1'コ し

た見やすいものとなる. これにり:えて 岬り
,`む除に 時 .‐ FI II ●頌号」 形態号1な どの
分類がなコ■たものともなると、町り込まれ

た形態 11千が,utを 十ら ■■において+
常に●十1■が高い ,ヽ7)と 評価さitる ●卜とな

る.育i述 した 制lT段 ■か ,,´ 1= 第 :イの
手によ■,て 1古 |こ ま,tる とt'う 処理がなさ′■

たもつJの処
"11意
図1,な ものが けヽ,っ た

しいうことである.JI■ |こ個人|,■階√)ヽ,ブ ,

で まあるが 資11の +理 保存がなされたも
′,と いえよう.こ れに 11市する時報や白

`トなりの考え 調べたこヒなどを そ,■それに
書き込みで ,ヽす ltは  詞●研究がこれに力]わ
る.小さな時物館がそこに■えるような気が

イ.イ にはしてならないのである. とはいう ,ヽ

のの そんなに手の1え ら
'tた

,古 り込み帖に

|ま  蔵多にlJ口 によう● ′ヽtit, 多く よ ‖ヨ
不 可に1古 |■ まitた 形態のものなのである

2 貼り込んであることの利点と欠点
で よ ‖物館等●)性間において 貼 li基み
■■つ,1に と矢■を考えてみよう やや,'
[し になるか まず、 1小さなも′,で もイ可か
111ソ 1る などのサ

't√

)」「じがなtヽ  1,;り ,基=
帖ごとヽ矢ということに,ら なti限 | この
心配はなくなる. Jl■il lビ タ:にそんな|=ス

ペースを,さ 十 [ 持ち道ひ●' IJ覧等千門
かかからなti.● 11′ よから 書4ど と同■の
扱いず¨青しとなる. 1個 々のF,十 i● ,ス触れ

るl‐会を減少できる. ということなど71 人

きなII IIで あろう.

矢点として|よ、 I折 り本のような,t丁であ
′ti ■示の■にヽに大きく広げて民示する
ことができるが 適■つもので|ま  見||き IF
,1の みしか民示できない.ただし、市F'本で

両面に1占 り,ムみがある場イ)|よ  稟11:に まわる
ソ,つ部分 ま、民ボ台■に直接11れ ることとな

0 広げて,1示するのも躊■される.1■ ,

う
'¬
祇であitlよ、あまりじ配|よ ないが 明治

以

`の
:r, ぁるいは機社洸″)和工 和紙 Tl

の洋祇などで ま蔵性化のおそれがあ7・・実l・

に 台紙音F分の賊|■化1=よ る■■ |し ム|力 :

本 llk=ま で至 っているものも見たことがある

が まことに姉ましt,も のである.反 Il i
人 |さ ら,まき ,老娑心なが■ 言には虫除
け こなること二「ヽ りが■くなる1111カ 'ある|

の 1手のよ丁など|[出 会うと 手Jl入れよう
によ|は し、 その姿にはれ1■

'1と

してしまう

111(が■じると ■ 1 =わ たりЩ]員 となり
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¬がヽ力否|ヽ F

il:な IF分 [■か円いてしまうこともある.

11ス納された状況で ま 1占 ら
'tた

資|1同 十が

常II薇 触 L合 う形になる. :1占 られるもの
=

凹r lエ ンボス,な どある場イト
「

IIウ [で

その■果|ま苺れてしまう.ま た .lが廻ろ事

「 i[も
 1,ら かの情報等があるものもち |

その場イトは '占●したことにより それ
',か■らitな くな‐,て しまう.言わ■もがなたが、

「
H1lJ場 十1,変 更 1刊

“

番の移動|な しま簡¨

にはできなt.,こ の■|が r｀ .L IIな 矢点とい

うことになろうか

3 剥がしたものの利点と欠点
で1ま  `Jら つヽ′,1叫 HII[よ り   もヒr)町 ||:ム

んである状態が,,刹冑|した状態での千1■を考

えてみよう.11ズ神 普し業にそんな
=ス
ペー

スをなt‐ ′全でを■示することもll iしであ
る 0合 |'その ,ヽつの状態がヽ |れ

'祓
H:化

′,悲 itま ない 111″ |=え な
=利
用の制
`●

変

更できる.な とがあ|ギられる |は川 114■

帖と変わらぬことでありが より以上 1スヘ
ースが要らなくなり '11は そ′,欠点が,1
■にはしている

よ こ11し く矢点を考えて
'る
 よ小さくギ

いも′)では どこかに桁れ,`む など
"共
の恐

itがある. 1問 覧 よ 個々バラバラであるた
め 手間が‖かる また '卜司

`の

人間が円

'こする除など ,会が必要となろう '刊
'|十

るごとに●十直に触′tる こととない ''■に

つながる社会がす曽える.な と
'｀

考え′,れるが

いすれも不111が
'(■

にⅢしたものであるが

資料保存にはたきな問題 ■かりである

多く,性物
" 
■ ljllでは こイtら 1刊かし

た資料をよめて台利tに 忙えた0 三|ヽ眉 資
料を添|」 する0紙に省十1添イ」

「
こにイヽわせた

窓が円 すられたマ ット祇かiな り その上に

肯紙がカバー状 二重なるように■
^合
わせた

習 |た とう|.Jl然 ながら ¬llも しくは
1■ llで情成さltた 1'か理想|,である|●台,

とマ ,ト エ11窓 を|‖ けたもので■理するなど

″)処理を行ってt'る .こ のようなll理 により

少なくとも,(点の1'の「・l口 |よ 11''tで きる.

ただし Fり IIの 1はやや希再 こなるの まやし

得ないことであろう.l・数 Iも よるが それ
まど大きな間ににはならないであイ,う  利用
する‖|か ら見

'tま
 11低 台紙 可|ヒであit

l 台llにマット■つ■|え :,ltた もので ll整

理かなされていると 調■L■は大●11や りや
¬いし、FIホ +′,不1月 も●1様であろう 保
, ■ホ 調査研究に益する形態で まある
が、たが、 これが■■1到製1処理なのであ
ろうす.■は条||`'き で まあるが 否_なの
である 勿論 そ0)も のが台

'の
崚性化によ

る性害が■んでいる もしくは■ひそうな場
合や、ユl・が |・たしい ボ11■か

`,た
●●が

あるなど ■● にの大きな問題を抱えている
場合などに よ■,ス「卜で し

'や
仕様つ4

■を行うべきであろう. このような1■ 1兄で|よ

たとえ「否 の事Ⅲlであっても、速やか [・‐

■の ll,り をますイ,う ことう`■ツヽと刊‖千さイtよ

う もし そのような至急の状,電でなく →ヽ
つ そltが

'iり

込し院:に  け■‐,11' l■ ナ|
11 形態71な どの分類がなさilた もので合 ,

た場合 1占 |[ま ′lた形■ 11子がt味を持

ち ■■におt'て 引■計こ資料性が高いも。た
言1価|さ itる 手,十1と な1  11に 、 1′ 1人●,も ■,'(

11を ■うための■に 中純に,:|が して
「 `に貯り■えるこLは  即断できないであろう.

その形態
'あ
るがまま力■ 力'合‖であり 重

要な1青手

'こ

あるり }、 ますは 現状f宗■から
次言つスをすじることがlTえである.変 ■Ⅲl

えかもしltな いうヽ 東京人■(1●TJ書館にけ|
Цさ1し ている回中芳

'日
よの 1拙 拾帖 |く

たしⅢうちょうIJを 状態を理由 = ・L'な
して制がそうとする者ま多,,い ないことと思

う."|で ある |:`綸

“

|_だからとtヽ うもの

■はおかしな話して、 日本の性1カ |‐の父と例
え |,′ lる 人物だからこそ その収集●

=が
‖

|″

“

||か というと だFIま とにかく
「
元つ
'「

113 -



11711か合|ヽ F

"11り

ま,でも
'占
`,た
とt,う ものである ただ

し ,4は 時系
'1で

t,| ■代を■
`,て
u次

まkき くな/7. しかし たしかにこllt l′ ,

資||は そんなにお Eに■:)● るもイ)で まな

く 非
「
にⅢ重なもので t●ること|よ疑い●な

tこ とであろう |あ くまで,1と して,|し たの

A■  ~■ 拾il l√,F■状態が[いイ,けでは

なt'|.

し十し たと
'資
■■の■iい中り,本ム帳で

あ.,て も ル円‐化 虫■ ■
''墜

なとが
',|

現在●lk態 が
'1常
=Iヽ
.=と tう 場イ,ま

に■1人の記■を,|し 1写真lit量′「 TLな メモ

■|,1己■| ,罰 がした●でも そit以前つ‖賣
番i′ )ll現がⅢlし な,― 夕を■してから 二
に,1が して|スイlr,■ ドを行うべきな■)であろ

う.■は こば,t=な くテ|が litた 力にJI会
うことも多々● | `口け′,■■ ま ・叶 がな
|ユ i不 中IIで ■litつt態でし

'デ
ータが

収●十 ちょ ,と が■か |す ること1,少なく
な .ヽ  1人 it言し

'1を

■■とヽヽ
^`)ま
  1中 |"1吉 1'

=ま
ある1重 忘ilる ことま罪のようi沖 |も ら
ることを大すiと して■「二すべきで|,ろ う.

ただし こllが
`11人

蔵′,場 イヽ よ 必すしち人
11■にはならない.`'ま | ■11者のし向か
一番●ちり ,工 しなくてはならない.所戯
者がよか

'tと

しい tl■ したことに ■ :F
か|」 を1■ J´ きヽことではなt'

個人1,身 勝手なうし言を |せていただ すま

に↑
"~夫
小_つ‖1■に,範する [ヽ1'は  ,占

|■■■ Iltt r)は  そ1,ょ 」111,■  見問きも
しくま片 1 1 質¬当|¬:,の撮影力ヽら11ま

る. もらろんOT 11い ま△i『 イ1音F イ:質 |

を・il′¬
~る
う` こitま 1■ ,ブ,Iヤ  |力 あ`る

0ま  J‐il込 i‖′,中 旬1ム 1定 ,,イ 1容 ilこユ■

ろしtう こと , つは こ力に行う
`図
撮

景′う漏llが ない
'と
''か ||=合 わせるためて

,,る .  たで Ыtレ フ il~1,1:,ス トロボを

姜着し |‖
「¬■

'レ

して|く わ |たが  に
|=狡 「■|ヽ らT中 を遍え/.こ とち珍 しくな

い.5ヽ :白 ●も世tし て油
'影

していくと燎

it ll彙
'忘 '1 111FI夕

を飛
=し
てしまう|が+

して |,し ようがな●ことておろう.=F,'■夫

て■1′ しておくことす.ビ 要な吉:分がら
'1よ

こI)irで抽サタしてしまう.ま た ● 1● イ
レクトにデータ ―`ス入力→■できるように

同■■卜で,ン タルカメラ′,llFl'も してt'/.

のでなおさらである.,■でカバーしあえil
は 何と,な るが 時

=ま
 双

',ll・

Iて tヽ た

ことも■・った,そ して 撮,′後√,ア ルバ′、に
お する[■は 4は の高|に、イヽ容を点影した
もの,ま すけき そ。)●に各国を|し■してい
く,,を it● としている.

ところが デい し`たもつ′,場イ)■ くイズ|
l-1た いうユ0と なる つまり ||1占 F′Jの
ものよ1 工1「 少なく掠

'′

ができる という
ことま lF=・ II」が|う し枚 17で あ ,た 二十れ

ば ,』 1古 と剥かしてあるものの又つス
' 
フ

ィルム ,ヽ少なくでき 当然llrltき ,ヽ,な くて
1吉

= 
こ
'tは 'い

て よ 費用げ)肖1減 :も つな
がるのである  ●

=漱
十本■||で■●■比

きを発,卜すると111カ る彎用は 個
'、

魚りとし

て よ|ヽな II,知 となる.■業も少なく 費用
も安く,|しれ ら |力 :たい。,である, これ
が中|しに↑て■|で歓uで きないの1ま it,■ の

とおりである

4 実体験としてのたばこカートの顛末
班■ま、大小資|で

'占

り:ムス卍 [よ く出会

う )̈だが 十年 まビliに  ■ll"と して 勤
■・ E′ ,11り 込■11を  llが |ヽ きが デ|がさ
ぎるべき,  _′ 1ヽ、 レ ,卜 のように1にんだ

体験 L そ′)Ⅲ 末を+「 しておく
た●こカートとま  言でいえば 雨古1と
してつたばこに11い てtた「おまけJである

11Jホ
`イ

)中 頃で ま ll巻 きたl=こ カバッケー

,は  J児■●,も 。)と 上ヒ咬にならなt iど 1壱 JI

iも ので i■用,1也 しだけであった.イ
ギリス
=お
いて'■ ケージか

"〈

,十 易いと

tう ■本‖0な え点に力」え 持ち歩く際にたま

― (,1



JI力 す`か合,7

こが折れ坊いという、商〒,と して致命||な 問

題を 亨●を 意_と してΠtヽ るという簡 |
なもので17決 していた こつ暉,に注目し
ただの利tを :Ⅲ大して,る だけではなく ま

'「などを自!椰 |し た。)が、そのこ源と,',イ tてい

る やがで 19肛杞人に Fメ リカ
=お
tて

当時としてコト常に|,価であ.,た ●崚を
「
い

た多色弔」0¬ :昴 1で女性や日■ 各社の風イヽな
どのカード

=イ
年成した|よこに

'入
した,こ の

頃で ま すでにたはこ′,バ ,ケ ージは■ 7.11
,■い|ヴ

`tⅢ
l:し た綸形のものにな

`,て
お

り ■入さ′tた カートにま
~L: Lし

ての役

目まなく 則:売に,Lを l■ ,た  わま す とし
て |ヽ● されていた. また、カラーのたしtヽ¬|

“

II力 |'■ liな もつでなか ,た ,11けでは こつ
カートを1(4す ることす●行1_ カードのTf

'に
よりたはこの売れ行きが lT右 き,tる よう

にな ,た

●記■・ lら JH仕杞と 口刷技
“

:も IJ上 し

■に最千の■・Iに より自∫昴|=ilた カードま多

くう人を性 rし ていた メーカーも カード
をシリーズ化 1花と|ヽ11な ど| したリ トラ
ンフ イ1●てたりし 1ス槃彙

=ら
お 1 li入意

`決
=,も
高マ)さ |まで,ヽ た. りヽ |々こ

":た

なシリー

スを打ち出し oヽを 入れ1(業意行tを ,ヽっ た
●1嶋 ま、●売ル1lL′ |1月治3F年 11は でⅢ l

本に ,ヽ同 じilがオち寄せていた 口本のもの
も,め カードの,均 1,な 大きさよ 多少ず,■
まられ 名ヤ」′,三分●,■ 11■のもの力ヽ

=ま
,

割を めるが ,1'ヽ |,1人 きなも。,で よ 'ヽ
●キ■●のも,,も tiす る.I111も 初期の||
L「「Wiか ら石1l itヘート+に 初川オフ
t,ト  グラビアなどの印‖系ヒ写真 ,日 1画
紙 1■ き付

'た
もの こイtも 当||と しては珍

しⅢ ,́た と営1,ソ tろ ,そ のままのものなとさ

まざまなも・・ が見■ilる

このように たばこ
"―
卜|ま  1ス集:古 とし

て,わ it 多くのコレクターを■JIし た.専

H● ア,レ バ !、 が市1作 されたりもしていろが

よ
'こ

の
',■
アルバムやスクラ,フ

'ッ
ク|=11

「
してい.た も′,な どオ`

「

Fl l,I多い.■、う
'

'i属

するたはこと塩■‖物差にもll‖ F支つ
アルバム■lll l ti帖 があり、町i付

"―
卜t

枚IIこ して2011,lkま ビ存在してt'た . ■ltら

の資11を ■
'|し
 口打を111kす ると,う ,を

|ヽ テ年前に言いし ■■そ,,I業
=従
事し

た,いはよ :i代の局与|'`■ 咄つ
=∫
申であ

`,

た .こ こでアルバムや11り 込み帖|=な ったも

のと それ■
'「

〕■―ド仲1々 1,■するちの

綺

“

01に、 `お1300011に 1,■ぶカードt,■

'中

[ヽ して 1可
=な
う´ヽきう し|ま し‖十1・|=

要した.,ヽ ラつlk態で,■ している■―ドま

とうにでもなるが ,1迪 ま1占られている■―

卜であった 」|く 力ヽら汁 [イILし てい/.t',
は 戦前の大蔵省■売

"十
1ヽ こ ヨーロ ,'ヽ

で集めら
'tた
う― ドIを 1ヒⅢl,分■してら

' 
会社 テーマにそ_てヤムと |ヽ:,'tて t'

る.こ のようなもの11=よ■■●,10●

“

分|=

らたる.そ′,他は ,数の古岬吉:"・ らな |
■丁も まヒめ方 1,そ |し

=illl r:|つ
てら |

冊-liまも
'J10な

が ,, ィ(l・ ―で1,る こと

には変わ |の なt■,,,で あ■,た  こitら が
1000枚 ,,あ ること

=な
0 その多く, |,ll

,餃化が進ム カードにも利(■ ,肯k見できる
ような1'ttプ)も のであった.Tい ものでも,
世十こ初頭 1,イ「 .|て であるので きすかに」!担
まほとんどなtヽ , そltま でとが

'tた
fiグ )

こttま られ 酸性化 まtす られなt,lk,電 であ

・ ,た  し
"ヽ

し、人砒省 ,デしヽ |■ tに
'古

らitた

,ヽのに関 Lて よ 蔵旺イししつつある|ス ,電 |ま 11
11な か ,, あるli● ま土

'Tし
 |ヽつ■||■ iイ

I「の手 こなるもので |1述″,=お 1分 |ロロ,■

ことを

`え
て1■を行.,た■助のある 1し崚

`,Iの
1,い も′,=ち ,た

5 71がすべきか 剥がさぎるべきか
さて こltら

',■
■|を ,1に  ■ ま||た たの

である「l‐ lが|べ きが 11,さ ぎるべきが_
と,大蔵
`専
ゲ:日以ウトのちば)I■,いては、す
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111が すか否■ |

く洪■1がついた .ア |ラ ン
'ユ

.な■ltl,な i占

1方が、今後つt理■)方′
=合
わないことと、

なこよIL‐・‖イとつ,L`.の I.そ itがあったう・ら

である. こ′tら の+1旧iま■くついた|■ テ」が

した●どう幣‖するかが、この,社で ま■t
,こであった.Flえ よ だ担ltば)つ : ●■、
千「llも しくよ中円lrの 台■に

“

11'と いう考え

もなくはなか った 当然なから この場合ま
●ヽすることも

`え

 11+:,イ lる ような装 |

をl■み込,,11,る オ1嘔。)Fttt,rlヒ =な
る

し,ヽ し 間中には決1年できなかった.'P の
■,力  ` もし 同じシリーズの1■ )ているカ

ートが , 人 |で きた場イ, そ
'tよ

―■に

1ズめること■できないことであ ,た  完全
=

「
i.,て 1る ものな,, 案外二つ方よで行

`,た
がもし
'tit' 

大+■)カ ー トは

'書
がある

|ヽ  もしくはシリーズのこく IF I人 は省■
tl′
'111'ム 'Pに

そltに
',応

す /.も ■)0と

う`今まれてtた 0し た| だ・ た 0していた

切手やり杓など
',こ
味
',収
共ネ用に中|口 ′

'
アルバユ、■

=を
1,tう ●など覗tヽて■た

' 
■

■●■してなtた よこカード [1亡 するアルバ

」、なと■むべくもなかった. し|ヽ し 摯|スで
まある|｀  カートlt業 |),い

=LIヒ
もt,え るイ

キリス = たはこ■
―卜十1」 のFル ム」、とフ

,イ ルが lttす ることを知, 1(1告■・て■

た.ア ルバユ、ま,ヽ 1+|+嘔つヽとしの極ルこ

′,も のたが プ●イル 1台 llrl lよ  透明ビニ
ル系′,素 |`で

`●
イ,カ ートつ大きさにイヽわ■

た||ケ ,卜 仕様のもザ)て、小さいボケ ,卜 Jl

「7● イル用ねヽなら |'で 121kの カートがltW,

できるものであ‐,た .ま さに汎.Hl'「のあるも

■)で まなく たはこカードに1,イヒした,,イ
リングアルバムであ ,た  泄りはしっ)0し
ており、ttヽ卜子まよさそうなアルバ1.であ

,た  llTし 」ヽビな中よ Lニ ル系Itli lイ の

L湿嘔′,1't況 11ス成市ながでは当然ながら

60'′ |で中 [入れた自51ル とホケ ,卜
"Ⅲ

l着

し〔しまう。)で よなtヽ かしいうものであ っ

た メー■―にそつ■11い 合わせると ,|え

■ 人れるものかキ1● 1ている |る いは人
「

に氾気を多く,た でtヽ る場合 ま、そのに険I
もあリイ「 るが、通常',■

用で よ そI)し 1ヽ」 |ま
ま―,た ないとつことであ●,た .こ の

',レ

バム

をlt'日 して■理すitl lヨ千の人
't換

えま人

変容易なことであり、 また増力」しても台,を
11やせ ゴ市■.そ のまま■示しても■t.し 、

必要なも。,|,■ 世訳して出 |と ヽうことも開

赳なくヽ 」はできる.こ の|,■で 人成省■プ
`局作成貼り,1■叫以ウトのも

',|よ
 illに Lじ

,||が ヽこととした, 古, 本工まで餃性化し
ている |,イ)1ついては 11"処理つ変わりに

薄手Jl¬ lllで襄IJち 処理を地した .

さて ここで ■
'Wに
具合のいい,,イ ル

プ)●場で に
',か

に大蔵

`専
売

"作
成■)1,の

の処
'PIこ

さら|[士い

"J:し
た その1'ま では

それ以夕ヽ′,も ●,よ 11か しても 大蔵省■光局
イ||け):,の まそ rlま ま炒らずに計くこと ,ヽ・ L

,考え
''tた
のだか 祓性化古 LI[詢 して ま、

■1't。)=1貶餃■■も考え,,れたが、[言
"■,1也 もあり これ ま■送られた.最終|11[

よ、担当の十111と いうこととなり ,、は 日

,大をiし,し 、全てをデ1が十ことに意を決した

ここに たはこと塩の1専 1カ奸が
'i蔵

するた|よ

こ
"―
ドの凡|り 込まれた●|よ  0て ,個 々

′,カ ード■つまリイ(■あるべき姿にもど,た |

として■●
=る
こLに な‐,た r)である.

0 テ1が してみたら
カード●をま力iしたところ、想|,ま してti

た音|●で まあるが、,「常に●十三J里にイただ ,

たことう:あ /● ,そイtlま  彙前にそのカートカ=
r‐ すシ ,― スの名称や りヽ、政t.は ■「 il=白

'

キ|さ れてある画像の,7iに などがあるものが川

計に多力 ,た ことである このようなもぼ)こ

なくとも ■●に■・
‐
がHH I己 されてあるのも

それが見:,i1/.よ うにな・ ,た こと ,ヽ大 きな情

|「 Iス

'で
ある.壮に 19肛t末のた ま二会

`[の多くイ ilTや llllス●た合を■り,Eし 、社名

でカー トF)お およその時イtがキ ,とできた 0
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中純なパターン●,11が自昴1さ れているだ |の

も,)であ ,́て ち けイヽによ0そのり1色が■■
,た |、 微1,に そのハ

'―
ンが変化する■

=

"・

■ 障■をイ「 ることも可,ヒ [な ●,た  もし、
テ|が すヽに世いてお 十= 

こ|)●■は■らlt

なか,,た .,た ●こカート|■ +1の ソt,を ■ら
れるよう 1な ,́た ことで 月■■資|「Ⅲ理は
ヽ躍的 [高ttすることが口,1と になった

',で
あ

る.そ して ■用のア ルバム ま+り 11[分 ヤ

さらに会社別 ‖サ系,11,こ シ'― スをすⅢえる
とい った■想||な摯理ができた .

こ′,Fル ′ビ、ヱ理をもとに目■をイ1■ し

可し物 JI FI"り

'|ま

全てのカートの図■をも

イ,キ,せ てltiす る図■□1■  たはこカートJ
F)ヽ 1彙 をlL当 し、ヨ1の「1イ 11カ として「■ ,■

に

'1版

することができた.こ げ)は ,日 ● ま

1ヽ+1 168面  コ崚,l k3501を 姓える |,■ )
で、 日本にお するこプ)ltの国言として■を見
ないまか 0が、 :,タトの11言 にも,ら なt'■■

のものしな,,た .な |[よ リ カードそブ,も の
に興IIltは なくとも ¬録 |■ 1員‖‖さltる lヽ91
●イtか ら19111:代 まで●,世 +各国の国千ケは

見る者を飽きさせit'も つであり、 また 初
期のイt収印71● ,■ ― 卜|コ

',■
しさま まき

=

その1+代 をタイレクト1,■に■■てく
'tてぃるr)でぁる ご興味″,る Iよ、t訓 たまこ

と塩,,|1物 瑣|● ,ミ
=・
―ジアムショ ,ブで■,

を
「
1と って■で|ただきたい.

たは■■―ドの●ホi占 H llし て ま ■lk
,午
=カ
ードの■■企||を ■て 【示したこ

と力=あ るうヽ  この十ま主1111り ,ム メヽ11"'ヽザ)
カードを1薔用し ,占 |`tiしたち●)ま   部
し■,1示 することまできな■・ ,た .し かし

全でを刊かしヽ
'て
→ヽ ら共い■

「
している

, 会場イヽてをカートで,示する企口iで まな
かった そ●でも、かつては全容を■■する
ことが不祠|した

`,た
画帖.l`,1,の も 全て民

示 |る こと
`｀

できた.い●た 可度カー Fヽ)
イヽ画は

`え

たいと咀 ,ている

こ,,■日(■ |ま  '11う■十こと|｀  イ|て「メラス

■件Hす るという いささか■■な「 ,た oた
かもしitな い. し

'し
 そ|,ブ ラス||, 全

て力`■肯1によL社 されていたとも言Ⅲ llt'.や

,て人たら ■像
'■

|イ),i果 を●くこと|｀

出スたしいう、t'■ |ヽ■た面も 多分に
'まれていた こんな体1資もヽ■しなから、現

在丈 ゴクトの中 li`み 喘|=と
',出
会1を ,L

み、 多く。)■■を1丈業させて |,,,,て ■る
ネhた  |`か ら ちえて論文の1′式をとら
す lt'『 ′)よ うにま

==)き
せていただt.た

■l.1出 して lll,ご 1青摘 」In■
'男

える●

■よ、■ってもない■である.ま た '、小は|

係の情|「■ l■ も■

'卜

い .ヽた く など思t'つつ
年をおくこととす /・

111ォ
■十かとが :

lt iこ とす|「の■|"ヤ■千「十芸員|

11F
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鉄道に関する博物館の史的変遷と
鉄道資料の展示・保存に関する研究1後編

A Study Of a HistOry about Rail、 vayヽluscums and
Displav and l)reser、ation of Railwav NIaterials(Secolld Part)

江 原 岳 志
Takeshi EBARA

はじめ =                     21回 東 ′ヽ,IJイ ,     ,サ,上前柿 |

1 11■史                  2-6 我後の1た道 I閂 |る●物■■11珈 と

|  'ヽ ンス■ン 参珈II●ホ|1人 論        1lL
l-2 戦後|[お する芸道には:する陣II II資    |1共 道 IIj■のま名 Liユ 合に■|[よ る
|′ ,晨ホ 保rr il」 のo「究         fl,|■

'jl-3 '二 rtせ ■の11ti l占用問口とよ●|■     21■ |■ ■イい,物 11の■人と出IL■●,設

は1するけ|'自 iのイ
'告

1についてのII究       [
2-F 交通え化時物■ 1交通中1,41 こよ

J 以迪に開する|1物店史と計印巨          る社会技■1占動

2-1 押:LII物館の問

“

までの道■      2-S ■た
'"、

道に

“

する‖ツ■|,titと

11 迪1●よ■委員会●千1_と 後卜ri+      問題
■■割                 ||,]茨 人,t後回■ ■よる1た道 [は||

21■争による門鰤準備作業の‖it        るけ|,自 ′)・L●
2-2 り:道‖物館のIIl■            21■ 物11に よる・ |`保存の開llH

2-3 人官F共■参考1古 ■,I所開薇によるハ    ●1白 |=外  1(せ
`'t道

によるよ道トル‖

ンスオン員ホ 参‖1111ホ つ■人       L■
2 1 ●担信人 [よ る

'■
は1カ館の改|と      11 1`+i己 ,■物,JF)●リ

その背■                5'4ヽ 十

],「 性術委員会 の:,■
121利用制限のF`」           : iた 道に判|る III■における■示 保,
131 1tti占

"■
■
=孤
写り|の 11日      につ:・ て

11小中11■′)語■           3-]芸 道には:する円17奸
=お
|す る民ボ

31手で触れる民示 |'ヽ ンズ→ン民ホ       保存の特徴ヒ「]踵
参 廿ヽ型展示|′,導入           111■ 71′ ,P Itヒ「・l肛

ⅢⅢ 専「,家 ■請
「

●十による意
'ι

聴■    21保 存の|十徴とい|こ
F'■外II究 員の ,1“|゛‖在の■11     3-2 'IIヽ 追||つ ‖, 活用 [☆」¬る芸道
IヽF●覧会 |1覧会への|:Lと 民ホ::′,      に関する111カ■′,`t,「 |
1ズ業,計』

2 5 ■■■物館の多■ ■丼と日東への  1 まとめ
迎合               1-1 ■代の言1踵

111■■の|.I,              1-211κ ′,■ |■      1以 に本柿 |
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芸道に開する01"|‐のltl,変 増と鉄t資 ||の 民ホ 1黒 7t iヵするll■

2-6 1tr戦 後の彼興活動

11'以■■物館の政名と逆今回軍による●

共 llカ

ユ道単1カ llつ lt前・lら●「 ケ

'|に

つ1915年

'「

」和20' ヽ周lう 口、日本 まボツタム●言セ

i託 し敗載を迎えた.度二なる'1姜 によって

,':道 は よ■■lⅢ l't態 となってお , その復日
1共道省は全力を向 キなくてはならなくなっ

ていた. 知束人I'`時 とい1様に芸道■ll丼 の

,日 よ●いしにならぎるを■なか ,た ■)であ

る し,し なが ,,共道に1カ■つ復 目に■力者
が現
'tた

, イ(交通会社 |■ lTB lk前
曖 は 1束皿交通公rlJ以「 1交通

`鋼
J[

ll である.

“

時つ交,口公イ|■ ,1人蔵公望 ま、交通公イ|

による●■■l.‐■

`ヒ

t誤√,十■を 括して行
いたいとt.う 考えを戦1末期には■ってお

り そ
',旨
をLIし ユ|て t.たが lf成 [よ りそ

'1ビ

ころで|ま ,く なっていた しかし当蒔■
■迪人
「
′ヽH嘉ワ1は大蔵の中し出を■ ,入れ

た.こ イ1こ より +道陣1カ |‐ ま1,■5年 111千「
20 年10J そ″),■■を 不交通公社に委託
されることになった.交通公社 まLち に

`1員1名 を1,物 11■t■ とLて lT令 し i米の1':L
世物館砒員3拓 二共に,共垣■物

"復
日に当た

らせた

J、道|1物 tの 0日 は■襲による定物の■1年

箇■iの精1' 可勃展ホ品の修理 民示品′,説

'」

斗きに|こ されてt'た 「1「 |々完送J~米実撃

減」
~11つ
までは | といった戦!キ色浸厚なス

ローガンや捐し絵の書きI・・えとい oた I業が

しヽであ った. だが F名 で ま復I要員は足 |

ず ,」 動民示1,理 用の訂:古 :も 不足した.

また、交通関係え化IL設という+道を合わ

た,i芭 には|する II力節となるため 薇道
"ク

ト

′,交 ,u棲門・
,資卜も1え長しな ″ tは ならず、

′彙日■業は予定迪り
=ま
たまな,,た .しか

し復‖への

“

力が■ | '■ ],16■ 1町イ

'2]|1月 25Hよ うやく ~交通文化●物館 と改名

して由間を米たしたのである .

この時′,民 ホ部門は l ll.t=「 機関車 |~電

気■
'由
=_ 
信号千ネ安J 4■ ■_|■両_ 2

昨に
~F史
●IJ~1111及 省,バ ス_「橋■_

1睦道J防雪議
“

i. 1呆■■薇距 であった.

311・ は

'生
茉嗅写場と民覧会場であ‐,た

しかし ,覧 会場 [ま  本交通公11と 少年
文

`ヒ

■つlt=サ■が出が
'tた

ため本格|,な 1嘔

用は同■10'1以 ●であ ,た .

民可`|」 どをす討すると敗戦占●′,時川|であ

り ■t以クトの交通・ |は:の資||が
'ま

11く

かったらしく 戦
'1か

らr't道 との関連で1ズ業

さツせていた||■ とバスの●ホ・
j‖ は 引 rl

員ホ■にまと01,″ tていた 01」空日i門 ま無か

,,た .lt,,て 成すに近い民ホ愕囁であったこ

とがうか力●■1る

ところで 日本は■合
「
■つ 領ヽ下におい

て、1946■ |111211 3月 にアメ
'力
4市 ,

11団 1■ よる :‖t告書 考=発フtさ イ■た その F
項による仙riの 内 第 1の項目によ

~千

1■

オ■ 呵史 二十r)公 ●I物館を,‖するこ
と_と iき さltており 日本の民主化のた

“

に

は,物■の年■が不「「
'(で

あると,メ リカ伸1

は分析していたのである.こ itに より 本政
府|よ ||ル Iの新イト制を■■しな

"tま
な :,な

くなり 1151年 陣 物館
=J力
'制定された.

交通えイヒ旺物||け 他′,F物 11lt設 と同lT I

連合国■√)監

`せ

ドにあ ,́た  連合卜 に民間晴
十日1■■物rltHこ よる視

'ヽ

が1,16年 81'亡

イ,わ 11 その2問 もなく世工にt,し たR
T()IRan、 ■●Trall、 portati● n Off:=c, ■14)

ライオン人tつ■察が
`,わ 't 

アメリカの1':

道を綱イヽする「アメリカシルー」 のit置 要
「肯が行われた.

FOiう 丈lι ll ll鮨にま●llう 無` く要請 Iまた

えら
'tな
かったが、このことをライオン人F

カサ]る と同|ス′,広報十日当ミネ マリー ジ●
―ンス氏を中任ビとして晏ホ室の幣引iに着手

させ 本卜が ,,■ 1』や,■、資相等を取り市
せ、アメリ■ンルーユ、を同1■ 0月 15日 を完成

-17('一



笠道に関ヽるけ|力■の史的少選とr't■●1・)民示 保■に関■る付i

させた.ア メリ■ンルームは進与1■社は lll●

■イ|さ ,t ttII節 ま
~ロ
ゴ
=テ
ン, ミ●_

ンアム として
「

屯|,兵の興IIを ,き  `嘔人

や日本|[よ る多家のた

“

か

'と

られたという

交迪文化性物F仰 ではこうした
'卜

に人来

`|者に対応するため キヤプションに人tを■
i己 してt.る  このアメリ■ンルームに最も興
味を引t'た 。)よ  氣京1ltのアメリカ●工11
吉Fなの|ネ ■■であった.11隊 によT(年

'と

い

うこともあ| ウイリアム T' エリガ ,ト
■性をまし

“

慎型の製イ|力 |■しな者が l・l名 か

ャヽたという 1〒 1エ リオット

'質
まl,17■

|「1和 22 4月
't館

|■にわt'て  当i官 JJし
て■内に

`た

道●lI E●場製■つ.ど 要旺を中し

出ており、IF,Iも これをTよし ・l 角¬:隊
■フレデリック ヘシリー人tに 対して同企
画の実■

',た
めの ,力 を,:青 した .

こツt11対 し フレデリ ,ク ,た●から
~も
し

こ′,企画が日本′,肯少年に■■つものでtl't

ば■んでl■束 |る _と  '詰 t得たという.

1たt性型
'Ξ

●場はエリ■ット年菅
"¬

し亡Lな

って製作が開11さ イlた ■リオット軍普 よ体
口・ヽ助■中の体憩時 |●|を■ |し て詢 1年 ,か

||て 完成させた E●場 ま障物館 |+に
''|十らイ■ており ■延長ネ1111mの ■■ り(今

信号ヽ トンネル 情′を1し出した200市 の
■■を持 ,ており 「エリオット∫レー ,、 _と

lTク tた .こ ′,迪
=場
の壮色は ■令や信]

性 トンネ,レキ瓜■をll・ り入れたことにある .

戦前のサ迪■物館における あくまで自動信
号|・つ仕■■を

「

えることに壮化した,1'`
Ⅲ場と|ま異な

`,て
おり■ひの¬

`分

を増やし

楽しみつつ+べることを目指した■で評価で

きる また エリオ!卜 軍宙がこの地●:場の
ため [製■ ■

'本
により■り

'tた '1'■両は客● 貨沖 各口世り」■イヽわせて132,,
1■んだ

戦 ,か ら鉄道■11ま アメ|力 や欧米告FTで

よ

``上

しており ■リオ ツトT●のような
`1道,11製 |:を 越1未 とした人 が々多かったこと

が こうした以道,■工
=場
の製イ年を可能に

した■ えヽる

このように交通 t化‖物財の■ホ復興 |ニ ア

メリカ i3ソ,したのであるが '1■ のよヽ市■

節団による報 ,:が背景に存在したのかもしれ

なtヽ

ところで,メ リ■|)|しにも交
'中

文化;lllオ

'■
に子を貸す国が/1tし た ソヒエ ト逗+F

である 当時東京に■,し てttソ 迪年代表
キシレン_‐ 少liの専ilは 多数つlt trド●が
をまれておリ レーレフ人(1 シリヤエフ人
llと い・ た引

',tグ

ルー,■ 颯`繁に

't lL兄

■

していたという.そ して■術I● ケ,レープ′,

十ホで
~ソ

'Ⅲ

J:道 11覧会Jを 11く ことにな |、

ソ迪千ヽ■書
'7,デ '少

F`,■旋で本国よリメ

トロ|1係資|‖ や,共 li線計Ⅲ I日化計画ザ,

各国面を取 1寄 せた そして 0¨年 1111「 211
テ,11ま

~モ
スクリメトロ民 、同年11'|[

|ま

~ソ
tF't● ■_を 開催している. モスクワ

メトロエは当||に 1,いて ま初のフト日以道沼イト

の展覧会であるとさit ltに メトロエ|ま ツビ

エト■IF()lL「主ヤイ とヽいうこともあ
`,て
珍

しかられた0,つ・2'コ 間の■月| |■ ● 1万名の

入場者を薇えていたという.

以 |の ようにアメリカとフ
`エ
トという2

大 F■
=よ
って交

'Ⅲ

丈イヒ!物館|ま 復共を助 すら

れた IIと なった.11,11年 代■十といえば既 I

,tツ 円′,~i`)戦 が始ま|■,つあった時期
=

当た ,ていた ■証はないものの す‐た見

'」

をすれ ま  本を由■■に
'き
入れようと

してぃた,メ リカとツ連の桐りき力i 交,こ支

化III■ 1■おtヽ て,1覧会や「アメリカンルー

ム_つ名を1:り て′11つれてt'た とtヽ えるので

はないたろうか, 1,ち ろんそれだけがH llで

はないことも、エリオット軍普年の■,1つ と

もいえる■道1彙 11延Ⅲ場製■活動や、アメリ

カンルー 1、 に迎イヽ国軍′,多 くのヽ兵が訪イ1た

ことを■れ ま明らかである

● 資‖提供や員ホ場建設だけで まなく

L合に,■■出品もヽ|□文イヒIII■の■ホ資

― lテ |



サ道 i‖する‖ll●′,史 |1変
`ヒ '夫
道子:十 の民示 保Fにはするll■

11つ 7市 1,I`t ti.て ■る それは,」 1彙 11'Ч
カスイ′チ

=あ
‐,た  |ヽ前。)Hイ(彙 スイッチ

に1こべて '車 イ、国軍
=、

t下 |十侃tは FHと いう

性l.力 らヽ堅'F■ ltな ,tで  Itl■ はl.貰 に少
な,,た という.■ ,■文化lt il川 の

「
置する

よ業,1の 行 1ま こうしたlttt IIの 電任日
`品

が

'、

量に出l・ 1.,て お , スイブ,を 1に入ソtる
ことよた,すかった. これをア11で も■え/.

ようこ改良し き:,に 1'1■ したいに耳tl=え

'冑
中にできるようにユニ■トェヽのスイッチ

を
「
発してt.る .こ ′,よ うに彙出..プ )ス イ′

チキによリリユli彙■■|¨ル 復|ま tんでいっ

た,いず
'し

にせよt合卜rt=よ る●示Fr十 の

提供や|11,ユξ場の製作は、交,口文イヒ
=物 "の,ll二 人tに

`■

■ったことは,かである.

12'交通 t化 け物前のすム人と諸施「その|'IⅢ

■合
「「
1よ る|ヽホF,柿 の,興 ■力と並ん

で え,唾 丈化に|力
“

による復具作たもイ,わイt

ており 目万肛僑訳前広1,に 設置ヨ lていた
~lil■
中
「
像」
=｀

揃,き itる と そこを国ll
●買t'1,り

~,1■
_と ll lヽ民ホ場が11計 され

た

員ホ資 ||と 共 1図 書●|い 瞥えてきたた
■ 1918年 |!11い |イ(虐 21■ に国 1与宝を11

ナ■週■[F II世 iに公用した |」 it時は,そ

育:よ
'収
■さltて t,た は|■ と 少年文化「「よ

1寄噌
`ltた

円さイヽ■詢1600冊がイ:てであっ

たが 本格|'な Jレ クションが円もなく,台 ま
1 昭和311:ltに まメtloOI‖ まで11,1し た .

このため1,60年 IFど不」3う |に 4ヽ
`IE:へ“÷字を移

==せ
現在
=至
っている |え崚,す

く 1国言
=を
III■ しているのは、肯,tの よう

に再■■′,晨■うヽ置
'■

,く ようなものでなか

,,た ためと 戦,■壮 il■t味家向 ヤや より
高■で■■な ti●卜の大手が」斯な人々ヘ
′,配喧′,ためであ/.と される.■■図言ま ま

千

`た

なよをl.■えず また上曜回■)●開はt「
さ
't 
口:記 [ の公開になったた

“

 ■■
週 Iに の公■のみとなり Fl用 し

'1,く
な ,

てしま.,た .当初まⅢ「「つ国告を扱う■■か
いたというす 現■ ま|1古資格を,つ 'I去 員
が■青しており、|‖書資オ|イ)‖ ,II但 1面もあ

るが これが●Iヽ  十」諷の■につ一つであら
|

また 人員不足■ため複写 卜の出■に時
間がかかるキつ,1赳 1,か

`ヽ

えてtヽ る.

■に 不1用者日のコンピューターによる劇
さ|た■システムは■人さ■ていないため カ
ード検や lみであ1 従って●■ 1時間が|:ト
つがる1に
=も
■
・る F書資‖の

`ヽ

開1,■物

“のユ市1舌動の一つてあるため 中1与′,●サ書の
コ:世 をましめ 公|1 故げ)■力]、 HJ;室 ■,面
ヽ■大、 インターネ ,ヽ 1よ るLAl書

“

:十 も視

111人 れたコンヒ■ ―ター ニょる国■●索シ

ステ」、71● 入年、日書■
=け
|る 11セデ:の改

■ よ急■であるといえる

図書■の「た置と同‖キ期に ',直 IH:|■が「1

すら,1て tる
「
鉄
`)イ
1局 とユ
=●
|ヽ らII

Jが世
`H派
地さ′t質 F]に 卜えていたが こ

れは戦前の主道|=物 11に お ヤるt‐■■t員のTI

●を

`し

■ 11■したものといえる IΠ談
=●
,

■:員 は1,31年 |「′li 261よ I III“ ■員と交

代し =″力ILI,と なっていたが ■|:は 図
さ■|[読 合される形と,っ てお 1 図書1生に
詰めているデ:よ 員が 図書の出11の

「
ら相:|

[サ|し てt'る ]レをL.,て いる

障■■や芸t,談■の変世から分かるよう
1 ■,では不1用者とけ物11と の引1籠が戦肯:
や敗成■に■べると,Iいていることはll lら か

である
=い
え/●・

ところで、交通文化■物

"で
は エリオッ

ト年瞥等,製 lTし た,i直ヽ型E●場「‐リオ
,ト ルーム.Lは 別に 1918■ |1召 r1231=
lrj館が独自に十:■●,分の 1●鉄道■型迪IⅢ場

をホ鰤 111に 製■している 当初 よ夏●′,よ
うなガラス肩いもなく、手を‖ばせ ま,11■

Ⅲに■ /.こ とができたIム態であ1 車両の盗
性+件 もイ

`■

し ■|十イ1理は大変であったと
いう.■道,型運転場は

~エ
リォ ′トルーム_

― lF2-―



贅遭
=門
する●物衝iの史的変遇と共道資riの民ホ ■iに関するTT'ヒ

が閉■された1,53年 119281を 性に改装をイ,

t｀  すラス社いを設け、 名詢tも 「ハフラス運
Ⅲ場 |と 変■し ,道

==社
メーカーである

国●11写 |■の■
'Jを

得て '物 の出■古を「 :用
した11■葉 市:¬ よ置 |(「 CIを 言★置し
現在のバブラマ■|_場の■礎ヒなった こ′,
パノラマ[Ⅲ場 ま ■,Lの 1't道に||す る1=物
111えかtiい ■ホプ)つ とな ,てお | ハ
ンズオン 参珈1剋民示と共に

'■
に門するIⅢ

物11【 力:|,壮微となってt,る

交通 t化■物11は その名|ケを 1918年 I Fr」

不」231 1月 `交す芭●1カ■_ 1変 更した ~交

通,イヒ_で ま交通の意ltか■,Jと なり '「回

名にする,今 も11,な つで 文イヒ_■ 11っ て
Lま ‐,た とtヽ う.

2-7 交通文化博物館 ‐,773博物館 によ
る社会教育活動

車|力

“

にり,ら itた イ彙命として■,■■活

動がある.曖前 まi壺イド教育と呼ば
'1た

もので

あり ,百イ谷教育逗勁′,中で,'t迪 |,|"“ ま工■

してお| そ
',後
,笙である交通文イし,1カ飾も

■

'教
育i■址十るイt□ ,■ ,世がイせてい

た .

交通文化

'物

オ 1交通|1物FIに おける社
会教育i占勁 よ|:小■■11すであり たきく
分けて 3,● ,1:し た

|つ HIま l,■|11 1lR¬ レ1, F月 に開始した
~子

'ti学
教■Jで あ /・  11・1室 ま小1使

5 6年■を りヽ象としたれ■て 2ケ 1出に
一刊として隔週 曜t11■ 1イ 1会,の 課夕:■
■を行 ってtヽ た.■去によってlt桜 ,ユ材が

不足していた小学校の■■を捕うことを目||

としてら | ■IT[ま■京都教育局。)肛常で
普:内のよ1けt出 さ′Ⅲ ■|=あ たった lⅢう

年 1昭「」111 1111請するまで市||い ■ ま■2o

" 
ば
'べ
,50F8名 がそ↓している.

2つ HIよ
~え
季高
「
■■_である. rl■ ll

十枚室円|サの+1,「年
'F:11221 11‖

始し

1061年 |■ 11391に

“

了するまで]ド■問抗い

た 高|:十 t■ H IIは
'I教
育である自然観

年の他に 登 にお するマ■―ヤ■回上,占の
ルールの十習、体 ll■ |ヒ ■った書

`分

か含ま

'tた
t合 |,な :,● )であ,た とtヽ う‐ 2,nl口

もしくま3,白 1日 |,′ 111で  開催地は標高
1111L以上つ高原うち

=ま
itt‐ 初回は■河t千

石原であ 1 以]|■ ti古 原 奥菫|、 1ヒアjレ
フス、■喪高■1111所が圧11地 とな ,́た

ltttrl― ■は北アルプス■ キで 11:お きに

=回
ttさ
'tて

tiろ ‐

こ′tは ,叫千01し ,■
'ス
では1ヒ■口,登山し

やヽい こあることがttき
'せ

た
'| 
である

と考え :,′ tる  参‖ Fi薇 はヽ年間でのベ
10ヽ10名 であった.

:つ 日は少年 角致■である これは
「
供

1学技
=|,■

|ヽ証Ⅲという|1格であ ,た とい

う.IJ土 |ま l,311‐ 叶|¬陀
` 
であ1 交●

"物llに 名

“

を■■したにのものである ■|
及び交i壺は係の■■彙■を■習するこ

',市
“は中■11を ■■とLた●即1市 11ち ,|わ 1 11

■年1,が 1ヽ かってい‐,た  人気ま3講座,,中

=最
も→く、11111:1昭 |」 111に ま1ヽ ■Ⅲt

される 1と であ
' 1冬
rす る11ヽ Fl■ げ711,21

まで。,36年 ,1111川 しいう最

`,■ '』

円:[わた

,́て ¬■き
'tた

こと力ヽらもうかtiえ る
',で
あ

る こ
'1ま

「ものを1乍ることの

'Lさ
Jが背

景あ・ ,た ときれる.

少年 1「教■もr,tl i教 生ヒ司■に当初

は
'ド

吉Fか ら占音市を指詰し ごt た力i  ll1511

1!“テ「■1以 FIま交,こ
「
物■
',■
芸員が請市

Li● ている

先年発表された「交,■,'物年のすべて: 1

よると、 初即1 11053年 1■ 131111 11y,川
1196,=:第 8F用

' 
完成期 110ヽ F■ :■ 111

■|′,各4‖ が収L:さ ltてら
' 
その変増が

わかる

●13川 における製

“

品は |に話

"[其

Jで t・

る わ :,'卜 ltl[唐●よの業

“

には,|■ な:唸町」

言とイラストがIえ られていた. ||十 ま |カ

タン糸 II勤 枚_であり いわ|"/7 糸t
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薇道に関する●物缶iの 史|1変遷とJ:こ資11の■示 保■に円するlI究

.・
llであった. l●動帳を用いているところ

=
■■1'な 告

`ウ

トが見られるとさイtる が IIび鈴
を千」Eと して|」 することができるなど、上び
つつネ健1,な ■'Iの 灯識を十べるように,カ
した●llが認マら れる.

"SFIIで

は 'メ リカにお|キ るアホロ計,1
を1丈 共した

~,■
1+●■_と ,IIよれる●11の

■である.こ ●,す ti十検
=を
含
^ 
この年の

イ年■■は水十両中
= 
プロベラロケット■

があり ]`1詢 10年代を■に■ |,カ プ)慎型彙■

が増えてい ,́た とさイtる .■ 47jの宇」r探検中
力:ま た

"発
されていなが ,た ため it言 図を

「
製した単物l l lil員 は十うしたとぃう

最終年の第110川 で ま
~■
ビtシ ■トルを

Fろ う_であった.こ |■ は既製1古 ′),ミ リ■
―
'■
小■機¬■を11いたものであった.J:

|に Πt.る ダイオード等,,電 ,■ ..の
「
〕[も

加えら
'tて

いるため、前 2イにrt´ るヽと電子

技術が進んだ峙ィt背景をさしることができ

る

だが機関
=や
レールは班製..であり その

レールをボ製の枚に■り付 すで需,な ,オ ラ
マを製作|ろ イ1業があるものの 1か ら手イ,
0してtヽた|:?者 と比べitょ ェィ↑生は呼,に
くいもつに,化 しているといえる.

=!|■
4■ 更期高原学|た

=も
に昭f「lo

年11後 に

'1し
てtiる が 成●イ賞興による教

育現場のイ1日 と教VI)確保ができたため :|
初の日||で あった|■某補助″).必要■力1写 ltた

ことと、■
=F済
成長によるス■サ1行のよ■

■がそ●要Flと して考えることができる.

■■では 19871平成7LIよ り開催されて
いる
~■
子 7● ミ

'―
tミ ナー_が,延

"物■における主な|「会教育i舌動である.こ れは
交通μlliの It々 な地「, "す え よJR束  イ(■
崎延■Fや、 司東京i合訓漱センター、日本
■空」ll口 ■備ェ場 山都市L● 11公国交通管
1ヽ■キ日常で ま上ちたることう'で きないた設

の見十 1ヽ勁が■である 」,の施「,■学,占動
|よ地下芸■lI館でも行われている.

2-8 新たな鉄道に関する博物館の建設と
問題

「」千130年 |ヽから|■卜有fl迪 |]140年 tl召
¬121J発 ,■ 以 下 '■■:ヒ J`1 民,以道
自治llに よる贅道に門する陣II■つ川言t力

"台まり、ま道に関する,物瑣|′ ,歓は飛脚 ,に増

¬した力ヽ ,丼から′, サ道を介したヽ学11
;故の普及J r共 ,首っ宣伝 のイ山に

~宅
止され

たよ■の氣たしたll● を設えるJも のや
・
ll道■両●)勁せ■″_を 設立日1,と したも
つが■れており `,t道に川■る●物11の 目1,

が多,化 したことがうかがわれる.
また、]|lo年代に入ると近|ヽ道IIと して,共

迪資||を ,+細 |→ る勁きオ`見らitる ようにな

' 
こうした動きに

'」

するよ道 [判するけ|″

■の呆たす賀■|:つ いての議論が,1ら れるよ

う [なってきた

′t■で まこうした,朱道に関する1専物11の 目

1つの多体化にあわせて その口||ご とに■号1
して,き たいと思う,

(1,第 2次人TI■ FIl鉄による以道に関する

0物館の充実

■ 2次人Ⅲ■、1,19年 |」‖和211■道省″)

後を■けて/ttし たド共は lo38年 11=千1331

■ 道|こ念物i保 lt ttJを「 1,と した また、
各地ソ,■■●すltで きる・+鉄●記念|力 Jキ」
11,「たすた.
こ′1は卜班J(日が芸道に関する■史||な資

料を li己念17 として指定し lH根 ||に ,っ
てⅢく11,を lt lし たものとして言T価 さイtt
いる

また ■道を含めた,i代造,=の l■ :|と ,舌‖
の理念が人発tであったこの時rtに おいて
国以●司
`I定
とぃう限界があるが litを

11定 したt,LLも 言T価 しなけれはならないだ
ろう.こ の■●言」念1カ と,|よ道i己念物の市り●
について ま■で11れ て入たいと思う

FI鉄 lま 1962年 1昭和BF1 1月  人阪環|六 i/・

"逆
記念Jと して引‖弁夫千 1・高つti下 に

― lFl―



共道に用する性跡 |の■
"変
[とサ道資卜の民ホ =/t=関する石T■

「交通・17."1現 :交通卜 |:時物
"IJを
 同

li10月
~r't道
開業|1刷 年記念キた として束

京都,■市に 1肯
'鉄
道公同 を設 す 司年

11'に は1ヒ海道小|1市 に 北,,t■●記念館
口il小樽交通F」念館|_を 開設している.
交:」|デ11ま 前■つように大|[■■i門通
i己念と,ヽ う記念,■ ,)と |りである 施iたの面
では 交通●:力

"ヒ
」llに 高

':燎

下に展ホf4‐

,1か itけ らているため 当初から性物瑣:と し
て建てられた施言tに 1しべれ よ■1:導線 展示
而F年 に lヽkがあるものの、屋ツト民ホ施言+ま
比崚|1広 くT,し ている,1,が ■■.,て おり
ある■■収山■同が

'|え
ても ,ヽ応できるよう

な余Fがあった

交iJ■学_の名の,こ り、十に鉄道■liを
中心とした

`交
通性関つ技‖テを■示する●1カ

■であ |、 墜Щ資料の■示が上L● |1多 い交通

‖物■ LIよ ■■||で はあ‐,たが t● ■
=|

ラツクやII¨ ,■■バノラマ室といった可副性

■の,占Πや、蒸気機臥1■やイ■等の
=物

l■ ‖

の■ホとい‐,た ハンズオン民ホキ参加11■
「を重視した基本11な 員示理合は,わ らなかっ

た 屋夕ヽ出態11示 卓両の■せ
=~ス
ン2ヽ 301

11を t略 にヽ ミューンアムレストランとして

■業させるとい
`,た
保t=Ⅲ の活用がえられ

た. しかし人L環 1■■と■夕ヽ民示lL設 の民ホ
ヤ よI・ tし ておらず、■業■に,1■ ]i蔵の■
両をtらせるしいう勁態保市||な 活‖までは

イ[し ていなか,,た ようである

展ホl■成|ま

■     【ホ部||
キ 1■    交,由 茫辻史
■2 1■  ■共の,I代化
,1 5■  ユ道●,京理と

'こ

■

■ I Fヽ  東I道
"i幹

‖

"卜

生   自動中
■ ,■    1否」i
第10■    lt空●
第11宝    町1い ′,交●と|二 J― ス■,窓 J
●12■    列車進Ⅲバツラマ■

であり f‐道‖物館以 ,t・l,サリ1,ホでは

なく テーマ,1民示を17Hし て,'る .以道の
ll+が 働いものの 交通十学||の名称,壺 りIL
の交通機関にも一,Lつ 展ホ11■ を与えてい

る.ま た、ttし たように当館は「技術 |を
中 しヽとした■■■ll鮨 であって 当|,か ら最
先瑞■■の■品であった

~束
III遭

"語
根_や

j明  ',交旭土七
~ニ
ュースの窓_jと い.,た

晨ボニヽ力.:, |■ ,か ら1(1てヽ という展ホ
理0が |た■これる0,で ある しかし声■後 よ
■ 1室て交通 7t,■史11■、れて よt'る もr)の

ビ鸞資十1が上L祓 1つ 少ないため *皓 イから
「吉いものに

'11る
要望が判市 [強 _が‐,た

という.

T4■ 11・・■4■ としてはE,卜民ホ場のネ気

社判卓
`.+鋼
製客ユが|.■の日ではF史●|

として記めらオtるが ||■ した昭イ」311:`t後

十1ま また■気性ll●や十鋼製

`に
は今■1,I

I,っ てお | あ |ら れた,,であ
`,た
たう

人館者 [|ま 11史資卜として見なさオしていなか

ったと
=え
′,れ る ●示lt「,以 夕ヽ′,教育普及

設備として国II土  I熙 口1ホ ール  (1宇  工
ll詣
=生
が言1す :,イ tている.門館後 E夕 1ヽ1

ホ施+に は名t々 に
=Ⅲ
,71収■ ■示されるよ

うになつ 班作の■ス場では Jヽ応できなくな
,́た ため、屋夕ヽ民示施言たが11i,さ

'tた
.

|:Lはヽクト民示車巧の保●1大態が■くない

ことであり 長llFに わたる●クト民ボ ニよう
塗■の|し色、11落 よ77.と の■●

=千
早度の■こ

そらlt,と らit、 木1:`it:ま r・ ||[よ って資が

開いてしまい 雨前の■,に よる格下キの,
■も車両によって ま見,,71る キ■外■示が2

1.し も■両 ことって0ま しい保作方
=で
はな

いことは呵らかである こつた
“

|ヽ 夕ヽ民ホ車

両には、
=気
泄関●の一部とを 11イヒにf十い

「スシ28311号  にイtわ ってミ==― ,7ム レス
トランとなった ナシ2124オ 以

'Iの

申両は

1‖布を目的として,ち人 1市 :限がなされてお

り |ミ コーシア1.Iボ |にツアー_と ||は れる

デ共員によるOF●会の時′,入●ち入ることが

―-lF5-



共 )しに |‐l十る|1物 ,の 覺|1変
'Lと

共iJ資 料の■■ |ネ /ti粕 するII究

てきる.■去■ 1よ る解市[か i」 くも,)の  申
内上ちた0“ ll lよ■両‖■のためとはt,、

教育■■のⅢではマイナス
=午
用するといた

る

―■ 肯I+迪 公日 ま東京
`F肯

‖fiの訪漱

1占」 iよ り開日した ●最初つ芸道公日で●
る.本気長関■ヽ両ヒ

=Ⅲ
による●

'ド

背1態

“ホ′,1山  l・ Ⅲ I性写生と

'型
■,坊 ■|:バ

ネルキプ)設備を有けた
'113昨

せての|1内■

●場力ltす られた,上 ILよ肯
'■
■恒

'1裏

千

にそ
'え
る山つ頂 iである.従って公国 ï積

|ま ,く ならヽるを得ながった 加えて公日ま
での交i嘔
「
輩 ま ヽ初ま信越

`t'ヽ

 一|`■
,Rけの口ilt」 り替えによ■,て充上した,'ト

式,'t● ′,,1■
=畿
IJ llを 1ヽい て ,1=`ヽコま

でを結ふ■とであ ,た というが ■日は■■
十ることまなか■た,現市でも急なI「道を従

歩で,,,な くて まなら十 不世き′,ま |ない
|:地 である

肯l■+道公日F・lHま でにイ|わ ilて いた
=口
」

保●1舌■ よ 11史 |つ に 1絲″,る 011-11え ゴ

1局 1写  2■御卜中 よ:亘 IHキの1祭
“

術人され

l写 ド円■■が中心であ| マレー|ヽ本気1■
判■98658は Ll´ ろ11夕 1ヽ,二 かった であ

`,

た,,「・lし て 当]!卜 芸にお するネ気摯関■
の代表|111■ を選び、なるべく■いi冒 の申

両を遣定したことは画川|||な ことであ・ ,た と

さ′tる .ま た ´致′,ⅢⅢjを ましめてヽ
'卜

に

It示する

'」

|ム も新しい
「
法であるとされ ●

■ill■ におtヽ ■■にFil:`||,,=に 従事した

F)11型電気長間■
'1■
■ホ品として力「わ

り ■に彙
'工

道 山l.||■■で,Hさ itた |
系ι■つた頭ⅢⅢも民子さ

't ,ホ
ⅢⅢj′
'充

■と,1日 ,,多 l」 化を司った.

しうヽし、市,■道
`ヽ

国がF‖ した
「 'ド

保

■ 11ホ 方法は、「 tや Ц同等 =み
:,れ る自

ス■境 二よ/・ ■の発生 4■ ●J:Aliで  '
ll¨),■を甲めることとなった,1「えてt'■

等でltれ るJ「F■ ■び保す日
'咀

や|ヽ十+が

本
't性

開,こ よし●る■してにに1,つ 十ら

オlた  また し,t・´ Iま ,て 吉:辞 .を手1カ :

さit t'ず′tつ l・

|は Ⅲも宅
=同
■
',1'ヽ

態Lな

った. 現■で よ 1,OF年  111■ ,1 ■■十

ろ口Ll法 人交:口 tlし上・l具

`団

へf多 1'し た際、

1イ,作業カイ,わ′t ■lⅢ jlま術′,イ0■や摯よ
つ111・t ¬:品 の■蓄七t.,た状態 ま〕[し た
ものの、 こ地 菫地Ⅲi積  保存t',長 本||
●LIこは11決 してヽない.

北1,迪 J(■記念■ ま ド共北1,道ね喘が■
道団t,0司 ■F」念十半として小,,「 ● [嗅設

された千官‖
「
吉りl ll内 にあるR門■を し亡

として  ■7」 や「k勝 写J ttlLi毎道 [円
上した貴■,1':道 rlを 1ス■し

'I`liし

たt,|)

でちる.

■物11'コi■地 よ に,IL最初つ芸道であ
る●■陀内共道の建設●)た● l・ LIlテ を1台

めた記念すべき土地で,る [●
"t道

開■■

当地に ま手J朽り｀
「
■され 幌II晨坑から,■

られてくるイiltブ,東京 人阪へ′,■■ 1し只
として百長|,■か 更に|よ■道の拠 1,"(と し
て代関
=工
場やデ1● it■■が作ぐに■1市が整

えられた 01り |●プ,中心t"であるに1「■■
は● まlSヽ31明●18 1延 てら

'1た

も′)で

現■■占●,け ■でもt・る.

当|‐ 用
=に
 国lltは十1物膚の■■を小薔市

に,It Lた . こltは
'共

道 [用する時物11と L

ては,■てF)こ とであるときitる .

1,F011 11召

`」

1, F`団 法
'、

交:壺文イヒ̈:興

I`口が+● さ
't 
■■日本交i中公ilよ |■[

|十:|III■ ,適 陣1カ絆 /DttT・ を委|い れた
j18「 年 14′ ¬「,2 日〃ti分11■■イヒさil、

市|=よ道公L‐lと ,,由
=1カ
||は 来日本|たイ1':L

IJR」  ヽ 本  交,□■学
`|と

た
'上

十ろ1,J、′

+気代開
=瑣
|よ画 卜|た客主道 |]Rll Hイ (|

北|1道■垣記念||は 1し注■,14■ L IJR北

卜i重 |にそ
'tそ

れ杉●さ,tた  0き■き交通
1■ 1カ 11L交 ,11■ け物川の■■ よ川回法人交

通文イヒlt口「

`団
=■
ltさ ツt ちわせて民ホ壮

上の■,「1と I弩成 屋
'ヽ

長ホ1'コの1'● 1占

」を行 ,た

-1「 6-―



芸道11劇 する■物■の史1,2Eと 共i直資‖つ員ホ ■ /t■ ■するII究

J`,,道共道記をヤ よ小●市の支長のもと

19,6年 |■成 11111Jよ 13年十体

“

して夫

悟な■内改姜を行‐,た ,

ll「するヽ 1と なった千言11日 ■●訳跡地

を|=:力

"の
よ」Lと してヽ入し 従来から民ホ

コ tで きたⅢ両を■‖iし た上で■夕ヽ1チ態晏示

をしてt'る .力:えて屋●民ホt言1を li「,し

■●の|しに[1勁■tl,。 )古「「:を力「え 小■交
通言し念1,Lし て,出 発をネたしている

今後は ,内に,|る 日「 ●■
の■路4上を利

用し 1て と■|,の単サ態保存イしを行った |で、

■■末報での

'I■

,■ ,に よ/● I物属資十の

11用■がイえらitる 力ヽ 具llilな 動きままだ

,い .

交通r.~■ ま、JR lt日 本に+示後 1交通
1'I● 1カ ||_と 名■変更された. そして■ホ

性t″)変 史を,い  ||■以来要望●,強かった

症 t資 ||ヒ [史民示を・L● させ t■■=シ
ミ=レ ター等

,,Ft置 や技行のIL長にあわせた

,ホ資||つ変更や交■が行われたが こ■)拮
柔、同しく
「
史●十1【ホの■■した交,産 ,物

10と つたような

「

rの |■物■に,っ てしま,,

tよがある.ま たllt迫以,卜の交通性はの民示

が つの晏ホ■ 1ま
=め
ら′せる形とない 夫

1再
=肖
Iられる市熙となってしまったが これ

は■道会社に移管した措栞による■
'ァ

が無い

1普置であ ,た とされる 卜
'卜

晏r場 |ょ保i
民ホ
=」
の増り:と 共に■くなってきており

各保■卓両は■,のキこそあ|し
`姜
の継こか

らヨ率、
'ラ
ス窓172破損 剖

`1古

′)●薔等のin

l冨が見:,'1る |ス存 |,1‐・ う:ある

当11は 、 イキ
'ス

ヨークロ■■迪時物4と

2000年 |+成 121 1111■ 1提■を拮,「Illi
交流を円11す るi、 交

'■

●1カ 11に ま見ら,tな

.ヽ」
1「 |の i舌■をIH攻|し ごt る

もちろたこうした回■交流を

`fう

こと自|イt

人変i古 lilな ことであるが こ11を ■示 ,■
,1ム や|III■十Hヽ1の悛F,iに も● 十ることう

'

でき,tま  ●なる発,tが望めると
`え

ること

ができる 当館 ま●彙‖ 卜
=い
う■lL上 の間

包を抱えてお| ■1(|,に よ-11=業薇とlt
tし たよい]11芭 に移Ⅲせぎるをイ,な くなるた

ろう

以上のようにll編 においても政|I L 11様

に ~芸道‖‖業|1刊年1己を事業_と いった,こ

,|:■を■ 11'ttに 開する●:"難 をコ設しよ

うと
'ろ
到きに■ (ヒ

=■
力・ったこと力■つか

る.

こitは■Lに 関する■II“をせてる口|が

,物館を
~記
念■ iつ なものとして‖変オ,:,

す見なしてt.た ことの奥付|十であるとtヽ える

が そitで も
~1人

道にはする|ツ飢_と |・ う

分り1, I物
"の
世卜においてll ilし て行く

き,かけをこ,tら の障17鎗が問,することに

よ ,て肛んだと■える.それは ■の民
=共

道や自汗l■ iよ る共道にはする I:力

"の
||■

がこイt t ttl14し ているとtヽ えよう また
■道記念物キ保:1規 ,L の市1定 ま、■年■
■共道を,● とする民■1た道■■ の |`た 1亘
記念17」保:lt,LIの ,定や、会オトの7t屁

=貢
よけた,適 卓●の■,する Lt'う 勁きを1■ し
たとt'オ  ll迪業界に芸道,両や施lt l,保 存

すべき庄■資IIであるとtiう 認
"う
■`み出す

■棲にな■,た と

`え

ら
'tる

12, 専物館 [よ る勁態保存の開始

19い■ I111■|、 ■
'1県
に寧1カ薦lll,台ヽ

が|‖ 国した 当
"は
1't迫 に関する|1物■では

,tか  1011年 lt‖ 11,1 嗜 Iの京記:市 tlヒ

Jil長において使用さ′tた 0 年 1明 1台 ,11■
の車両を 2日 ,き 取り、こltt Π汗■イtの姿

に,元の「  1,げ年
'F吉

¬■21オ 1内で動態保

存運転をF.l llし ている 這Ⅲ手  に■ まlll治
|十 rヽの市1川 ti着用してお , 1.´,|"る i■ 1:の
一千市ヒt'え るが 共遣Ⅲ両ブ,中ツl‐ ●にお ヤ
る副態は

' 
■ IIの初11と して意集がある

=
t.え る.

更11,Fl年 |「ビ千1111に よ ネ気熊門
=2

面による

"態
174,Ξ I:が |」始さitた が ■‖

さ
'tる
●車 レール ⅢⅢ■ 中t■ も●■IH

―-lFF――



1't道 に円する|ウ初

`|√

,■ 11変 Lと 以道資相のェ示 ,作 ににするIII究

治時代のものである.Fpl Lま  現すでは人
「

イ`可|ヒに,1い 吉「..′ )It保 で )́る .こ れはたに
が発生 しなt'よ うに 演二なJズ 1級いをイ,^
ことによって対 llし てt.る とt.う が、 古F●,
日
'IFIIま
「
作りで捕‐,て いる.

こ・・ 他 lII治け,製のまた●
=Ⅲ
ヒ王道IL設

が保存されて l・ 1 1't道 Ⅲ両ではこ1幌道 1

5ム気r―関車うJ六合1■橋「 |= ネ気勁■
■,■|■月写がそれそれ屋夕|11示で、 日引「1●
5 6澪 が■■局新情「場型物● [1,態 保I
き

'tて

いる |キハ6101サ は近年■長つ■Hナ :,

ilた 1 施11で |よ′1道■所薔工場 名
=卜
よ

道富↑変電

“

i l‖  I Hiた I詢,t振∫1 東京
駅警筒せ●派|lliが収葉 ■示コ tて tる .

,テ 2年、は鉄はIII■ ]oO]年 を迎え、その

ヨi車十業ヒして京都イ1,Jヽ略桂聞 X● rl● |
に本気11キ 中の動態保■をコ10と して 1庫 |、

路本気代は1■■を,す た 収葉さ,■ た■両は
人しから1日■にうヽ キ(■

=さ
ilた  日本の鉄

道史をイtよするとされる16形式]8● のネ気熊

1川 申であ |、 (31-239、  C53-1,、  C59-
11l D 32-16S写 柱以,卜は勁態■●ll[あ っ
た

本気t川 ■よI‐開片情内を展ホI=す る
他 国■―■

=業
■にilし 出しされて

「
叶,」

車の[11に ■Πコ lる とt■,た活用も行|,■

ている.`ヽフt11は 当11・li成のビ3F l■ ●(]
FS l写 卜によって出J。  日1泉において1,7,
■より這 i「 されてtる  sL山  号 である
1争者注 :現● C5ヽ  1号 I‐は1[■ III,さ it
古「態保存性となり 延行を

'卜

さイしてお I Ji

“

ⅢIFI C 36-1“ )ォ社が代
=運`|| 

また 蒸
気代間11の 性備霰 rTヒ 迪■技術の判771,合わ

せて行われてお | ■ ljの 保存とt,う ■にお
いても画期10な μIII館であるとさi■ る

だか円PL後  勁態■4技
`),こ
としが行わit

た市え 背1■保作機へ′,変 更が‖ン(ぎ、2ool
年現在では 6両 ′)i副態伴存扱いとなって
tiる .こ ilま出IのユWイヒ事業をモ キ( 本
気11関●カロ

`1甲

,のに保が1卜 しくな,,た という

こLと  ■1■できるオ支●者つ減少が背場tにあ
ると思わ,tる .いずイtにせよ動態保存機●,青 ,
■

'I報
化 よ そ■)ネ気代門中の資1宙,m値

を■とした■置であるといえる.

ただし 古r・・保存社とt,ど も青,以道公
国とよ異なり ●形●●にl.いて晨ボ保作さ
れ 定月111に捕修 ■●tiヤ ているため
・J愉は常に眸き「 |デ ウ■た千六態が|「た,tてお

り 時ll行わ′lる 移動性■による性内■勁F
■■ら,11:であるキ IR,11ヽ態がらい点|ま言T

価
=′

■るべきで tlる

門治|リ ヤト小略ネ,t● 円申館■,「1か ら動態

保存民ホ●,中心|まネ気 l・ 門11で あることが,
かるが、
「
社が当時推,笙 していたホ気Fヽ関

=睫ⅢF「 1通称
~■
■化計■_1に よってホ

気泄関
=の
数が,FI 11に 減少して1)く  で

国民の問|=民よヒ
「
111にホ気機間■に対するノ

スタ
'レ

ジール`
「
まり、
~sIブ
ー」、_と なって

,1体化していたため 日以としてこ,tに対応
し らわせてサ道史において,要である

=兄
なしたホ気ヽ関■■勁 態保

「
をイ,お うとした

ちのと考えら,せ る.

l,F6年 1昭■1「 l1 3月 をもってム気機関
'「

は国鉄J業‖ Lよ り■を消したが、「1年 7月
本気機関中に

'Iす
る恨強い人気に関心をヽせ

た静同県人■‖以道が C l1 22F写 ネ気代
月中を国r共 より嘔入し、こツtを 「SI急行J

,ヽホ写Jと して運ィrを 開始した 可社の白,「
[‖常

“

取柿賀 1当時|ブ ,保イr■道性想のもと、

1,FO■ |!‖和501よ |■ iJ彎洒 濃共道|,民 I
サ道から不要とな ,た本気機知申を1■集し

これを1"―1恨 Ⅲ卜に1の伸1,にで動態保存
ttを 行■て,た 力ヽ  一般■■社 1での

'■

,
まこれが初つてであ ,た ,

そ■)にもネ気11閂■を1ス ,` イ,7Eを イ「うと
にけに、各■もネ気性円申にイ、わせるため、

「
芸よびt ilを イに

`し
たJR束  本年から不

要となった日型客■を1ズ業した.ま た これ
らの1占 Jと 並行する形で機関十の■成 整備
1支 ljの l―

`も
イ,われている

―- lFト



芸道
=¬
する 申物館●,史 |1変遭と押:L■ 11の ,ホ  |スクにitす る「Tt

これがtHtと な ,て  し鉄ては],FO■ |■
1日 511 よI I小路本気機関

=■
所よ●C5,

1■ネ気機当■による SI にオ が
日F 口れにおいて■行され ,1■

「
共を■

十‖IⅢ だ」Rイ社による キ気権関車のイ
'tT・ ひ』態千ス●週●は全国1,■ 11ス を兄るよう

1な る

また■在では オ気性li■ た すで よなく
t気社μl Ⅲ、電車 ● (― tル●コ■■も,
i 勁ま保存の11象 とされており ,道資十1
の りヽ象が広がいつつあることを示してtiる と

言える だが 人■ ■道やIR各社による
■よ保存

'ユ
=ま
■lfilな |「格より ,11111な

|1格力:強 く、 調査 ,T究 i占
"。

)'(如 うJこ ら
't

る■必ずしも|1物館活動とま●1 であるとは

言t,半いか 旧1● |」 |"小路ホ気機関申llか
ら,ユなる11'|~=お 十る動せ保存′,'P念 ,`さ

■ '峡 した
'「

′でヽるた■ またIII口 ■ 1
お するよ道■両の動態保在 占ヽ■が

'ル
iFよ り

も
'た

適会ネ|が il■ として行
`,て
tる た
" 
′

考として■ |● |た 1,I)である

19,F年 十平成 FI間●した
'ル
県
~■
氷芸

迪文化Jら _では 11年礎「 された信越本l.

世‖―[■‖t問 r)急勾百:itiす るため 7市
|■に使用

=れ
ていたし
「
63-25写 電

'ヽ

卜門
=

を動劇
=■
し 屋夕ヽ民示

'1に
お1'て 正t■ )

占背を,すた人後|七にこI‐ itろ 参|]11,ホ
を導入1´ ている.こ

'tま

芸道 |"11長 1「 iに )t

■によ|●人された1't道に関■る●1カ 11の 民

■理念であるバンズオン 参 ltl型 【ホつ つ
■)■ l■ iであるとtヽ える.

動態伴存は[態千1作 」しべてはる力ヽ
「
NII

で●る 個々の書
`品

よiliitす る.そ して 定
:嘲 tあ る1'|よ t`,VIヽ十,1■ |=え た ,■ 1多
をして,かね まならなt,ま たとい書「 F`を ,t
i合できるシステユ、の前・l・ 七推十 t=技 ||や
|た● ■1'■の■■1■イ,■について

'■
k ll

‖|`が イ` 1「
'(で

ある そしてftl態伴存には中
両やit,「 tス ユ、―ズに担●てきるだ 十のハー

ト||なル llヒ  それを■■ |る 人‖‖
=周
|,る

ソフト」,iltljの 仏承が伴わなくて よならな

い 活ittえ る0● ||な え付けも」tめ ,,イ t
る.今後 本 [お |す る副J保イ「′,■■|よ■

"

“

 民せよ道●,区 ::Ⅲ く以 |つ ハード ツ7
卜の■仙レベルをイヤデ十できる|ヽ こ‖

"ヽ

ると

さilて いる.

131白 治体 民■ll迪
=よ
るユ)=陣 1勿 l「E

|

日本における●道 I日するは1カ■は ll道

イによる美道 ||力 11と 人●11●参

`1古

陳II可
「

の 2■ 口:の■Fた置さltたつムで 式lt Ц中

■lk後 し 1ら くま白治体や長iム道会社 1よ

る専功

“

ま,か ,tる ことは
''´
,た

民■■ti会社
=よ
ろ晟 ,●共,Jに ¬十ろ,

物瑣|ま 、1■ ■●興 |, ■

`が
ついた1,3F■

,「 |千「12 1'阪 ‖t,電■ |■ :k急 [共 ‐

が同社01■ 50¬ 年を「こなして円卜した
~交
正

文化●覧会 ''′
'ヒ
リオンを1lJ、 月会●|り ‖

して 1963■ IF吉刊i3SIに

'´
フ ,ミ リーラ

ント内
=お
いて,‖ いた「電■11 1■ li´

の |も の

“

|である.

高曖■14■ にの開1台 ヒ共
=大
部

“

では■―

タリt― ションす■■ 」
`Ⅲ

it Ⅲは交通1'::|

の元区とiな さilス たにil l't つtヽ =ま
企:`と なる都市が■

't始

,,た .た, 路前電

「 Jリカ描を||え る」き:,あ 1 世工市で す
19,3年 1町イテ「1ヽ | ‖i竜項市電■■の ヽを
ll「 して
~t',11[保

存F‐  を設■した tヽ
初が,,■ Ⅲ′,【ホ■i11チ志,t示 |を 111と

1_た ILitで あ ,たが

'十
■■ェー
'ル
され

バノラマ■迪使型ユ,宇 ,t● lj■地下サず,■

ホ 列車●■シミ
=せ
レーターが

'」

′,.た ,ま

た 引様
=i設
■)11は 人II',~■ に保存貪i=

や、京者「「 ■, ■イF11,電保イ|■■ | |し 幌

市 オし呵lj交這●卜,|_■ |,lt iで も見ら
'1

た. しかし 大阪市 点イi市のlL設 よ 1性
“を目|,と した1(蔵 lL11で も,,て  '中■ ',■

IIま してt it'.

1'FFイF Fttf1521 1 11 't者

`II」

ドしよ,重 |=

lFI―



iス● =当するIⅢ物‖
′,史 11● ζヒ共道資||つ員ホ 保存 =当する

"1究

同■Lりいし「|1111に おいて
~枷

にSlの 1ヽり_

をIII 11し た これ ま日
`1●

オiユ イテしてきたネ

気卜開
=力
1`131■ ■■ ‖ti[な ったのにヒ

もなt, こ■,力■ t:|え  文化■■として■
そうと,:し たも

')で
1/る .同呟1場で ま 当

初11■■嗜 )̈2写 性F中 とl■4ムⅢら:薫 ||さ it

た■ttは 1'i両  テ イー
=ル
性円■ 1●

1(せ

`車
II, 1 1Fit=か 屋夕に 語せ民●■

|してt,た  当■ ま共,■ |,■ ■しておい ,1示
■|,に も,"=い .,た ため保布1'ttま■か,,た

とt'う .

し,し  ,111:!亘 |ま

“

十ヽ1,た 01子■ 1よ |:し く

]|ヽ3■ 1昭¬い011,共道Itl[上 してしま ,

t‐ ■■は 'ヤ ■■ |と して,it,
■lt iよ 1当共IJで ,t用 されてtた ,′ ―

キル■―がItl(■ ||と して11わ る手tlえ よ|ム

大した し,し ■ |に よ●,てそ
'tま

で■|IJ)

■1‖ をしていた人員が,1社の他ブ,:F「 1に 11=

itる こと :■ ■たため 常■●l■する人員が
ィロ■してしま ,た  |‖ ナヽ L●

'の
■,1売 |

|十で ま 1人 分の人ll■ も,1■ |る ことま

国訃であ| ■ヤ興●す●■●l片 丁「:で管理
■1,有■て●.,た とtう  こ′,ため Ⅲ両は
,t言 1,=い |ヽ態に■| ~■

“

よ
=iti t,■

|ま しitう な Lい ,́れ る 1ど 1し餃|,多雨であ
る同●地 I●,日 本

'キ

埼′,卜 で
=■
r)“朽と、

l●,進んでしま ,た  そして京と]■ T開によ●,
■
~SI´

'上
場  ヒ,■ 人りのi」事(■■さ

,1る ま〔
=|■
,fし まったイ,〔´る こitよ

―可巧尺i〃て,1た ,■)■
'り

では1'■ 1:¨ i′,F

lt ●ホ活動 ま国よ|であることを示したとい

,ろ |,tlで あ.,た .

しうヽしなつ:ら  |「 1,ヽ L広 1,で

'ti Oし

‖丁に

、1し  保 r「
=れ
ている■両,tび施:11,I:ヽ遣

■としてつ価世があり IJお こLキ IIます1
ま―ビアイ`中欠であること■ ||二 し,ヽ えた.ま

た カヤ,1■′,■会社である 本冶企 :■ II
tし て :,IIi。,訴えitlた■■、「, ■会
社共
=こ
ltを 認マ)′(1411● 中両 ,́1,● 作業t

行・ た しかし 円r,場 ,|:[■ tヽ  ●1■場

,そ の予定地とされたた■ 同以■li物燎人
江 ■ ,ケ ■ム山り|があ‐,た土地 it只今と共
に杉にした ■i ここで,tを ,F■lし てい
る.当■で|よ 11'|【ホIL■■,卜に り:陀ち|■
合を員ホ施設としてお | ■蔵lt 11,■■等
,)● 1古 頌「,■ 4tを ′|っ てtる  また、■ラン
テ′「 のttを 行い ●らによ●,てユ日の1多
●がイ:われる|=′,「■が■微〔ある また
ミコージ,ム ショ●,や レストランフitに
も
'リ

セ人ilて お1 多角||な |=業で来|‐者を
11や 十分力をする11ま  J:tに関する■物

“′,申 1カ‖マネー
'メ
ントを考える「 では参考

になるとtヽ えよう,

]|ヽ 年 小Hit■ 力‖向ケitコ 地内,こ 小
急tittFil■ を開鮎した.資 ||“′,lL設は

112「■開業当時つ■■をlt用 していた■|「ヽ |

|IF,11(本
=を
移楽して7Lて ている.

し|し な
":ら

、 向,1近 ■1也が2112■ |■
女11111,31[]を :,っ て

「
日する11と な■,た .

当ムのことなから 当東●
=■
,直 |ろ 小

it■
`十

皓 :,半■を,け ることこなるう`

閉口■′,i小よ0「111つ いて ま未定 )̈ため 当
F~の 処』 ま,●

=こ
ろ分→・らなti.

11ド2年 末,(急イri美■ |● lo「 1年「己念事
■として 1日

`FⅢ

■も,ワ (高 ,:,下 =~i41
とバス●●ll・・

‐
Jを 設置した.そ して 1,Я ]

|:に |よ 1口 I II下 ,■

'1"会
が 地 鉄ヽ |■ 1″幅_

を百,1■高架 |こ声

"し
 1980年束武〃、迪01

■,OH`|を 言」をして
~1●
けヽ|力

“

 が十の■
収 IJI:■向■■| ら架■ |に ||"し た

■1'と 'ヽ ス|,十

'物

11ま 、:lL=門する|"
1,と しては晨● =lt中 地中:シ

ミ●レーター_

を■ホに導入した 0物 11で ある.そ つ´
~t

■,■■シミュレーター |が  1'ttt:開 する■

物‖ :klヽ tit展 ホ物であることを最初1亡
示した点で山綱11i■ |″■である

=い
える.

また、電車以

'卜

にもヽスと Sヽ l ll■イ:

■F,シ ミュけ―ターをF意 している点う11争

=れ
る.そ′,他つ電卓ユ■ トラ′クや、■

'ン,栄年によるⅢI",ブ ,切 り■えItホ 1■ ら
't

―- 181-―



ユ道に関す/● I物
=“
)性 |122と J:L資 11の 11ホ  |=/11■→るII■

るような参III!展 示が上言で |●る.■ に バ
ノラマ●型:=■場等 ,し

`|イ

)交

'JI物
艶や交

,|■十■における民ホ′,|′響か,し らitる .||

物11は 高汗駅 [■●しているため交通i■で

あるか Ll_スから入詰することはでき,い .

■架五下の生「1'1■
=い
う意味合t,か ,, 屁

ボ室′,0鶴 |ま ,い  そ,「  ,,道路によって
“

'3つ
|[区 切ら

'tる

という帯せ 1の

'(■

があ

る 1各 11よ 1● ||`ド によって,■ 1 11¬の

■両展示■とJ業
'よ
■■|よ しておらず 保

i■同を■・ 態で保イrす ると .ヽう ことは

`t■iしていな→ヽ■,た ようである.ま た 11記や「「

勁晨示吉:千
=Tの
ための東急電以()Bま配占

=
れている→■ 11:Hよi結 しておらす口|●

研究性 IItは ,能 してt'な い.I存 ヒ教iヽ市ヒ
をi祝 した
"物
難である

=tヽ
える

'し

下芸陣|"“  東itil物 11も 高,1燎 |′,■
地でスに・

tl_し てお l t中 とバスの■勁

“とかなり,1た l■■て IIろ  晨ホ●||も 、自社
つ変 Eについての●示 電■ユエシミ

「
レー

ター,t■■■ トラ ,ク キの参加型屁ホやI
ll展ボ、●型運

=バ
ノラマ =物 中両の■示

など共す重点が多い また、 ■●業
'と
民ホ

■ ま摯がっておらず 保存
=両
の動よ‖■は

でき■い.t■ とバスプ,陣 IIliFと の相tiま
地 |}陣 1カ■ 質武●物動

'と

も こ少数なオ`ら

F芸 員を在
']=せ
ていることで 両● 11■

性|しか,保 さイtていることである しかし、
中物

“

記要が予ι行されていなtヽキから口|■

11■代吉しは必十しも十分ではないとい|る .

ところで、東武‖物■を十菖するlt武),i

●よ 1,6S年  '「‖f「 131 イ「●■tでは,,る

●4自 の
~鉄
道記念|, ~斗 1't迫記念物J 保

在|力 |+1●を割1,こ している 末武鉄道|[と っ
て世二であると1111iさ れた●両や資十1はけ1班

tiよ って保護コ lる
=、

以道を文イし財とし

て■な十■■が(11す る 11で ま.T価できよ

う.

■■ま道による●物オ ま 自′「力[史晏示
やⅢⅢi→ と`うしても入ることから分かるよ

うに 1(集 や保■ ■示 .ri普 ,(以クト1
1白 ■の11仁 Jと いうい||も ,たでヤ.る ため

日本や世たにお する+,|||な,L″,,■ を,I
るには国IIな画がある.ま た 会

`卜

:肩吉:つ .

μlりヽ, これを含17・た鉄道文イと比に
'1し

て

,■■ 工関心ならま 必″ヽ11に ,i ll」 島171,■
せ ,「汁する措tllな

'(デ

1があるとさitろ

lJ,台■址計の鉄,菫に円→る●物■1も ●l llt′ ,

傾向・ liら り、首長の交代による■■言Ⅲ
`,H

「1も しくま中止という
=Jが
■嘔
=itる
と

たヽう.

これに
'|し

ては 鉄道
=関
する●物館が詞

■ lT究 ii」 をil了
`|ヒ

さ= そ
′)"1究成,tを

■示1舌』
`.:た

道資11のよ■活動という形で
=

かに

`[会

に
=′
し 'ビ ールするかか人tn■ボ

イントであると,,え よう.

1■ け
`程

iご念膊|″ l「Jので
'場

1980■ tt i入 る
=画
11は累積 lf年の11人 に

古じむよう
=な
り ■t地

'ア

交通,いわ ,る
~赤
+ロ ーカル

' 
の咤 11を 行うことを,tt

する そして ,S2■ 北|1遭 向
“

社をi上 し

たことを,切 Ⅲに 各地●,赤 Iロ ーカ●■
',

,し「 と

"itク
ター贅道への■,を ■うで

"
くが こ′,時廃1,=れ た[`燎′,"枝を■● こ
・・すたO irヽ■自,illに よってそブ,」.■ 1=判

■十ろ資lt収 ,1 ,示 した 01カ奸が設●さ
′tる ように,■,た . こ′)よ うなf十 1‐Fit上 さ

れたけ物liを 「咤i記念●1"鰤  七呼ふ,
IR化後 |,略‖た |は 続t.たため  ,,o年代

● Fま で設●まtいた |し ,迪や
'し '1を

中亡

にこitら の|じ■記念

""■
に分布している

うヽ |「 ,ロ ー■ル|'tiこ 111,ブ ,1也
',1集
中し

ていたことを示していると
=え
る.,■■は

'k立したI山 ■の教育委員会力■rう 場ィ,が多t

とさiじる

代ソtlつな|● 1"||ま  1,sF年 ||‖ 11● :1●

されたJし 1年道三■市「三■■■記念■ ■
1190■ |+代 l it● さitt■ 1与祟にヽ

'「

 ‖,1
ある |「1水 lT■道文イヒむ:,_で ある 前者 ま
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ム迪 Iにする|III nl,,史口|・・■とユ道資キ|の Itホ  |ボ /ti業 |る II■

IRIモ ●■ liイ■ :当 I′,11″ ま官●幌内

共世1咤 1に 11:ti 北
"道
にお |る ■■I)中

分十である官 |:幌 ¬11道 ■tし た功tを 言ビ念

するとともに 北|1道 の■道 i■lする■しt,
||11と +来 l‐ セ

^L 
広く社会業育を行

`,て
つくことをEオ|し て■十

"が

¬+し たちつで

ある.

1目 旺勺|||[●■lt'1を 利用したよ道記念

“およ01ヽ

'|■

示施it lt示 址IⅢ社が誤 ヤ:,れ

に|'二
'I・

・ II I内夫1壮 杓をFl● した ,
ロフォード公いJ力 '■にさたてtる .11'ヽ晏

ホ■■|こ は叱l●■ |[お tて ,■ さitill態

古i態 合わせて50Ⅲ:[い 1l Ⅲjが

'布
さ,tて お

|]  Eき lllF171tltilt=|よ  :,す 11'以上げ)イ :十 1う ',1

●される+ |ト ト|」でも最大級の,共 Lに両
する|1物■で 1,あ る

'丁

 II」 (11:'t● 文化し■J ま1言ユ不イ泉●
―

“
`+1具
,1● )'こ LI亡 Itヽ  ●l`ル :′

'え
たし

たl.:道 1支″:史に対する|力ヽとJt道 に関する0
■■■●,た め 世「 辿転え■

'直

を利用した日

夕ヽ■示[|★ ヒ11劇車やE● |け ξ
=Ⅲ
Πした

I¬ 【ホltitと によ ,́て措|ヽ さ,tた 陣17111で

ある ●ホの特徴は、手
'態

保存 されてt.ろ

E「63-25=電気ドヽコ|を  ヽtブ,市習を,
計十ltま ■■ it●■ることが'=る

と|う

●■ある こltま 比T‐ 11夫 IIi飲道に当
する
「
物館に|よ

=と
んど,Iサされているt■

,■■シミュレーターよりも嘔
=薇
今
‐l■■■

い参加型●示であることはHH lすであり 当飾
/,門 利用者を11派十ら点におtiて も■つなルt

ホであるといえる .

●者つ■1置する円i三 として よ ヽ
'卜

に

'■つ11よ長′,t=Jjを ●示してtヽ るたI・  斥夕ヽ■
i■示 ll・ tて [ヤ では,壺れなtヽ

=Ⅲ
の
'ヽ

■

劣|し  '■装■)■■キの処置,イしオ [lLべてヽ

|「
=ち
ること =■ 燎とは十六十売しておら |

11,水■,菫 文化し,,ま   ¬
`の

民示Iは ,業

Iヒ ■tし てt'る か tⅢ :■t,が,iし
i■ 1,な ■ 1入れは日IIな

'サ

:態 | "此 ■両
■

"■
で″)活用,不可能であるにか■げら■

る. また 
「
水
`共

垣丈イヒちらでま 延呟区「「
■を,1用 した民ホ施設が、皓霰のみてエレベ

ーターが■いた

“

 ｀リアワ サーの点で改良
力
'望 まれる.

:,,と ,ヽこ うした人■|ヽなけ
`■

「し念巨|"飴

の卜」はま
'tで

ある. に,,この口ヽキF●■・L念館

や同71海「:Ц●|]を■″)よ うに 'ヽ十はだ止

された日」(■

',や

‖‖令t ll用するか 訳Iし
設tr、■し 新たに【示lt■ を置 す/.■ して
||+さ イlた

■
'「

喪ホとして ル当■で,Hさ ilた
=Ⅲ

や11写 性を民示し 民ホlLllも しくよ口駅 Fi
内でより■や与真 

“
'■
ロキのコti‖ 冒, 1ヽ

¬1■をケース● :民示したもJ)す  ltllであ

る.同■のFIよ 11F04i`tか らIL I 」ヽ民■■

道■|`■の嶋:=も tら れ FIホ IL設 民示内
容とも 1ド 芸 ¬ R=わ する11■つけ物||ヒ

似ている.

|`‖ 1己●●1カ 11は  その■1各 i;′当iに開
する資||の 11年 1■L了すitよ  11■ 11勤は

「了する.そ して ,1,1,_'■ の2害|ま り
えられていないたつ、 い|■ まこJに あまり
子が,す られず iII物■ ■■夕|,1ホ されてい

たⅢ両が老朽化したため掃|よされる■,1も あ

る.■にユ告する■■ 1‐ιずしも,た tl[つい

て咄IP,つ知.・ を■ っていない場合もち| ■
員が■■してtない0物 ||も存■する.社 会

:t市
',場
として JI●  II究の場として 物ヽ

||● 必ずしも霰|し してt itヽ IH赳がある し
,し  ,宋 ||=i∴ 11+'ti廃 1,=れ た略れ|を
通した小中学|たでの地Ⅲ

'学

習11イkitま た、
Itホ

「
i=芸道以

'卜

′,該当lL●り)ヽ十やrl

=を
滸||`め |よ、オ|「■ll」■1,な機制をえた

すこLができる
=思
|,れ る

従って、地域■■の拠Ⅲと′1る ような■llj

鮎●くりと ,三 11つための人|`,F保  ■■が
求

““

tる たろう.

151」 ■ヽ

11「■ように1'ttに関する|1物‖は その

182



■■に関する|||″ 11の史1,変 埜と
`1●
■,′,展ホ ■件に関十るIF究

itl`十 でヽる1,t迪 |||||‐を,7・ て
'1本
1,:そ

の設●■ が 割1立 |こ念 や
~咤
止:し,_■

つi己念事業
=門
|,る
~iし

,ITIIJな 物が多t,

ことが分つヽる そして,:■ |こ念rを :り として
教育Hl,と は,1に

~`'t道
′,|:伝 _と いう●II

も鉄道に¬する

「

|力Iの り′ら,1た 性うヒであ
るといえる F」念1中 |,な

`七

日のため 「.l● 薇
まリニ・ ―,1レ ■イtit F芸 員が少なti
もしく|ま t+,し ない |+■員や()Bつ こ`it t

i■ している場合が多t,た 1711■ II■  |ス
集ヽ青し,■ 1:し ないとい ,た ,|[が 多く ■
|[査業 |「,=F● )●II館に

'1す
る工■11キがエ

な2tは  24向 に,共 Li円する|■物瑣|● 11二,
はまえる恐れが′えられる このような性,1
11な 開こはあるもの√)■■に関 |る けつ

“そ・l tt llが■つ■ 7」 十な|,t,EⅢ シミュレ

ーター1,に i■ ■る参|」型民ホや,I"●十1●,
■,蒟民示■は 1ビの分■ こわけるFル前に ま

見らititヽ も′)で ,,る  また近年1判 し力i高 ま
‐,で きた II:治11●■ 4′, モ ltiヨ

=_に
対

するF市  1占 |‖ ]]Lで は ,Iltを 代表する交

通【IJの  つである1't道についての 青¬:が
“T● してt'る  〃t道に門するけ17●ば)■たす●

告Jま期,さ れて‐.l tイし「 やえ部1+■等
[よ る柿助でこれらの■

`il■

応えるため′,人

|オのにI 表成 ■●調● II究 |(能 のt=

=す
今まで以上111ら itる べきであると考え

る.

3 鉄道に関する博物館の展示 保存につい
て

前 |で |よ  llttに開する●lll,の 史」,変世

を■イ|し  ■道に関するけ|″●′,7t,■ ,畳 li l
お:で どのような間Lが ,上 し 現在に

'′

響

を■|ま しているのかを,してきた. ここで ま

itホ と保存●,円延 こついて検言すし、あわせて

近代追産としての共道資十″)保存 :舌 用に
'」して ■■に関する|||"・‐が果たすべきI勁

につ  ヽ、述べてみたt,,

3-1 鉄道に関する博物館における展ホ
保 F・ の特徴と問題

11'展 ホの■ IIヒ 円也

り道 [は ,/・ II“I=お }る R■ ま そ′,
最初′,|ll・」||で ある鉄L● 1″■,I.Iだ した |
FI十 ら信号 ‖安 lif` ⅢⅢI EⅢ i+道
を,「■するシステム [■,いて それそイ̈ 呼
こ
=に
世十や
'オ
ラマ ■1カ資||を Htて |イ

■■ろ t●●|ン る分●1:ホ ′,「 |ムであり そ
′,■では他 Il交 ,卦 |ヽ|● ,|1物

“

「 」え
ま■ヽの

1学瑣|■ と
'、

,1で ま」し方iムであると ″ヽ

ろ

■力にこF)■ホ方法は |五 々′,●‖の加価

を合∫11,I世世● することができるた● 優
ツせたI工 と|11る  し→・し こうしオ:`,Wiリリ
の晨ホ■法で ま あるI嘔力専円||な ¬1上が
必要 〔ら
' ,IF者

や■ri家でなけ,tl'WIイ

できす キしい■誠をlt● イ、わせて|な■
:☆′),(1吉
=:は
■■■ :,ば,し なって Lま う

'ル
合がある 11え |:タ デン ,ト ェヽ 月

'|'t置

の■

示で ま、イラストと rヽ●■から,た としても

その

“

t'十旬きは,11で  ,好
`で
あ ,て も

分
"・

|こ くいものでおろ rtっ て 1'ttlI物

||,た●″:道参
`|1古

陳,1■ iの‖‖
"ヽ

れた「1代
"・ら、スイァ千千

“

によぅて勁き出 |■ 11や I
中t=ト ラ■ク、 卜,■ ンジレ問円1よ ■、■
物Ⅲ両つ,ホ■ )̈いわつるハンズ■ン■ホや

参,]11■示を取 1人 itる ことによ●て +■
十がiし みつつ芸道を牛べ /.よ うな■liを 試
ムている.そ ltかItの鉄tに ¬す/7●物■
においても■ ヤ世IⅢ t ,ヽ ノラマ使型EⅢ lヽ

のFたにや、lt近ではt■ ,■■シミ・ レーター

にイヽプtさ れる ■●した映像よ★●を応用した
It示
=イ
テうことで より,米 を■ |て tる と

t'オ る.こ ltま市 ■11■ユ
=シ
ミュレーター

に*■ ´●,賽 ,|こえないこと 2100■ 1平 lk

12 交通■17■ 1お いて電■[|:シ ミ
=せ
レ

ーターがi嘔1さ れたことがらも′,か る ただ

t中 ■
=シ
ミュレーン●ン,示 よ 

“

か :ど
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共t'円する 1物■の■1,●ιとiた適資11の民ホ 件存に関する研究

霰 ま拒●することのできないた中を itで も

気

"`に

安
`11[に
すること‐lで き/● という11

で●飛
`|な

参力「舌

'11示

として言1価することが

できるが 「]Lも 無いわ |ではない
交通|1 11rIで まι卓,1,|シ ミュレーターを

更に充

'さ
せるため肯t,■つように ,台げ)に

,ユ■シミ,■ レーターを導入した し|ヽ しな
力,,言 こヽ rt場所t■たぃため ・・■する16F
系1多■ ||「 i t ll運 l_●イ1'■ モ ′クア ′ブ

|,1下
=ッ
ク7● フと略 |モ ックF,'と は

■1カ Ⅲ両を

'道
する■に1られる■lJ人り)l‐

型|の一 :「をlhl■ |る ■置を行t. 設■ 1,曽

`着
すたのである.■ ,ク「・ プ=」

11■ 11

両は JRのJ■■ iお tヽ て班役モil IIし て
いるが 1夕子ttイテ

「
の設備 よ■:上により,電に

柿t去 さ
'tて

t'る  ■ って,J在 では当r■ホ′,
■■クアッフ′,■

' 
修■,kFIHtiの 常生

i泄 ヒ|セ術 ,1●オ色を1=え てお| そⅢ■
●は,物資||に ,1吉 すヽる●重な資IIであっ

た また ´室内つII■ ■
''「

|■ i大テー

,ル まI― JI者 の■J設備としてヽ■,直であ

り、民ホ●|し 体患11術 を兼ね,ドえた
'道
に

ヽ|ろ |,1カ lliな らで よ′,●十二t'え たのであ

る しかしながら モ ′ク
',フ" 11を

H
よしたたイ)イ■ のヽL「致も少なくな1 修
学オkイ :け i電 11の各室冊せが損なわit 資‖と

しての和14自が

'tlし
て Lま ったとt,え よう.

|ウ物鰤 まレクリ■―ションlLI,と しての機|ヒ

も■ち 電車世■ヽシミェンーターに屯られる
ようなアミュースメントlt設 |II「格力:な けil

まならないとされる● そ11つみに
“

始する

こともなうかといえる

また 芸i芭 たを示すけ■,「 に
'い

‐,た展ホ、

い|,|"ろ ヤ年●′卜は '4″●||に 輌ら十■ソt

や慎型等′
'【
ホ 〔帖|に ,1ま せてしまう場イト

が多t, このたうよ道咆と,物による美道技

li虹′,【
「
L TIバ ランスがと

'tな

くない 近
代退|:=Lで の■1芭●卜の伴存 i千用 1は し

て 多角|,に共道を■,る ことが求められる
ようにな■,た 今 においては このような年

た世にで まにLであるとtiえ よう こうした
芸道史r,民示問ヨについて ま、「 」た

キ

`'ttを支えてきた
'、

々 ,以迪■■1の上活や、:|■

|■や駅■●)i口■也りt ll 文献資十1 ■,(登

オ|キ ,:,4時代′,旅行の,rを ,,tし た■示
t,う なと '道 性ヒ人の■i舌史を■びつ す
ること [ま って より,道を,Iな l‐ 在とし

て,十人ltて もらうような■示をしltlするべ

きである また 贅道 まkあ る交
'由

lt門 ず,一

つであって 1山
',交
i芭性川ヒr,■

',"■
けイt

●■■じないも′,で●る.サ |え ま 嗜 11さ れ
た吉藤i迪格11や宇高,■

““

,は■■と11に よる

■|:を ホ■1111であ
'、

コンテ■―|1送にお

tす るトラ ,ケ や1`:|ヒ ●中泄もまた挙 するこ

とができるたろう こうした他の交通●はと
のiL携や r't●が占める●こを示す展71■■

人 ,ヽ■道という0■蔵間を理||→ る |で ま■

,なお11と
'1る

だろう

12,I暴 存′,壮徴と旧1題

`よ

道に世する|■ 1″ I‐ [1丈集 1カとされる●

十1ま 芸L=開 :二十る●十11べてであ| リ
●

“

らヽ機関Ⅲまで多■多■であ/・

tu資 ||ゃ 十IJt 券プし11や 間・・′置年の1ヒ

岐l」小型|,子:+1な らま 通常力IⅢ物館ヒ11■
,,1(戦 ● 1■●すること力■こき そ′tら の保
t 修復

',1ム

も今まで+● されたル IIを い用

することで対処できる場 イヽも多いと思′,il

る. tえ  `1'1■に|||る Ⅲl力 1官で よ 11■ 1'

象がまたtキ両ヤ信サ性とい oた 1ヒ慎|1大 11●

11■ ,も どまltる た● これまでネヽき
'1た

え|口

`げ

)1,復 1支 1寸 て|よ ■ 6し きitな |ヽ
=|′
'もあり また 1(蔵0よ大11`しするか |(よ を

あさらめて ヽ内もしくま■,ドヽ示をしつつ
保←|る という千ムをとならさるをえ

=く
な

る.

日本 tl¬ ′
'以
道に関する●物針で よ、■ホ

面■=,関係上 交通陣物針や交il■■陣物針
に

'と

ら,tる ような屋
'ヽ

民示とヽ
'卜

●ホを‖i
合わせることによって保

'¬

る場

`ヽ

か多い .
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芸道に関するドル

"ば

,燿‖J変 1墾
=■
i`十 ■)■ ホ 午rに 関十るFl■

斥内■ホの■ 1■ ,て 伴■ ■示してtiる
中物■は、■ll■宙 l lt1111小 さい路白it■

を保存している横,lit伴 ,■や ●lll,迪
●台出
`分

ヤ 11可のみ保イ「するよし下サ 専|,I‐

等 その漱 ま少ない 摯,卜■ホ [よ る不1■は
その民示Ⅲ両が■態保 l― をさイしてい /・ 場合

屋内晨ボよ|も Ll'卜で民示したIが F■ ホ逗●
.Iを 1:く 1(it ネ気や内攣』力の場イ,ま,気
の「]Lが奸ヒ

'い
点である ‖lLさ え(保で

き,ti■ 1命 |ま t.く らで
`,中

両を1て年 11示

てき 多I′ ,「1両を11■十ろ|ヽ 内ILltを 作ら
■|=十 じというlti41,な い ,ヽある 史 [ ユ
迫■●家,Illt者による車IIの 写真‖I′にお

いて 露出時|.|を 気にしなくてはならないヽ
杓【示よりも 自然,しによってll l交 |1出 1+夕 し
やすい屋

',■
示を
'1●
力合が多いこと1,,■

である また 4■や[沖等 イ||がある●
両をF'卜,態員示に1え ,ti 悔J嶋

^気
■

コ

"t′
,オ ハフう0「′客

=か
■t,LFた としても

活用できる

しかし 11'IFI示 による青1態保イrま  ,道
申両の劣イヒを■●■不に1ヒベて甲ア)る Jヽ

"iある ■●に関 |る 知詰kの ,い―■′,ブ、々 力ヽ
:,見

'ti 
班役の芸道■ⅢIま ||:な 沐環■

やltΠ に耐′ており、,Lイ「すること■,な いE

'ド

古i態■ボ■●では劣化することよ

`え

にく

いとヽる●ⅢIがあるだろう た, ■役車両
ま計にt即 口,な●■と‖修、日i品交■を■ |

,Lし ているため、′イしは最小よ,1押 し上とめ

らitて いるた||な のでちる.そザ,ため―ヨ,

退し こうした●■ 111,つ ■イクルが,,外
litて しまうと 劣化は,Lし ,,である.こ ′t
ま他ブ,,、 ■系●+1 11え ●本t¨)仏 l.が十に

に安とさllて tヽた「|ま  |1番のШiで■■||

に■ムされ虫がイJう なヽ■ ,たつ 亡もかかわら

ず ‖物■によって1ズ祟きれた● キクイ
=、

シiに よ●,て ,ヽたらすにさ
'lて

しまうことヒ

‖サ
=‖

,に

'て

いる

鉄tⅢ両′
`し

の■四は  ,し |ヽ‖ :i嘔変イし

とtヽ った自ス
'1境
による

'卜

1兵●■の11lF t

写真 i C55 50号蒸気機関車における塗装
の褪色及び腐食例

C55 50号蒸気機関車タフレットキャッチャ
ー (運転台窓下輪状の金具)の腐食例

小樽交通記念館における屋外展示車両の劣

イヒ例 ●2001年〔平成1316月 11日  筆者撮影|

L +■  キ
'古

|● )・・●力・■ ■,Iよ る■¬
`つ■朽 食書 ブ、′,11な もので ま、来

“

どの

イタズラ亡よる■■ ,1■■ 1ヽ訃
"'考

′る

ことができる.

′イし■||と して Jヽ |1交通記念・
‐
■E'Fl

態民ボ
=口
,|キがす すてみると こitら ,,中1両

はい■|し F)力 合|,十●つ
'|こ
そら,t '卜振つ

.― 食、■サ|●,」:著  |:Liが見,,′ tた li●

1 2 ■ ■C55-50=″ 気やヽコ■つ″合
よ 拉
=li窓
,,,'レ ■トキ■ ,■ ャーが

「0し てお| ■者|:11れ たところ
“

た

`tそうこな■,たなど
=ち
■,た  当コ1ま小●■,ii

tヽ ことから潮■による塩害も考えられるが

空気 や卓|卜に
「
着したi分の,,1定す行わ,t

― lS5



1't道に開するμ物■の史|1少 [ヒ +t資十の民ボ 17● 1円するiF究

客車群の塗装褪色及び剥離 腐食
昇降金具の下部が腐朽し貫通している)

キハユニ25 1デ ィーセルカーにおける塗装
の褪色及び景1離、腐食例

小樽交通記念館における屋外展示車両の劣

化F1212000年 〔平成12〕 6月 ll曰  筆者撮影|

て■ないことから,市Lま できな .ヽ たた、 勺
II」 1にあ/.二■■t,こ念■に比べて■■ブ,t

色●甲いという.交通111111F・ の■
'ド

民ホ

■|:も 、11■のよう11■姜の117 ボ¬,の呵
資が進んでいる11が ,とられ ,に 81系型t=
は、 イヽ彙の窓111の  部う1高オ|に よ|,tが ,‖ く
と:う りt`→ み`らitろ |■真 31,

また 盗111■ |る ●損 二|:しては 喘ltカ
メラの11置  警案,薔筒会||と 協力しさ

`電,占■も考にしなくてはならないたろう

芳化it態がlL“‖つ|`く 、資rl,価上が
'tわ|していit'と +J断でき,t il″ 復することがで

きる この場イ, 修イ,Fし年を
“

製し よ」の
1,● [■|えると■Lに報,i=′ ,■ |イ |キ |こ よる●

キハ81 3号 4寺急用ディーセルカー先頭車に

おける塗装の剥落 腐食例

交通科学博In館 における屋夕ヽ展示車両の劣

化

`112001年

〔平成13)11月 24曰  筆者撮影 |

‖‖を,い J:L● |の 1夕1活・lと I,つ
=義

につ|ヽて ■tの 人々に
'117を
してもらうこと

も.ビ 要であると

`え

る.

し
'し
予算かi1lRで きす,t置せぎるをえな

いま何キ イイし1lJがひどい場 rヽは|.tt l‐ t
去という111[ず ,十せもあ |う る.||え |よ、Jヒ

',t戸
広t,広 lt,1を |り |‖ した0:尾 向サ古 こ

念■で E夕|■ホされて■たキハ22-13,デ
ィーtル ■―や オバ12 F5イ 中 ワム
18,F11 188]12イ ,■ 1,中  申■■ヨ165FIよ 、
]0,ヽ年 |■ tinl ι●化に伴い撤よきれてし
ま
`,た
.こ のような場イ,も 車|,について′,推

■や =綱1 7●■影+11よ る記
"を
■した

1で 詞:.n■Ⅲ関連資‖を収集し |イ 体すべ

― ]卜 (ヽ



■道に躙|ろ 専1"|~の t的 変遷と■迪r,●,長
「
 ■■に関す/前究

きである. しうヽし|1物

“

●十としての■道Ⅲ

Ⅲの

'7体

 薇ムtt,ま  ,わ ないこと
=社
し

たことはなt‐■■に関十ろI物■において

● Tlの 114 ,ホ を考意するならは 訂態
動■ 及び11'1 岸内の区,1,く  長期

"保
存活動計画を定てた卜で■●すべきである.

また こ″tま で見てきた■
'晰
態■ホつ
=

|:か ら 1l Ⅲの計態■示行うため11は  動態
民iと 同I.T.に定す11'な 精修を行うため●,地泄

と ,「 剖ヽ:」古の■保 摯■■術を■った人|`
の確保ヒ賛成を行うlt十」を整えるZ要がある

といえる.そ して卓両を保存 修復するのに
■し―ビ要となる4'文 il記録■ )̈資刊保●も
重要七|イ tる 力ヽ これ|■ 1えて日」の自■I
境に対■る●IF‖スiも 行うべきであろう ま
た ■示■を 1夫 じ l‐復施設に民ホ

=liが
必要にはして

'■
できるよう 1 ■ホれを収

設する必要があるといえる 従って■夕ヽ保存
■ホを考える場イiよ |1物■を設立うる

=Ⅲ
■隋から以上の 11を 考慮する必要

=が
あると

いえよう 更
=粒
小路本気機関中tの ようこ

円||● は車]ヽ llに よってⅢ両を■■から引

き出して屋
'ヽ

の民示‖において

'1ホ

し ■11
後は■■ 111め るという方法もある.

|,,と もイギリスヨークロIJ範‖物llの
ように 大きな卜内車両●ホ施設があ・tば、
自ム条件による′化,1担 まlL I‐ 1,少 なくなる

といえる.芸道
=口
,ヤリL設に用tiら itる ●11

ま F画 に用tヽ られる|■相や|●に比べitは 使
用さ,tる 自然条件から 日,Lや温湿●変化

=

■1咬 11強 く ■
'卜

■■」里をlLし た■透明のガ

ラス人■で民ホ場を授えばにとんどヽ 色はじ

ないであろう.ま たこのようなた■であるな

らは写真撮影■にも,,る 11● ■■できると考

えらltる .■道11は するり物■における保存

Imま  こうしたヽ内■示設‖ヒ1'復 設価′
'

i備  こ′tを ,え る吉:侃,の供i合 システムのに
上 ■備投 IIを lf‐,た 人,の確千スとヽ成を前
■とした 1で初 I・■●わ

'tる

べきであるとヽ

え7・・

以 |′,よ うに′
't道 '両
のI● を中心とし

て ,人道に卿■る 01カ lll[I・ するl■i′)lT微

ヒ「]L=ついて●:」 してきた力ヽ 鉄道資卜|の
|=存 を巡る「[Lではこの他 二 'こ itよ

'も
Ⅲ

Ⅲ,偏■であること その中両の中でも偏りが
7Hら it オ気機関■り)|ス布″|が比呟|1多 く見

′,れ ●■・l保存|'い ■ヒ
“

|1少 ない0が指摘

されてtiる

鉄道に関するII物瑣|では ■tと いう技術
システムを:ス■

『
示することが重要であ

り、そ′,中 でいえゴ1畠広い■類の状i」●ド′,

収集 千ネ件が今■ホめらitる といえる

3-2 近代遺たとしての鉄道資料の保存
活用と鉄道に関する博物館の役 llに

つ てヽ て

石T究史の.「でも触れたが ,生 年、 月,台推新
以|1第 1ン(世界人戦■ 古までの lll・11雹てら

れたtt物■社●■いわ|"る 「
'i代

担す_0,

1=″  活H:が語語されるようになってきた
,世 も近代 1本のイし,=を 文えた交通仕門ヒ

して保● 活用の対象とさitて おり 1988年
|『1和 631の「]i可港卿 牟を■切りに、1993

年 1平成 51における信越本択世J―軽■lt

川の1枝おいに
'■

する● lL,=り つアーチ橋

11「」(第 3情米, ロメLJ変電
'1■

物 19,7年

1平成 ,1交 通陣|″
=口
:蔵の 1ぢ 性円卓や、

J"l年
'平
成131の小Ⅲ,交 i芭i唸

“

杓に保存

されている1手 J機関
"が
回の重要文化けに

指,Lさ l・たことはこつlll′ 1であるといえる

litし たように国以で ま 'I代 道との詰語

,交イ,さ ツtろ 以前か,, 共進資卜を文化I`と

して■そうという理念が,● しており l,5ヽ

年 |」 RF」 33 「以道|こ念1カ■保護班tlを ,,
定し

=回
■■び J鉄以,卜の者のlL Jlし「,そ■)1し

のせ道物 車口i 古文書等でいた,イい0
(面 41カ
]高 t も,)

[,国鉄■
'「
鉄以夕|の者の+11に it■

具 =“その1●′,物 Iで 借市1曖の■影

―- lSF―



鉄道にはする●物

“

′,■●変[と 芸道資キ|の■示 保存 こは1するII●

を」里■するた 7・ に
'(く

ことのできない ,ヽ

0)

● +共にお するli lt設のうし
=と
な‐,た 地

「1 回■つある●7F地  鉄道つ
`1辻

に責

市|した■人の遺■ |■■も合し,な どで

F史 |111値がヽいも )̈

の以上 3■
',に
■●き、11■卜姜ittk11よ

‐,て芸● し,IIlつ 指定を行.,て いた. これま

公1,■ 1lt t化財■護浩11・ の最初であると

コ t、 101ヽ年 |「

`和

131に |よ回押t地 方 ti「 つ

りけで1旨定できる「■

`'t迪

記念物 の|||=も
1liさ れた ,J在姜L己念物|よ 35■ 、■■道

iし ,1カ は1,ll,■する.ち なみ
=匡
鉄蕉 1民

せ化■ まJR絆イ「に美道記念物市1度 は■ヽさ

イtごいる

たが■■記念物i■謹‖定は 保●■準が
不η■で r,11,な えイ」すも工く に鉄の内
:it,どのため法11lR置 が■ ,ら れないといっ

た,1迪があ‐,た . 咆に ]OF2年 1lrl千「IFI 以

FIサ迪記念物 |二 11定 さイした物■が工く、詢II

として,1帯 した|よ力ilヽえなtヽ . しうし 中1両
や1't:し に日連した世枝 丈÷ さらには防,|
林まで哺ムく保「|し  :工代iヒ筐の理念, 11
1,こ なるまでの円 これらの■道 tiし財を解
ll 社ム■,'t等から■ってきた■●. 束武
■)Liザ )民I芸tに 1,11,つ 保護規定をおlt
■■ろiの形をを■ ましたItは 十価するべき
である.

今後は ■道
=Ⅲ
や施設 丈÷等の■迪資

||が卜や由治体 Iよ ,て、二要え化財の1旨定

や登

"え
イし則として卜録き,t/.等 ●らか′,

法|,な 保調 晋置を■ する事例かi曽 えてⅢくこ

とが考えら,1る . また  I●  Hトナシヨナ
ルトラストや夫+‖鉄道といった民|.1団体や

企 tに よる1,t道資 「́のIスI活岬 ,,Lし であろ
う.こ のような時代にI.tヽ てよ道

=用
する●

物

"つ
果た

'■
11よ ビ′,よ うなものであろう

|ヽ

押:道■||を と■lirtttF● l■布では最初11

1■t文イヒ則としてⅢlを :T価ば,■ 4にするかJ

とtiう ことが大きな,:L=さ
'tる
.そ れは

~も
の資|IJと しての意■をf可に求めるか

=
いうことで|,る .

,1え ば、世月申|'t●■に代表
=れ
る11両

や 颯中iや訳舎等の■■を,壁代遺1に として
成そうとした場合 社会1, 技 ll"に その■
両や■11ががどようなI義をす十1 人間にと
のような役11を 栞たしたの力ヽか

'1カ

ilる  そ
してその電■や施:1の″)=●吉F分かF市

=11
1る の力とtヽ うことも11副 さ′tな キ,1まな,,

ないとされる.ま た、iⅢや■11は■役時代
こおいて袖|`● Iに 出

`」

古が交換されること

や、必要 =iし
てltt 女案を,t■ ltる こと

1,し |ま しよあり、こil l,も 1ネ /1にあた ,て ,
言,すべきFl・何¬:分に入る.

:T価ネrと してはIE述 の芸道記念1カ
`''11人道記念物′,指 ,亡や 最初 [製造された■ 1補

成 ●|し まで■ったlt後 力編成を残十 そ
'1とも形態||な 変,者が分かるような

'「
「 を伐

| と
=ヽ
うことが考えられるが これとて申

llや 施設 1■ |る .Tlll■ ■′,一日1に しか,Ш ざ

ない

そのため、■■やtitのイIFを 文献や,■

資||な とを,■,て証査¬ろヒとも11 ■:力を

il密に調査して言T■
'ヽ

■を件り、ルそうとす

る中両や地設を進||(す ることになる.

対象物を,,サムんだ■ それらの中から
=

オtを t,出 す|ヽ という事になる. このに|よ、
イ「会|, た|:1,'I IIか ら保iすることが望ま
しいとさitる が、対象IIが 11り ■き,tそ う11

な‐,た 0 1`申により失わitそ う
=な
った繁

急′,場イ)よ 訂i有 する鉄t会社等に flき か す

仮|■ |=llす るl・置をとることも必要であると

される 建■lllで は0■市1● という、二要え

`ヒ

1,に 見られる指,L111よ りも手●き 条件
が両唯化されたよ|IJ普量がある しかし ,
Ⅲにはそのような■,とか,■イiに も贅● し,1つ

l■讚■,とにも存在しないた

“

 廃
=―
■体→

サ道F:十 の11■ という事態にな ,や■い .

また ■,にお1'て 、  ■に文化用のよ||

lドヽ



ll iに 関する|1物t¨)咆 |1変 i埜
=鉄
垣資||の民ボ ■イ「に関する研究

保:|が ,キ ,,'lる 年代■||ま、彙作 製t■
び■■■511:以 :と される.嗅合等の建■物

やトンネル■の■ネl■
'L物

 ネ気代間車 ―
部の日
'電
申 t気機

"■
はこの■+は

'1たすことができるが 現在t.て いる中両は50
年日it,す ることを前提をして製

`↑

きれてお

らず、大祇はと|り |し
=よ
,■咤11さ ilる ため、

■イたの車両を将来、 文化けとして
'tそ

うとす

るならは ,い●■ こおtする11,螢な訓● ,そ
lt l,悉皆|,t■ iよ る

'ス

トF′ ブ|■ ,itt
を行うことがIT,であろう

111の ようによ道●十をt化 |`と して:ボ /1

しようとする場合 ま いわ|シ るスクラ ,ブア
ンドビルド「:なイ

「
業う|ビ晋 0ち ること力i●が

る.

鉄道に関する●物■が+た十■書|ま  この
ような言T価■■●)ttや、供市Ti「や・tit■

枝 |[し時である.な■liら 交す正陣1カ lrや 交
通「 学il物, I小 ソ+■気技開=館

 小F交
■1已念前といったよ道に関する

「
IIl■ ま ■

道に関する●幸|を ■ll館資||と いうい
',"る~モ

ノJだ すではなく k■やら真資十:Ltヽ
.,た形で亭

=|■
蓄積しているからである.

1,ち ろん■段より以道についてJI杏 ■|ヒ
を工ねている●■考占|=会や贅道史子会とい

った学会や 鉄道女の会、 1日 IHネナショ
ナルトラスト等とヽ

`,た
よ道●lrイ団

`卜

 保
イ「 司体 そして■両や施11を rFイ丁するよt会
社とつ十密なtlし も必要である.

そ′,上で ■両や施設の文化財として
',保

存が,定するのであるが ■■活動 1際 して
まさらに その■道資11に

'1す

る

't trや

Itiヒ

。)|:承が―Z要 となる.lL設ならはとも力く

|:章で取りあ 十たようによ道■向の場合ま

い雷保存 動態保存のFラ」■く修復オ卸 jや技
,い |ビ 要とされる このような1支行 lk青しよ
堡夜にして得られるもので まなく ,Iえば

本気棧判■の機10士の場合 ま、庫内千 1整備

掛| と呼 まれる 薔 |′ ,■にiか ら lt ttIJ手
を,て 代門「 となるまで =■

t'年 1,が必要と

さツtろ .さ ら
=ヽ
は
'士

となったにも ll.々 ,
11形イ「■する「

`燎

や異なる形式の社■■を■

||± いて

“

L・ を●まないと 人liに よならな
いとさitる .こ |しは中両の1ス, に1黄 |=当 た
る1支術イにもいえる.

■ ,て車両●イIttこ あた ってた11 りtiヒ 。)

「
t“は 世の保存活動を通して後ボ●́ を市て
〔1,く こと→

'大切で17.=さ ′t/7. また lt

■伴存 薔態保存であってもJ`1古の
''は
―ビ

要であるが 古い吉F品は製造,■■′,れてお
り入F国‖な場イヽが多く 吉Fl古 入千体制の確
●ヒロi品 製tツ |●●:71も 合わせてイ|わ

'1るべきである 更に保rFI勁 で ま 修れに必要
なけL文献や

'■
 |た画年の映l.llキ |の■|ス

も必要である

なお保il舌動で|よ  その過lI`'t中 ■過に
ついて1し録

=イ
it これをt■ll,に

=略
■ L

して11行することち 後の保存活動′)参イ●
+‖

=な
るためビ要である.

り |ザ ,よ うなlt(111』 においても 共,直に
コ 1/.‖りlFま  こイ■をええるた

“

′,人 1,

資本|||''を イ十う賀11カ =あ るとヽヽえ かつ:丈
術 薇 |ヒ●●11`=養成する場として

',賀
吉」

もあるといえるよう.

また 人,を 育てる他に ,物 館側も修
′I E● 1支 lj者や、民示

`十

への記明やIrし

方 更には■l・」館■■μ:k「lキ をイiう 教育打l
当IIt,tlヽ u、〔un「 du(■●n のIⅢ物・L内に
お ナるrこ置づ 十を明確にしてゆくせ要がある.

なぜ■ |,、 以,1:¬ 十ろ性物
"ま
 ,生イtt

産として′,ユ道資||つ は

'活
動をt'すると

同1+1 自らつH力 n`i蔵するユ道資||の「黒
作 1',1舌 勁も行わな|十れ まなら¬・、そのた

めの技1,イが Zえであり さらにII IJ年 まま
i桜門でもあることから ■■ ,習

=を
イ|う

ための■1与凧景のイ■も■■られるからであ

る .

これらの凧員 ま 調査 研究 ■び1ズ葉活
動tを行う■よ員ヒ|ヽ 11な 迫性をイiいつつ

それそitの itIJを 行うことまもちらんである

1卜, 一



芸tl[は|する|1物瑣|● 史

“

変をと主道資十1√,■示 ‖iに 関する|ルヒ

が 彼らを■■員と同年′,待過に置き =芸
員だ すでけツ館を址■するのではなく 彼ら
の意唯も

'共

道|1物瑣||「動に反IⅢ→るよう 1図

ることも、け|力飾のE■■必要であるといえ

よう

また 人11院 た'Iと して■●に関するil物
11を 考えるのならは 以上 Jl嗜員にり]えて,
■日上F史 lt俗 |夕物瑣1与に■られるような教
,、 け■■ 講ITイの高等共市■「]1'員 をIH
イ故しな■tiな らない力= こltら ′)li員 も学:

芸員やI‐イ1 教育,当 l・ 員と迪携しつつ陣II

苗迪■ 13カするZ,があるとt,え る.
以上のように,i代せまとして鉄道資11がこ

′1):,も 保存されて|"く +1'い増えて,く だ

ろうが Jt迫 :関する
「
ル前 [今後水●ら

'tるのは、■極|つ な芸道

`十

の保●1占勁への t
l‐であり それを支えるた●′,調査 II´ヒlt
lしの充■、技能 1支 lj者つ表成といった人,
のl■■|= 養成といった、近イt造亡としての鉄

道資■1の 17●  活用のためのITtt tン ター
と、御t道資十1を ,● した教育活動をイ,う ま市セ

ンターとしての

「
害|〔あるとtiえ よう.

4 まとめ
以上のように■道に関するは1カ館″)史 1,変

遷と 鉄道資11の■
“

 民示にお ナる「「題を
みてきた.こ こで ま主道に関する■物

“

がlι

える現代の:|:こ と‖キ米′,Lり

',11つ

いて そ
れまでの見てきたことから考えてみようと思

う

1-1 現fヽの1課題
共道
=は
|する陣IIj崎 の来た,賀11は 、当初

は よ道という技 IIの■ 1早 |を ′|し た1[学技lj
を計■ |せ るためつ教育機関であ| ■果1,
|[F「 ,表術を仁え/2た ´に当|け としては最■

瑞といえる 参|」型民ホ Lハ ンズオン●示を
F「 |||二■人した
」「和に入ると共道に関■するF史 |1資 ‖に

ヽする長示及び保存という■割が力]わった.

■ttで |よ、こイtに モイヽ道tと しての上道資十1

の保作 活卜を支える棲関として力it,Jが
'」わりつつあ| これを文1麦する場として ■

進に関する●ツ
"1■
する月|`ヤは大きなもの

があ/.と t'え る.

ところが、近代追IFと してつよ●ヤi十 の保

存 占ヽΠ:舌勁を支,し ようとしても これ こ
必′不可

'(■

1人道
=関
する1中物館は詞■ rT

究機|しが,い ヒt.う ,(点 がある

また 11り 館を
~り

:道閂I●
=H年
記念■

■」によ
`,て
',●

する、い0だ「言し念1lJ I,

なものとして見るiti■つ,ヽが回にはあり 「彙
上には延せがおろそが

=な
0 その■果陣物

ヤ活動が,自 |`イしし 教育性
=と
して、詞●

可■、保Iの 1■ 円として ■道に関する|1物
前が発達することをFH害 されてきた面がち

る

llえ て鉄道に知するI物■の多くは1(●以
道 Iよ るiせ、 もしくま民I共道がl■泄した
け回法人 1民 芦鉄道がユJを ,|しするという

形をと,,て いるため どうしても■111,な IF
分が出てしまい ~儲 ||に ならないこと|まや

らitヽ Jと いう,肖 [||な姿勢によって II■

記′_■のIlli誌が 1版さllな t'こ とにIt表
されるような、詞● IIttll能 がなかなか・ L

●しな
=ヽ
11が □●つ .

そして,i年 の長|く 不1兄によして llttに

“

する●物11を 運営する白治ll 民■鉄道

財高¬
'人

も資金が乏しくな ,た た● こ■)面
両力i■に強ま

`,て
tヽ るように,よ じる.

このため 破●した鉄道資十1″)修復活動や

折たな資11の収集,舌動か資―Fィ 足`|=よ ってI
:計せぎるをイ「 ない場11が多く せっ

"・

くの■

●な資卜がその加1値を失われる もしく|ま 資
|:そのものが,肖滅してしまう危|1性があ 1得

るのである .

1-2 将来の在り方
t道 亡当する‖物■を取り巻く,I境は,「
のように厳しいのであるが 希望がイヽく■い

-1,(,



■迪に関する時物

`|の

■11変 [と
'道
資||のエホ 保存 [菊■ろ|,|■

とtヽ うわすでまない.

前■したように 'ユ ltせ亡としての敲迪資

キIの保■ 活用の副きは 1口 1 日本ナショ
■ルトラストや押:L■の会等といったlL腋 ||

■●の大きい PヽOIII識による もつか :, 二

菱ソ、夕,ユ迪保存会に
'こ

ら

'tる

小規菫なれ織

に

'る
までの支援 |:コ :i千』″)|ヽ まりや 題

味請 マスコミ年による活動のデイ)キ |[よ り
徐々にで ま●ろが  J比大た I知 られてきて

おう、 il lt第 3■染 |「 lサ桟日■ の卜に
よるエズ支イヒ|`の よltは  [It遺 ■ヒLでの

芸道資rlがコレベ
'で
も認巧られてきたこと

を示■」1来●であるといえる

文化財イ1政を司るt化 |も  近 lt,菫 亡とし
てのよ道資||■ 1暴作 活用 [Hを ■|●始つて
お| ■ 1行政法人文化口研究所東京丈|ヒ財
ll ltⅢ lを中心としてI`t遣 このlRイr 活|‖ を
TT先 して ,ヽる つは前■

',■
|である.

また、2101年 ,「■131 支文化

`11会

・・ 企

画刊査会が提出した報,F,F=よ 「午i市1]
,■,と き

'tる
文イし遺 Iの範にJが |:ま ‐,てお

り とした 1で、「文化財保:1法 とま違うす
たな|||,■ Jを ■ |、 イス菫法では L:,え き

れない●丸円
',た
イヒi旦産の保護をしていく必

,がある_と した

そして、ヤiた な派i業・・
'1象
として、
~t代

の利十産業力,旦亡」がどまれており 同時に

'`ヽ

IH ttHき itて いる文化け 1ついて
「
が

許●する市1度●,新it_ ~近代千1学 ■■分■
ば,文化けを動かしな71,,展 ホ という項目・ l
剛,記さオtた

',で
ある

また

"iた

な
=掏
,嘆が碓●した′,けで まない

ので、剖侍を■ ,す ぎることよ禁物で まある

が 国レベルで鉄道Ⅲ両の動態F件 を含めた
,il・ せ
=と
してのよ道資|■ 保存 ,占 用が重

IJさ
'tる
可|ヒ旺が出てきたのである.

Fた道|■ 判■る円1カ

"ま
 文化書i表会 企Ⅲl

委員会r)キげ「こに町

'記

されたコさを実行する

ために必要なFi十 の+■があ| ■lたな午詰
市1嘆ti肛上した場合そツtを 支えるための肯

=(

センターとしての役刊力i新たに与えられるで

ちろう また 計,■  lltt性 |ヒの充実が今ま
で以上に求められるであろう.

飲道に間する●物●は 将来において
'1代道●としての共道資11の 収■ ■4ヒ 活‖

|も ちろん1占 ]に |よ訂態 勁態民ボ 計ヽ勁く′枚
市普■活動ち,ま ′せる| そしてこれ :,の活

動をtえ るため′,調●  Illlビ Riヒ 及び人IJの

表成 に保″)性吉しを・ t,さ せた よt資 11の
保イ「 1朽 IΠ にお する中じ|1表育 

“

T究卜関と

しての

'来
の社 1方が考えられる

1-3 おわりに
共道に関する■11変増と鉄道資||′ ,員

^千■●問題につtヽ て■iの 白
`い

の

`え
を■べて

入たが、■,11史 ヒ,イ  11'‖ 論に二きを世
いてしまい、民ホ論が,く なってしま‐,た

今後r,口F究 :1:延 よ■
「
流′,■ 1方 とt'え る

が il帷●シミュレーターと,:1カ資 「́との
■示におけるバランスの取り

'や
 よ道を多

′11,lL:,え る11ホ ば)i彙十力` しいとなるであ

るう.

末FLではある, この論文ば,¬ 成に当たり
以 下′
'方
々に大変わ世話になったので この

場をお
「
|し ておネしをtべたい 1以 |あ い

うえお‖01

青●栄―氏 i木摯人fr、 青木豊氏 荒木
,■氏 安,■千り氏 に十嵐t 氏 富本京
+1ヽ 内J II志 1ヽ 力「卜普千,ヽ 力]I●次氏
菊iLi氏  |1山一HI氏 、原田勝

「
氏 小林辻

■1ヽ l‐ lt和彦1ヽ イiF l・ ltt ll十 草彦氏
t藤■知
"氏
、 石  々郎氏、も桁売氏、児

―郎1ヽ 中|1真 弥1ヽ、●,ギ T:lr ■愉嘉六
氏 吉ll tt i氏、古 女

^氏また lt」(■道 tイしむら ||1嶋本気機関
■

“

 市拉状迪公い、交通,物館 交|●刊■
陣物館 地 |■‖II■ t中 とバスのは物燿

■■●l● 食ヽ 根浜市t保存首の職員ル々にも

お1亡 しい中 条′ヽ■,質「・l●答えていただい
たこと
=対
し心より謝意を■し結0と す/.・

―- 191-―



J:道に||する●物11の ■1つ 変[と
'lTイ

:卜 |′,■ 示 ■● [は1するII■
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‐1111
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1111'
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し
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11道 [当するIⅢ物■つ史|1少遷と共道資11の■ホ ■件に関する●■
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國學院大學における博物館実習の一考察

A Study ofヽIuseum Practice in Kokugakuin tiniversity

落 合 知 子
Tomoko OCHIAI

|ま し011

1 ■物ll■習のよ11● こイ」す
2 大学■ll館
: ■習のカリキ,ラ ユ

はじめに

肛 .μ眈大り人'I院 =は
1ヽ |テ イーチング

アシスタン), の市1度
"｀

あり i■ ま1旨導イt
官がIF当する■日の1,FIを することができ

る 各ヤ攻
=よ
って、そr)補助′,内容に違い

はあるが、11ら かの1′で■■ ′1相  そ√,I山
学クト
=習
なビ11■ ■と まtっ た●場で参11

し 自ら。)学問
='1■

,い 1上 をはろ1,|=おい

て とても■義のある「1,と なっている.
■は平哄12■ 4月 から■物t工IR■)TA

を,当 して今年で 3年 日になるが 初めの
年 ま11じ ●71でイiちイlている|しの曜日のi習

にこれをとらなt'よ うに、 2年 □よ前年の経

驚を活かして,かではあるが充実した勺容
[、 そして今年|よ こitま での反′を活かしな

がら 凸希を迎え ,́7■た,1ま教■に
'業
の報

riも ■ねて本稿を■工するものである

1 博物館実習の法的位置付け
大学11お いて ,1カ ||十芸員資■をl・

`「

する

4の 必|'相 日よ 陣物■法施行班日1第 1条 1
■に次のように定められてt.る .

け物炸tt行■11
1召 r」 30年 10'11日  文書|●令第24写
改正 |■ |ま で省略,「■ 3年 一文イ)|

1 司旱らし人■のけ物館i■
5 今後のil迎
おわ|=

た令311Ⅲ 141

第 1■  た学
=お
|て 1,得すべきll物店 I

Iす /.II日 の¨
「

陣|"‖に関する|IHの 中11

■ 1条 ‖II■ユ 1昭千126年法年●285写
以 下 法_と いう |■ 5え キ 1

●第 1=。)■t[よ り大学 Iお い
て|イ,|べきに

"'it:円
する11H

ブ,■ 11よ  ■′,各 写に,する|,の
と■る

|●物

“

学

=.7育
|■理

,担 lど寛輩k市

:「物11■習

|ネ 1会崚育概論  l単
「

4■ F
ll世

lⅢ
「さ中世

2 前,すt,う 写● ●:力
"■
習_の 11● ま

法第 2条第 1項 に

',Lす
るIII Iス |よ

,ム■21朱′,tt=′|づ きt:Fた巨文ま
I「tF■つ教育委員会の指定する●物
rに IH当する|しF,1夫■においてこれ

に+すると認めた,と設をとし,|にわ

ける実習|こ よ14ケ‖す/.1,つ と|る

このよう11●録専物,0ま たは陣|り自llH当 IL

設 1人 デにおいてこれに準するヒ認めたIし ,,

を合tlに おいての■■が必要であい ● 1
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条柿

`1に
は ■習の中● 1は

'ヽ

■にお する

■力T,Iに かかる十11■ ,+● 0指 ]|■ )l
Ⅲ■を合しち●七十る_ ヒされて .ヽる

2 大学博物館
lt十 ■|力 |‐ F)■ 史は]F世 |こ こ迦るが ■リ
アス アシ■■レアンナ|(4コ ンタン●レt

ブ ,ク スプテー ト人ア|=ち 増した0'|ヽ 大学

世1カ l・● iウ tと コ してtる .

また,メ サ■つ人■は まとたと●:|||"11を

n liし  そltら つ′くま寄贈 1デ千,全から崚
|■ ,て お | '「会

=用
か,1た け物rttiぇ

るも,,て らる.

■|ヽ」においても,く ,,人十で|||り 11111

設さlt 詰
'ヽ

日
',11に
し
',見

1彙 0ま ないつ`

,,,か Il形 =|'1■ ばして
いる |,●,と ,わ

iじる

」■l.た旱

`吉

■資十店 は 11■ 3■

1128 111=It口 口●と |・ ■|=よ り01:1さ

りlた . I・●口||:ま多く′,コ ンクションを411

され ■泊 11ち まで,J:そ の他 ■の人々
|こ もよく,用 さ

'tて

いる. ・1・Lま 1と 127年
|,321 lJ周 |[● |り

'|=こ
よりに,力

“

1日当|し

,tに指定さltt■泊J(出 ltホ■ 3110'n,|
T■● 2弓 衛ilL昨  ■ 111蔵 ■ 115118
■● 第 211社● IF l 12● | ●|■■ 12623
●,の lt■十ら成

'■

つ‐

,1カ 1吉●■は-1:民 ホiを不1用するi青表も

あるが ほとんとが1也 |.tのけ‖力
『
l■7土にお

いて行わltて tiる .

円■完
'ヽ

學 [お する町1カ歯il:習 は Iヽ ユ|:

分か
'1で

お| ':`Rよ 1■●が■年にわた
り■■■ろ「市||である |」容|=門 して まス章

で,■べることとする

学芸 lti+社が■|★ されてtる 人■では け
物ι l」 当ltilを |lit lろ

`,4)は

 'に おい
て そうでない人1■,■■ ま

'ヽ

罰,のは物■に

おt,て ■7を ■,る ことこなる.多 くのソ、■

韓
雛

（Ｉ

難
攣

な
〓

，事
鷲燐』
騒
機
甘
一

漱:=::壼
=::な
菫議it:=111=

國事院大學考古学資料館
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日學院1人事にお 十る時初11■■′,一

`■

ではその■習|,告 を,■杞要 年|「 その他

'に

告書などにまと|・ て定則||に 刊行してti

る.

=■ =女
子大学文イビ●十■

叫 物館学課li年 十「 |

=,■
手IH十先ソ、■:ti枷,●物1吉学前座

.陣 |"mi`+Ii.
(■|千「[学眈大牛.

|1物訃■lt員課■1■||

●実I支 女 r大学■子た■■■¬0「 ,ヒ生け物11

i:巣 if

iミ ュtオ ヨンー|

● |`共大■|1物 1111■ |ム liイ オン|

=・

IH治 人学・I去 ■■■課F年十
1ヽ IIiSE(,L()(;IST,

■■京十■人学共育■司
'■

i.t教育TT先生

|口 |■紀,1

●1ホ見'卜
「
女 ■大学イし・7記念●卜館■1:員 ■

千1

11ヽ く,,

■京都女子大学

"物
ヽ学芸■課世

1陣 lrj館十年■ |

●千葉Fi青大学

1学芸■1果■i己え|

―音「′,十ロイ|で まあるがこつよう 1 ■習に
関するものだけでもII究■に,11,れてくるII

告書は4多いものである.

そlt:,の 中 [ま  人十口1の 意兜 学十本ブ、
のlk省  さらに

'す
人′t仰 の■物館が ,,の 要

,`.■ 見などもあり とでも参考になるもの
である.

3 実習のカリキュラム
■
'卜

の■1カ■での■習の場イト、現職■■員

`,柿
■として,■ lt"を するもの L 受け大
れ側でl■ ま

'tた

カリキュラユ、にli■,て 目|,を

F化する場合とに分かl・るであろうが いデ
イtに して ,ヽ■け大″t月 の !1カ 館|=と っflま

"リ
キュラム●くりま1,を中iる ■■の つに

な ,́ている

千葉[青大学か■■■■を委:モするに当た

り 人■ではどのようなことを幕本|,lr習
させておくべきかを各■にた告で11会 した

で T'県 ●人利担,● 1カ‖つに答をil′|した
t

t●確認■べきは十去貝資itt 17イ]にあた

,て、ll物■,ユ |し行■,1で ,tし ている′)
は1■物館■習であ‐,(■■■習で まないと

言う十です.多 く′,大学
"= |1物

■■の1'

で理論や

',法

請は教11するが実■ ,Fは |ウ
|"“ てと

`え

ているようですが こ′tよ大
いなる|1lrで あ ,て  ■ども

=1カ
i口十イド

で まそうま考えませた.II語  ■lk t「 P,
デ‖|り■√,Ⅲ「]砒 として″)学芸11に ■■1'

な素養を11り する「,ま

'(年

の貨lT領●で

つ

■
=|,は
,Itを そ■)初歩

`ヽ

らイtえ るつち

|はあ |ま せた で まに1カ li口 に求■ ,́れ
るの よ何力`とtヽ うと;し 用●す. ~■イ(1,■

■1支は各ソヽ■〔 ;し は■ませてらるこLを

1,tと して そ′現 場での応‖ ●物■の
中P11■ 1■●く実体l・で→

さらに,'物■が「基本|| ヒ要求してt

ること■ま

":す

0 言葉追tヽ  ■習態になど
卜F」の技111つ な習イ「 り肯|の社会人としてJ,

■本||な
=Iも
当然をまれることはいうま

でもありません

そこまで要 ,|て きれても というとえ 1,あ
ろう1ヽと咀います力ヽ  多くの 1物館

`'奈
||

のな 'ヽ」 l_■ 1兄に ,ヽ拘 らず,H`Lを受け大

イtている背■には ■ 1ヽの●んなデよ員を
育てる■,がた■と同時 :‖物rに 1,口 わ

さ
'tて

tヽ ると|よ :■ してtヽ るから〔|  |● Iカ

後|サ イドす●撃に取り和tι 以 Li■ |‖ |十

人■ そ′l以 |=本人|=そ れな |● 自■と
意 .lを 求めることま当,ヽであ.,て  少なく
とも 陣ll館 のシンバを111'十 とが 41カ iロ
つ祖すが広がるlit,つ 認・li直勒1■習t

ボ■られても
'1■
てき力ねるつが■1青で

- 1,F―



11,|■人■1■お する●物11■習′,一

`宗

1後嗜 |

=ら
こ|1物 11■ H■ 入it熊門として人学で

ヽrし ておいてほしい■:支は係の基本レベル

について

'1示

してお | その内7ヽ ま以 卜の■
|である

1■■

■い|`:て カメラし
'■
ったキがitヽ 学■

"●

ろ -6X11'え の中■カメラが、
'なくて :, 限レフ35ミ 1カ メラつ|キ■くら

■ まできるようにしておいて ,し t'.で き

,■初歩1,な 嗜■■■|,lt● させて 1し

:‖Jユ

市■■を初めて,せ る学■が多い―■ lll」

ユキイをlI,と が 'ミ ーを■いるな |し

て ,t市‖,■ レ ルヽまで ま|卜 1'き ●ておい

て11き たい

|●■

1●ネとtヽ うHI「からして

'|ら

ない―■H
する■スのll別 やその危険■

「

■は認識し

ておいて,し い

1 11イヽ

It本 しいうHIIも キ「らないし 魚■との
X llも つオヽなt―オ|イ ま

`1:品

としてばかり

でなくril II■ っ手段としても、いまなわ

●●■方法つ つで■,「 ,ユ な十刊でも■
1カ■,Iヽ本′,■ 7を しておいてほしヽ.

11乱 ,H●  111tの ■II

自記:Htt I計 を初■て,とるキ■→`多t'一

世勒,■オ|`)|マ存のうえで温泄・環■や11
1ル,「1'かいかに■要が認;」,さ せるととも

に 白言こi計滞●計の1キ r「 II●は■11さ せて
お:で ましい

|■ +1■)1,'IItい

■え■ 引物 ,も「, 甲■ ,Ⅲ l■
`のイヽフt ll資 ||11つ t・ て ま  ,は■,しろli

●■,i「Ⅲをさ
=て
おt'て はい '.

,ユ■■)よ うない●
"=■

せら,せている力i ■

ル

"■
当t設を■ち ,夕 1■習に

''な
い場

イ)で″,.,て も こilら の日|力‖伸1の 要望を■
■に■●11■■|と してtく ビ要があるものと

ワ|,ソ tる .

巳學院人旱で ま時:″IF+0■  ■習 1は 1し
ては企画書上′  `1自 1日 の|llli=習旅行

などを 1年
"(か

:,3年スに,イ「 し 1年スに
おt'て ,サti渭 を●1,す るカリ■ェラ■.に な

=て
いる.

■Ir)力 lキ ュラユ、には大きく分けて二通

|ブ,も つが考えられる  つ ま■日を少なく
して 一項口をし,,く りと‖

'F:を

力ヽ 十てイテう

●世■  1,う  つ ま幅|,い ジヤンルで 漱lU
を■得する■●である

前世したい′ヽから,ヽすると ■ ll」
“

但|よ it

くても初歩|」 な技′Ⅲを,i● い

`,,1で
キんでい

るtF)と 息われる 勿論こ
',よ
うな要聟がイ:

てに■

"十
るわ 十で まなtこ とは言うまでも

ない

以前にイ1国大学||力 11許庄晰議会で相かれ

た 11カ

"の
■, ,1噴ブ,■背■はイヽくイにい ,ヽ

のにならない.こ ち,,か いろいろや′,せ よう

として:, ネ礎||な こしも分からないので

全く迷惑 1´ てtる . た子ではいったい口を教

えてtヽ る●," そⅢような学11を こit"ら よ
こさなtヽ でもら|ヽ たt, _ と言′,イしたそうで

ちる.ま た 11,1の学会の大会で ま人十にお

する●物館
=習

|ま

`要
ないという意,し ヽ旺か

ltた

■人11ではこれ,,の titう まく1,り 大,t
て 実習が行わ′せているものと思われるが
日,■ ソヽ早では次のような

"り
■ェラムで進

行している.

4 国學院大學の博物館実習
,中年のII嘔 である||で  ●川ll l臓 までの前
川:と 夏■1‖ ]「i後のに■と :分かれる.:|■て

は主11,等義をJヽ 1人れな力iら  Filの 11 1 1lt
いを中■ヽに行 ,́il、 た期は,ル■習う'中 心と

なっている.jl l項 目ごと こ■ていきたい .

:ザ イダンス

― J,S―



はり院大,における■
'11■
■つ一と,

,資 ||,11日F
I考 占

`十

のIズ l ll tヽ

,「均Fi器の取り投い

im■  を r本の収 1扱 tヽ
|,,Ⅲ lr,■ 1扱 t

i資 1取 1扱 t'イ気背

|■ lj桐包

,出 距ゆ

lll■

1,ヴ■ltlタ

,タ ンボ製作

,,拓本

ll,打 ち

,|レ ,リ カ

!|キ ャプシヨン

ttt t

以 |つ ようなヤlkに な ,ており、時間配分

はそ′,午● こよ.,て 多少●,■い よあるが 写
真撮影 lT■  ■打ち レプリカに関して !
ヽ3コ マ′

'Ir「
け とるようにな・ ,ている.

■日こと [剋ていくと

,● |■‖開li

中|力 |‐ 1ま ,故■Jl長 を実施するの, 
「

,1

晨とは何か、イヽ画晏ヒつたい ま何かとtっ た

1昇題を17,LI十で 1:示こそが■去,tの 最大

つII究 発表の場であり、,`力 の L拐
=な
る

など1',1民 の現Jtを すじ担 1 llる .■よ員は||

`」

11を |‖催する こあた0「 々なことをこな
していかな|″ tiな らなt■ 長示の企画から

資||つ 貸
「

11は l■・ る書類 ■11桐 包 呵隷
資料返均からおにまで ■li■芸員にな

`,た
けの制かな■分までを1旨●する .

■1■ 包や国録などに日しては、 =ら に項

□を,1+て市長するが ■■■のし性えや,
なり 副1装  言葉,t' 十LI十

` 
モラ|レ な

どをす1導する.国■院た挙の子■
=は
してt

えゴ ■it価 真Ⅲ日な学■が多く ■■に対
する態責も+ヽ しで,tit■ ることはほとんど

ない.― クラス1う 1ヽ6名 il償 の少人数桐で行

わitる た0  人 '、 に行き
"い
た指
'|が
で

きるのが,徴である

●I女 として 前:t,,1冬 |,り に11■ ■Fi l l●
フtを 4向 に言,せている .

=`占
資|■ 1(り 扱い

考古資||に「お ザ 資|1全ntに ,tiす るlR
I■t,■ ■を,こ伺 |る こ

=を
日lr)つ

と|る  また考占,II■訂iや  `‖1="わ る
J■場において ムをな ]するのセ ]にするこ
とがあるが 自々がい|ヽに■オ|を扱うときこ
t隣を||う か

`吉
■■攻′,■■も

`い
中で

その■本1つ なことを,1ら ない者11=と んとで

ちる.|え |:riに 言カイしたF力
'し

 せ!||,1器■
沖け,方 も白ムを着用してtヽ たし ,111仕事を

していた考古 1何 ,コ 1「でもそうであ■,た  |
■にはネタンli付 いてtろ うえに行さ|=き が

Iく 、F声 をTJ l llう には

'1さ

なtも ので tl

る

さらに

`liFi十

の4,イ1 伴存処理,と 1,オ旨
|||る が 考占十と保存■,つ 11■ にやLt
‖1片景、■境口1題など|「●く保存という問E
を′えてt,〈

ilkと しては,際に考■賛‖を手
=1●
り、

1■い方を1''お

●い,市,イト′)■ |■い

1句●器の暮

^|,な

,“を犯|■ した上で 4
■′
'■
見の■
',や

 Fホ ‖|と して「「りに
`「

く

'イ
ン,こ ■ ■71 1Jti t i合つた■ |■い
方を■■

さら
=十 1′

,|ズ 詢ヽ ■+,を 指サ||る か
下J輛′,1+性  うこたli 風呂収 ●口]||、 41
覆などを

',|:し
 ■■としては 4人 ,t√ ,仕

泄 古ヽ● 1111の ■:古び |四

',有

打
=ナ
 F ttL

十11 つづら卦 11::l uth萩 のしム■など
を■,ヽする

●中|よ も子本の取り
'ti本来 円の「 でのイ「 業が望ましt.が、|た習

■は¬[を 11■ して1る 為 押l●,1=モ rtを ,
いてつイ「 業

となる .

111■  巻
=本
■,名河ir)][呵 、liト ヤ,,か ら1(

響は で。)i普,昔 【示■ユなとを■ぶ. I‐ 防|

―-190-―



匹りiナ■における■物年■習√)考察

…

掛軸の取り扱い

1 人¬'つ
'珈
を自作に111す でもき,し  も

■をI‐めて,ス Tlま で行う 巻 r本 も
`げ
方、

収nの イ「
', 
民ホ■よtiηする.

こオtら ヽまた初めて
「
に

'る
,'上が多く

日常■1占 とは冑litた 0■ということもち,
繁張する■留である.■習で,‖する資||は

¬iし くた■Πにlllえ たも′,も ちるが 大方 よ
riぃ lヵで|・ 1扱い こま注Jを ,す るものであ

り ■■も●■に取 |■ う.
Fi十 のItり ,いた|十でなく 掛航から派上
して日本の●:抗文化というも′,に触itな が

ら ,1家庭 |て ひ■1″
`官

においての111口,法

防■
',法

なども十:::・

=刀
ケ|●,J(,技い

|‖よつ■■t引様■ 71卜でr)作業が■4ま し

いが、モ虹をt7い て11業する.

刀チ|● ,名・
● ″,い ()さ十え イ年法 F人 lt

の■■、千入1■ 万1ム  千入|し道■′)託町」 【
示方法等を説明する

|:1支 ま 人■つ,"」 哺真提
',,′
)千入ツtを

行い 
「
●し方 世の巻き方も'Iふ .,」剣の

Jヽ |:及 t'1は 1し ては

'1,資 “

|を用いることは

できないつヽ

'五
万でも■

^り

に収りl■しつが

,餞である.中には実円
`に

,父などカガ |̈を

■,た こと・Iあ る■■もl・ 1 手さばきもこ
ちらかi彎 う■ :千である.

少人tr制のスリ ,卜 |ま 業員L十■の
'し

ヽ

●心ができるところにある ‐人一人に」草
に指導てきな サイtiよ

=技
■‖′,意味がなくな

,て しまうことになるう`、■前隋1生になると

ヽうス■をど■うるものでもあリ ユ■力`必
要である.

■■li lllL

美術ll也業者 距業, ll lllし 、 lt‖、
す「 架、そ

')他
●十 二イヽ1,せた,也方■ 椰包

の注意 1によ 保険■をい[lllす る.
資||に

`ヽ

わせた4j吊、11を ,り 11包角i業を

行う,現 11専物館 [お tヽ での資料′,資什け

まとたどが

'li桐
包業者′)イ1入が-1,1,であ

1 学芸It ら‖Jこすることは少ない. しか
し、■術

.|」
包業者のこt,会いlI I資 |‖1也の

技liと
'|・

kを ,1付 けておくことは必須であ
| さ′,に 111,会い■も7得することがヤま
しt■

ilL旱

後馬にイ|う |1本用の■を |・ る.卜● ■

'此

 用tに よる工の分すltを〕●呵する.

汽hな ll半 も自分たちで

“

ると簡単に出来

上がってしまうことに■く―夏川体F腱をはさ

んで 11月 十,山 llき をして ll本 1‖えると

になる.

=写
共撮十′

カメラ フイル
=ば
)基本|'な角ギ壽Jを して、

|:=に 1型 カメラを,用 し写真撮影をイ,う .

● :げ)‖定 ストロボ フイルム交換、1(
1内 も, 卜‐

卜 |イ が有価で精密な●、llり 1■い11は・L分

注意しな十ltゴならない 写真liR影 の夫習は

刀剣の取り扱い
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通
「
2コ マと ,ているが 性,の■IHだ +=

も lコ マ ま必要 こあ

' 
■にを決めてシヤ′

ターを押すイ|=を  人 '、行う■ 1¬ i早 支
し|ヽカメラに1litる ことができな .ヽ′ ,力,見 111

である

i土 員IIな った場イ,資■lllF半
''卜

でも様々

なりⅢで
'メ
ラをl・ う長会が多いヒリ′,たる

ので 日常から小11カ メラでI′ tておくプ),
9ま したヽ

=|千
本

“

不″,■義 祇 i′
'|||■
 とい方の角+,,[

をする.実 ↑ =鈍 工 恒IⅢ■′,|:IIII資十lt
,む業,そ lT卜を行う.資 H'll lの ltt■が

',

■在は■本をとらせてもらえる社会 ま

'iくなっているうヽ 資■ず,コ記 録|■
', 
つであ

ること き
',に ':わ

itて いく技世つ |:たとい

うしllt iお tヽ て ,ヽi売 すでt.き たt,ii智 であ

る.

ll"′Tち

T■ ,を作ることから●0 ■■tず
'手
順

を|[明する.前い 分でとった||卜をFl■ し
て要|ち を,う  本来事lt,7)Z要がなt.資
十でまあるか ■■|,流れによりその旨を,P
,し たJ「で■智する.

イ)●‖1と F■判を■■したI′)●月に■■

■影晋を記呵し Hイ=吉 来
"ヽ

ら|:わるもr)ぅ ,

いかに

「

itて tる かを■■ Tlの |+性を理|イ

す1し よ 力′ターナイフを■■■すに
'F)ム

台

'(力

■(き るようになる.

国堅l.人學にお する|1物■■習う 考■

裏打ち

,肯 でソヽ切なことは 綸
'た

らilた IJ F=道

■■■わitti巨 |に作キするり,で まなく Tl

11『〔モな二 つ つ
',壮
|を t●■■した

上で ス●
'イ

|■li`え ていくこLである

●レ,り ■

■■ litができるま
=●
イ
.■ と|'十1 ■

I古 年の1屯明をして  ■
',Ft'tを

テ=■る .

■習 [ま イi● を,HLて
`,う

 卓ι゙ ■■■■
る

拓本 正撃糊作り
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Fttliソ、學
=お
|する陣1カ■■習の `宗

5 今後の課題
III館■習のあり方は こ大学の専F,旺 を
i許 力ヽしたものであ |、 中玖 [よ ってカリ■コ

ラムも多岐に■ふものである.ま た人デとけ

II‖ ヒリ)関係も簡単に■べ :,オ tる ものではな

い. '、十の申11か

'々

であるように ■物t
の0「うも Eヽ分 rし されてお | ,三■■,11よ っ

て人員つ■も大きtヽ

■■担当のIttnt置いて 、習上の11)さ
をしてtヽ ろ館 まこく稀であり まとんどの11
が日iの多|せな茉

"1,Jわ
れる |で  |十 間を

割 t・Iつ刊|こ となっている.

itiし た如く 人十では■本|,な ことをし
,|｀ |と

'に

つ||さ せた Iで■7=tl出 し
て■しい さらに人■は 体何を.II育 してる
のかという■しい意見 あるい また学では■
習ti‐必要iい という意見まで出ている.十

面 ■■をヽえた十■口に,感想として 博物
■に実習に,´,て  ■■しかやらせてもらえ
なかったということを話|十生が,,る が ■
物

“

資十を■,ヽする上で′■昨こそ山■資卜|に

触,■ ることができるllF ば,チ ャンスであると

いうことを,P,し ていないから不満となるの

■||,ろ う

日早五人學つ■技■習は学|1実 7で I・る .

■■たちにある■●の緊張感を,え るJ,ヽで

も また●際■■場でOF“ というも′)が 11

'ず

,自 信になることま言うまで1,,t'こ とで

ある.タトの■卜を力|る とt.う ことは,(切
=こ

とである.崚 ■li人學人■院で教版をと:,'t

ていたlt人林人■性「が大学の外の巨人とい

うことを朝日li罰つコラムに言いておら
'tる

l肯1略 I II七名さんの
「
計には 4(当 にヽ

いた. 卜́を入れlダ  こ
'1は

机文の

"式
だ

と分かる L "1姉 をみれば こitま ,T■
のいつごろの物だと言うし 言耐 [ついて
もよく知 ,ておられ、古 t[|も 読めるし

地理
「
■にも 動|11カにもF,通 してt.る
ことに驚いた0,よ、 ドイツの民広■十レ
オ フロヘニウスの i'■命

=し
ての■ と

が、フランスザ)東 ,羊 子と
'ャ
ン 'シ ルス

キーの i人女|| を若いころ読んだ0)を ,
かしそうに,舌 されたときてある 一つ ま、
フロヘニ■スがアフリカで出会‐,た 人々の

上き方を通してそ●,tイとを論した本であ

り もう一つは、Pi代 オリエントなどの人
女イ中信¬の人1口 史 1の

「
10す ●探求した

本である.

■ まとちらも読んで その魅力を知って
.ヽる のは日本ではf.だ |すたとしtヽす基んでい

たのであった,大学′,杓 しか知らなか った

ヽ ま 人十√,クトに巨大■枚表人がtiる こと
を加り Hが ,‖ いたりいをした.

入学というltい社会だ|十では '卜の巨人 [

は,え ないとも

“

釈できよう.我が国におい

てIⅢ I力難学で人十五|[議嘔をもち 1'「 ]、 技

lj¨ iで高●なll■●,"物

“

■を学べる
',は 'L

―コ學l.人事であ
' 
その中で十芸員の資

`を1,得することは学′|た ちにま一つの誇 |に

な‐,ていることである力'  つ
'卜

の L昇 を経

「たすることつ=さ らなる|:岡 と技■の向 1に な

ると思わイtる .

また迪■で幅広い項回の■習を,う こと

は |1述 の人刊II物鮨″)要
'に
添ったもの

ではあるが、通り 遍の:kイli`)修■|こ なる可
能|十 を含むものである 少ない● Hに

',て

| |"

鷲機難:ロ
:'~‐    、

レプリカ
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回りに人事にお する●物

",習
の 考,

しっくりと推■によt lIを ンにつ することも必   |さ tヽ ました川tttI11し かヽ :,Fく
"「

|し中し

要で よないかしt■ i彙題につt'て ま ]ヽの  |す ます .
立場か′,ま論することは肝しt・         また  から懇切 1■に実習をごlL=下

=
匹りi大 手の■習 ま Fl今 卜ヽしいことで ま  いました杓1■ ■ 小画IL■ 1深 く倒イtlし
あるが、伐に道よく|1物 rに牛芸員として■  上 十ます
に■くことができた峙 = 充分|」 応できる,1   'メ■撮I夕に協力して さヽった|[■ 完人學人

誠とl‐術を,11日 けるこLができるカリキュ  学 i■力t(■ 1'■  国り院人學 111■敗lti
ラムであると思われる. 日本人が育んできた  +」  鈴木亨イ,■  li渡支さん、i■ +午 ,■ さん
●抗文化を地ヤ |こ となく ,がでも後 1に   によ謝■します .
●えていく̀

ビ
要じ、 日本人ブ,こ というもア)`,       '日 學院人■人■it iμ ttl・ 川 |

枚えること力`人切である コ學院,た■はイ吉
十 L史 デ、|[迫牛 11■′,■上が上に■|≒            註

してt'る ことんヽら 日本の●:流文 fし をよく理   |1 夫I‐ ■ 4"n■■, 1,,「 ■●1111収

“

してお 1 資卜・l'いにもとでも熱心であ  .2 +i: =「 F+F:lt■  ●■11■■iⅢ
り 高く評価できるものである.           育J¬:| ]いう 千■■li t■

IJ ■占|● =11t■ 力 :||I J=|に た||
おわりに                    ¬ |  千葉■■

't■
 十J:コ +[[,:■「 |

本稿 ま限ら′tた 貞敗ということもら | |千     :ⅢⅢ l ⅢI卜 |,大十十当t■オ1咲詞1+■貢
ホ「 ■,上べることはできなか,,た |' 全国。,大   「| ■ ■■| 111"ヽ |:晋 :」 |で jユⅢ5「 ■
■ [1物■講座ず,開itに ヽ力された力]■教,    イ「|=,(■
′,■物瑣1宇へつ■■ 17カの 口を少しでも   il ・ 峠 摯 ■|■ i LJJ「■■ 111i T● f
●■角ギいただ 十れは十いであります.最後に     ■,(デ
大学けに入アしてから常に

'ヒ

咤汲 hll ご十■
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國學院大學博物館学紀要 総目次

第 1車目 1甘111111l J I120 1■ 行|

特集 博物館と教育

■¬1つ
'                                   '1口 '苫

之

●会tl市 し,,1,■                                  |し  |う 人

|,1111イt●■―■■―                                下|+′lt男

iエイt Ⅲl,●2Lセ =ムる4● ||■ 11

卜として社会ヨ●にわ |る●物■理念のワ!tへの試請― |[■ ● ■

■■党哉●七民俗■■),(ホ ■EI三 |「

「

、I II物 ||の 1+トー 11詢 :に,11の場合―                       ■ |十 日

J●■十:1物■のよ育I動                             il`神 1中

天]参考11の執●il」Iに つ■で                           近 ITヽ 司

コロ|ム
'、

,工●■¬十ヽ物ヤ|'ユ常
'舌

■ メし山ⅢI久

●

"“
■占L慨 I                                 "‖ r● |ヽ

`Ii●

■■■|[ヨ                                '「 ■ 角よ

●|"|1関 係IF鼠院友名 _・

■Kll,':「 蔵:]14託  |」驀布共

第 2輯 1lHI「 1「■ :11211発■ |

特集 博物館と資料

||,■ ■■,つ′|■ll …                            Ⅲ ¬ |■ 之

●ル|1資 11に瀾する■え当                             下ll●違
'

|,,'t■ ||● 修理七彙41 1l r′‐ (

信‖●本日間■■■                                ●正 l・ チ

lil l会 ■■‐ イギリスにお 十ろ事物ヽの■
'tと

ロンドレロ■|'物 ||

■にロントンに |||"力軒itt LI B ll=I¨ ‖ほ■

11"●学占■
'ヽ

111コ千」41年 度|

嘔,完人り
`■
十資¬i概要                            全千 11′

|[会″市判I●■院た名●

■■写真 ,ヽ茉●■tt文 |口[■  11■ J,子 II彦
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国い院人事
「
物■学記要 謙 H次

第 3輯  1嘔テ:16■
'月
J口 発

`||
■, 障|'「 とJし●ll会

||"姑社会■ 1■ |―そ='メ lti紆― Iキ ロ

●初11と 1しЦ

`会

公
　
一〓
　
礼」ヽ ]'

t十■●||=お |る ネ道文化 1諄―聴護イの地●■について              't ll

地
'ii ti「

,● ()■ にFする:‖ ¬嘔 しヽ島県■■■■|し ltF),合―

■計十ら入た●■11"PL活 動―            11口 1古 之 11張 ,■

長奇県■■術

`●
'I罰
―民覧会IItt川 4党本の発行―               T '三

●葛祟●コ■′
'1舌
動                                し ‖1絆

|1本市上 |,1″ 11カ

'11'一 '、
文十■                          言 ‖|■

匡り■大■

`II学

●|■の資+'貸 Jロリ !

格

子

■

格

■

■

■

一

レ
一　
略
　
員
」

嘔

　

一

一●
　
ス

Ｌ
　
有

池
　
一昨

′―、　
　
“
¨●物11`■ ⅢⅢれ ―1専

"rに
開十ろ概念

に
'カ

ヤ′1講Ⅲ■細 |]HI「 15,11

社会よ青
"「

7■賦覧友名簿

ま■写真 十偶 ,F証  全■11'

―■に,′)●■を                                  11口 i占

うした1キイtt渕 古オ|ザ
'■
形||■口:               |[■ i■  , II和 1 今 山 i

=高
年●|141元 [にする it業  とくに■::類の●,[[● ti〔―            青 木

●物館ヤ11ヽ ■ 1lF● I =も と●く

`占

■11■―」ヽ■市
',本

追跡の場合―       ↑ 口1■

「 中

"り

と刊IJ■■■                               矢 里「 憲

第 4輯 II●」35年 ,月 |1日
``行

|

特集 樋口博士古稀記念

発+1●,F                            I[■ ●共

IJ口 に「
141i語

氏1虹史民|●●111つ ,こ肇          ‐                   白 す|′ 昌

■■,1, 上 F= 十Jt自

第 5輯 IJロオ156年 1月 21コ 充● 1

特集 地方博物館史の展開 I

―t頭言  ●′
"・

|へ′,il置高揚と|III迪学■|:…                  珈蔭 ●ス

, 県√)|●″|1史                                      ti■ i時
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はり院大中性II■学杞要 t□ 次

11■県にお |る叫|=|キ iヽ■|1覧会 II」11史                     情 |テ ,
刊.. F,IIt"史                                 ■ 姉 ,´ ■

||■ ■,1ヤイ)一亭
'I―

「■唱 亡■ する場合

今,FI■,■′),`T I]川 :L■ |,■●,■詢

人

`1県

にお キるオ「会枚●1よ tの ■ |

■父営:」を二1111+"IIi舌 動‖t告

■研究 ノー ト☆ 地■
'化
とそ√Ⅲ テ社'1

=書
「|■ [[JI古 t ¬■●■, こたな

=イ
ttつ 1物鮨 :

市 ‖ 公 う

後 l・ iし

「.場 直 已

コ 正 泊 ユ

―‖ヒエリ¬ 1,レ ク|∫ エーションー          ● |■ 嘔

|11″ 11_]卜 ||■イ同  ]Hイ「55■ |■ |

■工
「
良 画■常■言tii F= ■木 豊

第 6輯 II]|」 5,年 〕月31 ■,|

特集 地方博物館史の展開 I

Jヒ海道つ陣●11-百 111キ IIII=|'じ に一                        同 田 ― 彦

■ i卜 内曰Ⅲ業|,覧会 =お
十ろ
~1:,1_の

「Il・l踵

―●覧会事す● :trす る奈良県J,動い,を |し亡として一               方 II,1●

11■糸 ⅢⅢl(示lL= 島■県にお 十ろせ[|′)10当 t設化
=日
0し て           千家ボ」lL占

i■ 1舌にlT嗜 十ろ||力t                              irミ ,十

■1,“学計|:要綱 |]|「い0■度 |

^工
写真 `lt Fi 青 t́当

第 7報  'HIい ■ヽ ,月
=l日
イしイ|'

特集 地i或博物館の現状と課題

七

「

11                                       ,「 lT● ,k

ll会イえ■■

'と
しての地■苺物ヤの■

'た

と,t

―ある1しⅢtilⅢ■をと,ま く

' 
日,'人 ,■                     人 :1■ り|

'(■

■i苺物ヤー班要と若「 つコメントー                      T11■ 彦

岩手■上 0物

“

イ)社青1'II勃  1日●15F■ 度の1舌動をJ"亡 [              11谷 常 正

|ll■ il苫●として,,覺打調●′,■■-7■・・ 十「」′)i′,1「
"1か

ら―           ,口 ||十

`■
学資■●元考―「 澪,元に用いる1阿引 を0し亡として一              占ネ  性

長ヽ
「

1, 台付,,■ 可|● ■ネ■
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回學院ソ、學け|″‖ ll・L要  I□ 次

第 8輯 |[1「」5,「 ● 31131 発行|

■
‐r                                        l:■ 市 よ

せII●,1:丼
=卜
1                                  青 木  普

地
==お
する小,1真 眸|""()■

'tと

ittt

il本■ホ11● ●L史民||● 11館の場イ)              池「ロイ 史 T IIタ

判|1地 方
=お
十ろIⅢⅢI吉 =,様オF            …                 ちヽ 江 it

`1■

 共1● I市橋本|ヨ
“
=10す
る■■■■1舌動の●践

― 11'FI● Ll,1,'古 ,,T'|['11キ て一                       つ| 1肛

地,J美行ヤに,,十 ろ■
'ltと

.・ [                           ■丁■

il"■ ■計11■桐 |]イ

'い

■ヽ 11

ムエ写真 '(′ 1型 ■||『i 占木 |'

第 9津目 J日千」60年 1月 :|■
``行

き,市                                       コ ¨浩

と手県のに
'篤
7=t史 :そり,1: 明■1与′t前 ■期の活動を 心に-         11谷 常

11■  ■■■●■1ヒけセンクーつ
"イ

|―■として∴■啓7t,■ を中心|=        「 口

■]L● ‖ヤ =ら す
るケよ賦日のイモ11 ■1年十二JF I●■

“

I刹■―           Ⅲ

'
||■

"物
■
=●
ヤる考占■■示兄学レボートJl気音                  i田 せ

シリ
「
 
「 ラ
'サ
|「:回にい +る |● 111‐√)=● i'■1l                 t.上 十

レブリカ,′1考                                     青 ′t

■■ヨ●ll「 ,lⅢ lti名 簿

k紙写真 ■1:'■1境  11it 青卜生

史

　

■

■
　
一Ｌ
　
輩
一　
杉

　

一

萱
一

■

郎

一■

■

■

■

志

●

四

１１‐

　

■

に

“

第10輯 |1日 |う ■ 3 HI]し た街

を,|■                                       力!Ⅲ

JF`市 J●●||■■|′
'本
入 ヒ

'■
■請                        '■

彙名ヶ

「
せ●■ll調査成果 I)|こ 中ヒ贅1製 F

111,■■つ原 |まネ■十でよ■t.か                         '1里 |

●■J¬●僑区 [″jす るに物1171● 1方                         小 ||

け,■にお ヤろttill, I"■習 ●
'■
資|:IF―                ● |

吉i 育本豊需 ~11物■ル術■ ■,■ ―・||にへの考占F相―            に ‖|

社会崚青|,I■ ltに ヽ名11

表工● It t■  ヽ"|■  | こ■
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IⅢ り院人■●1つ j省学十し要 ■H次

第11輯  11和 12年 1月 31 発行 |

樋口清之博士曹寿記念

発十1り,II―F■■
'ヽ =[名
■,I tテ |キ「 麺口Iti■ ■tを

'■

,■―         |!r為 次

|:日 i古 ti■ 1年訂

Ⅲ計4~||ル 11■占■ ‖ヨt ittH年 を迎えて一■占■lか ら末
'(へ

■,tヤ を,につ〔―

拒 口 1古 之  |キ  ■  トユ′ヽL男  力!下 泊 ■

1■ |■ 1'                           
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注口土器

HI土地 束北地方以 ド不詳 l・t文時代後期償十

日径6 8cnl 高さ16 0cm.立形を■する注口■器で、胴下十.F以外の

イヽ面に人小の鷺を見11」 するのを最大の特徴とする.

やや肩張りのあるメしいI同 .Fに ,く 整った■■を接続し、ほぼ真 Lに

向く

't:1部

の先 rioは 欠損するも企 ll・に●■な形状を呈する「 器である.

色調は ,t,(を 玲する暖掲しを呈する.
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